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1.沿 革 と 概 要

1.沿 革
我 が 国 の 国 際 池 月溜1測 年　.IGI　 参 加 の ・環 と して,昭 和31年 に 」二値 観 測 隊 が 南 柏{に出 発 して以 来,南 極 地 域 観 測

隊 は,・ 時 期 の 中断 期 間 を除 い て,毎 年 派 遣 され,極 地 研 究 は 着 実 に発 展 して きた 、 そ の 結 果,南 極 地 域 観 測 隊 並 び

に 極 地 研 究 の 中 核 とな る 機 関 を設 置 す る 必 要が 南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 本 部,日 本学 術 会 議 及 び 関 係 者 か ら強 く要 望 さ

れ た 。 昭 和37年4Jjlf・:1ぐ,:科学 博物 館 に 極 地 関f系の資 料 室 兼 事 務 室 が 設 置 され た の を 皮 切 りに,川1{次 こ れが 極 地 学 課,

極 地 部,極 地 研 究 部,極 地 研 究 セ ン ター と発 展 的 に 改 組 さ れ て きた .し か し,我 が 国 の 南 極 観 測 事 業の よ り 一層 の 進

展 の た め,昭 和48年9月2911に 国 、1・:科学 博:物館 極 地 研 究 セ ン ター が 発 展 的 に 改 組 され,大 学 共 同 利 用 機 関 と して,国

立極 地 研 究 所 が 創 設 さ れ た

昭和48年9月29日 国 立 極 地 研 究 所 創 設 研 究 系4部 門,資 料 系2部 門,管 理 部2課6係 及 び 事 業 部1課2係 が 設 置

さ れ た.ま た,南 極 の 昭 和 基 地 が 観 測 施 設 とな った 。

日置千II49でド4/J

日召:手050イ1三4H

目召下[|50イ「10A

目召不日53イ1三4月

目召下[154で干4月

昭 和56年4月

日召禾II58イ}三4月

昭和59年4月

平 成2年6月

平成5年4月

平 成6年6月

平 成7年4月

平 成8年5月

'F成9年4月

平 成10年4月

2.概

研究系に寒地Il学 研究部門,資 料系にデータ解析資料部門,事 業部に観測協力室,並 びに図3i:室
が設置された .

研究系に地学研究部門,寒 冷生物学研究部門,資 料系に低温資料部門が設置された。
`}喋部観測協力室に設営係と定常観測係が設置された

。

研究系に極地気象学研究部門(時 限5年),極 地鉱物 ・鉱床学研究部門が設f置され,寒 冷生物学
研究部門が寒冷生物学第 一研究部門 と寒冷生物学第二研究部門に改組 された。

研究系の超高層物理学研究部門が超高層物理学第一研究部門と超高層物理学第1研 究部門に改組
され,寒 地Il学 研究部門は極地設営 工学研究部門と改称 された。

資料系に限石資料音ll門が設置され,み ずほ基地が観測施設 となった。

研究系の極地気象学研究部門が廃止 され,気 水圏遠隔観測研究部門が設置 された、(時限10年)

研究系 に領有研究剖1門,資 料系にオーロラ資料部門が設置 された。

北極圏環境研究センターと情報科学セ ンターの2研 究施設が設置され,資 料系のデータ解析資料

部門が廃止されたご

研究系の気水圏遠隔観測研究部門が廃止 され,極 域大気物質循環部門が設置 された。総合研究大
学院大学数物科学研究科極域科学 専攻が設置され,同 大学の基盤機関となった。

研究系に地殻活動進化研究部門が設置された。

研究施設に南極圏環境モニタリング研究セ ンターが設置された。

南極圏環境モニ タリング研究センターの整備が行われ,資 料系非生物資料部門が廃止された。

北極圏環境研究セ ンター及び南極圏環境モニタリング研究センターの整備が行われた。

研究施設に南極領有研究センター,事 業部に環境影響企画室が設置 された。研究系の限石研究部
門(客 員部門),資 料系の損石資料部門が廃止された。

要

1)設 置 目的

大学共同利用機関 として設置され(国sltl学校設置法の 一部 を改正する法律,昭 和48年 法律第103}ナ),極 地に関する

科学の総合研究及び極地観測を行 うことを目的とする。

2)主 要事業

ア)共 同 利 用

大学及び研究機関の研究者その他の者で,こ の研究所のF-1的とする研究 と同 一一の研究に従事する者の利用に供 し,

及び共同研究を行う、,

イ)大 学院教育に対する協力

大学の要請に応 じ,当 該大学の大学院における教育に協力する、

ウ)南 極観測事業

南極地域観測の中核機関として,観 測 事業の実施及び観測隊の編成の準!j}}その他の協力業務を行い,並 びに観測成

果について集中的に資料を収集,整 理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表を行う

1



3)組 織

評1議 員 会

同 立 極 地

研 究 所

(48.9倉 り言三と)

運営協議員会

管 理 部

庶 務 課

会 計 課 課長補佐

事 業 部

'拝 業 課

究
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門

図 書 室
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務

事

協 力

利 用
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設
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係

係
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員
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5)経 費

国立学校特別会計(項)研 究所(項)施 設整備贅

費ー一1

(項)国 立学校
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一般会計(項)南 極地域観測事業費

(単 位:T－ 円)

」年度
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6)施 設

敷 地 面 積

建 物 延 面 積

研 究 棟

管理 ・資料棟

ゲス トハウス

物 品 庫

河 口 湖 ・大 石 研 修 施 設

河 口湖 ・ボ イ ラ ー棟

5,945m2(板 橋 地 区)

1,407m2(河 口湖 地 区)

6,430inL'(RC,地 下1階,地E4階)

4,002m2(SRC,地 下1階,地 上6階)

678m2(RC,地 上4階)

67m2(B,平 屋 建)

372m2(W地 上2階)

15m2(B地 上1階)

!l,1771n2

}387㎡

研 究 所 配 置 図



ll.　研 究 活 動

国 ウ1極地研究所の教官 客 員教官 を含む)は,専 攻分野に応 じ,そ れぞれ超高層物理学研究グループ,気 水圏研究

グループ,地 学研究グループ,生 物学研究 グルーフ,及 び極地設営1:学 研究 グループに所属 し,研 究 に従事 している。

各研究 グループは,将 来計画の推進,共 同研究の進展,前 年度の研究実績等を踏 まえ,年 度ごとの研究計画を、:tl棄し

実行 している、

平成10年 度に行われた研究活動を,「研究」,「国際共同研究等」,及 び1シ ンポジウム等」に区分 してまとめた、

「研究」においては,各 研究グルーフごとに,教 官ごとの研究課題を 「・般研究」に,所 外の研究者との共同研究

の研究課題を 「共同研究」に,文 部省科学研究費補助金による研究課題を 「科学研究費補助金による研究」にまとめ,

研究の成果 として,学 会誌等に発表された論文や,学 会 ・シンポジウムでの口頭発表を 「研究成果の発表」に各々ま

とめた。

「国際共同研究等」では,北 極圏のスバールバル諸島における研究活動,及 びア イスランドでの研究活動の概要を

まとめた。

「シンポジウム等」では,国 立極地研究所1催 の5つ のシンポジウム(極 域 における電離圏磁気圏総合観測シンポ

ジウム,極 域気水圏シンポジウム,南 極地学 シンポジウム,南 極限石シンポジウム,極 球生物 シンポジウム)の 概要

について,ま た,共 同研究の 環 として行われた研究小集会 ・観測研究小集会についてその題目等をまとめた、

1.研 究

1)超 高層物理学研究 グループ

(1)一 般 研 究

放射線帯高エネルギー粒子の計算機 シミュレーション 教授 江尻全機

磁気圏物理学で放射線帯高エネルギー粒子の振舞いに関する研究は,磁 気嵐に伴 うプラズマシー トか ら環電流領域

へのエネルギー注入の過程(リ ングカレン ト形成)や 高緯度オーロラ粒s'一の起源,低 緯度オーロラの原因等と密接に

関連 し,さ らに,宇 宙空間(特 に放射線帯)で の宇宙利用(通 信 ・放送衛星,気 象衛星,地 球探査衛星,ス ペース ・

ステーション等)に 対する宇宙天気 予報 という観点から重要な研究課題である。これ迄 ,理 論 シミュ レーションの新

たな計算手法の開発を行い,高 エネルギー粒 壬分布の時間発展を求めることが出来,磁 気圏内での粒 」㌃損失過程及び

環電流形成に伴 う地球磁場変動 について検討 した。 さらに,太 陽風の諸条件に対する磁気圏の応答を研究 した,

南 極 点 に お け る オ ー ロ ラ と大 気 光 ダ イ ナ ミ ッ ク スの 研 究

教 授 江 尻 全 機,教 授 麻 生 武 彦,教 授 岡 野 章 一一,助 教 授 田 日 真 ,助 手 岡 田 雅樹,助 手 堤 雅 基

1996年 に南 極 点 基 地 に設 置 され た 超 高 感 度 全 天 イ メー ジ ャ　「.KSLi　は ,昨 年 に 引 続 き,1998年 南 半 球 冬 期 にお い て

も稼 働 す る事 が 出 来 た 。 人Il衛 星 を経 由 して の イ ン ター ネ ッ トを使 用 し,基 本 的 な オペ レー シ ョン ・コマ ン ドの 送 出

と,1日 数 枚 の ク イ ッ ク ・ル ッ ク画 像 の 取 得 を 行 って,正 常 な 機 器 の 運 用 を行 う こ とが 出 来 た 。 但 し,全 デ ー タは 光

磁 気 デ ィス ク に蓄 積 さ れ て い るの で そ の デ ー タ回 収,さ らに1年 毎 の 機 器 メン テ ナ ン ス(感 度 較 正 ,テ ー プ装 置 の 設

置,焦 点 調 整等)の 為,1998年11JJに 田 日 を ア ム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南 極 点 基 地 に 派 遣 した。 南 極 域 で の 輸 送 等 に つ い

て は,国 立 極 地 研 究 所 と米 国 科 学 ア カ デ ミー　NSF〕 　 との 協 定 で 米 国 南 極 観 測 事 業 の 環 と して 実 施 され た 。 昨 年 得

られ た デ ー タか ら,昼 間側 カ ス プ/ク レ フ ト帯 の オ ー ロ ラ の動 き と高エ ネ ルギ ー粒1一の 動 きの 新 しい観 測 事 実 が 明 ら

か に な っ て きた 、 ・昨 年 の 全 デ ー タは ホ ー ムペ ー ジhul):〃、、へ、、V.lliPr.a℃jp/～asi-(lp/にて 全 世 界 の 研 究 者 に公 開 され て い

る 。

ALISに よ る オ ー ロ ラ ・夜 光 と トモ グ ラ フ ィ ー の研 究 教 授 麻 生 武 彦
,教 授 江 尻 全 機

オ ー ロ ラ トモ グ ラ フ ィー はCT　 (計 算 トモ グ ラ フ ィ)の 技 法 を応 用 して 複 数 の 単 色 光 オ ー ロ ラ 画 像 か ら オ ー ロ ラ の

3次 元 構 造 を復 元 し,オ ー ロ ラ生 成 の 物 理 過 程 や オ ーーロ ラ ダ イナ ミ ッ クス の 解 明 に 繋 が る 知 見 を 得 よ う とす る もの で

[
イ



あ る。 本 研 究 は,南 極 昭 和 基 地 周 辺 に お け る ス テ レオ 立 体 観 測 の 解 析 を鳴 矢 と し,そ の 後 ア イ ス ラ ン ドで の 長 基 線 ス

テ レオ 観 測 を経 て,ス ウ ェ ー デ ン ・キ ル ナ の ス ウ ェ ー デ ン スペ ー ス物 理 研 究 所 のALISグ ル ー プ との 国 際 共 同研 究 に

発 展 し た。 本 年 度 は,光 学 較 正 結 果 を も と に し た 発 光 光 度 の 絶 対 値 再 較 正,前 年 度 に 引 き続 い て のFAST衛 星 や

EISCATレ ー ダー との コ ン ジ ャ ン ク シ ョ ン観 測 が 継 続 して 行 わ れ た。 また,　EISCATヒ ー テ ィ ン グ/ALISIi〒J時 観 測 実

験 に お い て,オ ー ロ ラが な く,背 景 電 子密 度 が ヒー テ ィ ン グ周 波 数 に 対 して 十分 高 い 好 条件 ドで,ヒ ー テ ィ ン グ の

ON/OFFに 伴 う630nm夜 光 の 定 量 的 画像 デ ー タの取 得 に は じめ て 成功 し,国 際 共 同研 究 と して 詳 しい 検 討 が 進 め られ

て い る 。

EISCATレ ーダーによる中層大気 ダイナ ミックスの研究 教授 麻生武彦

大気潮汐波は 主に下層で励起 され,ヒ 方への伝播に伴い,中 間圏から ド部熱圏にかけて中層大気 ダイナ ミックスに

おける主要な波動成分 となるが,伝 播途一ヒでの平均流や重力波や大気乱流,プ ラネタリ一波 との相 互作用や散逸など

を通 じその様相は種々の時間スケールの変動 を示す。中緯度については,従 来から流星レーダー観測 と計算機モデリ

ングによりこれらを定 量的物理学の範疇で捉 えて きたが,極 域においては高次モー ドの卓越や,サ ブス トームなどに

関連 したh方 か らの電磁力学的擾乱などが相加わ りその様相をいっそ う複雑にする。これをEISCATレ ーダーを中心

とし,こ れに呼応 した各種 レーダー,光 学観測機器を駆使 し,計 算機モデリングの拡張 と並行 して解明することを目

的 としている。1998年8月 にはEISCATス バルバールレーダーでクラッター除去により始めて可能 となった90-120km

高度の大気潮汐観測が,英 国のグループが中心 となって行われ,我 々も独 自の解析 ・検討を行った。引 き続いて,極

地研究所 とノルウェーの共同による大気波動観測特別プログラム観測が行われ,10月 には大気乱流の観測 と解析,

1999年3月 には,東 西 ・南北成分同時観測による大気潮汐波の属性観測によって新 しい知見を得た。

可 視 オ ー ロ ラ とSuperDARNレ ー ダ ー とで 同 時 観 測 され た準 周 期 的 現 象 の 研 究 教 授 佐 藤 夏 雄

昼 側 の オ ー ロ ラ につ い て は こ れ まで 様 々 な研 究 が 行 わ れ て い るが,そ の 細 か い 空 間 的,時 間 的 発 展 は ま だ よ くわか っ

て い な い 。 南極 中 山 基 地 の磁 気 緯 度 は(:USp/cleft領 域 付 近 に1{t:置して お り,そ の 地 理 と地 磁 気 の緯 度 ・経 度 の 関係 か

ら,午 後 側 で のP∫視 オ ー ロ ラ観 測 をす る こ とが 可能 で あ る。 ま た,昭 和 基 地 第:レ ー ダ ー　(Syowa　 East　HF　 radar)

は 中 国 中 山 基 地 ヒ空 を カバ ー して い る こ とか ら,午 後側 の 時 間帯 で 生 起 す る オ ー ロ ラ現 象 の 両 者 の比 較 観 測 は 興味 深

い 。

1997年8月3日 に は,昭 和 第 一:レー ダー が 中 山 基 地 ヒ空 を 高 時 間 分 解 能 で 観 測 して い た 。 幸運 に も この 日の 中 山 基

地 は快 晴 で,地 ヒの 全 天TVカ メ ラ との 同 時 観 測 が で き,こ れ まで に な い 両 者 の 比 較 研 究 が 可能 とな っ た。

初 期 解 析 結 果 で は,こ の 日のHFレ ー ダー 及 び 全 天TVカ メ ラ に そ れ ぞ れ 午 後 側 現 象 に特 徴 的 で あ る 時 間 的/空 間 的

な準 周 期 的 な変 動 現 象 が 出 現 した 。 こ の 時 の 周 期 は5～10分 の 準 周 期 的 現 象 で あ っ た 。 全 天TVカ メ ラで は 東 西 に の

び た ア ー ク状 の オー ロ ラ が9回 に わ た り明 滅 を繰 り返 し,そ の 空 間 的 変動 にお い て はmultiple　 arcやvortexを 伴 う も

の,ア ー ク(ま た は ア ー クの 一 部)が 低 緯 度 か ら高 緯 度 へ 次 々 に 移 っ て い く姿 が 確 認 で きた 。 こ の 時 間 帯 のHFレ ー

ダー の エ コ ー に も似 た よ うな 周 期 的 変 動 が 確 認 で き た。 特 に ド ップ ラ ー 速 度 の変 動 は,エ コ ー 強 度 の 変 動 よ り も短 い

周 期 で,か つ 急 激 に 方 向 が 変 化 して い た 。

イメージングリオメータにより観測 されるオーロラ現象の南北半球共役性 助教授 山岸久雄

オーロラ現象は磁気圏尾部で加速されたオーロラ粒 子が南北極極ヒ空に降込み大気を発光させる現象である。従って,

南北極で対称的に発生すると考えられている。 しか し,春,秋 分期 を除 くと,両 極の'方 は日照下(白 夜)で あるこ

とが多い。従って,光 学観測によりオーロラの南北半球共役性を調べ ようとすると,春,秋 分期に限られる。光学観

測ではさらに両極の観測点が晴天であるという条件 も加わるため,実 際に共役オーロラを光学観測できる機会は非常

に少ない。イメージングリオメー タはオーロラに伴 う電離層電波吸収を高空間分解能で測定することよりオーロラを

イメージングする装置である。日照の有無や晴天,曇 天の如何 に係わらずオーロラのイメージングが可能なため,オ ー

ロラの南北半球共役性 を調べるためには,非 常に有効 な観測機である。われわれは1992年 以来,南 極昭和基地一アイ

スランド地磁気共役点にイメージングリオメータ設置 し,通 年連続観測を行い,オ ーロラの南北半球共役性 を統計的

に調べている。 これらのデータを解析 した結果,以 下の点が明らかになった。

(1)オ ーロラサブス トーム開始に伴 う,極 方向に発展するオーロラの共役性は良 く保たれているが,そ の後のオー

ロラ活動では共役性が乱れる。

(2)(1)項 の共役オーロラの出現緯度は季節により変化 し,夏 半球では低緯度側 に,冬11球 では高緯度側にずれる。
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そ の 季 節 変 化 の 緯 度 幅 は オ ー ロ ラ帯 親 測 点 で は2-3度 で あ る

(3)極 方 向 に発 展 す る オ ー ロ ラの 移動 速 度 は,昭 和 基 地 とア イ ス ラ ン ドを比 較 す る と,昭 和 基地 の 方が 平均 して15

%禾呈∫変」速し＼、

(2)項 の 原 因 は地 球 の 磁 力線 が ノく陽 風 との 相1111乍用 に よ って 変 形 す る にあ た り,キ ー パ ラ メー タで あ る 地 磁 気軸 と太

陽 風 速 度 の 交 角 が 季節 に よ り変 化 す る た め と考 え ら れ る(3)項 の理 由 と して,昭 和 基地 は,ア イス ラ ン ドに比 べ,地

磁 気 伏 角 が 小 さ く,磁 場 強 度 が 弱 い た め.磁 気 赤 道 面 の 磁 ノJ管を 両 半球 に投 影 した 場 合,昭 和 基 地 側 の 径 が10%余 り

大 き くな る こ と と関連 して い る つ ま り磁 気 赤 道 面 で の 変 移 速 度 を磁 力 線 のfo(エt　pomtに 投 影 した場 合,昭 和 基 地 側

が 見 か け ヒ速 くな る た め,と 解 釈 で き る

月周 回 探 査 衛 星 搭 載 プ ラズ マ イ メ ー ジ ャ に よ る オ ー ロ ラ ・大 気 光 の研 究

助 教 授 田lI　 真,教 授 岡野 章 一,教 授 江 尻 全 機

2003年8月 に打 ち ヒげj;定 の1]探 査 周 【[il衛星　(SELENE)　 に搭 載 され る 地 球 超 高 層 プ ラ ズ マ イ メ ー ジ ャ ー　(Upper

Atmosphere　 amd　 Plasma　 Imag(・r:　uPuの 開 発 を進 め て い る 。UPIは 共 役 点 オ ー ロ ラの 同 時 撮 像 及 び 大 気 光 の グ ロ ー バ

ル イ メー ジ ン グ を 目的 と して い る 南 北 共 役 点 オ ー ロ ラ を 同 一画 像 に撮 像 す る こ とは ,観 測 の 同 時 性 が 完 全 で あ り,

発 光 強 度 や 形態,時 間 発 展,位 置 関 係 の 詳 細 な比 較 が 容 易 に 口∫能 で あ る 。 また ノく気 光 の イメ ー ジ ン グ観 測 か らは 大 規

模 大 気 重 力 波 の 伝播 を 地 球 規 模 で 初 め て[・∫視 化 す る こ とが期 待 され る、,'F成10年 度 は 昨 年 度 に 引 続 きFMの 設計 を進

め た 。 そ の 結 果,　UPI-TUV　 (紫 外 望 遠 鏡1に つ い て 技 術 的 な 問 題 が 明 らか に な り,　1]PI-TUVの 搭 載 は 断 念 した 。 極

端 紫 外 望 遠 鏡((TI'1--TEX・ と 可視 望 遠 鏡　(UPI-TVIS)　 に つ い て は 光 学 系,電 気 系 設 計 を詰 め,そ れ に基 づ い て 構 造,

感 度,デ ー タ取 得 方法,テ レ メ トリ ・コマ ン ド,　HK項 目 を検 討 した 、重量 を 集計 し,計 量 化 の 対 策 を 講 じた。 ま た

使 用 す るCCDの メー カー お よ び 型 を選 定 し,そ れ に 合 わ せ た 駆 動 回 路 の 試 作 に着 手 した。UPIは ハ イ ゲ イ ンア ンテ ナ

コ ンパ ー トメ ン トに 搭 載 され る とい う 前提 で 設 計 が 進 め られ たが ,追 尾 精 度 が 足 りな い とい う問 題 が 生 じた。 また ハ

イゲ イ ンア ン テ ナ の 設 計 ヒの 問 題 も明 ら か に な り,そ こ か ら降 ろ さ ざ る を得 な くな っ た 。 そ の た め急 遽 年 度 末 に な っ

てUPI独 自 で 地 球 を追 尾 す る た め の2軸 ジ ンバ ル を持 つ とい う ノ∫向 で検 討 を 聞及f}した 。

昭 和 基 地 新 型 掃 天 フ ォ トメ ー タ の 開 発 助 教 授 田U真 ,助 手 菊 池 雅 行

磁 気 子'「線 に沿 っ た オ ー ロ ラ発 光 強 度 の モ ニ ター の た め に 昭 和 基 地 に 設 置 され て い る掃 天 フ ォ トメ ー タが 老朽 化 し

た た め,そ れ に代 わ る 新 しい 掃 天 フ ォ トメー タ を設 計 し製作 した 。 従 来 の 掃 天 フ ォ トメー タは 視 野 を振 る た め の 大 き

な 鏡 を周 期 的 に 往 復 回転 し,一 一定 方向 に導 入 され た 光 を ダ イ ク ロ イ ッ ク ミラ ー で 各 波 長 検 出 用 フ ォ トメー タ に分 配 す

る 方 式 を採 っ て い た 。しか し この 方式 で は現 場 で の 校 正 ラ ン プ に よ る感 度 校IEし か で きず ,フ ィル ター や ダ イ クロ イ ッ

ク ミラ ー の 透 過 スペ ク トルの 経 年 変 化 を知 る 術 が なか っ た。そ こで 新 婦 天 フ ォ トメー タで は 鏡 や ダ イ クロ イ ッ ク ミラ ー

は 用 い ず,8本 の フ ォ トメー タを ・つ の ノくき な掃 天 プ ラ ッ トフ ォー ム に 載 せ ,全 体 を振 る方 式 に した。 フ ォ トメ ー タ

は プ ラ ッ トフ ォー ム か ら容 易 に取 り外 す こ とがPi∫能 で,1シ ー ズ ン毎 に持 ち帰 り国 内 で 再 校 正 され る。 こ の 方法 で 感

度 の 厳 密 な維 持 が 日∫能 と な る 。 ま た フ ィ ル タ ー透 過 特 性 の 温 度 に よ る シ フ トを避 け る た め,ヒ ー ター と温 度 調 節 器 に

よ っ て掃 天 フ ォ トメ ー タ内 部 は10℃ に保 た れ る.装 置 は'「成10年10月 まで に 完 成 し,第40次 南極 地域 観 測 隊 に よ っ て

昭 和 基 地 に設 置 され た。 第40次 隊 で 使 用 され る フ ォ トメ ー タは5本 でNジ1NG427.811m,Hβ484.9～486.1111n、Hβ

(BG)487.411m,OI557.7nm,ol630.Onmを 測 定 す る、,デー タ収 録 シ ス テ ム は超 高 層 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ムATLAsに

準 じた もの が 備 わ る 。

フ ァ ブ リー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャー に よ る極 域 中 間 圏 ・熱 圏 ダ イ ナ ミ ク スの 研 究

助 教 授 田 日 真,教 授 岡 野 章 ・,教 授 江 尻 全 機

第V期5カ 年 計 画 に沿 っ て 昭 和 基 地 に 設 置 され る計 画 の フ ァブ リー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャー は ヒ部 中 間 圏 ・ ド剖1熱圏 中

性 ノく気 の 風 速 と温 度 の2次 元 分 布 を測 定 す る 装 置で あ る.こ れ らの 高 度 領 域 で の オ ー ロ ラ活 動 と大 気 ダ イ ナ ミク スの

関 係,大 気 ノく循 環 パ ター ンの モ ニ タ リ ン グ を 目的 とす る 平成9年 度 に引 き続 き,フ ァブ リー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャー の

開 発 を進 め た,フ ァブ リ ーベ ロ ー イ メ ー ジ ャー の 光学 系 につ い て は 年 度 前半 で 設 計 を 固 め,後 半か らは 集 光 光学 系 及

び リ レー 光 学 系 の 製作 に取 りか か っ た,ま た コ リ メー タ用 大 日径 レ ン ズ を 製作 す る た め の ガ ラ ス材 料 を 手配 した 。 こ

の フ ァブ リー ペ ロ ー イメー ジ ャ ー の 設 計 で 最 も 重 要 な点 は エ タロ ンの 安 定 化 で あ る.エ タ ロ ンギ ャ ッ プは スペ ー サ ー

の 温 度 変 化 や ギ ャ ップ 間 の 空 気 の密 度 変 化 に よ って 変動 す る、 しか し これ に使 用 す るエ タロ ン は気 密 セ ル に 入 れ られ

て あ る の で 気 圧 変 化 は 考 慮 しな くて 良 い エ タ ロ ン ス ヘ ー サ ーの 温 度 を+0 .05℃ 以 内 で ・定 に保 つ た め に,エ タ ロ ン
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チャンバーの周囲をウォータージャケッ トで覆う方向で検討 を進めた、,また周波数安定化He-Neレ ーザー光 を使った

エタロンギャップモニ ター ・安定化 システムを設計 した。オーロラを光源として風速及び温度を導出する場合には,

オーロラ発光の時間的 ・空間的非 様 性が問題になる。その対策 として①エ タロンギャップの高速スキャンに同期 し

て画像取得することによる時間的 ・空間的平均化,② 全天 イメージャーデータを使 った発光強度分布補正,の どちら

か 二つの方法で対処する。 どちらを採用するかはCCDの 読出速度に依存するので,　CCD機 種 を決定する来年度に持

ち越 した。

水 星 大 気 圏 ・磁 気 圏 の 光 学 的 探 査 に 関 す る研 究 助 教 授 田 口 真,教 授 岡 野 章 一,教 授 江 尻 全 機

PLANET-Bに 続 く次 期 惑 星 ミ ッ シ ョン候 補 と して水 星探 査 が 提 案 され,平 成9年5月 に 水 星 探 査 ワ ー キ ン グ グル ー

プが 設 立 され た。 極 地 研 超 高 層 グ ル ー プ は 国 内 の 光学 リモ ー トセ ン シ ン グ に よ る超 高 層 大 気 研 究 を リー ドす る 立 場 か

ら,東 大,東 北 大,通 総 研 と と も に,可 視 光 か ら極 端 紫 外 光 を使 った 水 星 大 気 圏 ・磁 気 圏 の イ メー ジ ン グ観 測 につ い

て検 討 を 開始 し た。 科 学 目 的,観 測 可 能 性,機 器 デ ザ イ ン につ い て 検 討 を 重 ね,水 星 探 査 機 へ の搭 載 機 器 と してAt-

mog.　phere　 and　Magnetosphere　 Imager:　 AMIを 提 案 した 。AMIは 可視 イ メー ジ ャ ー(AMI-V),水 素 吸 収 セ ル フ ォ トメ ー

タ(AMI-L),真 空 紫 外 分 光 計(AMIG),共 通 電 気 系(AMI-E)で 構 成 され る。　AMI-Vは ナ トリ ウ ムD線 で 水 星 の ナ

トリ ウ ム 大 気 の 動 態 を明 らか に す る。　AMI-Lは 吸 収 セ ル法 に よ り中性 水 素 コ ロナ の 分 布 を観 測 す る 。　AMI-Gは 真 空 紫

外 域 の 輝 線 スペ ク トル か ら希 ガ ス成 分 の 分 布 を 求 め る。 そ れ ぞ れ が 水 星磁 気 圏 サ ブ ス トー ム に伴 っ て どの よ う に空 間

的 時 間 的 変 動 す る か観 測 す る 。平 成10年 度 は この よ うな 観 測 計 画 を ま とめ搭 載 機 器 プ ロ ポ ー ザ ル を提 出 した。セ ンサ ー

は 最 終 的 にAMLVとAMI-Gの 二 つ に 集 約 した 。 開発 す べ き技 術 と して 液 晶 可 変 光 学 フ ィル ター の 性 能 評 価 試 験 を行 っ

た 。

EXOS-Dオ ー ロ ラ紫 外 光 撮 像 装 置 デ ー タ解 析 助 手 門 倉 昭,教 授 江 尻 全 機

EXOS-D　 (あ け ぼ の)衛 星 搭 載 の オ ー ロ ラ紫 外 光 撮 像 装 置　(ATV-UV)　 の デ ー タ解 析 を 進 め て い る。1989年6月 に

観 測 され た オ ー ロ ラ サ ブ ス トー ム イベ ン トに つ い て,ハ レー 基 地 のHFレ ー ダ ー デ ー タ,昭 和 基 地,あ す か 基 地 の 掃

天 フ ォ トメ ー タ な ど の 地 ヒデ ー タ,　DMSP,　 NOAA,　 「あ け ぼ の 」 衛 星 デ ー タ と合 わ せ て,特 に,サ ブ ス トー ム の

grOwthphaseに 観 測 され た 諸 現 象 に 注 目 した 解 析 を 行 っ た。そ の結 果,サ ブ ス トー ム オ ンセ ッ トの 数 分 前 に,オ ンセ ッ

ト領 域 よ りも高 緯 度 側 のopen/close境 界 付 近 に,　near　earth　neutral　lineと 思 わ れ る活 動 域 が 現 れ,ま た オ ンセ ッ ト領

域 近 傍 の等 価 電 流 系 が 急 激 に 変 化 す る こ とが 示 さ れ た 。

ロ ン グ イヤ ー ビ ェ ン に お け る カ ス プ域 緯 度 夜 側 オ ー ロ ラ共 役 点 観 測

助 手 門 倉 昭,教 授 麻 生 武 彦,佐 藤 夏 雄

1999年3月,ス バ ルバ ー ド,ロ ング イヤ ー ビ ェ ン にお い て,中 山 基 地 との 間 の オ ー ロ ラ共 役 点 観 測 を 目的 と した観

測 を行 っ た 。 あ らか じめ,　FAST衛 星,　GEOTAIL衛 星 の 軌 道 を 確 認 し,そ れ ら の衛 星 の 通 過 に 合 わ せ て,　EISCATス

バ ル バ ー ドレー ダ ー(ESR)に よ る特 別 観 測 も行 っ た 。 観 測 期 間 は,3月8日 よ り3月20日 まで 。3月10日 に は,よ

り低 緯 度 側 で 発 生 した オ ー ロ ラサ ブ ス トー ム の 結 果,高 緯 度 側 にexpansiollし て きた オ ー ロ ラ活 動 を,地 上光 学,

ESR,　 FAST衛 星,　GEOTAII.衛 星,に よ り観 測 す る こ とが 出 来 た。 また この 時,中 山 基 地 に お い て もオ ー ロ ラ活 動 が

観 測 さ れ た こ とが 確 認 さ れ た 。 こ の 観 測 は,科 研 費(国 際 学 術 研 究 一 大学 問 協 力 研 究(ト ロ ム ソ大))　 「EISCATレ ー

ダー に よ る北 極 域 の 大 気 圏 ・電 磁 気 圏 環 境 変 動 の 研 究 」(平 成10-12年,代 表:平 澤 所 長)の 一環 で あ っ た 。

EXOS-D放 射線帯モニター装置データ処理及び放射線帯の大規模構造変化に関する解析研究

助手 行松 彰

科学衛星EXOS-D　 (「あけぼの」)搭 載の放射線帯モニ ター装置(RDM)の データに関 して,東 工大地球惑星科学科

と共同で,こ れまでに取得 され或は現在 も取得され,宇 宙科学研究所に蓄積され続けているデータの組織的なデータ

ベースの構築及びその解析を引き続 き推 し進めた。 また,　EXOS-D　 (「あけぼの」)衛 星のSDB　 (Science　Data　Base)

の作成にも協力 して,　RDMのSDB作 成 を系統的に行 うべ く環境を整えて きたが,年 度末には,更 に完全 自動処理化

を目論んだシステムに改良し,飛 躍的に処理速度を向上させ,今 後急速なデー タベース整備が期待 される。 また,一

昨年度か ら,地 磁気異常地域(SAA)直 ドのブラジルにおける,放 射線帯粒子降下及びその影響 を調査する為の地一ヒ

観測も一部開始 し,大 きな磁気嵐時の放射線帯粒 子の振舞に関する共同解析 も引続 き進められている。「あけぼの」

が観測を開始 してから10年 が経 ち,10年 分のこれまでに例のない放射線帯の長期間連続データが蓄積され,ii〒くて新
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しい こ の分 野 に貴 重 な デ ー タを提 供 で き る もの と期 待 され て い る。

超 高 層 モ ニ タ リン グ シス テ ム の 開 発 助 手 菊 池 雅 行,助 手 行 松 彰,教 授 佐 藤 夏 雄

PC/AT互 換 機 をベ ー ス と した,マ ル チ タス ク環 境 で の ネ ッ トワ ー ク透 過 型 デ ー タ収 録,編 集,機 器 制 御 シ ス テ ム

の 開 発 を行 い,昭 和 基 地 で の 安 定 動 作 を確 認 した 、本 シス テ ム は100Hz32チ ャ ン ネル,ま た は200Hzl6チ ャ ン ネル の

無 停 止 連 続 サ ン プ リ ン グ が 可能 で あ り,そ の 時 刻 精 度 は5msec以 ドで あ る 。 マ ル チ タ ス ク環 境 を 生 か し,デ ー タ を

取 得 しな が ら光 磁 気 デ ィス クへ の デ ー タの 保 存,あ る い は ネ ッ トワ ー ク経 由 で の デ ー タ配 信 が 行 わ れ る。 デ ー タは

CDFフ ォ ーマ ッ トで 保 存,配 信 され る,

本 シ ス テ ム は リ ア ル タ イム 制 御 ア ル ゴ リ ズ ム に 独 自の ア ー キ テ クチ ャ を用 い,年 間 を通 して 高 い サ ンプ リ ン グ時 刻

精 度 を実 現 す る 。 ま た,　PC/AT互 換 機 を用 い て い る た め 予 備 品 の 調達 が 容 易 で あ り,メ ンテ ナ ン ス も容 易 で あ る.

昭 和 基 地 は そ の 長 い歴 史 に 於 い て,極 域 超 高 層 現 象 の 重 要 な 観 測 拠 点 と して の 役 割 を担 っ て きた 。 こ れ に伴 い,極

地 研 究 所 は他 の研 究 者 に対 して 極 域 デ ー タ提 供 の 任 を負 っ て い る 、近 年,通 信 事 情 の 激 変,あ る い は科 学 衛 星 との 共

同 観 測 に伴 い,世 界 的 に デ ー タ配 信 の即 時 性 が 求 め られ る よ う に な っ て きて い る。 昭 和 基 地 もそ の 例 外 で は な い。

昭 和 基 地 で 行 わ れ て い る 超 高 層 モ ニ タ リ ン グ観 測 はVLF,　 ULF,　 地 磁 気 で あ る。 この シ ス テ ム の 完 成 に よ りこ れ ら

全 て の デ ー タが 日本 で モ ニ ター 出 来 る よ う に な っ た 一 これ らデ ー タは ホ ー ム ペ ー ジ を通 じて広 く公 開 され る に 至 っ て

い る 。

近 い 将 来 予 想 され る ネ ッ トワー クの 高 速 化 は,現 象,ト ラ ブ ルの リア ル タ イム 監 視 を 可能 とす る 。 こ の こ と は研 究

者 が居 なが らに して 広 範 囲 な 観 測 網 を即 時 に把 握 す る こ とで あ り,大 域 的現 象 の 考察 に 大 き な威 力 を発 揮 す る こ とが

期 待 され る 。

分散 メモ リ型並列計算機による大規模電磁粒子シミュレーションコー ドの開発 とプラズマ波動の物理素過程の研究

助 手 岡田雅樹

宇宙プラズマ中での波動現象を計算機 上で再現する際に最 も困難であった理由の ・つに,計 算機性能の中でもL記

憶による限界があった。これを克服で きる可能性 として近年,並 列型計算機の技イオ寸が進歩 し実用にな りつつあり,こ

のような技術に対応 した計算機実験 のコー ドを開発 した。情報科学セ ンターに導 入された並列型計算機(日{ノ:製SR

2201)を 使用 し,分 散メモ リ型計算機 ヒで効率良く性能を発揮する領域分割型のアルゴリズムによる並列化を行・・た、

これにより単－CPUに よる限界を超えて複数CPUの 主記憶 を使用 しながら計算機性能の90%以 ヒを活用することがで

きることを確認 した。 このシミュレーションコー ドにより,こ れ まで困難であったビーム粒f－による斜め伝播ホイッ

スラーモー ドと静電波の競合過程に関する研究 を行った。

MFレ ー ダ ー に よ る極 域 中 間 圏 領 域 の観 測

助 手 堤 雅 基,教 授 岡野 章 ・,教 授 麻 生 武 彦,教 授 江 尻 全 機

堤 助 手 が10年 度 出 発 の40次 南 極 地 域 観 測 隊 に 参 加 して 南 極 昭 和 基 地 にMFレ ー ダー(2.4MHz)を 設 置 し,従 来 か

ら行 わ れ て い る相 関 法 に よ る 風 速 観 測(60-100km),お よ び 電 子密 度 観 測 ,さ ら に本 研 究 で 開 発 した流 星 エ コ ー観 測

を11年3月 に 開 始 した。

極 域 電 離 圏 プ ラ ズ マ ダ イ ナ ミ ク スの 研 究 教授(客 員)小 川 忠 彦

9年 度 に 引 き続 き,昭 和 基 地 を含 め た 南 極 域 及 び北 極 域 に展 開 され て い るSUper　 DARN短 波(HF)レ ー ダー網 の デ ー

タ を 用 い た研 究 を 実 施 した,こ れ ら の レー ダー の 特 徴 は,レ ー ダー 基 地 か ら約3 ,000km以 内 の 電 離 圏F層 の プ ラ ズマ

運 動 を2分 程 度 の 時 間 分 解 能 と45kmの 空 間 分 解 能 で 測 定 で き る こ と に あ り,オ ー ロ ラ 帯 か ら極 冠 域 に 至 る広 範 囲 の

プ ラ ズ マ ダ イ ナ ミク ス を研 究 で き る,10年 度 の1三な研 究 内 容 は以 下 の 通 りで あ る。

(1)9年 度 に実 施 した ポ ー ラー パ ッチ の研 究 成 果 を ま とめ,誌1論 文 と して2編 発 表 した 。 また ,　flow　burst現 象

の 研 究 成 果 を 誌 ヒ論 文 と して学 会 誌 に投 稿 した,さ ら に,昭 和 基 地 で 実 施 され て き た 大 気 重力 波 の 観 測 結 果 を

レ ビュ ー 論 文 と して ま とめ,極 地 研 機 関 誌 に発 表 した 。

(2)北 極SllperDARNレ ー ダー とEISCAT　 Svalbardレ ー ダー(ESR)と の 同時 観 測 で 得 られ た デ ー タ を解 析 し,カ ス

プ付 近 の エ レ ク トロ ダ イナ ミ ク ス(プ ラ ズマ 対 流 変 化 に伴 う電 」㌧密 度 の 急 減 ,イ オ ン流 出,ポ ー ラ ー パ ッチ 生

成 な ど の 因 果 関 係)の 研 究 を進 め た,ま た,惑 星 間 空 間 磁 場 の 急 激 な 変 化 に伴 う極 域 プ ラ ズ マ 対 流 の 応 答 過 程

の 研 究 に 着 手 した.
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(3)昭 和 基 地HFレ ー ダー の ドップ ラー スペ ク トル か ら得 られ る諸 パ ラ メー タ(エ コー 強 度,平 均 ド ップ ラー 速 度,

スペ ク トル幅)の 統 計 解 析 を行 い,相 関 関 係 を 初 め て 調 べ た 。 この 研 究 か ら,レ ー ダー 波 の散 乱 原 因 とな る 電 離

圏 の プ ラ ズマ 不 安 定 機 構　(gradient-drift不 安 定,　 current　 convective不 安 定)や そ の 発 生 時 間帯 が 明 らか に な っ

た。

上 記(2)と(3)に つ い て は,成 果 を 口頭 発 表 す る と と も に,極 地 研 機 関 誌 へ の投 稿 と学 会 誌 へ の 投 稿 準 備 を行 っ た 。

極光生成一酸化窒素の中層大気オゾン化学変調の研究 助教授(客 員)岩 上直幹

NO(一 酸化窒素)は 化学的に活性で,中 層大気オゾン化学を制御 しているほか,熱 圏ではその赤外活性によりサー

モスタッ トとして働いていると考えられている。一方では,極 光粒子降下によるエ ネルギー注入に呼応 してその量を

最 も著 しく変化 させる微量成分としても知られている。通常は極光生成 されたNOは1日 の時定数で光解離 されるた

め,中 層大気には影響をおよぼさないが,極 夜 という条件下では寿命がのび,中 層大気オゾン化学を変調する可能性

が理論的には指摘 されていた。この現象を実験的に確かめるため,1994年2月 お よび11月 にノルウェー ・アン ドーヤ

においてロケット実験 を行った。　NOは 予想 どうり下方へ輸送されている状況が見いだ されたが,オ ゾンへの影響を

明瞭 に検出することはできなかった。結果 ・議論はEarth,　Planet,s　and　Space誌(1998)に 発表 した。今回の結果はあ

まり歯切れのよいものではなかったが,こ の現象は太陽活動 と気候 とを結ぶ ミッシングリンクのひとつ と考 えられる

ため,今 後 も研究を継続 してい く。

(2)共 同 研 究

ア.特 別共同研究

研究代表者

江 尻 全

所 属 ・ 職 研 究

機 国立極地研究所 ・教授 極域電離圏 ・熱圏 ・中間圏

課 題 二
「

■

イ.一 般 共 同 研 究
一

研究代表者 所 属 ・ 職

、 塩 川 和 夫

1一一1

一 ー 一 一

名古屋大学太陽地球環境研究所 ・助

手
低緯度オ

石 井 守 通信総合研究所 ・研究官
夜光観測

の推定

柴 崎 和 夫 國學院大学文学部 ・助教授 極域中層

菊 池 崇 通信総合研究所 ・}三任研究官
イメージ

気圏粒子

櫛 田 健 宮城職業能力開発短期大学校 ・講師
オ ー ロ ラ

す る研 究

島 倉 信 千葉 大学工学部 ・教授 極 域VI.F1

渡 邉 尭 茨城大学理学部 ・教授 極域大気
　 一一

森 岡 昭 東北大学理学部 ・教授
衛 星:地

オ ー ロ ラ

大 家 寛 東北大学大学院理学研究科 ・教授
科学衛星

とオーロ

野 村 彰 夫 信州大学工学部 ・教授
南極中層

ムの開発

研 究 課 題

低緯度オーロラを引き起こす降 り込み電子の研究

夜光観測による極域 ド部熱圏 ・中間圏ダイナミクス

極域中層大気組成変動の研究

イメージングリオメータ/HFサ ウンダーによる磁

気圏粒子降下の研究 、

オーロラ降下電子 と中性 大気 との衝突相 田乍用に関

一__一 ーー ーーーー一→

1極域VI
・F波動の電離層透過域同定法の開発

極域大気圏環境の長期変動 と超高層現象との関係

衛星 ・地上観測データにもとつ くパルセイテ ィング

科学衛星 「あけぼの」観測による極域プラズマ波動

とオーロラ現象の対比に関する研究

南極中層 大気観測用共鳴 ドップラーライダーシス三
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研究代表者 所 属 ・職 研 究 課 題
一一 一1

長 井 嗣 信

早 川 1E 士

小 川 忠、 彦

東京1:業 大学理学部 ・教授
オ ー ロ ラ 及磁 気 変動 と プ ラ ズ マ シ ー トの ダ イ ナ ミク

スの 関 係 に関 す る研 究

電気通信大学 ・教授

名古屋大学1く陽地球環境研究所 ・薮

波動 ・粒 子相互作用と トリンピ現象

Superl)."tRN　 レー ダー に よ る 極 域 電 磁 気 圏 の 研 究

名古屋大学太陽地球環境研究所 ・講 イメージングリオメータによる極域電離層吸収現象

愛媛大学 工学部 ・講師

大阪市立大学工学部 ・助教授

一一璽 」ヒ共眺 の解明
`人ll衛 星GEOTAILに よ る オ ー ロ ラ電 波(AKR)の

;研 究

「

オーロラ演示装置の研究

… 一一

東海大学総合科学技術研究所 ・教授 磁気嵐時の非対称磁場構造 とオーロラ降下粒 子分布

一ーーー一 丁　

正1宇 宙科学研究所 ・助教授
!

オーロラX線 の発生機構 と高エ ネルギ

研究

良1通 信総合研究所 ・室長

ミ

VHFレ ー ダ とHFレ ー ダ の 比 較 観 測 に

圏 ダ イナ ミ ック ス の研 究

根 ・ 大阪 工業 大 学 ・教 授
ヒ方伝搬するオーロラヒスの伝搬 と発

究

九 州 大学 理 学 部 ・教 授

－L－ 一 一1

多点地上及びレー ダーと人1:衛 星観測

ロラに関する磁気圏擾乱の研究
文

IEi 九州 大学理学部 ・講師
極域,磁 気赤道域を含む磁気圏一電離

的研究
ー
I
I

生
口、ぞ 東北大学大学院理学研究科 ・教授

AGOネ ッ トワ ー ク とflFレ ー ダ ー を 用

磁 現 象 の 研 究

丁

一
「

i

三

田
ニ

ョロ里工♪
.

ラ

電域↓t

蓋
コ

嵐寸五

.L

ル又
ゴ

舟
イ

す手木

毛
目元白

菊

盾
只

日
田吉

言
田

ネ

渡 部 重 十 北海道 大学大学院理学研究科 ・教授

∵
一一一一ト

ファブリーペロー干渉計を用いたオーロラ活動に対

する熱圏風応答の研究

利根川 東海大学工学部 ・助教授
ULF波 動による極域電離圏 ・磁気圏結合に関する研

究
一 一寸

1
小 川 英 夫

名古屋大学大学院理学研究科 ・助教

授W-9iこ おLt
－る大気オゾンの ミリ波観測計画
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(3)科 学研 究費補助 金 による研 究

ア.国 際学術研究

研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者

江 尻 全 機 ・教 授 南極点に於けるオーロラと大気光 ダイナ ミック

スの研究

9～10 麻 生 武 彦

岡 野 章 一

宮 岡 宏

田 口 真

岡 田 雅 樹

行 松 彰

堤 雅 基

佐 藤 夏 雄 ・教 授 SuperDARNレ ーダーと地上共役点観測 による

極域電磁圏の南北対称性の研究

9～11 江 尻 全 機

麻 生 武 彦

山 岸 久 雄

宮 岡 宏

田 口 真

門 倉 昭

行 松 彰

岡 田 雅 樹

菊 池 雅 行

堤 雅 基

平 澤 威 男 ・所 長 EISCATレ ーダーによる北極域の大気圏 ・電磁

気圏環境変動の研究

10～12 江 尻 全 機

佐 藤 夏 雄

麻 生 武 彦

藤 井 理 行

本 山 秀 明

山 岸 久 雄

宮 岡 宏

田 口 真

門 倉 昭

岡 田 雅 樹

菊 池 雅 行

行 松 彰

堤 雅 基

イ.基 盤 研 究(B)

研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者

平 澤 威 男 ・所 長 地球科学の現状と在り方に関する調査研究 10～11 麻 生 武 彦

「研究成果公開促進費」(デ ータベース)

研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度 研究所教官の分担者

佐 藤 夏 雄 ・教 授 昭 和 基 地 短 波 レー ダ ー デ ー タベ ー ス 10 山 岸 久 雄

行 松 彰

菊 池 雅 行
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Japanese research project on Arctic and M. Ejiri, COSPAR, Adv. Space Res. 1998

Antarctic observations of the middle atmo- T. Aso, (in press)
sphere M. Okada,

M, Tsutsumi,

M. Taguchi,

N. Sato and

S. Okano

Conjugate features of aurorals observed by TV H. Yamagishi, ed. by J. Moen et al. 1998

cameras and imaging riometers at auroral zone Y. Fujita, Netherlands.  Kluwer A. P.,

and polar cap conjugate-pair stations N. Sato,  289-300

P. Stauring,

M. Nishino and

K. Makita

Modeling of solar wind contol of the ring Y. Ebihara and Geophys. Res. Lett., 25, 20, 1998

current buildup: A case study of the magnetic M. Ejiri  3751-3754

storms in April 1997

Nonconjugacy of pulsating auroral patches N. Sato, Geophys. Res. Lett. 25, 3755 1998

near  L=6 M. Mrooka,  —3758

K. Minatoya and

T. Saemundsson

Conjugacy of isolated auroral arcs and non- N. Sato, J. Geophys. Res., 103, 11641 1998

conjufate auroral breakups  T.  Nagaoka, —11652

K. Hashimoto and

T. Saemundsson

Antarctic HF radar observations of irre- T. Ogawa, J. Geophys. Res., 103, 26574 1998

gulatities associated with polar patch and N. Nishitani,  —26558

aruroral blobs: A case study M. Pinnock,

N. Sato,

H. Yamagishi and

A. S. Yukimatsu
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Localized activation of the distant tail neutral M. Watanabe, J. Geophy. Res., 103, 17651 1998

line just prior to substorm onsets M. Pinnock,  —669

A. S. Roger,

N. Sato,

H. Ymagishi,

A. S. Yukimatsu,

R. A. Greenwald,

J.P. Villain and

M. R. Hairston

Electron precipitation accompanying Pc 5 M. Nose, J. Geophy. Res., 103, 17587 1998

puisations observed by the DE satellites and at T. Iyemori,  —604

a ground station M. Sugiura,

J. A. Slavin,

R. A. Hoffman,

J. D. Winningham and

N. Sato

5-M1)I141EYilrit'OR (:  Z  2 1998

)1/7 ^ 3 ^  AP98  —100,  55-59

All sky imager observation of aurora and M. Ejiri, Proceedings of the 25th 1998

airglow at South Pole Station: Initial results M. Okada, Annual European Meeting

M. Tsutsumi, on Atmospheric Studies by

M, Taguchi and Optical Methods,  54  —57

S. Okano

 OI  846.  6iim auroral imaging A. Steen, Proceedings of the 25th 1998

B. Gustaysson, Annual European Meeting

U.  BrandstrOm, on Atmospheric Studies by

T. Aso and Optical Methods, 90-95

M. Ejiri

Auroral Tomography Analysis of ALIS Images T. Aso, Proceedings of the 25th 1998

and Related Camera Calibrations M. Ejiri, Annual European Meeting

A. Urashima, on Atmospheric Studies by

A. Steen, Optical Methods, 49

 Brandstrom and

B. Gustaysson

Alis, a state-of-the-art optical observation T. Aso, COSPAR, Adv. Space Res. 1998

network for the exploration of aurora and A. Steen, (in press)

atmosphere U.  Brandstrom,

B. Gustaysson,

A. Urashima and

M.  Ejiri

16
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current  ions  withCoulomb lifetime of  the ring 

time varying  plasmashere

 DC  electric field  measurement in the SEEK 

campaign

A review of radar and  satellite beacon 

observations of atmospheric gravity waves at 

Syowa Station

Polar thermosphere-stratosphere  photochem-

ical coupling  experiment: Two rocket measure-

ments in polar winter at 69N

Application of multi-station imaging for studies 

of PSC and lee-wave dynamics, Proceedings 

International Workshop on Mescoscale, Pro-

cesses in the Statosphere

PSC dynamics invetigated by multi-station 

imaging techniques, results and prospects

 Simulation on ring current  formation: A 

study of a storm on February 13, 1972

case

 Y.  Ebihara, 

 NI.  Ejiri and 

H.  Mivaoka

M. Nakamura, 

H. Noda, 

I.  Yoshikawa, 

N.  Iwagami, 

 M. Hirahara, 

M.  Yamamoto and 

S. Fukao

T. Ogawa

 N.  Iwagami, 

 H.  Yamamoto, 

 K. Yajima, 

H. Sekiguchi, 

 T. Watanabe, 

 K. Suzuki, 

K. Shibasaki, 

H. Amemiya, 

M. Yamamoto and 

T.  Ono

A. Steen, 

C. F.  Enell, 

B. Gustaysson, 

U.  Brandstrom, 

T. Aso and 

 M.  Ejiri

A. Steen, 

B. Gustaysson, 

 C.-F.  Enell, 

U.  Brandstrom, 

T. Aso and 

 M. Ejiri

Y. Ebihara, 

M.  Ejiri and 

H. Mivaoka

 17

Earth 

 371—

, Planets and Space, 50, 

382

Geophys. 

 1777  —  1780

Mem.  Natl 

Spec Issue

 Earth 

 745—

Res. Lett., 25,

Inst. Polar Res., 

, No. 52,  28  —43

, Planets and Space, 50, 

753

 Bad Tolz,  Germany, 

November  9-11

Proceedings International 

Workshop on  Mescoscale 

Processes in the 

Stratosphere

Proc. NIPR 

 Atnios. Phys.

 Syrup. Upper 

12, 1-11

1998.4

 1998.6

 1998.7

 1998.9

1998.11

1998.11

 1998.12
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Morphology of pre-noon and post-noon auroras M. Ayukawa, Proc. NIPR Symp. Upper  1998.12

K. Makita, Atmos. Phys., 12,  39  —  57

M. Nishino,

P. Newell and

 C.-I. Meng

Initial results of imaging riometer observations M. Nishino, Proc. NIPR  Symp. Upper  1998.12

at polar cap conjugate stations H. Yamagishi, Atmos.  Phys., 12, 58-72

N. Sato,

Y. Sanoo,

 R. Liu,

H. Hu and

P. Stauning

Asymmetric auroral electrojet intensity at K. Hashimoto and Proc. NIPR Symp. Upper  1998.12

geomagnetic conjugate stations N. Sato  Atmos.  Phys., 12,  94-107

 Fabry-Perot Doppler imaging observations at T. Sakanoi, Proc. NIPR Symp. Upper  1998.12

Syowa Station, Antarctica H. Fukunishi and  Atmos.  Phys., 12,  144-147

S. Okano

Fast equatorward separatrix motion in the M. Watanabe, Proc. NIPR Symp. Upper  1998.12

nightside ionosphere just prior to substorm M. Pinnock,  Atmos.  Phys., 12,  148-155

onsets A. S. Rodger,

N. Sato,

H. Yamagishi,

A. S. Yukimatsu,

R. A. Greenwald,

Villain  and

M. R. Hairston

Time evolution of global  equivalent, current T. Iyemori, Proc. NIPR Symp. Upper  1998.12

system associated with partial ring curent  R. Yoshimura, Atmos.  Phys., 12,  156-161

H. Yang,

M. Kono,

M.  Takeda,

T. Kamei,

M. Nose,

A.  Yukimatsu and

H. Luehr

A proposal to watch southern hemispheric T. Sugiyama, Proc.  NIPR  Symp. Upper  1998.12

noctilucent clouds with CCD imagers M. Tsutsumi, Atmos. Phys., 12,  172-174

T. Nakamura and

S. Fukao
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題 目

Inlagillg　 observatioll　 of　℃olljussat(・　allroras　 fronl

a　IUnar　 Orbiter

の ぞ み 衛 星 搭 載UVSに よ る 火 星 大 気 観 測

火 星 水 素 ・酸 素 コ ロ ナ 観 測 計 画

光 学 式NO2ゾ ンデ に よる 成 層 圏NO,)分 布 測 定

PPB6号 機による宇宙船の観測V

著 者

M.　 Tag/lclli,

　 M.　 E.iil、i,

S.OkallO,

T.　 D.　 Kawallara
,

八{.　Okada　 and

M.　NakamUra

若 栗 康 宏,船 橋 豪,

.高 橋 幸 弘,福 西 浩,

渡 部 重 十,田 日 真

渡 部 重 十,田 口 真,

高 橋 幸 弘,若 栗 康 宏,

船 橋 豪,ヒ 原 徹 也,

福 西 浩

柴 崎 和 夫,岡 野 章一ー一,

田 口 真

伊 藤 宗 博,鎌 江 稔 員,

高 橋 保,田 中 誠,

中 川 道 夫,西 村 純,

山 一ヒ隆 正,江 尻 全 機,

鈴 木 裕 武,平 島 洋,

村 ヒ浩 之,河 野 毅,

小 玉正 弘,森 本 幸司,

LII極 巌,内 田 正義,

LII内 誠

ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン(PI)B)に よ 門 倉 昭

る超高層物理学的実験(1)将来計画に向けて

衛星イオを起源 とする火山性 ガスの観測m

|

三 澤 浩 昭,高 橋 慎,

野 沢 宏 大,森 岡 昭,

I　R .　,Sood,　岡 野 章 一,

湯 元 清 文

贔のぞみ」紫騰 分光計によるジオコ゚ ナ観酪 康實憺 鰯:

船 橋 豪,ヒ 原 徹 也,

i福 西 浩

i

ミ

磁 気 圏 ・電 離 圏 シ ンポ ジ ウム,

66-69

1磁 気 圏 ・電 離 圏 シ ンポ ジ ウ ム

70-73

.

:1998.12.

;1998
.12

」大 気 球 シ ン ポ ジ ウ ム
,1998.12

104-107

大 気 球 シ ン ポ ジ ウ ム,11998.12

14-17

:

「

ノく気 球 シ ン ポ ジ ウム プ ロ シ ー1998.12

デ ィ ン グ ス,96

|第20回 太 陽 系 科 学 シ ンポ ジ ウ

ム,70-73

1

i1998.12

i

大 気 圏 シ ン ポ ジ ウ ム,、1999.3

180-1831

七
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イ.口 頭による発表

題 目

信楽MU観 測所での大気光定常観測用多涯長全

天CCDイ メー ジ ャ ー シス テ ム の 開 発

信楽MU観 測所における大気光の4波 長同時イ

メージング観測

全天 イメージャーステ レオ観測 とMUレ ーダー

同時観測 による中間圏界面領域の大気波動3次

元構造の解析

高高度気球による酸素原子 ・オゾン同時測定

超 高 層 大 気 イ メー ジ ン グ シ ス テ ム　(OMTI)の

開発 一2

MFレ ー ダー を 用 い た 流 星風 観 測

高高度気球搭載光学 オゾンゾンデの性能評価と

5年 間の観測結果

中性 乱 流 に よ る ド部E層 領 域FAIのMUレ ー ダ ー

観 測

発 表

前川 良二,

津 田敏 隆,

M.J.Taylor,

江 尻 全機,岡 野 章 一,

田 口 真

者 発表 した学会等の名称 発表年月

村 卓 司, 地球惑蹴 関連学会1 1998.㌻

江尻 省,塩 川和夫,

小川忠彦,中 村卓司,

前川良二,津 田敏隆

堤 雅 基,田 口 真,

岡 野 章 一,竹 下 秀,

中村 卓司,津 田 敏 隆,

岡 田 雅 樹,江 尻 全 機,

麻 生 武 彦

竹川暢之,岩 上直幹,

岡林昌宏

塩川和夫,江 尻 省,

加藤泰男,佐 藤 貢,

小川忠彦

堤 雅 基,

D.　HoldsWorth,

1.　Reid,　 中 村 卓 司

岡 林 昌 宏 村 田 功,

福 西 浩,岡 野 章 一,

H.　Gernandt,

田 口 真,宮 内 浩 志

小川忠彦,山 本 衛

HFレ ー ダーで観測 される地上散乱波の解析

デ ィスクリー トアークの2次 元微細構造と時間

発展

ドリフ トCNAの 発生に対する磁気圏低エ ネル

ギプラズマの影響

_-L

菊 池 雅 行,行 松 彰,

山岸 久 雄,　M.Lester,

佐 藤 夏 雄

宮 岡 宏,竹 下 秀,

海 老 原 祐 輔

藤 田 裕 ・,山 岸 久 雄,

佐 藤 夏雄

1998年 合 同 大 会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

.一+_一 一__一 ■
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題 目

多点単色光オーロラ トモ グラフ ィ観測 と再構成

解析 その4一

発 表 者

麻生武彦,江1元 全機「 「

浦 島 智,内 山 真 男,

A.　Steen ,

(T.　13ral1(lstr6m ,

B.　GustavsSoil

岡 田雅 樹,江 尻 全 機,

田 日 真,岡 野 章 一一

田 口 真,江 尻 全機,

岡 田雅 樹,岡 野 章 ・

佐 藤 夏 雄

福 本 匡 章,西 谷 望,

小 川 忠 彦,佐 藤 夏 雄,

山 岸 久 雄,行 松 彰

瀧 澤 博 和,森 岡 昭,

三澤 浩 昭,佐 藤 夏 雄,

宮 岡 宏

渡 辺 正 和,佐 藤 夏 雄,

R.　A.　Greenwald

行 松 彰,渡 辺 正 和,

山 岸 久 雄,佐 藤 夏 雄,

昭 和 基 地HFレ ー ダ ー!

研 究 グ ルー プ1

西野 正徳,山 岸 久 雄,

R・Stau・i・9・　 　 　 ミ

T.　 Hansen ,

Y.　 Holtet

発表した学会等の名称 発表年月

南極鰻 地全天オーPラ 鞄1由i像 の動画像輸!

によって得 られたオーロラ発光の地方時依存性

南極点基地全天イメージャーで観測 された昼側.

オーロラ

共役点観測による脈動オーロラ発生機構の 手掛

か り

短波 レーダーで得られた諸パラメータの統計的

性質

DMSP衛 星で観測 された電 」二降TC現 象 と南極昭

和基地におけるパル七一テ ィングオーロラの同

時比較

HFレ ーダーで観測 される夜側極冠内の太陽方

向高速 プラズマ流

昭和基地SuperDARN　 HF　Radarの 高時間分解能

観測による昼間側 カスプ域近傍の高速流の振舞

い

極域磁気擾乱にともなわれたカスプ緯度の昼間.

電離層吸収現象の特性

IMF　 Bzの 急 激 な変 化 に伴 う グ ロ ー バ ル電 離 圏

対 流 ダ イ ナ ミク ス(2)

西 谷 望,小 川 忠 彦,

佐 藤 夏 雄,山 岸 久雄,

M.　Pilmock ,

J.-P.　 Villain ,

G.　 Sofko

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

地球惑星科学関連学会

1998年 合同大会

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

1998.5

－b.8991
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

SuperDARN/Geotail/EISCAT　 Akebollo同 時 観 佐藤夏雄,山 岸久雄, 地球惑星科学関連学会 1998.5

測(速 報) 行松 彰,麻 生武彦, 1998年 合 同 大 会

向 井利 典,鶴 田浩 一郎,

藤 井 良一,小 川 忠 彦,

利根川豊,

SuperDARN　 ・　EISCAT

研 究 グ ル ー プ,

Geotail　 ・　Akebono

研究 グループ

イ オ プ ラ ズマ トー ラ ス の 観 測 野澤宏大,三 澤浩昭, 地球惑星科学関連学会 1998.5

高 橋 慎,森 岡 昭, 1998年 合同大会

岡野 昭 一,湯 元 清 文,

R.　 Sood

木星衛星イオ起源ナ トリウム原子の分布 高橋 慎,三 澤浩昭, 地球惑星科学関連学会 1998.5

野澤宏大,森 岡 昭, 1998年 合同大会

R.　Sood,　 岡 野 章 一,

湯元清文

Nonlinear　 effects　 of　 ring　 current　 particles 海老原祐輔,江 尻全機, 地球惑星科学関連学会 1998.5

during　 a　magnetic　 storm 岡田雅樹,宮 岡 宏 1998年 合同大会

あ け ぼ の 衛 星(EXOS-D)で 観 測 され たLF帯 波 小林死息,森 岡 昭, 地球惑星科学関連学会 1998.5

動の出現特性と放射線帯粒子の変動 三澤浩昭,長 井嗣信, 1998年 合同大会

行松 彰

分散 メモ リ型並列計算機による2次 元粒子モデ 上田裕子,岡 田雅樹 地球惑星科学関連学会 1998.5

ル プ ラズ マ シ ミュ レー シ ョ ン 1998年 合同大会

レーダー観測によるしし座流星群の推移 渡 部 潤 …,中 村 卓 司, 地球惑星科学関連学会 1998.5

堤 雅 樹,津 田敏 隆, 1998年 合 同 大 会

福島英雄,布 施哲治

リ ン グ カ レ ン トとDstの モ デ ル 計 算 一予 測 モ デ 海老原祐輔,江 尻全機 宇 宙 天 気 研 究 会,55-57 1998.5

ル へ の 試 み 一

Substorm　 growth　 phase　 signature　 observed A.Kadokura, 1998　 1nterllatiollal 1998.7

with　 the　 Halley　 HF-radar M.Ejiri, SuperDARN　 Workshop,

E.　 Kaneda, Tokyo

T.　 Yamamoto,

T.Oguchialld

M.　 Pinnock
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tig
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Coordinated observations of SuperDARN/Geo-

tail/EISCAT/Akebono:  -Preliminary report

Antarctic HF radar observations 

ities associated  with polar patches 

 bolbs

of irregular-

and  auroral

Sunward plasma flows in the  nightside 

cap associated  with sun-aligned  arcs

Dynamics of ionospheric  convection 

a sudden southward turning of 

Two-step response

polar

following 

the IMF:

Relationship between  neutral  winds and plasma 

drift obtained from  PTA and HF radar 

observations at Syowa  station, Antarctica

The Ionospheric cusp's 

IMF Changes

response to

N. Sato, 

H. Yamagishi, 

S-A.  Yukimatsu, 

T. Aso, 

 T.  Mukai, 

K. Tsuruda, 

R. Fujii, 

T. Ogawa, 

Y.  Tonegawa and 

 SuperDARN • 

 EISCAT  • 

Geotail Akebono 

Research Group

T. Ogawa, 

N. Nishitani, 

M.  Pinnock, 

N. Sato, 

H.  Yamagishi and 

A. S. Yukimatsu

M. Watanabe, 

N. Sato, 

R. A. Greenwald, 

R. L. Rairden and 

 M. Pinnock

N. Nishitani, 

T. Ogawa, 

N. Sato, 

H. Yamagishi, 

M. Pinnock, 

J.-P. Villain and 

 G. Sofko

T. Sakanoi, 

H. Fukunishi, 

S.  Okano, 

N. Sato, 

H. Yamagishi and 

A. S.  Yukimatsu

 impulsive A. S.  Yukimatsu,         

1  M.  Pinnock, 

         H.  Yamagishi  and 

          N. Sato
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1998 International

SuperDARN Workshop,

 1998.7

Tokyo

1998  International 

SuperDARN  Workshop, 

Tokyo

1998  International 

SuperDARN  Workshop, 

Tokyo

1998 International 

SuperDARN  Workshop, 

Tokyo

1998 International 

SuperDARN  Workshop, 

Tokyo

  1998 International 

  SuperDARN Workshop, 

  Tokyo

 1998.7

 1998.7

 1998.7

 1998.7



Fig A Z- L4-0Y-6

Periodic structures of visible auroras and Y. Murata, 1998 International

Syowa East HF radar echoes over Zhongshan N. Sato, SuperDARN Workshop,

Station H. Yamagishi, Tokyo

S.A.  Yukimatsu,

M. Kikuchi,

K. Makita,

H. Yang and

R. Liu

Coordinated study of fluctuations of the Y. Tonegawa, 1998 International

magnetopause with SuperDARN and GEOTAIL T. Sakurai,  SuperDARN  Workshop,

 Simultaneous convection transients in auroral 

zone and equator as observed  with SuperDARN 

 and equatorial magnetometers

M. Yokota, 

A. Yukimatsu, 

H.  Yamagishi, 

N. Sato and 

SuperDARN • 

GEOTAIL 

Research Group,

 0. Saka, 

T. Kitamura, 

H. Tachihara, 

M. Shinohara, 

N. B. Trivedi, 

N. Sato, 

J. M. Ruohoniemi and 

R. A. Greenwald

Tokyo

1998 International 

 SuperDARN Workshop, 

Tokyo

Coordinated Studies of Ion Outflow with ESR 

and SuperDARN

On the formation of a huge polar cap echo 

region

ALIS, a state-of-the art optical observation 

network for the exploration of polar atmo-

spheric  processes

S. C. Buchert, 

 +  I  I  , 

 /1\11I  kt_.-1.  ,

H. Yamagishi and 

 M. Pinnock

T. Aso, 
A. Steen, 

U.  Brandstrout, 

B. Gustaysson, 

A. Urashima and 
M. Ejiri

1998 International 

SuperDARN Workshop, 

Tokyo

1998 International 

SuperDARN Workshop, 

Tokyo

32nd COSPAR 

Scientific Assembly, Nagoya, 

July  12.-19, 1998

iLJ“if-  I 

1998.7

1998.7

 1998.7

1998.7

 1998.7

 1998.7
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H. Fukunishi, 

S. Watanabe, 

M. Taguchi, 

S. Okano and 

Y. Takahashi 

M. Taguchi, 

M. Tsutsumi, 

S. Okano, 

S. Takeshita, 

M. Okada, 

T. Aso, 

M. Ejiri, 

T. Nakamura and 

T. Tsuda 

 Nt  V,  4,11N 

                 , 

 M. Pinnock, 

J.-P. Villain, G. S 

H. Yamagishi, 

Y. Fujita, 

N. Sato, 

M. Nishino, 

P. Stauning and 

 R. Liu 

N. Sato, 

H.  Yamagishi, 

A. S.  Yukimatsu, 

M. Kikuchi, 

K. Makita, 

H. Yang and 

R.  Liu

 4,111ZO, 

 G. Sofko

32nd Scientific 

COSPAR

32nd Scientific 

COSPAR

32nd Scientific 

COSPAR

Assembly of

Assembly of

Assembly of

 1998.7

 1998.7

 1998.7

32nd Scientific Assembly of 1998.7

COSPAR

SCAR STAR WG Workshop  1998.7

 20-24 July, 1998

at Conseption, Chili
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

Colljugacy　 of　 pulsatillg　 auroras:　 Their　 shapes N.Sato
,

SCAR　 STAR　 WG　 Workshop 1998.7

alldperiod M.　 Morooka　 and 20-24July,1998

T.　 Saemundsson at　CollseptioIl,　 Chili

SuperDARN　 HF　 radars　 irl　AIltarctica.　 (Review) N.Sato SCAR　 STAR　 WG　 Workshop 1998.7

20-24July,1998

at　 Conseptiol1,　 Chili

USP　 observatiol/s　 at　 Syowa　 Station:　 On　 goil19 N.Sato SCAR　 STAR　 WG　 Workshop 1998.7

al/d　 near　 future　 observations 20-24July,1998

at　 Conseptiol1,　 Chili

Dayside　 auroras　 observed　 by　 an　 all-sky　 imager M.　 Taguchi, STAR　 Working　 Group 1998.7

at　 South　 Pole　 station M.Ejiri, Meeting,　 20-24

M.Okadaand

S.　Okano

HF　 radar　 observation　 of　 the　 neutral　 wind H.　Yamagishi Western　 Pacific　 Geophysics 1998.7

characteristics　 in　the　 lower　 thermosphere Meetillg,台 北

デ ィス ク リー トア ー ク の2次 元 微 細 構 造 と時 間 宮 岡 宏,竹 下 秀, 第22回 極域における電離圏磁 1998.7

発展 海老原祐輔 気圏総合観測シンポジウム

Multi-instrument　 study　 of　 a　 substorm　 which 門倉 昭,江 尻全機, 第22回 極域における電離圏磁 1998.7

occured　 after　 a　long　 quiescent　 period　 1.　growth 金田栄祐,山 本達人, 気圏総合観測 シンポジウム

phase　 features 小 口'高,M.Pinnock

Periodic　 phenomena　 in　 post-nool/　 aurorae 楊 恵根,佐 藤夏雄, 第22回 極域 における電離圏磁 1998.7

observed　 at　Zhongshan,　 Antarctica 巻田和男,菊 池雅行, 気圏総合観測シンポジウム

鮎 川 勝,胡 紅 橋,

劉 瑞源

Modeling　 of　 solar　 wind　 control　 of　 the　 ring 海老原祐輔,江 尻全機 第22回 極域における電離圏磁 1998.7

current　 buildup:　 A　 case　 study　 of　 the　 magnetic 気圏総合観測シンポジウム

storms　 in　April　 1997

EISCATレ ー ダ ー お よ び 地 上 光 学 観 測 に呼 応 し 江尻全機,麻 生武彦, 第22回 極域 における電離圏磁 1998.7

た ス ウ ェ ー デ ン に お け るARC　 (Auroral　 Rocket

o

A.　 Steen 気圏総合観測シンポジウム

Campaign)ロ ケ ッ ト実 験 計 画

積 分 球 及 び ス ペ ク トロ メー タ を用 い た 全 天 カ メ 塩川和夫,加 藤泰男, 第22回 極域における電離圏磁 1998.7

ラ,掃 天 フ ォ トメ ー タの 校 正 佐 藤 貢,江 尻 省, 気圏総合観測 シンポジウム

小川忠彦,岡 野章一
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題

中 国 中 山 基 地 に お け る高 速 スキ ャ ニ ン グ フ ォ ト

メー タ を用 い た オ ー ロ ラ 光学 観 測

発 表 者 称名の等会学たし表発1t

菊池 雅行,小 野高幸,第22回 極域 における電離圏磁

イく山喜隆,楊 恵根,気 圏総合観測シンポジウム

劉 瑞源,佐 藤夏雄

発一表年月

1998.7

急激な惑星間空間磁場の変化に対する電離層カ

スプの応答について

行 松 彰,

.入1.　1)illllC)Ck

渡 辺 正 和,山 岸 久 雄,

佐 藤 夏 雄

第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁1998.7

気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウム

サ ン ア ラ イ ン ドア ー クに 伴 い観 測 され る夜 側 極i渡 辺 正 和 ,佐 藤 夏 雄,

冠一太陽方向プラズマ流
:　R

.　A.　 (.}reenwald ,

i　R
.　1」.　Rairden ,

M.　 Pilmock

1第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁1998
.7

!気 圏総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム

フ ァ ブ リペ ロ ー ド ップ ラ ー イ メ ー ジ ャ ー とHF　 坂 野 共 催 ,福 西 浩,第22回 極 域 にお け る 電 離 圏磁1998.7

レー ダー 同時 観 測 に よ る 極 域 勲 閥 中性 風 と プ ラ1佐 藤 夏 雄 ,山 岸 久 雄,気 圏 総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム

ズ マ ド リフ トの 関 係

Simultaneolls　 convection　 transiellts　 ill　auroral

zone　 and　 equator　 as　 observed　 、Vith　 Super

DARN　 and　 equatorial　 maglletometers

イ メ ー ジ ン グ リオ メ ー タ とHFレ ー ダ 同 時 観 測

に よ る極 域 電 離 層 擾 乱

行松 彰

坂 翁 介,北 村 泰 一,

立 原 裕 司,篠 原 学,

N.　B.　Trivedi
,

佐 藤 夏 雄,

M.　Ruohoniemi ,

R.　Greenwald

西 野 正 徳,西 谷 望,

佐 藤 夏 雄,山 岸 久 雄,

M.　Lester ,

P.　Stauning,

劉 瑞 源

第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁1998.7

気 圏 総 合観 測 シ ン ポ ジ ウム

第22回 極 域 にお け る 電 離 圏磁|1998.7

1気 圏総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム

惑星観磁場Y成 分の変化に対応 した極冠域 オー

ロラ粒 子航海記の軽度方向移動(イ メージング

リオメータのネットワーク観測結果)

山 岸 久 雄,　 P.　StaUnin9 第22回 極 域 にお け る 電 離 圏 磁1998.7

気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウム

ALIS-JAPANオ ー ロ ラ トモ グ ラ フ ィ観 測 とそ の

再 構 成 結 果 か ら の 高 度 情 報 の 検 討

浦 島 智,麻 生 武 彦,
　

江 尻 全 機,　 A.　 Steen,

U.　 Brandg.　 trOm ,

B.　 GUstavssoi1

第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁1998.7

気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウ ム

南極点基地全天オーロラ単色画像によって得 ら 岡田正樹,江 尻全機,第22回 極域における電離圏磁

れたオーロラ発光の地方時依存性 田日 真,岡 野 章 一一 気圏総合観測 シンポジウム

－L

1998.7
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称

昭和基地おけるオメガバンドとあけぼの衛星で 瀧 澤 博 和,森 岡 昭, 第22回 極域における電離圏磁

観測 された波動現象 との同時比較
一三澤 浩 昭

,宮 岡 宏, 気圏総合観測 シンポジウム

佐藤夏雄,向 井利典

昭和基地における気球実験の新たな展開 矢 島信 之,本 田 秀 之, 第22回 極域における電離圏磁

青 木 周 司,橋 田 元, 気圏総合観測シンポジウム

森本真司,町 田敏暢,

岡野章一

SllperDARN/Geotail/EISCAT/Akebono同 時 観 佐 藤 夏雄,Ll」 岸 久雄, 第22回 極域における電離陶磁

測(速 報) 行松 彰,麻 生武彦, 気圏総合観測シンポジウム

向 井利 典,鶴 田浩 一 郎,

藤 井 良 …一,小 川 忠 彦,

利 根 川 二豊,他

SuperDARN　 ・

EISCAT　 ・　Geotail　 ・

Akebono研 究 グ ル ー プ

SllperDARNとGEOTAIL同 時 観 測 に よ る 磁 気 圏 利 根 川 豊,櫻 井 亨, 第22回 極域 における電離圏磁

境界面変動の解析 横 田 稔,北 川 拓 也, 気圏総合観測シンポジウム

行松 彰,山 岸久雄,

佐藤夏雄,

SuperDARN,

1 GEOTAIL研 究 グ ル ー

プ

第22回 極域における電離圏磁

気圏総合観測シンポジウム

望,第22回 極域における電離圏磁

気圏総合観測 シンポジウム

第22回 極球 における電離圏磁

気圏総合観測シンポジウム

第22回 極域における電離圏磁

気圏総合観測 シンポジウム

発表年月

1998.7

1998.7

1998.7

1998.7

1998.7

1998.7

1998.7

1998.7
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題 目

DMSP衛 星 可 視 画 像 デ ー タ　iOL,Si　 に よ る グ ロ

ー バ ル オ ー ロ ラ ダ イナ ミッ ク ス

オーロラ嵐の2種 類の太陽発生源

発 表 者 発表 した学会等の名称 ミ発表年月

■

一

、

劣

－
d

斎藤尚生,佐 藤夏雄

EISCAT/MF/MW/MST/HFレ ー ダ ー に よ る 北 麻 生 武 彦,堤

極 圏 超 高 層 大 気 ダ イナ ミ ッ ク スの 研 究

MFレ ー ダ ー を 用 い た 流 星風 観 測 ミ堤 雅 基,

ミD .　Holds、u)rth ,

1.　Reid

　
第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁!1998.7

気 圏 総 合観 測 シ ン ポ ジ ウム

第22回 極 域 に お け る電 離 圏 磁1998.7

気 圏 総 合 観 測 シ ン ポ ジ ウム

雅基|第22回 極域における電離圏磁:

1気 圏総合観測 シンポジウム

1第22回 極域における電離圏磁

気圏総合観測 シンポジウム

!

昭 和 基 地 に お け る熱 圏 風 速 ・温 度 観 測 用 フ ァブ ミ田 口 真,岡 野 章 一

リペ ロ ー イ メー ジ ャー の 開 発1
1

ト

昭和基地におけるDMSP衛 星デー タ受信 システ|宮 岡 宏

ム ミ

ド リ フ トCNAの 発 生 に 対 す る 磁 気 圏 低 エ ネ ル1藤 田 裕 一,山 岸 久 雄,

ギ プ ラ ズ マ の 影 響 佐 藤 夏 雄

A/lroral　 tonlogralっhy　 analysis　 of　ALIS　 images|T.Aso ,

and　 related　 camera　 calibratiol|s　 l　M.　Ejiri,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　Urashima ,

む

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　Steen
,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 U.　BrandstrOnl　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B.　Gustavssoli

非構造格子電磁粒子コー ドによる飛翔体近傍の

プラズマ波動解析

EISCATバ ー ル バ ル レー ダ ー と そ れ に 呼 応 した

レ ー ダー 観 測 に よ る 極 域 大 気 潮 汐 波 の 研 究

岡田雅樹,松 本 紘

麻生武彦

フ ァ ブ リ ー ペ ロ ー ド ッ プ ラ ー イ メ ー ジ ャー と.坂 野 共 催 ,福 西 浩,

HFレ ー ダ ー 同 時 観 測 に よ る 極 域 熱 圏 中性 風 ・.佐 藤 夏 雄,山 岸 久 雄 ,

プ ラ ズ マ ドリ フ ト相 互 作 用 行 松 彰

1998.7

1998.7

1第22回 板 域 に お け る 電 離 圏 磁1998.7

1気 圏総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム

`第22回 極域 における電離圏磁

気圏総合観測シンポジウム

1998.7

第22回 極 域 にお け る 電 離 圏 磁;1998.7

気 圏 総 合観 測 シ ンポ ジ ウム

Abstllact　 for　 the　 25th

Almual　 Europeall　 Meeting

oll　Atmospheric　 Stlldies　 by

Optical　 Methocls,　 Grallada,

ISI)ail/
,Ssp.21-25,II[-2

ス ペ ー ス プ ラ ズマ の シ ミュ レ

ー シ ョン研 究 会

1998年EISCATシ ンポ ジ ウ ム

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

SllperDARN　 HF　 radarか ら 求 ま るfield-aligned　 飯 島 健 ,渡 辺IE和,`第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑

CUI'r(>llt特 性 佐 藤 夏 雄 星 園 学 会

昭 和Siipei'1)ARNレ ー ダ ー に よ る カ ス プ域 近 傍1行 松

の 高 速 流 の振 舞(2)|

1998.9

1998.10

ll998.11

1998.ll

1998.ll

彰,山 岸 久雄,第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11

佐 藤 夏 雄,　 M.　Pinnock`星 園 学 会
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

単 一 のHFレ ー ダ ー デ ー タか ら2次 元 ド ップ ラ 細川敬祐,家 森俊彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

一速度を推定する方法 行松 彰 星圏学会

短 波 レー ダー で 得 られ た諸 パ ラ メ ー タの 統 計 的 福本匡彰,西 谷 望, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

性 質(2) 小川忠彦,佐 藤夏雄, 星圏学会

山岸久雄,行 松 彰

HFレ ー ダ ー で 観 測 さ れ た カ ス プ 域Irregular一 小川忠彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

itiesと イ オ ン流 出現 象 との 関 係 S.　Buchert, 星園学会

西谷 望,佐 藤夏雄,

渡部重十,

SuperDARNグ ル ー プ

NATURALLY　 ENHANCED　 ION-ACOUSTIC S.C.Buchert, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

LINES　 AS　 SEEN　 WITH　 THE　 ESR　 RADAR 小川忠彦, 星圏学会

A.　 P.　van　 Eykel1,

渡部重十

IMFの 急 激 な 南 向 きの変 動 に伴 うPartial　 Rillg 橋本久美子,菊 池 崇, 第104回 地球電磁気 ・気球惑 1998.11

Currentの 対 応 海老原祐輔,江 尻全機 星圏学会

IMFの 急激な変化に伴 うグローバル電離圏対流 西 谷 望,小 川忠 彦, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

ダ イ ナ ミッ ク ス(3) 佐藤夏雄,山 岸久雄, 星園学会

M.　 Pinnock,

J.-P.　 Villail1,

G.　 Sofko,

SuperDARN　 PIグ ル ー

プ

カ ス プ 緯 度 に お け る イ メ ー ジ ン グ リオ メ一 夕 と 西 野 正 徳,西 谷 望, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

HFレ ー ダ 同時 観 測 佐 藤 夏 雄,山 岸 久雄, 星圏学会

M.　 Lester,　 J.　A.　 Holtet

Multi-instrument　 study　 of　 a　 substorm　 which 門 倉 昭,江 尻 全 機, 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

occurred　 after　 a　 long　 quiescellt　 period　 2.　 Late 小 口 高,M.Pinnock 星圏学会

growth　 phase,　 onset　 timing　 and　 locatiol1

Causes　 of　 storm　 time　 ring　 current　 bllildup:　 A 海老原祐輔,江 尻全機 第104回 地球電磁気 ・地球惑 1998.11

case　 study　 of　the　 storms　 ill　April　 l997 星圏学会
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　 　 　ド 　 　ロ 　

題 目 ミ 発 表 者

蔽 脇 瓢 の水・醐 幟 ‖舜時1云雇 主 のボ 蘇 徹,竹 内彫,

在 楊 恵 根,門 倉 昭,

.佐 藤 夏 雄 ,

　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　0.　Rag.　nluSsen
,

:湯 本 清 文,塩 川 和 夫,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 I　h,　Luehr,　 D.　Orr,
:1つ

.　Milling

Dynamic　 Motions　 of　 the　 Magnetopause　 alld　 Y .Tonegawa,

ULF　 Waves　 Simultalleousl .y　 ()bserved　 byIT.Sakurai,

GEOTAIL,　 HF　 radars,　 alld　 grouIld　 magl1(・-　 M .Yokota,

torrleters

衛 星 及 びHFレ ー ダー 観 測 に よる 朝 側Pc5波 動 の

特 性

PLANET-B/UVSに よ る ジ オ コ ロ ナ の 観 測

サ ン ア ラ イ ン ドア ー クの 消 滅 と磁 気 圏 対 流

Turn-offモ デ ル に よ る 脈 動 オ ー ロ ラ 発 生 機 構 の

提 案

Outstanding　 Quasi-Periodic　 Auroral　 Pheno.

mena　 Observed　 at　Zhongshan ,　Antarctica

あすか基地におけるパルセーテ ィングオーロラ

とあけぼの衛星で観測 された波動現象 との同時

比較

N.Sato ,

H.　Yamagishi,

`　A.　YukimatSu,

Super　 DARN/

GEOTAIL

・　Research　 Groul)

松 岡 均,行 松 彰,

lLLI岸 久 雄,佐 藤 夏 雄,

國 文 征

田 口 真,渡 部 重f,

高橋 幸 弘,若 栗 泰 宏,

船 橋 豪,福 西 浩

渡 辺 正和,佐 藤 夏 雄,

IR.　A.　Greenwald
,

I　R
.　L.　Rairden

,

IM.Pinnock ,

M.　R.　Hairston

佐 藤 夏 雄,諸 岡 倫f,

T.　Saemulldssoll

楊 恵 根,佐 藤 夏 雄,

巻 田 和 男,菊 池 雅 行,

|門 倉 昭,H.Hu,

R.1」iu

瀧 澤博 和,森 岡 昭,

三澤 浩 昭,宮 岡 宏,

1佐 藤 夏 雄
,向 井 利 典

発表 した学会等の名称 発表年月

第104回 地球電磁気 ・地球惑

幅 圏学会

1998.11

「

1

'第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑
.1998.1工

1星 園 学 会

ll

第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 「1998.11

星 圏 学 会

第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑11998.ll

星 圏 学 会.

i

第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑.1998.ll

星 園学 会|

i
第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11

.星 圏 学 会

第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑 「1998.11

星 園 学 会

第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11

星 園 学 会
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題 目 発 表 者 発表 し

一

惑星間磁場Y成 分の変化 に対応 した極冠域 オ
ーロラ粒子降下域の経度方向移動

山 岸 久 雄,

P.　StaUIlil19,

西 野 正 徳

第104同 地

星園学会
↓

発表した学会等の名称

第104回 地球電磁気 ・地球惑

南極点全天 カメラとDMSP衛 星データによる昼

間側オーロラの同時観測

岡 田 雅 樹,江 尻 全 機,

宮 岡 宏,田 日 真,

岡 野 章 一ー一

策104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

中国中山基地における高速掃天フォトメータを

用いた高緯度オーロラの分光特性

可視 オ ー ロ ラ とSUperDARNレ ー ダ ー と で 同 時

観 測 さ れ た 準 周 期 的現 象 の特 性

SCに 伴 う可 視 オ ー ロ ラ とSuperDARNレ ー ダ ー

との 同 時 観 測 結 果

2地 点のイメージング観測によって得 られた大

気光中の波状構造の高度分布

ミ大気光の4波 長同時 イメージング観測による内
　

{部 重 力 波 の パ ラ メー タの 定 量 化

菊 池 雅 行,小 野 高 幸,

木 山 喜 隆,　 H.Yallg,

R.Liu,　 佐 藤 夏 雄

村 田 洋 三,佐 藤 夏 雄,

山 岸 久 雄,行 松 彰,

菊 池 雅 行,巻 田 和 男,

H.Yang,　 R.　Liu

佐 藤 夏雄,村 田洋 三,

山 岸 久雄,行 松 彰,

菊 池 雅 行,巻 田和 男,

H.Yang,　 R.　Lill

久保 田 実,石 井 守,

塩 川 和 夫,江 尻 省,

小 川 忠 彦,中 村 卓 司,

津 田 敏 隆

江 尻 省,塩 川 和 夫,

小 川忠 彦,中 村 卓 司,

前 川 良 二,津 田敏 隆

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

第1041・1地 域 電 磁 気 ・地 球 惑

星 圏 学 会

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

発表年月

1998.11

1998.ll

All　 investigation　 of　 propagation　 characteristics

of　 the　 gravity　 waves　 at　 Shigaraki　 llsing　 the

imagillg　 date　 of　four　 Ilightglow　 emissiolls

OH大 気光に見られ波状構造の多点観測

D.　Gobbi,　 前 川 良 二,

中村 卓司,津 田 敏 隆,

塩 川 和 夫,江 尻 省,

小 川 忠 彦,1川1真,

岡 野 章 一一,江 尻 全 機

塩 川 和 夫,江 尻 省,

ノ」、月i忠 ア参,斎 月篠 目召y{IJ,

深 尾 昌 一郎

第104回 地球電磁気 ・地球惑

星圏学会

第104i・1地 球 電 磁 気 ・地 球 惑

星 圏学 会

惑球地ゴ
、

た
一メ

肌
萢.ム胆

巨
巳

貯封地4110第

S

.、

/

エ

リあ圏星

1998.ll

1998.ll

1998.11

1998.11

1998.l!

1998.11

1998.11
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s「FEP某 月i詰jil」1こ 才二3(ナる 叶巨素札・吊;ク"1'コ ー の 蕎見出り糸吉見ξ

布亟域 超fifiif"ll}こ 才3(ナ る ノく二、(薄月}夕?皮(1)勃 ミる 夢正し'1

0.94μm帯 吸 収:.二 よ る 成 層 圏H二 〇の 測1定

極 域 熱 圏 ノく気 観i!l川1フ ァブ リーヘ ロー イメ ー ジ

ヤー の 開 発

イ オ ン 流 出 現 象 とSUP(・rDARNフ 「ラ ズ マ 対'流 と

(7)i斐」イ系こ

HFレ ー ダ ーで 鯉 川ljした 各 パ ラ メ ー タ間 の 相 関

``C
allses　 of　 stOI'M　 time　 rin9　 (lul/・ent　 buil(lul):　 A

case　 stlldy　 of　the　 s{ornl　 in　 Apllil　 !997"

Out.st.andillg　 Qllasi-Periodic　 、へuroral　 Ph(.・n()-

mella　 Observ(}d　 in　{11e　 `15　 MLT　 Hot　 Spoビ

.… ㌫

渚 一...一.録 しえ学蕾 ㌫ 丁.11綱1

里鰍 ノ∴ 翻ll}1　̂「r第輌 、1地£」謳 隻気.輌1∴18.1…

高橋 慎,鯛 昭,星|群 会;

岡 野 ピ 湯 ・亡清 文 ・ ミ ミ

R,　Sood

「膏jf喬'1!箕,-1i..t¥li':ii-HG.匁 ㌻10・11日1土世上jミ'電fiyll,1　f又'C・1也」}」ミ三惑1998.11

野 澤 宏 大,森 岡1昭,星 園 学 会`

岡 里請 ・,湯 元 清 吏,

R.　Sood

木 山:・'11隆,北 和 之,第104回 地 球 電 磁 気て ・地 球 惑1998.11

学:fiヒ[自:車争,/」 、li【不lj系友 月ミ|巻上:」ζ二二ミ

麻 生 武 彦 第104巨i]地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11

星 園 学 会

鈴 木 達,岩 ヒ直 幹 第101回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑1998.11

星 園 学 会

日H[l　 ff,　 lr'司里子・章 ・ 禽㌻10・二11[IIj・也」う1ミ1{三磁2友(・}也bjミ1{Lkl998.ll

星 園 学 会|

ノ」・川 ,忠、彦,'11成10年 度EISCATシ ン ポ'ジ;1998.!l

S.　C.　Buchei-t,　 　　　　　　　ウ ム

西1/),亡 謬,イ ろ三」∫奏.夏衣住,

Super　 DARN　 PIs　 .

福 本[1三章,西 谷 望,'ド 成10年 度EISCATシ ン ポ ジ1998.11

/1・川 忠 彦 ウ ム

Y,　Ebihara　 all(l　 AGU　 Fall　Meetillg　 l998 .　12

M.E .ii,i　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ

H・　Yaui9,　 AGU　 Fall　Meetil19　 iユ998 .12

N.　Sato ,

K.　 Makita ,

M.　 Kikllclli ■

A.　 Kadokura ,

|N・1,　Ayllka、va,

H.　 Hll　 and

I{.1」ill
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

Relationship　 Between　 Dynamic　 Motioll　 of　 the Y.　 TOIlegawa, AGU　 Fall　Meetillg 1998.12

Magl/etopallse　 alld　 Pc5　 Waves　 Obeserved　 il1 T.　 Sakurai
,

the　 Iollosphere　 and　 oII　the　 Groulld M.　 Yokota ,

N.　 Sato
,

H.　 Yalnagishi,

A.　 Yukimatsu
,

SuperDARN　 alld

GEOTAIL　 Research

Groups

Behaviors　 of　 atmospheric　 tides　 in　 the　 polar T.Aso Proceedil/gs　 of　 IIlternatiollal 1998.12

upPer　 atmosphere Workshop　 oll　the　 Arctic

Atmosphere　 ObservatioI1,

Tokyo,　 JapaIl,

Dec.15-17,111

火星水素 ・酸素 コロナ観測計画 渡 部 重 十,田 口 真, 磁気圏 ・電離圏シンポジウム 1998.12

高橋幸弘,若 栗康宏,

船橋 豪,上 原徹也,

福西 浩

のぞみ衛星搭載UVSに よる火星大気観測 若栗康宏,船 橋 豪, 磁気圏 ・電離圏シンポジウム 1998.12

高橋幸弘,福 西 浩,

渡部重十,田 口 真

ポ ー ラ ー ・パ ト ロ ー ル ・バ ル ー ン　 (PPB)に よ 門倉 昭 大気球シンポジウム 1998.12

る超高層物理学的観測(1)将来計画に向けて 平成10年 度

光学式NO2ゾ ンデによる成層圏NO2分 布測定 柴 崎 和 夫,岡 野 章 一, 大気球シンポジウム 1998.12

田口 真 平成10年 度

PPB6号 機 による宇宙船観測V 伊藤宗博,鎌 江稔員, 大気球シンポジウム 1998.12

高 橋 保,田 中 誠, 平成10年 度

中 川 道 夫,西 村 純,

山上隆正,江 尻全機,

鈴木裕武,平 島 洋,

村上浩之,河 野 毅,

小玉正弘,森 本幸司,

山 極 巌,内 田正 義,

山内 誠

Dyl/amics　 of　 Convection　 and　 Ionospheric 西 谷 望,小 川 忠 彦, Chapman　 collferellce 1999.1

Current　 System　 Followillg　 a　Sudden　 So/lthward 佐藤夏雄,山 岸久雄, on　 Magnetospheric　 Current

Turning　 of　the　IMF M.　 Pilmock ,
Systems,　 Hawaii

J.-P.　 Villain,

G.　 Sofko
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題 目

太 陽 風 に 依 存 し た リ ン グ カ レ ン トモ デ ル

The　 Southern　 HeIllisphere　 Coherenl　 HF　 Ra-

dars　 (IIlvited　talk)

「の ぞ み 」 紫 外 撮 像 分 光 計 に よ る ジ オ コ ロ ナ 観

測

発 表 者

海 老 原 祐 輔,江 尻 全 機

N.　Sato

若栗 康 宏,渡 部重1-,

田 日 真,高 橋 幸 弘,

船 橋 豪,上 原 徹 也,

福 西 浩
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2)気 水圏研究 グループ

(1)一 般 研 究

南極 ドームふじ基地深層掘削コアの溶存化学成分の鉛直分布と気候変動に伴 う特徴

教授 神山孝吉,助 教授 東久美子,　COE研 究員 五十嵐誠

南極内陸 ドーム基地から得られたコア(2,503メ ー トル)の 溶存化学成分組成のプロファイルが得 られた。すでに

酸素同位体比のプロファイルか ら度重なる氷期一間氷期の変動が記録 されていることが報告 されているが,同 位体比

の変動 に伴って溶存化学成分 も変動 している。酸素同位体比測定値の頻度分布には二つのピークが検出され,寒 冷期

と温暖期が比較的多く遷移期間は少ないことが示される。温暖期に比べて寒冷期にはほとんどの成分が高濃度にな り

特 にカルシウム,塩 化物 イオンの増加が著 しい。各期に最 も高濃度 を示す イオンは陽 イオンとしてナ トリウム,陰 イ

オンとして硫酸イオン,塩 化物 イオンであった。

南極 ドームふ じ深層 コアの同位体組成 ・化学主成分濃度 ・微粒子濃度に関する基本解析

教授 渡邉興亜,教 授 藤井理行,教 授 神山孝 吉,助 教授 本lI|秀明,助 手 古川晶雄,　COE研 究員

五f嵐 誠,助 手 森本真司,教 授(客 員)庄 子 仁,助 教授(客 員)青 木周司,助 教授(客 員)横 山宏太郎

1995年 から1996年 にかけて ドームふ じ観測拠点で掘削された深層コアの基本解析が終 了した。数年来にわたって進

められてきた氷床 ドーム深層掘削計画の大きな成果のひとつである本コアには,過 去約34万 年間の地球の気候および

環境変動 を記録 しているが判明 した。

氷床 コアか ら古環境 を復 元するためには理想的な堆積条件である しらせ氷河源頭部の氷帽最高地点で掘削 した

2,503mの 深層 コアの酸素同位体組成のプロファイルは,コ アが数回の氷期 ・間氷期を記録 していることを明かにし

た。 また各種化学成分濃度及び微粒子濃度の変動は,氷 期 ・間氷期で氷床上への物質循環が大きく変動 したことを物

語っている。

今後本コアを利用 して氷期一問氷期の数サ イクルを含んだ数 卜万年に及ぶ気候 ・環境変動研究が可能 となった。

ドー ムFコ ア に見 られ た過 去34万 年 の 火 山 灰 層 教 授 藤 井 理 行,助 教 授 本 山秀 明,教 授 渡 邉 興 亜

ドー ム ふ じ氷 床 深 層2,503mコ ア の 火 山 シ グナ ル と して,目 視 で き る厚 さ1～22mmの28の テ フ ラ層,150を 超 え る

大ECMピ ー ク を 見 い 出 した 。 現 在 の 積 雪 涌 養 量 と酸 素 同位 体 組 成 の 関 係,お よび 氷 床 流 動 モ デ ル に 基 づ い て,火 山

灰 堆 積 時 の 厚 さ と期 間 を推 定 した 。 最 も厚 い 火 山灰 層 は深 さ1,849m深(約12.9万 年 前)の もの で,氷 床 上 に4.3年 に

もわ た り92mmの 厚 さで 堆 積 した と推 定 され る 。 テ フ ラ層 の 分 布 は,多 くが 氷 期 の 寒 冷 期 に 集 中 して お り,気 候 との

関 連 が 考 え られ る。 氷 床 周 辺 の 火 山 で は氷 厚 の 変 化,そ の 他 の 地 域 で は海 面 変 化 が 地 殻 の マ グマ だ ま りへ の 圧 力 を変

化 させ,火 山 活 動 を 誘 因 させ た とい う シ ナ リ オが 考 え られ る 。 西 南 極 バ ー ドコ ア で 多 量 に 見 い 出 さ れ た30,000～

16,000年 前 の テ フ ラ,地 中 海 の 海 底 コ ア で 明 らか に な っ た15,000～8,000年 前 の 活 発 な 火 山活 動 につ い て は,こ う し

た 理 由が 示 され て い る 。 ドー ム ふ じコ ア の28層 の 火 山 灰 層 とボ ス トー ク コ ア の38層 の 火 山 灰 層 を,酸 素 ・水 素 同 位 体

組 成 プ ロ フ ァ イ ル との 位 置 関係 に基 づ い て 対 比 す る と,6層 の 火 山 灰 層 が 同 ・時 期 の もの と判 断 され る 。この 中 に は,

ドー ム ふ じコ ア で 最 も厚 い 火 山 灰 層 が 含 まれ る。 同 一▲時 期 の 火 山 灰 層 が6層 しか 見 い 出 さ れ な か っ た の は,多 くの 火

山 が 南 極 あ る い は そ の 周 辺 の 火 山 で あ り,さ らに 対 流 圏 経 由 で 輸 送 さ れ た た め 噴 火 時 の 風 向 に 支配 さ れ堆 積 した こ と

を反 映 して い る可 能 性 が あ る 。 ま た,積 雪 堆 積 の 欠 唇 が いず れ か の 場 所 で 起 こ っ た こ と も 可 能性 と して 考 え られ る。

氷 期 一 間 氷 期 サ イ クル に お け る陸 域 起 源 物 質 の 変 動 教 授 藤 井 理 行,助 教 授 本 山 秀 明,教 授 渡 邉 興 亜

ドー ム ふ じ氷 床 深 層 コ ア 中 に含 まれ る 固 体 微 粒 子 につ い て,レ ーザ 散 乱 型 パ ー テ ィク ル カ ウ ン ター(MetOne-211)

を 用 い,粒 径0.52～5.02/∠mの ダ ス ト濃 度 と10段 階 の 粒 径 分 布 の 分 析 を 開 始 し た。 サ ン プ ル は2.5m深 海 に7cm長 に

切 り出 したCコ アサ ン プ ル で,ダ ス ト濃 度 と粒 径 分 布 の 他,化 学 主成 分 濃 度,電 気 伝 導 度,酸 性 度 の 分 析 が 進 め られ

て い る。

ダ ス ト濃 度 は,氷 期 に 高 く(15,000～20,000個/ml)間 氷 期 に 低 い(5,000～10,000個/ml)傾rfljを 示 す 。 氷 期 に お

け る濃 度 は 時 間 と と もに 増 大 し,氷 期 末期 に 最 も 高 くな っ た。 こ れ は,氷 期 の 進 行 に伴 う海 面 レベ ルの 低 下に よ り次

第 に露 出 した 大 陸 棚 が ダ ス トの 主 要 な供 給 源 で あ る との こ れ ま で の 考 え を 支持 す る もの で あ る。 間 氷 期 と氷 期 末 期 に

お け る ダ ス ト濃 度 の 量比 は1/2.4で,南 極 ドー ムCで の1/6,北 極 キ ャ ン プ セ ンチ ュ リ ー コ ア で の1/12と 比 べ て 大 きい 。
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Ca2+イ オンは,粒 径1μm以 上の大粒子濃度 に近い変動傾向を示すが,間 氷期にはゼロ近 くまで低濃度になるなどダ

ス ト濃度とは異なる変動が認められる。 こうしたことは,氷 期一間氷期サ イクルにおけるダス ト供給地の面積 を含む

変動 と,ダ ス ト供給地から南極に至る地域での風向,風 速場の変化 に起因していると考えられる。

北 極 ス バ ール バ ル 諸 島 北 東 島Austfonna氷 河 へ の物 質 輸 送 解 析

教 授 渡 邉 興 亜,教 授 神 山 孝 吉,　COE研 究 員 五 十 嵐 誠

1998年 の3月 か ら4月 に か け て,ス バ ー ルバ ル諸 島 北 東 島Austfonna中 央 部(79°48/03"N ,24°00'21"E;

750ma.s.1.)に お い て 氷 河 掘 削 が 行 わ れ た 。 この 氷 河 掘 削 は,北 極 圏 の 過 去 数100年 の気 候 ・大 気 環境 変 動 を解 明

す る た め に1987年 か ら ス バ ー ル バ ル 諸 島,ノ ル ウ ェ ー 本 土,グ リー ン ラ ン ドな ど の 氷 河 で 北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊

(JAGE:　 Japanese　 Arctic　Glacier　Expedition)　 が 行 っ た掘 削 の 一 環 で あ る。

現 場 で の 活 動 は悪 天 候 の た め 思 う よ うに は か ど らず,氷 河 掘 削 深 はll8.62mで あ っ た 。 そ の 他 に積 雪 表 層 断 面 観 測,

氷 温 測 定,気 象 観 測 を 行 った 。

掘 削 され た コ ア試 料 を用 い て,酸 素 同 位 体 比 測 定,化 学 主 成 分 な どの 解 析 を進 め て お り酸 素 同 位 体 比 か ら復 元 され

た 気 温 変 動 を示 す プ ロ フ ァ イ ル か ら,今 世 紀 初 め まで 継 続 して い た小 氷 期 の 存 在 を この コ ア か ら も確 認 す る 事 が で き

た 。 したが っ て,気 象 デ ー タの 存 在 しな い 前 世 紀 以 前 の 気 候 変 動 の 情 報 を この コ ア の 解 析 を通 じて 推 定 で き る可 能 性

を示 して お り,ス バ ー ル バ ル 諸 島周 辺 の 古 気 候 復 元 へ 貢 献 で きる と思 わ れ る。 ま た ,現 地 気 象 観 測 よ りス バ ー ルバ ル

諸 島 北 東 部 の 気 温 が4月 まで 非 常 に低 温 で あ る こ とが 明 ら か に な っ た。

ドームふ じ観測拠点で観測 された積雪表面近傍における特異な気温変動 助教授 本山秀明 ,助 手 平沢尚彦

ドームふ じ観測拠点において1997年 に通年の積雪表面近傍の微気象観測を行い,そ の観測結果に基づいて研究を行っ

た。観測項 目は,基 地気象観測 も含めて,気 温(lm ,10cm),風 速(10m,1m,10cm),気 圧,雪 温(表 面,5,

10,20,50,80cm),短 波放射,(長 波放射)で ,降 水量観測,蒸 発 ・凝結量観測 も適宜行った。1m気 温の分散値

(1分 間観測値の10分 間分散値)と 高 さによる温度差(lm-10cm,10cm－ 表面)を 解析 したが,10m風 速が弱 くな

ると,温 度の乱れが大 きくな り,温 度勾配 も大 きくなる。高度差による温度の関係 を見ると,風 が弱 くなると1m
-10cm間 で温度差が特 に大 きくなる。ここで積雪表面の熱のや りとりを考察するため,積 雪表面の熱収支を考えた。

熱収支面を積雪表面 とすると,次 の雪収支式が成 り立つ。短波放射収支(SR)+長 波放射量(LR)+顕 熱伝達量

(H)-F潜 熱伝達量(LE)=雪 中熱流量(G)こ れらの構成要素 を観測結果から算出 し,残 差 として放射収支量(SR
+LR)を 求めた。HとLEに ついては,1mの 気温,風 速 と雪面温度を用いて,バ ルク法で計算 した。lmの 風速が,

低温や着電のために正確 さを欠くので,定 性的な議論のみを述べる。潜熱伝達量は,他 の要素と比べて十分小 さい。

放射で失った熱量を顕然で補給 している様子が分かる。雪中熱流量 も,放 射 と弱い逆相関を示す。総合的に考察する

と,次 の現象が推測される。(1)風速減少により暖気が下降 しやす くなる→lm気 温の上昇。(2)lm気 温の変動が大 き

くなる→気温の混合,揺 らぎ。(3)風速減少により乱流成分が減 り,超 安定層が形成され,強 い放射冷却に伴い表面温

度が下降する→表面温度の下降。このような風速が弱 くなったときに温度差が大 きくなる現象は,冬 期だけでなく春

や秋にも月2～3回 の頻度で生 じる。この ときに表面と1m間 の温度差が30℃ にもなる。すなわち,10m深 雪温が年

平均気温に相当すると言われているが,そ れよりも雪温が低 くなる可能性が大 きい。

南極 ドームふじ観測拠点周辺の堆積環境

助教授 本山秀明,助 手 古川晶雄,教 授 神山孝吉,教 授 渡邉興亜

南極 ドームふ じ観測拠点にて2,503mま での深層 コアが採取 された。このコアから得 られる情報 は膨大なものにな

る。 このコア情報 を解釈する上で ドーム周辺の堆積環境 を明 らかにしてお くことは,必 要不可欠である。1997年 の越

冬期間中,堆 積環境 に関わる様 々な観測 を行い,そ れについて研究を進めた。 ドームふ じ観測拠点における観測項目

は,降 雪量,蒸 発 ・凝結量,降 雪 ・飛雪 ・霜サンプリング,ピ ット観測,36本 雪尺観測,微 気象観測である。 ドーム

周辺においては,　DFル ー ト再測,DomeCamp100本 雪尺再測,ピ ット観測,表 面積雪サ ンプリングを行った。解析

例を示す。(1)降水量は,サ ンプル箱へ飛雪の混入があるので,風 が弱 く静かに積もったときのデータを抽出し,月 降

水量への換算として,飛 雪による欠測 日数の割 り増 しをおこなった。その結果から降水量の季節変化が得 られ,10月

と11月が少なかった。雲量 との比較を行ったところ,雲 量が多い方が,降 雪量が多い傾向が見られた。(2)降雪 ・飛雪

中の化学成分を測定 した。春先に化学成分濃度の増大が見られるが,速 やかに減少する。安定酸素同位体比 と地上気

温に良い関係が見 られたが,同 じ地上気温で も降雪の方が飛雪より重たいことが判明 した。今後 も解析を進めてい く。
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二 一 オ ル ス ンの1997/1998/1999の 雲,降 水,エ ア ロ ゾ ル の観 測 の 解 析 助 教授 和 田 誠

1997/98年 冬 お よ び1998/99年 冬 に エ ア ロ ゾ ル の粒 径 観 測,水 蒸 気,雲 水 量 の 観 測 を 行 っ た 。 水 蒸 気 量 はlcmを 越

え る こ と は ほ とん ど な い 。 一 方 凝 結 水 量 は ピ ー ク値 で 通 常0.02cm程 度,細 大 で0.05cm程 度 で あ る 。 両 方 の 冬 を比 べ

る と,1月 に大 きな 違 い が あ る 。 水 蒸 気 量 で 見 る と1998年 は1回 大 き な ピ ー クが 見 ら れ る が1999年 は 数 回 の ピー クが

見 られ る 。 ま た凝 結 水 量 は1998年 は1月 か ら2月 に か け て 小 さ い値 を示 して い る が,99年 は2月 の始 め まで 相 対 的 に

大 きい値 を示 して い る 。 こ の事 は,今 後 解 析 を進 め る が,ノ ル ウ ェー 海 を通 過 す る低 気 圧 の コ ー ス に 関 係 して い る と

考 え られ る。 次 に 夏 季 の 観 測 を示 す 。 期 間 は 短 い が 冬 季 の 観 測 と比 較 した 。 降 水 が ほ とん ど なか っ た の で 凝 結 水量 は

冬 とあ ま り違 わ な い の で あ る が,水 蒸 気 量 は2cm程 度 の 現 象 が 見 られ,大 きい こ とが わ か る。

1997/98年 冬 の エ ア ロ ゾ ル の 個 数 につ い て 解 析 した 。 エ ア ロ ゾ ル粒 径 が0.3,・tni以 上 の ケ ー ス と3/tm以 上 の ケ ー ス

で 必 ず しも変 動 が 一 致 して い な い 。 現 在 解 析 中 で あ るが,こ の事 は 上 層 の風(850hPa),す な わ ちエ ア ロ ゾ ルの 起 源,

に 関 係 す る よ うで あ る。 また1997/98年 冬 と1998/99年 冬 とを比 較 す る と,1998年1月 と1999年2月 に短 い周 期 で 個 数

が 大 き く変 化 して い る の が 見 ら れ る 。 この 事 は気 団 の 入 れ 代 わ りが 早 い こ と に関 係 して い る可 能性 が あ る。 す な わ ち

北 極 域 の 冬 の 気 団 の 安 定 性 に 関 係 して い る と考 え られ る 。 ま た0.3μm以 上 の エ ア ロ ゾ ル の 個 数 と水 蒸 気 量,凝 結 水

量 を比 較 す る と凝 結 水 量 が 多 くな っ て い る時 は エ ア ロ ゾ ル個 数 は 非 常 に 少 ない 。 これ は 雲 の 中 に エ ア ロ ゾ ル が 取 り込

まれ る効 果,あ るい は 降 水,降 雪 に よ る洗 浄 効 果 と考 え られ る 。 しか し気 団 に よっ て は こ れ ら と直 接 関係 な くエ ア ロ

ゾル 個 数 が 少 な い ケ ー ス も見 られ る 。

1997-1998年 南極 リュツォ ・ホルム湾の海氷流出過程 助手 牛尾収輝,教 授 山内 恭

リュツォ ・ホルム湾の定着氷野が1997年7月 に割れて,流 出する様子が人工衛星NOAAで 捉えられた。第38次 越冬

隊による航空機お よび衛星観測の結果,今 回の流出面積はこれまでの中で,最 大規模であったことがわかった。また

過去の海氷流出は秋季に多発 していたことに対 して,1997年 のケースでは,厳 冬期の7月 に発生 したことが特徴的で

ある。さらにこの海氷流出は翌年の秋季 まで持続 し,流 出期間として も最長 となった。この流出要因を明 らかにする

ために,昭 和基地で観測された風系データを調べた。その結果,秋 季の北東風および冬季の南風の頻度が,平 年の約

2倍 であった。 また沖合流氷縁の形が大陸側へ くぼんでいたため,外 洋で発生 したうね りが沿岸定着氷域 まで侵入 し

やすかったことも,秋 季の定着氷の破壊 に寄与 したと考えられる。さらに1998年 夏期は,リ ュツォ ・ホルム湾のみな

らず,ウ ェッデル海か ら東方のインド洋区にかけても,例 年 と比較 して海氷消失が顕著であったことから,大 規模な

空間スケールで大気 ・海洋場に変化が生 じた可能性が推測 された。

南極大気 ・物質循環の研究(1)教 授 山内 恭,助 教授 和田 誠

「南極大気 ・物質循環観測」(1997-2001)の 一一環として,第38次 南極地域観測隊では,エ アロゾルや水蒸気の,

大陸沿岸から内陸まで(昭 和一みずほ基地間)の 航空機による観測 を実施 した。これ らの結果か ら,エ アロゾルや水

蒸気の輸送過程を考察 した。

結果 は,多 くの場合,高 度,水 平距離に伴って暫増,減 はある ものの,大 きな質的変化は見 られなかった。3,800

m高 度で,沿 岸か ら内陸に行 くと水蒸気は増加,エ アロゾルはわずかに減少の傾向が見られることが多かった。内陸

に行 くに従って,対 地高度は低 くなるが,温 位はほとんど変わってお らず,地 面に近づいたためとは言い難い。水蒸

気の多い空気が内陸側にあるということか。全般に,冬 は粒径分布依存の傾きが緩やかなのに対 し(即 ち大 きい粒子

が増加),夏 は鋭 くなった。

8月30日 の例は特殊で,異 なった性質の空気が入 り込んでいる。地上でエアロゾルの急増が見られた後であ り,天

気図でも,大 きな低気圧の後面になってお り,低 気圧によりもたらされた海上を渡 って きた水蒸気,エ アロゾルを多

く含んだ空気が大気中層に入 り込んだと考えられる。

このように,た まに起 こる低気圧進入等の大気循環場の際に,水 蒸気や粒子が多量に入り込む ものと思われる。定

常的ではない輸送の占める割合が どの程度かが今後の課題である。
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(2)共 同 研 究

ア.特 別共同研究

研究代表者

渡 邉 興1臣

イ.一 般共同研究

所 属 ・ 職

国f・:極地 研 究 所 ・教 授

一ー－L- 一一一 研 究 課 題

極域の環境変動に関する総合研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

鈴 木 勝 裕 北 海 道Il業 大学 ・教 授
雪氷の衛星観測における複数マイクロ波の利用に関

する研究

極域氷晶雲の微物理的構造 と放射特性に関する研究

合成開口レーダーを用いた,気 象並びに河川水が海

氷野に及ぼす影響の研究

地 ヒオゾンの季節変動 と反応性および1也球環境シグ

ナルの解析

AI)E(りS衛星搭載極域オゾジ層観測センサ『二ILASに

呼応 した昭和基地での観測計画の検討および観測デ
ータの解析

巻 出 義 紘

荒 川 正

福 岡 孝 昭

東 京 大学 ア イ ソ トー プ 総 合 セ ン ター

・教 授 地球環境大気中の微量気体濃度高感度 ・高精度測定

東京家政大学 ・教授

一 寸一一一

冬季極域成層圏における山岳波の研究

浦 塚 清 峰

忠 鉢

立正大学地球環境科学部 ・助教授{南 極氷床 コア中の火山 ・宇宙起源物質の研究

へ 　 　　 　 　　　　　　 　 　

電波 リモー トセンシングによる極域雪氷圏の観測手通信総合研究所 ・}三佐研究官

i法
_↓ 一ーーー ー 一_

繁 気象研究所 ・主任研究官 板域におけるオゾンの収支

前 晋 爾 北海道大学大学院11学 研究科 ・教授{X線 による氷床コア解析法の開発
一一一 一ーー ーー－L-_一
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研究代表者 所 属 ・ 職
一一

亀 田 貴 雄

一一

北見工業大学 ・助手
一 一　一一 一

南極の気

1佐 藤 和 秀 長岡1業 高等専門学校 ・教授 極域氷床
一

西 村 浩
一

北海道大学低温科学研究所 ・助手 SPCを 刑 し

一ー一

気候モデ

る研究

一 一 ー

!馬 渕 和 雄

一 一ーーー ー一

気象研究所 ・}三佐研究官

村 本

一71花

健一
・郎 金沢大学下学部 ・教授 衛星デー

義 裕 東海大学文明研究所 ・講師 海氷一海

| L-一 ーーー一 _⊥

研 究 課 題

南極の気候 とコア情報 との対比

極域氷床コアからの占環境解析に関する研究

SPCを 用いた吹雪の長期 自動観測

気候モテルを用いた雪氷圏一大気圏相 互作用に関す

衛星チータを用いた南極域雲領域の季節変動解析

海氷一海洋一大気相互作用の数値的研究

(3)科 学研究費補助金 に よる研 究

Zl国 際学術研究

藤 井

研 究 課 題 一 ー□

北極圏における物質交換に関する地球環境的総

渡 邉興… 一憂輕 規剛 轟轟 る剛 … 響研
究

一⊥一 ー

イ.特 定領域研究(B)

研 究 代 表 者」職一一「 一 ー一'研 一 葬 一 諌'題 一ー一

渡 邉 興 亜'教 授7床 コアの精密年代決定を含む総合解析

井 理 行 ・教 授1陸 海域起源物質と気候変動研究

1本 山

小 達

1牛 尾

}森 本

10～12藤 井

i神 田

神 山
|

本 山

東 久L
－一 ー－L-一_

明

夫

輝

司

秀

恒

収

真

一
行

史

吉

明

f

理

啓

孝

秀

美

一
研究年度]研 究所蜘7{の分欄

1。-E"'i糾 理 行

神　 III　 孝 、}デ

1。-12⊥ 藤 井 理 行

一 度 邉 興 亜

神　 III　孝　 rff

本 山 秀 明

ミ 東 ク、 美 子
L-一 ー ー ー ーー

ーilo一



ウ.基 盤 研 究(B)
ド 　コ　 　 　 ドロ 　　 　

|研 究 代 表 者一毯一ー一
「渡 邉 興 亜 ・教 授

fi汗 ラ七 言果 題 研究年度MI'研究所教官の分担1

雪氷 コア中への大気エアロゾル起源物質の定着

化過程 と形成シグナルの評価

8～10

山 内

L_

恭 ・教 授 小型気球搭載用超小型成層圏大気サ ンプリング

システムの開発

藤

神

本

東
.古

井 理 行

山 孝 吉

山 秀 明

久 美f・

jl|」 語,麦焦

司

10～12 田

本

沢

和

森

平

誠

真 司

尚.亙⊥

エ.奨 励 研 究(A)

研 究 代 表 者 ・職

森 本 真 司 ・助

,研 究 課 題

手 炭素同位体比を用いた地球表層における.二酸化

炭素循環の研究

研究年度 研究所教官の分担者

`

ヒイ 9～10

1

『-一 寸

「」

(4)研 究 成 果 の 発 表

ア.学 会誌等による発表

題 目

Microwave　 dielectri(l　 properties　 of　 the　 ice　 core

froln　 Dome　 F両i,Antai"ctica

Evidel/ce　 for　 al/　 11-year　 (:ycle　 of　 atlllospheric

H202　 fluCtUation　 r(・COrd　 ill　all　 iCe　 COre　 at　 the

coast、al　 region,　 East　 AIltarcti℃a

少量の極域雪氷試料の イオンクロマ トグラフィ
ーによる化学分析

Estiinatioli　 of　mean　 ice　 thicklless

T.　 Matsuoka ,

S.　Mae ,

H.　Fukazawa ,

・S.　Fujita　 and

O.　 Watanabe

K.　Watanabe ,

K.　 Kalniyama,

0.VレTatanabe　 and

S.　Satow

h:十 嵐 誠,金 森 暢 子,

i渡 邉 興 亜

H.Ito

頁U万巻名誌…
.-⊥

者著

一一 　丁一ーー一　…一一コ

ト 　

|発表年月i

-一－

IGeophys.　 Res.　 Let.ters,　 Vol.11998

25,No.10,1573-15761

lJo/lr.　 Nleteorol.　 Society　 of　 1998

Japall,Vol.　 76,　 No.　 3,

1447451

南 極 資 料,Vol.42,No.1,

64-80

1998

Proc.13th　 Inte1・national　 Swn-　 :　1998
し;

1)osillM　 on　 Okhotg.k　 Sea　 alld　 i

Se。Ice,M。1。b,t,,1ミ

L-.一 」

ll一



題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Japanese　 Colltribution　 to　Basis H.Ito
,

Proc.　 1st　 Basis　 Col/ference, 1998

S.　Yoshiumllra, St.　Petersb/lrg

S.　Aoki,

S.　Morimoto,

G.　 Hashida,

S.KudohaIld

K.　 Shirasawa

CO2　 Uptake　 of　Polar　 Ocean H.Ito ,

S.　Yoshiumllra,

Proceedillg　 of　 4th
o .

Ny-AlesuIld　 Sciel/ce　 semlllar,

1998

S.　Aoki, Ravello

S.　Morimoto,

G.　 Hashida,

S.　Kudoh　 alld

K.　 Shirasawa

Atmospheric　 observations　 of　 liquid　 water　 in M.Wadaand Atmospheric　 Research,　 46, 1998

cloud,　 al/d　 of　 chemical　 species　 in　 aerosols　 and M.　 Igarashi 383-389

gases　 near　 the　 gro/lnd　 and　 in　 fallell　 snow　 at

Svalbard,　 Arctic

.

Spril19　 Peaks　 of　 Inajor　 and　 trace　 elenlellts　 ll1 M.　 Ikegawa, Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar　 Res., 1998

snow　 at　Asuka　 Station,　 east　 Antarctica M.　 Kimura, Spec.Issue,52,135-148

K.Honda
,

K.　 Makita
,

H.　 Motoyama,

Y.FujiiaIld

Y.Itokawa

A　 study　 of　 precipitatillg　 clouds　 close　 to　 frollts M.Wadaand Atmos.Res.,49,253-265 1998

11sing　 microwave　 radiometry　 and　 radar　 il1 H.　 KOIlishi

Svalbard,　 Arctic

最 終 氷 期 に お け る 気 温 変 動 －Dallsgaard一 藤井理行 第 四紀 研 究,37,181-188 1998

Oeschger　 サ イ ク ル と ハ イ ン リ ッ ヒ ・イ ベ ン ト

「南極大陸 ・物質循環観測」の開始 山内 恭,平 沢尚彦, 天 気,46,157-162 1998

林 政彦

Classificatioll　 of　 polar　 satellite　 data　 usil19 K.　 M/lramoto, Mem.　 Natl　 IIlst.　 Polar　 Res., 1998

minimum　 distance　 method M.　 Kubo, Spec.Isslle,52,149-157

H.Saitoand

T.　Yamanouchi

気温急変時のおける高層ゾンデのアネロイド気 平沢尚彦,木 津暢彦 天 気,46,141-146 1998

圧 計 の エ ラ ー に つ い て

一42一



題 者
丁

南極域における輝度温度画像デー タ解析

北極の氷河 ・氷床 と地球規模気候変動

Glaciological　 data　 collected　 正)y　tlle　 371h　 JaPa-

11ese　 AIltarctic　 Research　 ExPediti(m　 durillg

1996-1997

Deep　 ice-core　 drilling　 at　 Dome　 Fu .ji　 alld

glaCiOlOgiCal　 StUdeiS　 ill　 eaSt　 Drolmillss　 八lalld

Lalld,　 Antarctica

↓

志 賀 太生,畑 中 政 彦,

不日田 言成,'{㍗ 尺尚 ∫参

‖秦 圭†・圭iV.そSi

S.　Fujiia,

K.　 Ka、 ～ada　 alld

Y.F叩i

　 Y.　 Ageta,

I　N .　AZIIIIla ,

　Y.　 Fujii,

lKF"jill・ ・

i　s.　Fujita,

T.　 Fllrllkawa ,

ミT
.　HOIIdoh

,

T.Kameda ,

K　 Kal1Uyama,

K.　 Kawada ,

・T .　Kawamura ,

　S.　Kobayashi,

　 K.　 Katagiri,

S.　Mae ,

IH .　Maeno
　 ジ

l　T.　 Miyahara,

IH.M。t。yama
,

Y.　 Nakayama,

IRNaruse,

　F.　 Nishio ,

　K.　 Saitoh ,

　T.　 Saitoh ,

|　K　 Shimbori ,

T.　 Shiraiwa ,

H.　 Slloji,

A.　 Takahaslli ,

　S.　Takahashi ,

　Y.　 Tanaka ,

K.　 Yokoyama　 al/d

　o.　 Wataliabe

－43一

誌 名 ・巻 号 ・頁

開 発 技 法,No.40,13-20

発表年月

環 境 技 術,27,492-494

JARE　 DATA　 REP.,　 234

　(Glaciology　 27),　 46p

:Almals　 of

333-337

Glaciology,　 27,

1998

.1998

1998

1998



•

Preliminary investigation of palaeoclimate sig- S. Aoki, Annals of Glaciology, 27, 1998

 nals recorded in the ice core from Dome Fuji N. Azuma,  338  —  342

Station, east Dronning Maud Land, Antarctica Y. Fujii,

S. Fujita,

T. Furukawa,

T. Hondoh,

K. Karniyama,

H. Motoyama,

Global climate change and deep ice core 

drilling at Dome Fuji, Antarctica 

Cirriform rotor cloud observed on a Canadian 

Arctic ice cap

Penny Ice Cap cores, Baffin Island, Canada, 

and the Wisconsinan Foxe  Dome connection: 

two states of Hudson Bay ice cover

Seasonal variations of cloud and precipitation 

at Syowa Station, Antarctica

M. Nakawo, 

T. Nakazawa, 

H. Narita, 

K. Satow, 

H.  Shoji and 

0. Watanabe

Y. Fujii and 

0. Watanabe 

H. Ozawa, 

K. Goto-Azuma, 

 K,  Iwanami  and 

R. M. Koerner

 D. A. Fishier, 

 R.  M. Koerner, 

J. C. Bourgeios, 

G. Zielinski, 

C. Wake, 

C. U. Hammer, 

H. B. Clausen, 

N. Gundestrup, 

S. Johnsen, 

K. Goto-Azuma, 

T. Hondoh, 

E. Blake and 

M. Gerasimoff

H. Konishi 

M. Wada and 

T. Endoh

Korean Journal of Polar Re-

search, 8,  155-162

Monthly Weather Review, 

126,  1741  —  1745

Science, 279, 692-695

 Annal. Glaciol., 27,  597  — 

602

1998

1998

1998

1998

44 -



H

Winter warming over  DOME'.  Fuji, East 

tarctica and semiannual oscillation in 

atmospheric circulation

Automatic 

Dome Fuji 

Maud Land

weather station 

Project by JARE 

, Antarctica

Snow depositional 

Fuji area, Antarctica

An-

the

program during 

in east Dronning

conditions around Dome

Seasonal variability of bottom-water properties 

off Adelie Land, Antarctica

MOS-1/lb MESSR observations of the 

tic sea ice: Ice bands and ice streamers

 Antarc-

H. Enomoto, 

H.  Motoyama, 

T. Shiraiwa, 

T.  Saito, 

T. Kameda, 

T. Furukawa, 

S. Takahashi, 

Y. Kodama  and 

0.  Watanabe

S. Takahashi, 

T. Kameda, 

H.  Enomoto, 

 T. Shiraiwa, 

Y.  Kodarna, 

S. Fujita, 

H. Motoyama, 

0. Watanabe, 

 G. A. Weidner and 

C. R. Stearns

H. Motoyama, 

K.  Kamiyama  and 

0. Watanabe

Y. Fukamachi, 

M. Wakatsuchi, 

K. Taira, 

S. Kitagawa, 

S.  Ijshio, 

A. Takahashi, 

K. Oikawa, 

T.  Furukawa, 

H. Yoritaka, 

M. Fukuchi  and 

T.  Yamanouchi

K. Ishida, 

K. L. Ohshima, 

T.  Yamanouchi and 

H.  Kanzawa

 15

                    •
  '4- • fl

 J. Geophys. Res., 

 No. D18, P23, 

111

Vol. 

103

103 
—23

•-11

Annals of 

 528  — 534

AGU 

Eos,

Glaciology, 27,

1998 Fall Meeting, 

 79  (45)  ,  Al2B  —13

 .J.  Geophys. Res., (in press)

 ,J.  Oceanography, 55, 

426

 417—

1998

1998

1998

1998

1998
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

A　 Japallese　 field　 exPerinlellt　 plan　 for　 aerosol_ M.　 Shiobara, Proceeding　 of　 the　 7th　 Atmo一 1998

clolld_radiatioll　 research　 iII　the　 Arctic M.Wada ,
spheric　 Radiatioll　 Measllre一

T.　 Yamallollchi, mel/t　 (ARM)　 Sciellce　 Team

S.　Morimoto
,

Meetil/g,　 Marchi3-7,

G.　 Hashida　 alld 1997,　 San　 AntoIlio,　 TX,　 US

N.　 Hirasawa DOECollf-970365,9-10

The　 BaseliIle　 Surface　 Radiation　 Network　 pyr一 R.　PhiliPOIla, A.　 Atmos.　 Ocean.　 Tech.,　 15, 1998

.

geometer　 round_robill　 calibration　 experlment
K.　 Frohlichi, 687-696

J.　DeLuisi
,

J.　Augustine,

E.　 Dutton
,

D.Nelson
,

B.　 Forgan,

P.Novotny,

J.Hickey,

S.P.Love,

S.Bender
,

B.McArthur,

A.Ohmura,

J.　H.　 Seylnour,

J.S.Foot,

M.　 Shiobara,

F.　 P.　J.　Valero　 and

A.　 W.　 Strawa

Clear-sky　 atmospheric　 solar　 trallsmission:　 An S.　Kinne ,
J.Geophys.Res.,103,19709 1998

analysis　 based　 on　 FIRE　 1991　 field　 experimellt R.　Bergstrom,
一19720

data 0.B.Toon,

E.　 Dutton　 and

M.　 Shiobara

The　 role　 of　noe　 size　 in　ice　 dynamics H.Ito Proc.　 NIPR　 Symp.　 Meteorol. 1998

GlacioL,12,79-85

Cloud　 extraction　 from　 polar　 satellite　 date　 usiI/g M.Kubo ,
Proc.　 NIPR　 Symp.　 Polar　 Me一 1998

Inodified　 Mahalal/obis　 classifier H.　 Sait.o
,

teorol.Glaciol.,　 12,　 97-103

K.　 Muramoto　 and

T.　 Yamanouchi

一南 極 にお け る 日本 の 無 人気 象観 測(1992 ～1997) 高橋修平,榎 本浩之, 雪 氷,60,463-472 1998

亀田貴雄,本 山秀明,

古川晶雄,見 玉裕二,

遠藤辰雄,大 畑哲夫,

菊地時夫,牧 野章汎,

牧野勤倹 .一

一46一



「 『題　 　 　 ll

Evahlation　 of　 SO・ ・　 emissiol/　 from　 the　 l982

　erllptioll　 of　 El　 C}|ichol|　 by　 gla(・iologi(・al　 and

sat　ellite　 met　 ho(IS

者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

M.　 Kollno ,

S.　Yanlashita,

M.　 Kllsaka止)eとm(l

Y.　 Fujii

AlltarcticRecords,　 42,

-130

121!1998

イ.口 頭 に よ る発 表

「一 　

1題 |f 発 表 者 発表 した学会等の名称

Japanese　 glaciological　 activities

1
発表年月

　 　　 　　ず　　　　ト

・S
va|b。,d|0.W。t、mab。,

Y.F国ii,

　 　 　 　 　 　 　 :K.　 Kamiyama,

　 　 　 　 　 　 　 　 H.　Motoyama,

　 　 　 　 　 　 　 　l　M.　lgallashi　 alld

s.　Mato止)a

中層フロー トによる南大洋の海洋循環の観測

Need　 of　 new　 observation　 of　 pl'ecipitatioll　 olI

the　 Antarctic　 for　 climate　 research

牛 尾収 輝,及 川 幸四 郎,

深 町 康,大 島慶 一郎,

若 土iE暁

T.　 Yamanouchi

航 空 機 観 測 に よ る北 半 球 中 ・高 緯 度 の 対 流 圏 一 、猪 俣 弥 生,松 永 捷 司,

成 層 圏 の 硫 化 カ ル ポ ニ ル(COS)の 濃 度

北半球中 ・高緯度の対流圏一成層圏の硫化カル

ポニル(COS)の 濃度

AAMP　 '98観 測 北 極 圏 上空 エ ア ロ ゾ ル 中 の イ

オ ン成 分

北極一ヒ空における温室効果気体の航空機観測

菅原 敏,森 本真司,

岩坂泰信,長 田和雄,

渡辺征春,塩 原匡貴,

猪 俣 弥 生,松 永 捷 司,

菅 原 敏,森 本 真 司,

長 田 和 雄,岩 坂 泰 信,

渡 辺 征 春,塩 原 国 資,

庄 司 和 弘,山 形 定,

村 尾 直 人,太 田幸 雄,

ミ塩 原 国 費,藤 井 理 行

菅 原 敏,森 本 真 司,

1塩 原 匡 貴,中 澤 高 清,

青 木 周 司,1壬r村 悟

后{erllati。nal　 Synll)。 、ium　 。n

　Polar　 Aspects　 of　 Global

IChange
.　Tromso,　 Norway

日本海洋学会秋季大会

Syqnposium　 oll　the　 Precipita-

tioll　 Observation　 from　 Non-

sull　 Syllcronous　 Orbit,　 14-

16　 December　 l998,　 Nagoya,

Japan

第15回 エアロゾル化学技術研

究討論会

;1998年 度EI本 地 球 化 学 会 大 会

第39回 大気環境学会年会

第4回 大気化学討論会

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

17一



題 目

中緯度一北極圏の成層圏底部～対流圏における

エアロゾル数濃度の航空機観測

ドームFコ アに記録 された陸域環境変動

氷床 コアから復元された気候変動 一 ドーム計画

の成果一

桜 島 火 山1914年 噴 火 を 例 に し たexcess　 sulfur

degassingメ カ ニ ズ ム の 解

ゾ ンデ 観 測 か ら得 ら れ た 対 流 圏上 部 の オ ゾ ン変

動 一 北 極 ス バ ー ルバ ル,ニ ー オ ル ス ン の観 測 一

ノルウェー海周辺の低気圧の季節変動 と水輸送

発 表 者 発表した学会等の名称

渡辺往者,岩 坂泰信,第15回 エアロゾル科学技術

柴 田 隆,長 谷 正博,究 討 論 会

中 田 滉,長 田和 雄,

猪 俣 弥 生,足 立 宏,

林 政 彦,i二 屋 正 義,

塩 原 国 費,山 形 定,

大橋 敏 次

藤井理行

藤井理行

日本学術 会議第四紀研連,

IGBP研 連主催 シンポ ジウム

「第四紀における地球規模環

境変動」,東 京

日本 地 質 学 会 総 会 シ ン ポ ジ ウ

ム 「第 四 紀 気 候 変 動 一海 ・陸

・氷 床 そ して モ デ リ ン グ ー」
,

東 京

河野美香,山 下 茂,地 球惑星科学関連学会合同大

日下部実,藤 井理行 会,東 京

野 中 美樹,和 田 誠,

荒 川 正一一

遊馬芳雄,萩 谷奈緒,

菊地勝弘,和 田 誠

遊鳥芳雄,福 田陽子,

菊地勝弘,塩 原匡貴,

和田 誠,藤 井理行

平沢尚彦

青 木 周 司,橋 田 元,

町 田敏 暢,森 本 真 司,

岡野 章 一,山 内 恭,

本 田 秀 之,矢 島信 之,

中 澤 高 清,川 村 賢 二,

菅 原 敏

平沢尚彦,木 津暢彦

渡辺幸…,佐 藤和秀,

神山孝吉,本 山秀明,

渡邉興亜

日本気象学会

日本気象学会

日本気象学会

日本気象学会

日本気象学会

日本気象学会

日本気象学会

発表年月

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998
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題

北極航空機観測(AAMP98)

高緯度の下部成層圏一対流圏の硫化カルポニル

(COS)の 濃度分布

38次 南極観測報告

南極 ドームふ じ深層 コアの同位体組成

成分濃度 ・微粒子濃度 に関する基本解析

日 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

)に よ る 北 半球 中 ・ 猪俣弥生,松 永捷司, 日本気象学会 1998

圏の硫化カルポニル 菅 原 敏,森 本 真 司,

長田和雄,岩 坂泰信,

渡辺征春,塩 原国資

平沢尚彦 日本気象学会 1998

同位体組成 ・化学 主 渡邉興亜,藤 井理行, 気水圏シンポジウム 1998

する基本解析 神山孝吉,本 山秀明,

古 川 晶 雄,五 一卜嵐 誠,

島 田 亙,森 本 真 司,

金森暢子,佐 藤和秀, !

上 田 豊,中 尾 正 義,
1

田 中 浩,金 森 悟,

東 信彦,庄 子 仁,

亀田貴雄,高 橋修平,

成田英器,本 堂武夫,

山田知充,白 岩孝行,

ドームふ じ深層 コアの年代 について

南極 ドームふ じコアの結晶組織解析

南極 ドームふ じ深層 コアの物理基本解析

ドームふ じ深層コアの固体交流電気伝導度

藤 田秀 二,前 晋爾,

中 澤 高 清,青 木 周 司,

川 田 邦 夫,横 山 宏 太 郎

渡 邉 興 亜,庄 子 仁,1気 水 圏 シ ンポ ジ ウ ム

佐 藤 和 秀,本 山 秀 明

東 信 彦,王 ウ ン,気 水 圏 シ ンポ ジ ウ ム

成 田 英 器,本 堂 武 夫,1

庄 子 仁,渡 邉 興 亜

本 堂 武 夫,成 田 英 器,気 水 圏 シ ンポ ジ ウ ム

堀 彰,宮 本 淳,

藤 井 道 子,庄 子 仁,

亀 田 貴 雄,前 晋爾,|

1藤 田 秀 一二,池 田 倫子,

|深 沢 裕,福 村 拓,

ミ東 信 彦 ・ 王 ウ ン,1

川田邦夫,渡 邉興亜,;

1本 山秀明

i

藤田秀一二,本 山秀明,気 水圏シンポジウム

東 信彦,成 田英器,

藤井理行

11

1

1998

1998

1998
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

ドー ムFコ ア の 火 山 灰 層 藤井理行,本 山秀明, 気水圏シンポジウム 1998

藤 田 秀 二,東 信 彦,

河野美香,的 場澄人,

福 岡 孝 昭,菊 地 正,

鈴木利孝,渡 邉興亜

南 極 ドー ム ふ じコ ア573mお よ び2,202m深 火 山 河野美香,藤 井理行 気水圏シンポジウム 1998

灰の化学組成

ク ラ ウ デ ィー ・バ ン ドの結 晶C軸 方 位 分 布 と氷 宮本 淳,庄 子 仁, 気水圏シンポジウム 1998

コアの変形特性 成田英器,渡 邉興亜,

H.B.Clausen
,

本堂武夫

1997年 ドームふ じ観測拠点における深層 コア現 本山秀明,河 村泰史, 気水圏シンポジウム 1998

場処理と深層掘削現状報告 東 信彦,藤 田秀二,

成田英器,山 田知充,

藤井理行,渡 邉興亜

氷期一間氷期サ イクルにおける陸域起源物質の 藤井理行,本 山秀明, 気水圏シンポジウム 1998

変動 福 岡 孝 昭,菊 地 正,

鈴木利孝,的 場澄人,

河野美香,渡 邉興亜

南極 ドームふじ基地深層掘削コアの溶存化学成 神山孝吉,東 久美子, 気水圏シンポジウム 1998

分の鉛直分布と気候変動に伴う特徴 五 十 嵐 誠,渡 辺 幸 一,

長 尾 一 平,田 中 浩,

金森 悟,金 森暢子

南極 ドームふ じ深層 コア中のテフラ粒子の特性 菊地 正,小 島真次郎, 気水圏シンポジウム 1998

化 藤井理行,河 野美香

ドー ム ふ じ52mコ ア 中 の 固 体 微 粒 子 のSEM一 工藤善之,中 村寿充, 気水圏シンポジウム 1998

EDX評 価 須 澤 貴 祥,中 谷 圭 一,

菊 地 正,神 山 孝 吉,

渡邉興亜

南極Hl5コ アに記録 された過去300年 の火山 シ 河 野 美 香,日 下 部 実, 気水圏シンポジウム 1998

グナル 福岡孝昭,藤 井理行

南 極Hl5コ ア 中 に1815年 タ ン ボ ラ 火 山?テ フ ラ 林 伸幸,福 岡孝昭, 気水圏シンポジウム 1998

河野美香,藤 井理行,

遠藤邦彦
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題 目

東南極S25コ ア中の化学成分濃度の変動特性

発 表 者

ドー ムF深 層 コ ア のX線 密 度 プ ロ フ ァ イ ル

Penrly　 Ice　 Cap　 (Canada)　 コア ーP96コ アの 結

晶 粒 特 性 と気 泡 数 密 度 の 測 定

南極 ドームふ じ降雪試料中の脂質の組成と季節

変化

南極 ドームF周 辺の堆積環境

北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 体　(JAGE98　 -　Svalbard)

報 告(1)一 現 地 調査 の 概 要 お よび 氷 河 化 学 解

析 結 果 報 告 一

渡辺幸一,佐 藤和秀,

神山孝 吉,本 山秀明,

渡邉興亜

堀 彰,田 行 一成,

成 田英 器,本 堂 武 夫,

亀 田 貴 雄,庄 子 仁,

東 信 彦,本 山秀 明,

渡 邉 興 亜

奥 山 純 一,成 田 英 器,

本 堂 武 夫,宮 本 淳,

渡 邉 興 亜,

R.　M.　Koerner

山本芳樹,河 村公隆,

松永 壮,東 信彦,

藤井理行,本 山秀明

1本 山秀明,川 村泰史,

神山孝吉,渡 邉興亜

渡 邉 興 亜,神 山 孝 吉,

五 十 嵐 誠,飯 塚 芳 徳,

亀 田貴 雄,館 山 一 孝,

白岩 孝 行,渡 辺 幸 一,

宮 原 盛 厚,藤 井 純 一,

E.　Esaksson

発表した学会等の名称

北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊　(JAGE98　 -　Svalbard)

報 告(2)一 氷 温 お よ び 再 凍 結 氷 の 分 布 一

西スバールバルにおける氷河上季節積雪の融解

と流出

SAR画 像の検証を目的 として航空機によるクレ

バス帯の観測

渡 邉 興 亜,神 山孝 吉,

五 十 嵐 誠,飯 塚 芳 徳,

亀 田貴 雄,館 山 一孝,

白岩 孝 行,渡 辺 幸 一,

宮 原 盛 厚,藤 井 純 一,

E.　Eg.　aksson

石 井 吉 之,売 玉 裕 二,

伊 藤 一

高橋 晃,藁 科秀男,

深津 徹,山 内 恭,

古川晶雄

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏 シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

・気 水 圏 シ ン ポ ジ ウム

気水圏 シンポジウム

気水圏 シンポジウム

運動学的温度 伊藤 気水圏シンポジウム

一51一

発表年月

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998



題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

南極発散域における低気圧性渦の形成 牛尾収輝,深 町 泰, 気水圏シンポジウム 1998

大島慶一郎,若 土正暁

南極 ドームふ じにおける1997年 雪氷観測概要報 本山秀明,川 村泰史, 気水圏シンポジウム 1998

告 金戸 進,渡 邉興亜

東南極 クイーンモー ドランド高原における酸素 佐藤和秀,渡 邉興亜, 気水圏シンポジウム 1998

安定同位体組成,積 雪酒養量および温度 本山秀明,庄 子 仁

南極氷床内部の電波反射層の物理 藤 田秀 二,前 晋 爾, 気水圏シンポジウム 1998

前野英生,浦 塚清峰,

古川晶雄,藤 井理行,

渡邉興亜

AMSRを 利用 した氷上の積雪の観測 大橋良彦,佐 々木正巳, 気水圏シンポジウム 1998

鈴木勝裕,秋 葉錬二郎,

和田 誠

南極 ドームふ じ降雪試料中における低分子 ジカ 松永 壮,河 村公隆, 気水圏 シンポジウム 1998

ルボン酸組成の季節変化 山本芳樹,東 信彦,

藤井理行,本 山秀明

1997-1998南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 の 海 氷 流 出 牛尾収輝,山 内 恭, 気水圏シンポジウム 1998

に つ い て 高橋 晃

第38次 「南極大気 ・物質循環観測」概要報告 山 内 恭,平 沢 尚 彦, 気水圏シンポジウム 1998

林 政彦

ドームふ じ観測拠点の地上風向に見 られる5日 森永裕幸,平 沢尚彦 気水圏シンポジウム 1998

周期の変動(速 報)

東南極大陸でのブロ ッキングの形成 とドームふ 平沢尚彦,中 村 尚 気水圏シンポジウム 1998

じ観測拠点の気象

ドームふ じ上空の成層圏エアロゾルの季節変動 林 政彦,渡 辺征春, 気水圏シンポジウム 1998

気球搭載OPCと ライダー同時観測 柴 田 隆,足 立 宏,

酒 井 哲,田 村 耕 一,

長 谷 正博,中 田 滉,

岩坂泰信,牧 山慎司,

白石 浩 一,藤 原 玄 夫,

平沢尚彦,山 内 恭
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南極 ・昭和基地で観測されたエアロゾル粒子サ

イズ一致濃度の変動 －II

昭和基地における酸性 ガス ・大気エアロゾル成

分一38次南極観測隊での観測一

南極 ・昭和基地の大気エアロゾルに含まれる水

溶性 イオン濃度－H第38次 日本南極地域観測

隊における観測

JTク ラ イ オ ス タ ッ トを 用 い た 成 層 圏 大 気 ク ラ

イ オサ ン プ ラ ー の 開 発(2)

海洋大気エアロゾルに含まれる水溶性 イオン濃

度の地理的分布 第39次 日本南極観測隊 観測

船 「しらせ」 における観測

岩坂泰信,長 田和雄,

林 政彦,長 谷正博,

宇井啓高,山 内 恭,

深津 徹,橋 田 元

原 圭 一 郎,長 田和 雄,

林 政 彦,木 戸 瑞 佳,

松 永 捷 司,岩 坂 泰 信,

山 内 恭,深 津 恭

長田和雄,原 圭一郎,

木戸瑞佳,林 政彦,

山内 恭,深 津 恭,

宇井啓高,松 永捷司,

岩坂泰信

森 本真 司,和 田 誠,

山 内 恭,本 田秀 之,

青 木 周 司,大 場 章 弘,

弘 川 昌樹

長 田和 雄,橋 田 元,

原 圭 一 郎,木 戸 瑞 佳,

林 政 彦,松 永 捷 司,

岩 坂 泰 信

昭和 一み ず ほ基 地 間 の 水 蒸 気 ・エ ア ロ ゾ ル航 空 山 内 恭,和 田 誠,

機 観 測 深 津 徹,林 政 彦,

1長 田 和 雄,長 谷 正 博 ,
ミ

1中 田 滉,岩 坂 泰 信

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

;気 水圏シンポジウム

1998

1998

1998

1998

ドー ム ふ じ観 測 拠 点 にお け る エ ア ロ ゾ ル ・ラ ド

ン濃 度 の 季 節 変 動

林 政 彦,長 田 和 雄,

岩坂 泰 信,長 谷 正博,

1中 田 滉
,田 坂 茂樹,

飯 田 孝 夫,平 沢 尚 彦,

山 内 恭

気水圏シンポジウム

1998

1998

1998
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

南 極 ドー ムFに お け る 積 雪,大 気 エ ア ロ ゾ ル お 金森 悟,金 森暢子, 気水圏シンポジウム 1998

よび酸性ガスの化学(3) 渡邉興亜,藤 井理行,

本山秀明,亀 田貴雄

スバルバールと南極 ドーム基地上空で観測 した 白 石 浩 一,林 政 彦, 気水圏シンポジウム 1998

極成層圏雲の比較 佐藤和史,牧 山慎司,

藤 原 玄 夫,柴 田 隆,

足 立 宏,酒 井 哲,

石 井 昌 憲,田 村 耕 一,

岩坂泰信,平 沢尚彦,

山内 恭

内陸旅行中の移動気象観測(第38次 南極地域観 木津暢彦,中 嶋哲二, 気水圏シンポジウム 1998

測隊) 江 崎 雄 二,松 島 功,

栗 田邦 明,山 内 恭,

本山秀明,平 沢尚彦

ドームふじ観測拠点で観測 された積雪表面近傍 本山秀明,金 戸 進, 気水圏シンポジウム 1998

における特異な気温変動 平沢尚彦

ドームふ じ観測拠点におけるGPS高 層気象ゾン 平沢尚彦,林 政彦, 気水圏シンポジウム 1998

デの通年観測 川村泰史,西 平 亮,

西村 淳,福 田正人

ドームふ じ観測拠点の地上気温,風 向データに 平沢尚彦,森 永裕幸 気水圏シンポジウム 1998

含 まれ る エ ラ ー につ い て

ドームふじ観測拠点の雲量 と長波放射量の比較 平沢尚彦,山 内 恭 気水圏シンポジウム 1998

南極域衛星データの雲と地表の識別 久保 守,村 本健 一郎, 気水圏シンポジウム 1998

山内 恭

SSM/1デ ータを利用 した南極の水蒸気量の変動 三浦啓充,高 橋忠司, 気水圏シンポジウム 1998

和田 誠

補間処理による南極大陸気温分布図の作成 佐 々 木順 一,志 賀 太 生, 気水圏シンポジウム 1998

猪俣悟司,畑 中政彦,

板倉賢一,和 田 誠

平沢尚彦

昭和基地における地上オゾン急減現象(SOD) 江崎雄司,林 政彦, 気水圏シンポジウム 1998

とそ の バ ック トラ ジ ェ ク トリー 解 析 一1997年 山内 恭

8月28日 ～29日 のSODの 事 例 解 析 一

1997/98冬 季 ス バ ー ル バ ル ニ ー オ ル ス ンの 雲, 和田 誠,小 西啓之 気水圏シンポジウム 1998

降水,エ ア ロ ゾ ル の 観 測(1)
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題 当国 発 表 者

AAMP　 '98に お け る 温 室 効 果気 体 の 観 測 菅 原 敏 ,森 本真 司,

塩 原 国 資,中 澤 高清,

青 木 周 司,吉 村 悟

AAMP　 '98観 測 北 極 圏 ヒ空 エ ア ロ ゾ ル 中 の イPi子 和 弘,　Lll形 定 ,

オ ン成 分 柄 尾 直 人,大 日倖 雄,

塩 原 匡 貴,藤 井理 行

北 極 飛 行 機 観 測(AAMP'98)に お け る ノく気 工 原 圭一 郎,岩 坂 泰信,

ア ロ ゾ ル粒 子 の 直 接 採 取|長 田和 雄,松 永 捷 司,

北 極 飛 行 機 観 測(AAMP'98)に よ る 北 半球 中

・高 緯 度 の 対 流 圏 一 成 層 圏 の 硫 化 カ ル ポ ニ ル

(COS)の 濃 度

AAMP　 '98に お け る成 層 圏 ・対 流 圏 エ ア ロ ゾ ル

数 濃 度 の 観 測

北極圏航空機観(AAMP'98)で 観測 された北

極域上部対流圏及び下部成層圏の二酸化炭素濃

度

地 ヒオゾンの季節変動 と反応性および地球環境

シグナルの解析(第2報)

昭和基地上空の成層圏エアロゾルの季節変化
一38次 隊における光散乱計数型エアロゾルゾン

デによる観測

昭和基地におけるクライオサ ンプリング実験
一気球一1二学関連事項 について一

猪俣弥生,渡 辺征春,

山形 定,塩 原匡貴

猪俣弥生,松 永捷司,

菅原 敏,森 本真司,

長田和雄,岩 坂泰信,

渡辺征春,塩 原国貨

渡辺征春,長 田和雄,

猪俣弥生,柴 田 隆,

足立 宏,岩 坂泰信,

山形 定,塩 原国費,

十屋正義,大 橋敏次

町田敏暢,菅 原 敏,

森本真司,塩 原国貨

一二木安之,渡 邉興拒,

神山孝吉

木津暢彦,江 崎雄 二,

驕 哲驕 田蠕:
1渡 辺 征 春

,岩 坂 泰 信,

ILt」内 恭

本 出 秀 之,並 木 道 義,

矢 島 信 之,山 下隆IE,

ミ青 木 周 司,橋 田 元,

|町 田 敏 暢,森 本 真 司

気水圏シンポジウム

気水圏 シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

気水圏シンポジウム

1998

1998

1998

1998

1998

1998
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

昭 和 基 地 上 空 の 成 層 圏 にお け るCO2,CH1,

N20濃 度 の 鉛 直 分 布

青 木 周 司,橋 田 元,

町 田敏 暢,森 本 真 司,

岡 野 章 一,山 内 恭,

気水圏シンポジウム 1998

本 田 秀 之,矢 島 信 之,

中 澤 高 清,川 村 賢.一二,

菅 原 敏

航 空 機 に よ る北 極 圏'大気 観 測(AAMP'98)一

概 要 と序 報 一

塩原匡貴,藤 井理行,

森本真司,遊 馬芳男,

山形 定,菅 原 敏,

猪俣弥生,渡 辺征春,

町田敏暢

気水圏 シンポジウム 1998

ノル ウ ェー 海 海 上の ポ ー ラー ロ ー の航 空 機 観 測 遊鳥芳男,福 田陽子,

菊地勝裕,塩 原国資,

和田 誠,藤 井理行

気水圏シンポジウム 1998

Preliminary　 results　 from　 the　 Arctic

Airborne　 Measurement　 Program　 (AAMP)

1998　 campaign

M.　 Shiobara,

S.　Morimoto,

S.　Sugawara,

S.　Yamagata,

Y.Asuma ,

Y.　 Inomata ,

M.　 Watanabe,

T.　 Machida,

M.Wada ,

T.　 Yamanouchi　 and

Y.　 Fujii

Intl.　 Syrrlpos.　 Polar　 Aspects　 l998

0f　 Global　 Change,　 24-28

August　 1998,　 Troms,

Norway

Studies　 on　 global　 paleoclirriate　 signals,　 record-

ed　 on　 the　 deep　 ice　 core　 froin　 「)cmle　 Fuji

Station,　 East　 Queen　 Maud　 Land,　 Antarctica

S.　Aoki,

N.　 Azuma,

S.　Fujita,

Y.　 Fujii,

T.　 Furukawa,

K.　 Kamiyama,

K.　 Kawamllra,

S.　Mae,

H.　 MotoyaIna,

M.　 Nakawo,

T.　 Nakazawa,

H.　 Narita,

K.　 Satoh,

W.　 Shimada,

H.　 Shoji　 and

O.　 Watanabe

SCAR　 6th　 IIlternational　 Sym-　 1998

poshlm　 on　 AIltarctic　 Gla-

CiOIOg,　 LallzhOl1,　 China

⊥一一_
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RA )JL  A

Volcanic signals during last  350,000 years 

revealed from Dome Fuji ice  core, Antarctica

A detailed density profile of the Dome Fuji 

shallow ice core by X-ray transmission method

Nature of radio-echo layering in the Antarctic 

ice sheet detected by two frequencies experi-

ment

Characteristics of air-bubbles and air-hydrates 

in the Dome F ice core, Antarctica

 Y.  Fujii, 

 S. Fujita, 

  N. Azuma, 

  H.  Motoyama, 

 T. Kikuchi, 

 T. Fukuoka, 

  S. Matoba, 

  M. Kohno and

0. Watanabe

A. Hori, 

M. Tayuki, 

H. Narita, 

T. Hondoh, 

S. Hujita, 

T. Kameda, 

H. Shoji, 

N. Azuma, 

K.  Kamiyama, 

Y. Fujii, 

H. Motoyama and 

 O.  Watanabe

S. Fujita, 

H. Maeno, 

H. Uratsuka, 

T. Furukawa, 

S. Mae, 

Y. Fujii and 

0. Watanabe

H. Narita, 

N. Azuma, 

T. Hondoh, 

Y. Fujii, 

M. Kawaguchi, 

S. Mae, 

H. Shoji, 

T. Kameda, 

A.  Hori and 

0.  Watanabe

57

'7)=E  L 

SCAR 6th International 

 posium on Antarctic 

 ciology, Lanzhou, China

SCAR 6th International 

posium on Antarctic 

ciology, Lanzhou, China

SCAR 6th International 

posium on Antarctic 

ciology, Lanzhou, China

SCAR 6th International 

posium on Antarctic 

ciology, Lanzhou, China

 Sym-

Gla-

Sym-

Gla-

Sym-

Gla-

Sym-

Gla-

1998

1998

1998

1998



題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

Past　 400　 year　 environment　 change　 recorded Y.Fujii, International　 Symposium　 on 1998

ill　 ice　 cores　 from　 Site-J　 and　 NGRIP　 camp, K.　Kamiyama, Polar　 Aspects　 of　 Global

Greenland M.　 Igarashi, Change,　 Tromso,　 Norway

M.Takada　 and

0.　Watanabe

Japal/ese　 glaciological　 activities　 in　 Svalbard O.　 Watallabe, International　 Symposium　 on 1998

Y.Fujii, Polar　 Aspects　 of　 Global

K.　 Kamaiyama, Change.　 Tromso,　 Norway

H.　 Motoyama,

M.　 Igarashi,

S.　Matoba,

K.　 Goto-Azuma,

S.　Takahashi　 and

T.Kameda

ドームふ じコアにおける気泡及び空気包接水和 福村 拓,池 田倫子, 日本雪氷学会全国大会 1998

物 結 晶 の ラマ ン ス ペ ク トル 深澤 裕,前 晋爾,

本堂武夫,渡 邉興亜

North　 GRIP　 l998　 活 動 報 告 庄子 仁,渡 邉興亜, 日本雪氷学会全国大会 1998

神山孝吉,五 十嵐誠,

高 田 守 昌,成 田 英 器,

宮本 淳,東 信彦,

H.B.Clausen,

J.　P.　Steffensen

North　 GRIP雪 氷浅層 コアの光学的層位構造観 高田守昌,藤 井理行, 日本雪氷学会全国大会 1998

測法の開発 東 信彦,渡 邉興亜,

庄子 仁

ク ラ ウ デ ィー ・バ ン ドの 結 晶C軸 方 位 分 布 宮 本 淳,庄 子 仁, 日本雪氷学会全国大会 1998

成田英器,渡 邉興亜,

H.B.Clausen,

本堂武夫

氷床内部構造観測用多周波アイスレーダの開発 前 野 英 生,松 岡健 一, 日本雪氷学会全国大会 1998

古 川 晶 雄,藤 田 秀 二,

渡邉興亜,浦 塚清峰

南極 ドームふ じにおける1997年 雪氷観測概要報 本山秀明,川 村泰史, 日本雪氷学会全国大会 1998

告(第38次 南極地域観測隊) 金戸 進,渡 邉興亜

南極 ドームF周 辺の堆積環境 本山秀明,川 村泰史, 日本雪氷学会全国大会 1998

神山孝吉,渡 邉興亜
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題 日 発 表 者

南 極 ドー ムふ じ コ ア に 記録 され た 過 去35万 年 の 藤 井理 行,本 山 秀 明,

火 山灰 層 藤 田 秀二,河 野 美 香,

束 信 彦,福 岡 孝昭,

菊 地 正,鈴 木 利 孝,

的 場 澄 人,渡 邉 興 亜

北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊　(　JAGE98　 -　Svalvard　 }

報 告(1)一 調 査 ・観 測 の 概 要 一

北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊　(　JAGE98　 -　Svalvard　)

報 告(2)一 堆 積 状 況 お よ び 融 解 再 凍 結 氷 の 分

布 一

1997年 南 極 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 海 氷 の 大規 模 流

出

氷海の粘性

南極内陸部の冬期昇温の年々変動について

渡 邉 興 亜,神Lh孝 吉,

五i'嵐 誠,飯 塚 芳 徳,

亀 田 貴 友筐,1棺UI　 ・孝三,

`白 岩 孝 行
,渡 辺 幸 ・,

宮 原 盛 厚,藤 井 純 ・,

l　E .　EsakssOI1

渡 邉 興 亜,神 山 孝 、1i,

五 十 嵐 誠,飯 塚 芳 徳,

|亀 田 貴 雄
,舘 山 一孝,

1白 岩 孝 行 ,渡 辺 幸 一,

宮 原 盛 厚,藤 井 純 ・,

E.　Eg.　aksson

牛尾収輝,山 内 恭,

高橋 晃

伊藤 一

榎本浩之,亀 田貴雄,

本山秀明

パ フ変 換 を応 用 した 合 成 開 日 レ ー ダ画 像 の ク レ ミ高 橋 晃 ,藁 科 秀 男,

バ ス 検 出 フ ィル ター の 開 発 古川 晶 雄

北 極 圏 氷 河 学 術 調 査 隊　(JAGE98　 Svall)ard)llti飯 塚 芳 徳,71:i'嵐 誠,

告(3)多 点 ピ ッ ト雪 試 料 の 化学 成 分 渡 辺 ¢ 一,神 山 孝 吉,

・谷 修 也
,渡 邉 興 亜

グ リー ン ラ ン ド ・チ ュ ー レ地 区 で の 気 象 ・積 雪 山崎 哲 秀 ,的 場 澄 人,

観 測 報 告 本 山 秀 明

南極 氷 床,ド ー ム ふ じ深 層 コ ア の 基 本 解 析 の 成|行 木 周 司,東 信 彦,

果 につ い て 藤 田 秀 二,藤 井 理 行,

Lff川晶 雄,本 堂 武 夫,

神 山 孝吉,本[li秀 明,

中尾 正 義,中 澤 高 清,

1成 田 英器,佐 藤 和 秀,

1庄 子 仁 ,渡 邉 興 亜

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

;1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名

ドー ム ふ じ コア 解 析 に よ る氷 期 一 間 氷 期 サ イ ク 藤井理行,本 山秀明, 日本雪氷学会全国大会

ルにおけるダス ト濃度変化
1

福 岡 孝 昭,菊 地 正,

鈴木利孝,的 場澄人,1

河野美香,渡 邉興亜

ドー ムF浅 層 コ ア のX線 密 度 プ ロ フ ァ イ ル

1

掘 彰,円 行 一一成,1日 本 雪 氷 学 会 全 国 大 会

成田英器,本 堂武夫,

藤 田 秀 二,亀 田 貴雄,

庄子 仁,東 信彦,

神山孝吉,藤 井理行,

本山秀明,渡 邉興亜

南極雪試料を用いたエル ・チチ ョン火山1982年 河野美香,山 ド 茂,

噴火に伴 う二酸化硫黄放出量の推定 日下部実,藤 井理行

一ー二周波実験で検知した南極氷床内部電波反射層

構造の物理

藤田秀二,前 晋爾,

前野英生,浦 塚清峰,

古川晶雄,藤 井理行,

渡邉興亜

日本雪氷学会全国大会

日本雪氷学会全国大会

剛
1998

1998

1998

8991

コ
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3)地 学 研 究 グル ー プ

A.地 学

地 学 研 究 グ ルー プ は 新 し く南極F貴石 研 究 セ ン ター が 発 足 し,研 究 系 で2部 門 及 び2セ ン ター に所 属 す る14名 の教 官

及 び2客 員 部 門 の4名 の 客 員 教 官 、1名 のCOE研 究 員 で 構 成 さ れ て い る.

(1)一 般 研 究

(1.1)固 体 地 球 物 理 学

昭 和 基 地 周 辺 域 及 び 南 極 に お け る固 体 地 球 物 理 学 的研 究

教 授 神 沼 克 伊,教 授 澁 谷 和 雄,助 教 授 野 木 義 史,助 手 金 尾 政 紀,助 手 士 井 浩 一郎 ,

助 手 青木 茂,　COE研 究 員 小 林 励 司

(1)重 力 測 定

'F成9年 度 に 南 極 で 得 られ た デ ー タの 整 理 を 行 っ た
,,「し らせ 」 の 海E重 力 計NIPRORI　 -　2に よ り得 られ た デ ー タ

を用 い て,測 線 一ヒの 重力 異常 を 求 め た,昭 和 基 地 で 得 られ た 超 伝 導 重力 計 の デ ー タ解 析 を継 続 した。 総 合 研 究 大学 院

大 学 の 天 文 科 学 専 攻 との 共 同 研 究 「超 伝 導 重 力 計 デ ー タを 用 い た地 球 変 形 の 研 究 」 が 継 続 して お り,国 立 極 地 研 究 所

で は 地 殻 の 隆 起 と重 力 変 化 につ き調べ た 、 また そ の ワ ー ク シ ョ ップ を 開 催 した,

(2)　 GPS・VLBI

昭 和 基 地 で のGPS測 量 の 解 析 を継 続 した 、　VLBIア ンテ ナ と地 上基準 点 の 取 り付 け 測 量 を実 施 した .

(3)自 然 地 震 観 測

前 年 度 同様 の 方式 で デ ー タ編 集 が な され,　JARE　 DATA　 REPORT　 No229と して ま とめ た 。 得 られ た 地 震 デ ー タ を解

析 し,次 の よ うな研 究 が 進 行 した 。

○ リュ ツ ォ ・ホ ルム 湾 地 域 に お け る地 殻 ・最 上部 マ ン トル構 造 の 地 震 学 的研 究 を継 続 した 。

② 昭和 基 地 付 近 の 局 地 地 震 活 動 を調 べ た 。

③ 南極 プ レー ト境 界 及 び 内 部 で 発 生 す る 地 震 の 応 力 分 布 の 研 究 を継 続 した.,

④1998年3月25日,南 極 プ レ ー ト内 にい:大地 震(Ms=8.0)が 発 生 、 この 地 震 の 解 析 と表 面 波 の 伝 播 速 度 を利 用 し

た地 卜構 造 の 解 析 を行 っ た 。

(4)人ll地 震

南 極 で の 人 一「二地 震 に使 用 す るペ ネ トレー ター の 開 発 研 究 を継 続 した。

(5)地 磁 気

平 成9年 度 「しらせ 」 の3成 分 磁 力計 に よ り得 られ た デ ー タの 解 析 を継 続 した 。

(6)テ ク トニ クス

船 上 の 地 磁 気3成 分 の デ ー タ,昭 和 基 地 の 地 震 波 速 度 異 方性 や 海 上 重 力 デ ー タな どか ら,南 極 プ レー トの 構 造 や ダ

イ ナ ミク スの 研 究 を継 続 して い る 。 特 に,イ ン ド洋 海域 の テ ク トニ ク ス につ い て の 解 析 を継 続 した 。

(1.2)岩 石磁気学

岩石磁気学的研究 助教授 船木 實

(1)JARE35で 採集 された昭和基地周辺,ブ ライボークニーパ,そ れにスカルブスネス地域の岩石の占地磁気学的研

究を行った。採集された岩石は花圃岩質片麻岩,輝 石片麻岩,そ れに花圃岩である。これらの岩石を交流消磁 した

結果,一 部の試料か ら15mT以 ヒの交流消磁で現在の地球磁場 と反対の磁化成分を得ることがで きた。 また,同 様
の磁化が350-500℃ の熱消磁で も得ることがで きた消熱消磁によって得 られた磁化成分から計算 される磁極の位置

は,東 南極 大陸の5億 年前の磁極の位置と ・致 した

(2)オ ングル諸島と七一ルロンダーネ山地から採集 した岩石について帯磁率 と磁化強度を調べ ,航 空磁気の結果と対

比 した その結 果,オ ングル諸島では大きな磁場勾配の地域で磁化ノ∫向の反転が見られ,磁 気異常が地表の岩石の

磁気的性質に依存していることが明らかになった。セールロンダーネ山地では試料数が少ないと言う問題があるが ,

磁気異常か ら氷河に覆われた基盤岩の地質構造 と磁気的性質が推定された。

(3)　Allende炭 素質限石の磁気的↑ノ{三賀を磁性鉱物 と磁気異方性 に着目して調べた,そ の結果,こ の限石はペン トラン

ダイ ト,　FeNi,　それに磁鉄鉱が 主三婆な磁性鉱物であることが判明 した,し か し,自 然残留磁気は母天体で変成作



用 中 に 形 成 され た ペ ン トラ ン ダ イ トが 担 っ て い る こ とが 明 らか に な っ た。 ま た,　Allendeは 大 きな 帯 磁 率 異 方性 を

も ち,一 軸 圧 縮 が 試 料 に働 い た こ とが 判 明 した 。

(4)衝 撃 に よ り限 石 の磁 気 的 性 質 が 変 化 す る 可 能 性 を調 べ る た め,東 北 大学 の 衝 撃 銃 でGibeOI1損 鉄 を用 い て 判蒲的

な実 験 を 開 始 した 。 そ の 結 果,　Gibeonは10Gpaと20Gpaの 衝 撃 で容 易 に外 部 磁 場 を獲 得 す る こ とが 判 明 した。 しか

し,獲 得 され る磁 化 の 方 向 は 外 部 磁 場 と 平行 に な らな い た め,結 晶 磁 気 異 方 性 と の 関 係 が 問 題 点 と して 浮 ヒした 。

(1.3)地 質学

東南極楯状地およびゴン ドワナ大陸の地質学的 ・岩石学的 ・地球化学的研究

教授 白石和行,助 教授 本吉洋 一,助 教授(客 員)小 山内康人

(1)エ ンダービーランドの地質学的 ・岩石学的研究

1996年 より開始されたSEAL計 画(東 南極 リソスフェアの構造 と進化研究計画)に より,第39次 観測隊によってエ

ンダビーランド,ア ムンゼ ン湾の トナー島において98年1月 より2月 まで地質調査が行われ,同 地域の詳細な地質図

が完成するとともに岩石学的な検討が始 まった。とくに1)超 高温変成岩類の地質構造 と原岩構成,2)変 形作用の

分類,3)各 種岩相 を用いた超高温条件の復元,　4)　Snl-Nd法 による年代測定,な どが行われた。

(2)セ ールロンダーネ山地の岩石学的研究

セールロンダーネ山地に分布する酸性片麻岩中の角閃石を用いて,そ の安定性についての実験岩石学的研究が行わ

れた。

(3)リ ュツォ ・ホルム湾周辺地域の岩石学的研究

第39次 観測隊により,リ ュツォ ・ホルム湾のスカー レン ・ラングホブデの再調査が行われ,と くにスカーレン地域

においては,地 質図の改訂がなされ,ス カルン鉱物の記載が行 われた。また,ブ レー ドボーグニ ッパにおける変成岩

の部分溶融,さ らには高温変成岩中のボロン鉱物 と部分溶融との関係などが検討された。

(4)ゴ ンドワナの岩石学的研究

国際学術研究 「パ ンアフリカン変動とゴンドワナ形成」の2年 次 目として,昨 年に引 き続 き南アフリカ南東部のナ

タール帯,マ ーチ ソン帯を中心に現地調査を行い,室 内実験用の岩石試料を大量に収集した。

(1.4)地 理 ・地形学

南極地域の氷河地形,周 氷河地形および後期新生代地質に関する研究

教授 森脇喜一,助 手 三浦英樹,客 員教授 平川 一一臣

(D南 極沿岸域の新生代氷河史 ・環境変動史に関する研究

リュッォ ・ホルム湾沿岸の隆起海浜および隆起海浜から採取 された海楼化石の分布お よび年代を地図および表 と

してまとめ,出 版 した。

(2)南 極沿岸山地の氷河 ・周氷河地形および新生代氷河史 ・環境変動史に関する研究

1)ア ムンゼン湾岸のリーセルラルセ ン山周辺のモ レーンの風化度 による相対的年代区分 を行った。

2)ア ムンゼン湾岸のリーセルラルセ ン山周辺で現在働いている周氷河作用,塩 類風化 と卓越風による侵食作用 につ

いて研究をすすめた。

3)ア ムンゼン湾岸の リーセル ・ラルセン山麓の湖底堆積物 を採取 し,年 代測定と酸素および炭素同位体の分析を行 っ

た。

(3)中 緯度高山地域および日本の氷期の氷河 ・周氷河地形の研究

南極地域の周氷河地形,現 象,作 用との比較の目的で,ス イスアルプスの周氷河作用 ・地形の調査を継続 した。

また,北 海道の氷河地形 ・化石周氷河地形の調査を継続 した。

(1.5)南 極 圏 環 境 モ ニ タ リ ン グ 研 究 セ ン タ ー

宇 宙 測 地,人 工 衛 星 測 地 に よ る地 球 変 動 現 象 の研 究 教授 澁 谷 和 雄,助 手 土 井 浩 一 郎,助 手 青 木 茂

(1)人 工 衛 星

・JERS-1合 成 開 口 レー ダ ー デ ー タ を用 い て 干 渉SAR法 に よ り氷 床 のDEM作 成 を行 っ た。

・リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 露 岩域 ,及 び海 氷 域 でGPS観 測 を行 っ た 。

(2)　 VLBI

・昭 和 基 地 ア ンテ ナ にVLBIシ ス テ ム を組 み 込 ん だ 。 オ ー ス トラ リ ア ・ホ バ ー ト局,南 ア フ リ カ ・ハ ー テ ベ ー ス テ ク
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局 との 間 で 測 地VLBI観 測 を実 施 した シ ス テ ム の 概 要 をGEMSTONE　 Proceedingsに 発 表 した。K4-S2相 関 処 理

を国 立 天 文 台 三鷹 相 関 局 で 実 施 す る 準 備 を行 っ た 。

研究代表者 所

瀧 上
　 一

大

豊1!

治

関東学園大学

松 枝

r

北海道大学大

綬

河 野 芳 輝 金沢大学理学

L_一 一

廣 井
　 一

美 邦

　 一　

千葉 大学理学

十

大 村 誠1 高知女子大学

有 馬
一 ー －r-　 A

加賀美

眞| 横浜国立大学
一

英 雄1|

一 ー一一

城西大学理学

(2)共 同 研 究

ア.特 別共同研究

Fl研警 伊←∴ ∴ 可∴」職 一一ーユ舳 ソス1∴ ∴ イヒ題 コ
L-一_一 … 一 一 ー ー ー ー一一_一 ーー 一 一一一 ー ー ー一 一 」

イ.一 般 共 同研 究

蠕 職 一二丁 丁 一一1'一'iil　窒 課一_璽 一ー 一1

関東学園大学法学部 ・助教授,ナ ピア岩体の岩石磁気学,年 代学的研究

北海道大学大学院理学研究科 ・助教 東南村議1高度変展着および深成暑中の流体包有物万

研究

一 ㌍ 亟網 綱 殻舳 …一 ー一
造山帯深部における物質進化の研究

衛星リモー トセンシングによる南極域の トボグラフ高知女子大学家政学部 ・助教授
イと環境変動の観測

横浜国立大学教育人間科学部 ・教授 ナピア地域太占代 りソスフェアーの地球科学的研究

一 一十 一一 一 ー一 一{

南極周辺の大陸縁辺域の形成過程

ト今

脇 資 郎 ㌦1胤lll力 醐 巖 藷|川 剛 直幟 計チータを雇 齎ノく纐こ魑1

藤雅孝梛__-ll鵬 鐵 ㍑ 纈 莞壽㌍
西 一二1隔(都 鍬 彌 壬酬 究科.助鍛 一繊 蕊 ・}E地震波形記録を用いた酬1罐

一 一」 … 一 一 ー 一‥一 ..}一構 塑 角平明 … … 一一

崎 邦 彦 棘 ノく学 膿 宿院 所.教 授 ・颯 プ レHFIpif'j辺 域 の 地 殻 ・ マ ン トル の 地 震 波1蛾
1!構 造

ペ ネ トレ ー ター 地 震 計 と地 上 設 置型 地 震 計 を用 い た
[北 海 道 大 学 大学 院理 学fi5f究科 ・教 授

一""_… 一一一_-1構 造 探 査 方法 の 石組

北海道大学ノく学院地球環境科学研究

1科.教 授 … 舳 極温1噸 における綱 紀後期の環境変動`
一 一 ーー ー一 十 一一 一一 一ーー ー ーー一

筑波大学地球科学系 ・助教授 寒冷環境 ドにおける周氷河地形形成作用の比較研究

獄 酬 部搬 11?:」極海蜥1の 綱 勺1耽1

富山ノく学理学部1・助教授

岡山ノく学教育学部 ・助教授

南極 ・南極海 ・イン ド亜大陸から得 られた資料にも

とつ くゴン ドワナの占地理 と分裂過程の研究

西エ ンダービーラン ドの地質構造および変成作用の

精密解析一一⊥
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研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

佐 藤 忠 弘 国立天文台 ・助教授
南極 ・昭和基地及び中緯度観測点での超伝導重力計

データを用いた地球潮汐現象の比較研究

H部 井 隆 雄

ドー －A

高知大学理学部 ・助教授
南極域における高精度GPS観 測に向けた電波受信環

境の改 善

福 田 洋 一 京都大学大学院理学研究科 ・助教授
アルテ ィメータ重万と海 ヒ重力の結合による南極縁

辺海域の精密重力マ ッピングに関する研究

瀬 川 爾 朗 東海大学海洋学部 ・教授 人[衛 星重力データによる南極城地殼構造の研究
r

加々美 寛 雄
新潟大学大学院自然科学研究科 ・教

授

先カンプ リア時代の地殻形成に関する同位体地質学

的研究

石 塚 英 男 高知大学理学部 ・助教授 東南極ナ ピア岩体の原岩形成過程の解明
　

;上 野 直 子 東洋大学文学部 ・教授 エンダー ビーラン ド地域の磁気学的研究

一 ー 一

栗 原 則 幸
L_

通信総合研究所鹿島宇宙通信センタ
ー ・室 長

南極VLBIデ ータの高精度化に関する研究

(3)

ア.

[1一

日 石 和L

科学研究 費補助 金に よる研 究

国際学術研究

研 究 代 表 者 ・職 一一一「 研 究 課 題

行 ・教 授{パ ンア フ リカ ン変動 と ゴ ン ドワ ナ形 成
_一 ⊥_一 ー

イ.基 盤 研 究(C)

「一一研 究■代 表 著一・職 一一丁 研 究 課 題

森 月謡 一・教 授一「第四紀備 え氷床変動と地形緻

h井 浩 一 郎 ・助 手 人1:衛 星合成開口 レーダ干渉法による遠隔地地

形モデルの作成およびその検証

研 究 年 度

9～10

9～12

齋禮
澁 谷 和 雄

青 木 茂

ウ.萌 芽的研究

「 一'莇「究'代 表 著 ・職

巨 木

　「

一キ…
研 究 課 題

些 些墾 ⊥一輌 氷竺 ら採集した刀くの磁気竺的研究

〒一一　 一]一一研

究 年 度
　 　ト　　 　　

;8～10
-一－L__一

研究所教官の分担着

工.奨 励研究(A)

「… 研 究 代 表 者 ・職

今 榮 直 也 ・助 手

一一「一ー一一ーーーー

ートーーー

三 浦 英 樹 ・助 手

石音1禿'、1果f題

珪酸塩 と水蒸気ガスとの反応による含水鉱物形

成反応実験

体積土壌の記載 ・分析手法の確 立に基づ く地形

発達 と地表環境変遷史の復元に関する研究

「一研癖 度 度T硫禿所教飼 う}損者一

9～10

　 　 　

9～10

ミ
ーL－

一

1

-1一 ー 一 一1n-一

一64一



Geodetical and geophysical observations at 

Syowa Station, Antarctica

(4)  m5taAzim 

                 II 

 ( 1  •  1  ) [N] T ilf2aft :NV? 

 Crustal uplift around  Syowa  Station ,  Ali-

tarctica

 Field Seismic Observations by Portable Broad-

band Seismometers in the  Lutzow-Holm Bay 

 Region, East Antarctica

 Analysis of GPS data at  Syowa Station and  IGS 

 tracking stations

Preliminary study to generate a  DIE of 

 Amundsen  Bay,  Antarctica by  interferometric 

 SA  R

Local earthquake activity  around  Syowa  Sta-

tion, Antarctica

An  intraplate earthquake that occurred  near 

 Syowa  Station, East Antarctica

K.  Kaminuma

 H. Negishi and 

 M. Kanao

K.  Kaminuma and 

K. Shibuya

 A.  Yamada, 

 K.  Murayama, 

 0. Ootaki, 

 A. Itabashi, 

 Y. Hatanaka, 

 S. Miyazaki, 

 H. Negishi, 

 T. Higashi, 

 Y. Nogi, 

 M. Kanao and 

 K. Doi

K.  Doi, 

T.  Ozawa, 

K.  Shibuya, 

 H. Nakagawa, 

NI.  Omura and 

K. Koike

 K.  Kaminuma, 

 NI. Kanao and 

 A. Kuhn

H. Negishi, 

 Y. Nogi and 

K.  Katninuma
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      (i • 4:-11

Geodesy on the  Move 

Spring-Verlag Berlin, 

536-540

Geodesy  on the Move. 

Spring-Verlag Berlin, 

541-546

Nankyoku  ShiryS  (Antarct. 

 Rec., Scientific  Note), 42, 

179-189

Polar Geosci., 11,  1-  8

Polar Geosci.,

 Polar

Polar

11, 14-22

Geosci., 11,

Geosci., 11,

 23-31

 32-41

1 1 

1

1998

1998

1998

 1998.10

 1998.10

1998.

1998.
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Preliminary　 report　 of　 electromagnetic　 soun一 Y.　Aoyama, PolarGeosci.,　 11,　 49-60 1998.10

dings　 on　 East　 Ongul　 Island,　 Antarctica Y.　Nogi,

K.　 Kaminama　 and

T.　 Nagao

Systernatic　 deviatiolls　 of　 earthquake　 slip　 vec一 A.　 Kubo
,

PolarGeosci.,　 11,　 61-75 1998.10

tors　 from　 NUVELI　 at　 the　 Australia-Al/tarctica Y.　 Nogi　 aI/d

alld　 Pacific-Antarctica　 plate　 bol111daries K.　 Kamilluma

1998年3月25日 南 極 プ レー ト内 の 巨 大 地 震 東野陽子,神 沼克伊 南 極 資 料,42,190-195 1998

第37・38次 日本南極地域観測隊による南 インド 野木義史,金 尾政紀, 南 極 資 料,42,81-90 1998

洋海山調査 神沼克伊

Field　 Seismic　 ObservatioIls　 by　 Portable　 Broad一 H.　 Negishi　 alld Nallkyoku　 Shiry6　 (Antarct. 1998

balld　 Seislllometers　 ill　 the　 LUtzow-Hollll　 Bay M.Kanao Rec.),42,179-189

Region,　 East　 Antarctica

昭和基地 ・地震モニ タリング観測 システムの更 金尾政紀,神 沼克伊, 南 極 資 料,43,16-44 1999

新 とデータ利用 渋谷和雄,野 木義史,

根岸弘明,東 野陽子,

東 敏博

「エ ン ダー ビー ラ ン ドの 地 学 調 査 の 展 望 」 に関 金尾政紀 南 極 資 料,43,211-220 1999

する研究小集会報告

(1・2)古 地 磁 気 学

Characteristics　 of　 Ilatural　 remalleIlt　 magnetiza一 M.　 FUIIaki　 and AI/tarct.　 Meteorites　 Research, 1998

tioll　 of　Nova　 Petropolis　 iroll　 meteorite　 (　H　) J.Dal1011 11,189-201

Maglletic　 contamillatiolls　 of　 small　 iroll　 meteor一 T.　 Fllkuhara　 al/d Alltarct.　 Meteorites　 Research, 1998

ites,　 Odessa　 and　 Gibeol1 M.　 FUIlaki 11,178-188

宇宙塵を南極氷床から磁気的検出する試み 船木 實 地 球 化 学,32,225-232 1998

宇 宙 塵 の 採 集 とキ ュ レー シ ョン 矢 野 創,中 村'智樹, 地 球 化 学,32,161-174 1998

野 崎 航,船 木 實,

今 栄 直 也,野 ヒ謙 一

Natural　 remaneIlt　 magnetization　 of　 Nova　 Pet一 M.　 FUIlaki Disaster　 Preventiol1 1998

ropolis　 iron　 meteorite.　 Restoratioll　 of　 history　 of Research　 Institute,　 Kyoto

volcanic　 activity　 by　 usil19　 Paleomagnetic　 ap一 UIliv.　 ed.　 by　 D.　 Miki.　 145-151

proach
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1ー

Petrogellesis　 of　 th()　 tollalitic　 ro(・ks　 from　 the　 Sφr

Rondane　 Mountains、 　East　 AIltallctica

(1・4)地 形 学

Fluctuations　 of　 the　 East　 AIItar℃tic　 i℃e.sheet

margin　 since　 the　 last　 glaciation　 fronl　 the

stratigraphy　 of　 raised　 beach　 dePosits　 along　 the

S6ya　 coast

Late　 Qllaterl/ary　 r乏1ised　 beach　 deP()sits　 alld

marille　 fossils　 with　 radiocarboll　 dates　 ai'ound

LUtzow-Holm　 Bay(、 ～dth　explallatory　 text,　 46p)

Preliininary　 reP()rts　 of　 rock　 glaciers　 at　 tlle　 foot

of　 ML　 Riiser-Lars(in　 ill　 Ellderby　 I.and,　 East

AI/tarctica

第四紀後期における東南極氷床の変動 と海水準

変動

N.　 Ishikawa　 and

INIT　.　Funaki

N.　 Uello ,

「F
.　()gishima,

N.　 Isllika、 、a　alld

M.　 FUIlaki

N.　 Isilika、va　 aIld

M.　 Funaki

Y.　Takigami,

N.　Ishikawa　 alld

M.　FUnaki

小 畑LE明,田 切 美 智 雄,

有 馬 真,石 渡 明,

土 屋 信 高,本 吉 洋 一',

西 山 忠 男

本 吉 洋.－

Y.　 Ikeda　 and

K.　 Shiraishi

H.　 Miura ,

K.　 MOriwaki
,

H.　 Maelnoku　 alld

K.　 Hiraka、 、a

}1.　Millra ,

H.　Maemoku
,

A.　 Igarashi　 alld

K.　 MOriwaki

S.　SaigUsa,

H.　 MiUra
,

H.　 MaeIIloku　 aIld

K.　 Hirakav、a

森 脇 喜 一,平 川 ・臣,

中 田 正 夫

67－

PolarGeosci.,11,112-124

PolarGeosci.,11,125-131

PolarGeosci.,11,132-142

PolarGeosci.,11,200-207

地 質 学 論 集,49,89-106

地 質 学 雑 誌,104,794-807

PolallGeosci.,11,143-153

Alll|als　 of

297-301

Glaciology,　 27,

1998.10

1998.10

1998

1998.11

1998.10

1998

S|)ecial　Map　 Series　 of　Natiol1一 ミ1998

・I　lnstit・t・　 ・f　 P・1・・　 Re㍉

search、 　No.6　 `
'

Alltarctic　 Records,　 42,　 1998

168-178

第|JLI紀 研 究,37,165-175 1998



題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Radiocarbol/　 and　 thern/oluminescence　 ages　 ill M.Takada
,

PolarGeosci.,11,239-248 1998.10

the　 Mt.　 Riiser-Larsen　 area,　 Enderby　 Lalld,　 East H.　 Mhlra　 and

Antaractica D.　 P.　Zwartz

Holocene　 lake　 sedirrlellts　 alld　 sea-level　 challge D.　 P.　Zwartz ,
PolarGeosci.,　 ll,　 249-259 1998.10

at　 Mt.　 Riiser-1.arsen H.　 Mhlra , 「

～

M.　 Takada　 alld

K.　 Moriwaki

Late　 Quaterllary　 East　 AIltarctic　 melting　 evellt H.Miura
,

PolarGeosciellce,　 ll, 1998

ill　the　 S6ya　 Coast　 regioll　 based　 oll　 stratigraphy H.　Maemoku , 262-276

alld　 oxygeII　 isotopic　 ratio　 of　fossil　 nlolluscs K.　 Seto　 alld

K.　 Moriwaki

一一'一 「

イ.口 頭 に よ る 発 表

Syowa　 Statiom,　 AIltarctlca

力異常

」寺ノ

1

題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月
一 一.一 　 〒一一

体 地 球 物 理 学

t　 alld　 geodetiC　 ObServatiOII　 at

,　Alltarctica

arch　 at　Syowa　 StatioI1,　AIltarctica

ERSの 海 面 高 に よ る 南 極 周 辺 の 重

エ ン ダ ビ ー 海 盆 の 磁 気 異 常

震 観 測 シ ス テ ム の 更 新 と デ ー タ 利

K.　 Kaminuma

}

K　Kamilmma

寺 田 久美.子,福 田洋 一,

野 木義 史,仙 石 新

野 木 義 史,神 沼 克 伊

金 尾 政 紀,根 岸 弘 明,

東野 陽 子,中 西 崇,

東 敏 博,野 木義 史,

神 沼 克 伊,澁 谷 和 雄

SymPosium　 ol/　 AI/tarctic

Geodesy　 (チ リ ・サ ンチ ア ゴ)

AGU恒ll　 meetil19

(ア メ リ カ ・サ ン フ ラ ン シ ス

コ)

地 球 惑 星 科 学 関 連 合 同 学 会

;第104回 地 球 電 磁 気 ・地 球 惑!

星 園 学 会 講 演 会

日本 地 震 学 会

1

1998.7

1998.12

1998.5

1998.11

1998.10

1

東南極 ・宗谷海岸における広帯域地震計による

大規模スパン ・アレイ観測

.金尾 政 紀,根 岸 弘 明,

東 野 陽 子・,中 西 崇,

神 沼 克 伊,澁 谷 和 雄

日本地震学会

1998年3月25H南 極 地 震 の メ カニ ズ ム ー 退 水 に 坪 井 誠ffJ,菊 池 正 ・kl:,

よ る リバ ウ ン ドで起 き た 日∫能性 山 中 佳 了・,.金尾 政 紀

日本地震学会

1998.10

L .一 一」一

199.8.10
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題 Ii 発 表 者 ]発 表した」-ur?等の纈 表言
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 II

　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　

超伝導重力計の5年 間のデー タで見た長周期重 青山雄一,佐 藤忠弘,:第18回 南極地学シンポジウム1998.10

力変化 名和 成,根 岸弘明,

東 敏博,澁 谷和雄 ミ:
|I

ERS-2衛 星 の 追 尾 用 小 型 ア ンテ ナ の 設 置 と送 金 尾 政 紀 ,澁 谷 和 雄,{第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム1998.10

受 信 東 敏 博,青 木 茂,1

1ミ 福 山奇川頁洋I
lI

干 渉 合 成 開 口 レー ダー を用 い た 南 極 氷 床 変動 の!小 澤 拓,土 井浩 一郎,第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム1998.10

検 出 澁 谷 和 雄 「 、

ドー ム ふ じ トラバ ー ス ル ー ト ヒに お け る 重力 測 東 敏博,金 尾 政紀,第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム1998 .10

定 お よ びGPS観 測 本 山 秀 明 ト|

「

広帯域地震波形による宗谷海岸周辺のモホ面の 金尾政紀,根 岸弘明,第18回 南極地学 シンポジウム1998.10

深さと地殻内不均質 東野陽子,久 保篤規1

　 　

リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 で のSKS波 ス プ リ テ 久 保 篤 規,根 岸 弘 明,「 第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム;1998 .10
d

イ ン グ に よ る 地 震 波 速 度 異 方 性 平 松 良浩,金 尾 政 紀

1998年3月25日 の 南 極 プ レー ト内 の 巨 大 地 震 神 沼 克伊,小 林 励 司,第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ムl!998.10

(1)余 震 活 動 野 木 義 史,金 尾 政 紀

　
11998年3月25日 南 極 地 震 の解 釈 坪 井 誠 司

,金 尾 政 紀 第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム;1998.10

1998年3月25日 の南 極 プ レー ト内 地 震 震 央 付 近 ,野 木義 史,久 保 篤 規,、 第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム11998.10

の 海 底 地 形,地 磁 気 お よ び重 力 異 神 沼 克 伊 ,小 林 励 司

マ コ リー トリ プ ル ジ ャ ン ク シ ョ ン近 傍 の プ ロ ッ 、久 保 篤 規,野 木 義 史 第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム11998.10
　 　

ク 運 動 と プ レ ー ト内 部 変 形l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lI

エ ン ダ ビー 海 盆 の 磁 気 異 常 と ゴ ン ドワナ 分 裂1野 木義 史
,島 伸 和,第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム11998.10

`福
田洋 一一,伊 勢 崎 修 弘|1

1998年3月25日 の 南 極 プ レ ー ト内 の 巨 大 地 震;小 林 励 司,神 沼 克伊1第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム1998 .10

(2)表 面 波 解 析1

　 　

昭和 基 地 ・地 震 モ ニ タ リ ン グ観 測 の 近 況 一地 震 金 尾 政 紀,根 岸 弘 明,第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム1998.10

計 室 と シ ス テ ム 更 新!束 野 陽Ji,　 中 西 崇,

東 敏 博,野 木 義 史,1

神沼克伊,澁 谷和雄1

南 極 昭 和 基 地 周辺 の 重 力 異常 マ ッ ピ ン グ 野 木 義 史,金 尾 政 紀,第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウム1998.10

東 敏 博,田 中 俊 行,「

F}汕 雄 一,福 田 洋 一

ーー ーー ー ー 一_一 ー 一 一一 一一一一－L-一___一_一 ーー ーーー 一_一_
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称 発表年月

(1・2)占 地磁 気 学

Allende限 石 の 自然 残 留 磁 気 と重 力 の 方 向 船木 實 国立天文台共同利用シンポジ 1998.1

ユ ー ム,惑 星 重 力 場 の 解 析 と

その地球惑星科学的応用

Natllral　 remallellt　 maglletizatioll　 of　 the　 Ru一 1.　Tunyi, Meteoroids　 l998.　 Tatral/ska 1998.8

mallovaH5　 cllondrit.e M.　 FUIIaki
,

Lormlica,　 Slovac　 Republic

0.　 Orlicky　 alld

V.　 Probcan

Shock-indllced　 maglletizatiol1　 (SIM)　 at　 lO M.　 Funaki, New　 trellds　 ill　geomagl/etisln 1998.9

alld　 20GP　 a　on　 GibeoIUron　 meteorite Y.　 SyOllo　 and paleo,　 rock　 and　 ellviroIlnlel1一

T.　Yamauchi tal　 magnetism,　 6th　 biellnial

Castle　 Meeting.　 Hmba　 Skala,

Czech　 Republic

Maglletic　 allisotropies　 for　 Toluca　 alld　 GibeoIl T.　 Fukahara, New　 trends　 ill　geomagnetislll 1998.9

irOII　 meteOriteS M.Funakiand paleo,　 rock　 alld　 ellvirolln/en一

H.　 Nagai talmaglletism,　 6thbieIIIIial

Castle　 Meetillg.　 Hmba　 Skala,

Czech　 Republic

東 ク イー ン モ ー ドラ ン ド及 び 西 エ ン ダー ビー プ 白井幸太郎,野 木義史, 第18回 南極地学シンポジウム 1998.10

ンドの岩石の磁気特性 と磁気異常の研究 船木 實,酒 井英男

東南極 リュツオ ・ホルム湾沿岸地域の古地磁気 石川尚人,船 木 實 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10

(2)

ス リ ラ ン カ,ド レ ラ イ ト貫 入 岩 の1°Ar-39Ar年 代 瀧 上 豊,吉 田 勝, 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10

船木 實

(1・3)地 質 学

超高温変成作用研究の最近の動向 本吉洋一… 日本地質学会 1998

東南極ナ ピア岩体 リーセルラルセ ン山地域にお 鈴 木 里子,本 吉 洋 一, 日本地質学会 1998

け るRb-Sr,　 Sm-Nd同 位 体 年 代 白石和行,加 々美寛雄

東 南 極 セ ー ル ・ロ ン ダー ネ山 脈 西 部 の 酸 性 片 麻 大場孝信,白 石和行 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10

岩 中 のhastillgsiteの 安 定 領 域 につ い て

高温変成岩の部分溶融 とグランデ ィディエライ 廣 井 美 邦,本 吉 洋.・, 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10

トの形成 E.S.Grew,古 川 登

一70一



題 目 発 表 者

東 南 極 ナ ピア 岩 体 トナ ー 島 にお け る 超 高 温 変 成 小 山 内康 人,豊 島 剛 志,

岩 類 の 地 質 と原 岩 構 成 ノく和 田 正 明,角 替 敏 昭,

外 田智 千,

ミW.A.Crowe

東 南 極 ナ ピ ア岩 体 トナ ー 島 にお け る 超 高 温 変 成 豊二島 剛,志,小 山内 康 人,

着類 の 変 形 作 用 大 和 田正 明,角 替 敏 昭,

外 田智 千,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 W.　A.　Crowe

ナピア岩体 トナー島における苦鉄質グラニュラ

イトの超高温変成作用

発表した学会等の名称

第18回 南極地学 シンポジウム

第18回 南極地学シンポジウム

発表年月

UHT　 metamorphism　 of　 alulllilloUS　 gneisses

from　 Tonagh　 Island　 ill　the　 Napier　 Complex,

Ellderby　 Lalld

東南極ナピア岩体 トナー島,古 鉄質岩 と原岩と

年代

東 南 極 ナ ピア 岩 体 リー セ ル ・ラ ル セ ン 山地 域 に

お け る グ ラニ ュ ラ イ ト相 片 麻 岩 類 のSm-Nd系 同

位 体 年 代

・　Reactioll　 textureg
.　 after　 sal)phirine十 　qllartz:

indicator　 of　 pressure　 condition　 of　 UHT

metamorphism

(1・4)地 形学

リーセルラルセン山周辺地域の氷河地形 ・堆積

物からみた氷床変動 に関する予察的報告

リーセルラルセン山周辺地域における氷河堆積

物の相対的風化度評価とその意味

ル ン ドボ ー グ スヘ ッ タ丸 湾 ノく池 に お け る海 成堆

積 物

角 替敏 昭,小 山 内 康 人,

豊島剛 志,大 和 田1王明,

外 田 智 千,

W.A.Crowe

外 田 智千,小 山 内 康 人,

豊 島剛 志,大 和 田 正明,

角 替敏 昭,

W.A.Crowe

大和 田 正 明,

小 山 内 康 人,豊 島 剛志,

角替 敏 昭,外 田 御 下',

W.A.Crowe

1998.10

1998.10

ミ ミ

第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ムI!998.10

;

第18回 南 極 地 学 シ ンポ ジ ウ ∴998.1。

`

1

第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム:1998.10

1

ミ

鈴 木 里子,濱 本 拓 志,|第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウム11998.10
11

加々美寛雄

外田智千,石 川正弘

本吉洋一ー

三浦 英 樹,高 田 将 志,

D.　P.　Zwartz
,

森脇喜一ー

三浦 英 樹,高 田 将 志,

D.　P.　Zwartz ,

森脇喜一

瀬 戸 浩 二,森 脇 喜 一,

三浦 二英手討

第18回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム1998.10

1998年 日本 地 形 学 連 合 春 季大1998.5

会,一束京 都 立 大学

1998年 日本地形学連合春季大

会,東 京都 、シ1大学

第18回 南極地学シンポジウム

1998.5

1998.10
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題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

一

束オングル島及びラングホブデ北部の隆起海浜 五十嵐厚夫,三 浦英樹, 第18回 南極地学シンポジウム 1998.10

堆積物 に含まれる貝化石のア ミノ酸 ラセ ミ化年

代

C.Hart

南極周辺域の海面変動から推定 される過去2万 木村隆介,田 中正夫, 第18回 南極地学 シンポジウム 1998.10

年間の南極氷床の融解歴史 奥 野 淳 一,三 浦 英樹,

森脇喜一,前 杢英明

南極の内陸の池 ・湖 に生育する藻類の1℃年代 高橋 浩,和 田秀樹, 第18回 南極地学シンポジウム 1998.10

測定に関する研究 中村俊夫,三 浦英樹

東南極 リーセルラルセン山地域 における氷河関 高田将志,三 浦英樹, 第18回 南極地学シンポジウム 1998.10

連堆積物の諸特徴 D.　 Zwartz

一72一



B.南 極 陽石

(D－ 般 研 究

南極限石の分類学的研究 助教授 小島秀康,助 手 余栄直也

当研究所には,1995年3月 までに南極で発見採集され,持 ち帰 られた約8,900個 の限石が保管 されている.こ れら

は順次同定分類が進められている、今年度はY-88限 石の分類に着手し,継 続 して行った。

(2)共 同 研 究

ア.特 別共同研究
　

研 究 課 題 一研 究 代 表 者'「 一一 所 属 ・ 職

白 石 和 行,国 、ン:極地 研 究 所 ・教 授

イ.一 般 共 同研 究

一一 「 …

{一 一ー一_
　

■」…
南極限石の精密分類およびその総合カタログの作成

研究代表者

富 樫 茂 子

一 一… 一

永 井 寛 之

藤 巻 宏 和

所 属

地質調査所地殻化学部 ・室長

■ 職1

部 ■ 室長

研 究 課 題

限石の微量元素の存在度に関する研究

信州大学理学部 ・教授 南極産限鉄の結晶構造と磁性

東北大学大学院理学研究科 ・教授 衝撃溶融した南極普通限石の地球化学的研究
一

　 　

U'ti村 智 樹 九州大酬1纈 助手

(3)研 究 成 果 の 発 表

ア.学 会誌等による発表

南極宇宙塵の記載分類学
」

「 一…]一

輌 酬÷砺 ∵輌祠 ∴㌫
ite　 chondrites　 xVith　 referellce　 to　 tlleir　 thermal　 Y.　 Lhl

histories

Origin　 of　 rnetal-troilite　 aggregates　 ill

ordinary　 chol/drites

six　 M.F旦jita,

　 　 I　H.　 K()jinla　 alld

　 　 　K.　 Yallai

'

.
　Coinparisons　 of　 textural　 alld　 (:}lemical　 varia-　 K.Yllgami,

tiolls　 of　 minerals　 ill　some　 primitive　 achondri{es　 H.　 Takeda
,

l　alld　 all　 H　 7　 cholldrite,　 "ith　 reference　 to　 (heir　 i　H.　 K()jima　 alld
l

　forn|atic)ll　 al|(l　CoolinEsr　 lliStOrieS　 AC.　INCiVamoto

The　 variation　 of　 ZI|　 contellt　 il}　s工)inel　 gr(川P　 J.Chikami ,

rnilleralS　 and　 d之IUbreelites　 Of　 I)rinlitive　 a℃hond-　 M .Miyamotoand

rites　 ;H .　Takeda

　一___一 ー ー一 一

　マド 　　 　　 ココ　　　　 　 　 コ

　 　

』_一一「竺 一'蒼蝿 一.…‡齪 いll
l　Alltarctic　 Meteorite　 |　1999 .3

　 Research,No.12　 1-18　 Fl

Antarcti℃ 　Meteorite　 l999.3

1Research
,No.1219-35;

Antarctic　 Meteorite　 1999.3

、Research,No.12117-1381

Alltarctic　 Meteorite

Research,No.12139-150

1999.3
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

Alltarctic　 micronleteorites　 collected　 at　 the T.　Nakamura ,
AIltarctic　 Meteorite 1999.3

Dome　 Fuji　 Statioll N.　 Imae ,
Research,No.12183-198

1.　Nakai ,

T.　 Noguchi,

H.　 Yallo
,

K.Terada
,

T.　Murakami
,

T.　Fukuoka
,

K.　 Nogami,

H.　 Ohashi ,

W.　 Nozaki ,

M.　 Hashimoto,

N.　 KOIldo
,

H.　 Matsuzaki,

0.　 Ichikawa　 aIld

R.　Ohmori

イ.口 頭 に よ る発 表

題 目 発 表 者 発・表した学会等の名称 発表年月

Petrological　 al/d　 milleralogical　 study　 of　 ellstat一 M.　 Kimllra　 alld 第23回 南極限石シンポジウム 1998.6

ite　 chondrites　 with　 referellce　 to　 their　 thermal Y.　 Lin

histories

Thermoluminescellce　 of　 Japallese　 AIltarctic K.　 Nillagawa, 第23回 南極限石 シンポジウム 1998.6

meteoritesI工 H.　 Miyazaki,

K.　 Soyama,

N.　 Irrlae
,

H.Kojima,

P.　H.　 Berloit　 aIld

D.　 W.　 G.　 Sears

Shocked　 plagioclase　 iII　 martian　 and　 luIlar T.　 Mikouchi , 第23回 南極限石シンポジウム 1998.6

meteorites:　 Textllres,　 chemical　 compositions, M.　 Miyamoto　 and

Raman　 spectra,　 and　 implicatiolls　 for　 their G.　 A.　 McKay

post-shock　 thermal　 histories

一

一74一



題 目

CoI/sortillm　 studies　 of　 five　 .Antarctic　 RlmmlDllt

chondrites

発 表 者

'
　 H.K()jima,

　 N.　 IIIIae ,

ミS.　Sawada,

:　N .　Nakamllra ,

l　R.　N.　 Clay寸on,

　 T.　 K.　 Mayeda,

　 K.　 Yanai　 and

　 N.　 MOrikawa

発表した学会等の名称 発表年月

第23回南極限石シンポジウム

1: ミ

1998.6

AIltarctic　 micrometeorites　 coHecte(l　 at

Dome　 F頭Station;　 IIlitial　 examillatioll　 all(1　 .

curation

　
th(いT.　 Nakarmlra

⊥

,

沮

タ

ラ
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ベ
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畿
輌
蠕
㎝
蠕

惚
惚

驕

㎞

h

M

N

Y

T

M

臥

N

O

N

H

K

M

比

01

N

L

T

H

K

T

T

K

H

W

M

N

H

O

R

i第23回 南極限石シンポジウム 1998.6
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4)生 物学研究 グループ

(1)一 般 研 究

マイクロデータロガーを用いたアデ リーペ ンギンの生理学的研究 教授 内藤靖彦

潜水動物の生理状態 を記録するため心電図および体温 を記録するロガーを開発 した。アデリーペ ンギンの心拍数は

潜水開始後急激に低下 し,潜 水中も徐々に低下 していた。これは潜水中の酸素消費速度を低 ドさせ,長 い潜水を可能

にしていると考えられる。 また潜水後水面に滞在 している間の心拍数は'F常 時に比べ高く,潜 水中に消費 した酸素を

体内に補給 していると考えられた。 また潜水中の胃内温度は潜水を繰 り返す ことによって,徐 々に低 下してお り,こ

れ も潜水中の酸素消費速度の低下に関連 した現象であると考えられる。

海氷縁域における生物起源粒子の下方輸送 教授 福地光男

1998年5月 のバレンツ海氷縁域の海洋学的調査により,測 線 ヒの5測 点においてセデ ィメントトラップを用いた観

測 を行った。採集された粒子の一部 を持ち帰 り,顕 微鏡観察に供 した。同定可能な主要な粒子である動物プランクト

ンの糞粒のサイズ分布,鉛 直的変化,測 点間の変動を通 して,バ レンッ海春期の氷縁域における低次生産と物質輸送

過程について検討 した。

すべての観測点において表層付近のクロロフィル現存量は5mgm-3を 越えていた。水柱の総クロロフィル量は,

浮氷域 よりむしろ混合層の深い無氷域において高いが,一 方沈降粒子 中の糞粒 フラックス(体 積)は 浮氷域において

高い。 これらの結果か ら,観 測期間中のバレンツ海氷縁域においては,広 範囲に渡ってブルームが進行 しているが,

浮氷域の水柱においては動物 プランクトンが活発に摂餌活動を行 っているのに対 して,浮 氷が後退 した無氷域 におい

ては摂餌活動はー著しく低下 して居るものと思われる。

南極 雪 鳥 沢 に お い て水 分 量 が 自 由 生 活 性 ダ ニ の 垂 直 分 布 に与 え る影 響 教 授 大 山 佳 邦

前気 門 ダニ のNanorchestes属4種(N.antarcitic/ls,N.bellus,N.lalae,N.sp)とTydeus　 erebusの5種 に つ い て,日

周 で の 砂 礫 の 水 分 量 の 増 減 と,ダ ニ の 砂 礫 中 の 垂 直 分 布 の 関 係 を 調査 した 。T.　 erebusは,砂 礫 中の 水 分 量 が 日周 で

変 動 し一ヒ層 部 の 水 分 量 が 減 少 して も,下 層 部 へ の 垂 直 移 動 は 行 わ ず 常 に 分 布 中 心 を 上 層 部 に 持 っ て い た。 一方,

Nanorchest,es属 の4種 は,日 周 で の 水 分 量の 変 動 と 同 調 して 分 布 中 心 が 変 動 して い た 。 この こ とか ら,水 平 的 に均

一一に 見 え る生 息 環 境 に お い て
,体 表 面 の 軟 弱 なNanorchestes属 の4種 は,砂 礫 層 内 を 垂直 移 動 す る こ とで 乾 燥 に よ

る死 亡 を回 避 して い る こ とが 推 測 で きる 。 ま た,T.　 erebllsはNallorchestes属 の4種 と比 較 して乾 燥 に強 い種 で あ る

と考 え られ る。

南極 ラル ス マ ン ヒ ル ズ 中 山 基 地(中 国)の 植 物 相 教授 神 田 啓 史

1997か ら1998年 に か け て,ラ ル ス マ ン ヒル ズ に位 置 す る 中 山 基 地(中 国)周 辺 で採 取 さ れ た70点 の 植 物 試 料 に基 づ

い て,植 物 相 の 調 査 を 行 っ た。 そ の 結 果,蘇 類6種,苔 類1種,地 衣 類13種 が 確 認 され た。 苔 類 は ナ ンキ ョクヤ バ 不

ゴ ケ(Cephaloziella　 exilillora)で あ り,植 物 地 理 学 上 重 要 な 発 見 とな っ た 。 蘇 類 の 一種,ハ リギ ボ ウ シ ゴ ケ(Gi'im--

nlia　laWiana)は,こ れ まで 昭 和 基 地 の あ る エ ン ダ ー ビー ラ ン ドとモ ー ソ ン基 地 の あ る マ ッ ク ロバ ー トソ ン ラ ン ドに

隔 離 分 布 して い る と 考 え られて きた もの で あ るが,本 研 究 で 分 布 域 が 広 が っ た。本地 域 の 蘇 類 相 で は 近 隣 の ベ ス トフ ォー

ドヒル ズ との 共 通 性 が 期 待 さ れ た が,中1[」 基 地 周 辺 で は ス ジ フ ク レ ゴ ケ(Sarc(mellmrll　 glaciale)　,ア カハ マ キ ゴ ケ

(Bryoerythrophyiluinrecurvirostre),キ ョク チ セ ンボ ン ゴ ケ(Pottia　 heimii)が 分 布 しな い の に対 して,デ ー ビス 基

地 は ヤ ノ ウエ ノア カ ゴ ケ(Ceratodoll　 pllrl)ureus)や ハ リギ ボ ウ シ ゴ ケが 分 布 しな い とい う 大 きな 相 違 が 見 られ た 。

夏 季 南 大 洋 に お け る植 物 プ ラ ン ク トン群 集 の サ イ ズ 組 成 助 教 授 小 達 恒 夫

過 去20年 の研 究 に よ っ て,海 洋 植 物 プ ラ ン ク トン群 集 は2/∠In以 ドの ピ コ プ ラ ン ク トンがi要 な 画 分 を 占 め て い る

こ とが 分 か っ て きた 。 しか しなが ら,過 去 の 多 くの 知 見 は 中低 緯 度 海 域 の もの が 多 く,高 緯 度 海 域 で の 知 見 は 充 分 と

は 言 え な い 。 そ こで 「し らせ 」 に よるJARE38の 夏 季 行 動 期 間 中,南 大洋 に お い て 植 物 プ ラ ン ク トン群 集 の サ イ ズ構

造 を調 べ た 。

JARE38の 帰 路,航 行 中 表 面 海 水 モ ニ タ リ ン グ シ ステ ム を起 動 し,航 路 に 沿 った 水 温 ・塩 分 を1分 間 隔 で 測 定 した 。

ま た,適 宜 同 シ ス テ ム を流 れ た 海 水 を採 取 し,ク ロ ロ フ ィルα濃 度 を10μm以 ヒ,2～10!∠m,2μ111以 下 の3サ イ
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ズ 面 分 に 分 け て 測 定 した　(DMF抽 出 ,蛍 光 法)ま た,海 洋 構 造 を 調べ る た め に,適 宜XBT観 測 を行 っ た 。　APF以 南

の 南 極 海 にお い て は,全 クロ ロ フ ィルσ濃 度 に ノくきな 空 間 的 変 動 が 見 られ た しか し なが ら,2μm以 下の ピ コ プ ラ

ン ク トン 面分 に お け る濃 度 は,　APF～AI)間 で0.1/tgL-1前 後 で 空 間 的 変 動 が 乏 しか っ た 。 こ の 海 域 に お い て は ,ピ コ

プ ラ ン ク トン両 分 の 占め る割 合 は,25° 。以 下で あ っ た 一般 に 植 物 プ ラ ン ク トン現 存 量が 低 い と き に は ,ピ コ プ ラ ン

ク トンが 卓越 す る と い わ れ て い る が,南 極 海 の 場 合 ,全 ク ロ ロ フ ィルα濃 度 が 低 く と も ピ コ プ ラ ン ク トン の 卓越 は 見

ら れ ず,常 に 大 型 植 物 プ ラ ン ク トンが 卓越 して い た 一 この 結 果 は,北 太 平 洋 高 緯 度 海域 で 得 られ た 植 物 プ ラ ン ク トン

群 集 の サ イズ構 造 と 異 な る,

デ ィアディノキサンチンサイクルの機能解析 助 手 工藤 栄

アイスアルジーは海氷底部の弱光 ドで生育 し,そ の弱光環境に順応 して高い光合成活動を行っている。そ して,我 々
の最近の研究により,ア イスアルジーやその構成 主体 となっている珪藻類は,生 育光強度環境により光合成システム

の構成を大きく変え,弱 光環境 に高度に順応 していることが明らかになってきた。しか し,そ のようなアイスアルジー

や天候の急変,海 氷同 士:の衝突などで急激に強光に曝 されることがある。弱光環境 に高度に順応 した光合成器官につ

いて,そ のような事態は致命的である、常温性の珪藻類ではこのような比較的短い時間スケールでは,デ ィアディノ

キサンチン(DD)サ イクルが光化学系の保護に重要な役割を果たしている可能性が指摘されている。アイスアルジー

でもDDサ イクルが同様に機能 しているらしいことを想定 し,強 光下でのDDサ イクルの動態を解析するとともに,パ

ルス変調蛍光分析法により光化学系の反応の変化をモニ ターすることで機能を調べた、

生 物 に と っ て の 南極 湖 沼 環 境 助 手 伊 村 智

大池(西 オ ン グル 島},雷 鳥 池1ラ ン グ ホ ブ デ),す りば ち池(ス カ ル ブ ス ネ ス)の3湖 沼 に,1997年1月 か ら1998

年1月 まで水深 ・水温 ・水中照度を記録するデータロガーを設置 した/,ま た,現 場でpH,　電気伝導度,塩 分濃度,

潜在酸素濃度等を測定 し,各 種栄養塩分析を行った。各湖沼とも水深は大きく変動することなくほぼ安定 していた。

湖沼底の水温は夏期には7℃ ほどにな り,2月 末に一時0℃ 近 くに ドがるものの,極 夜期にも約4度 を保っていた、

水中照度 も11月か ら4月 にかけては光合成にf'分 な数値が保たれてお り,物 理的環境としては陸上よ りもかなり安定

し,生 育 可能期間も長い ものと想像される。化学的環境 としては,塩 分濃度は湖沼間で大 きな開きがあ り,　PHは ほ

とん ど中性で,1)0は 極端 に高かった。特徴的なのは栄養塩類の乏 しさで,特 にリンはほとんどの湖沼で検出限界以

下であった。生物にとってのこの地域の湖沼底は,6ケ 月近い安定 した生育可能期間を持つが,乏 しい栄養塩類によっ

て増殖が律速 されている状態にあると考えられる。それで も,藻 類マ ット・水生コケ植物共に,こ れまで考えられて

きたよりもかなり大きな年間成長量を持つ可能性がある,,

アデリーペンギンの採餌潜水行動への海氷分布の影響 助手 加藤明子

1995/96年 と1996/97年 に昭和基地から30km程 南にあるラングホブデ袋浦の営 巣地で繁殖中のアデ リーペンギンに

VHF発 信器とデータロガーを装着し採餌場所と潜水行動および餌生物の調査をおこなった。海氷域で繁殖するアデリー
ペンギンの採餌場所は海氷分布によって非常に限られてお り,ペ ンギンは海氷分布の年及び季節的な変化に伴ってそ

の採餌場所,餌,潜 水パ ターンを変化させていることが明らかになった,。

加速度ロガーを使ったアデ リーペンギンの行動モニタリング 助 手 佐藤寛文

アデリーペンギンの行動 を詳細にモニタリングするために,加 速度デー タロガーを用いて採餌 トリップ中の行動を

記録 した。加速度データによって陸 上における歩行 と休息 を区別することが可能にな り,さ らに遊泳中の加速度変化

から潜行時の加速,浮 ヒ時の羽ばたき停1ヒも検知可能である。さらに水面付近における高速移動であるポーパシング

も検知することが可能 となった。この手法を用いることによってアデリーペンギンの採餌 トリップ中の時間及びエ ネ

ルギー配分等を明らかにすることが可能である、,

南 大 洋 に お け る 海 水 の 光 学 的性 質 と ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度 推 定 に 関 す る研 究 助 手 平澤 享

ADEOS/OCTS,　 Orbview-　 2　/Sea　WiFSで 得 ら れ る 海 色 デ ー タか ら広 域 に わ た る南 大洋 イ ン ド洋 区 の 基 礎 生 産 の 時 間

的 空 間 的 変 動 を よ1ハE確 に把 握 す る た め の 基 礎 的 研 究 と して,1997年12月 ～1998年3月 の 間 に得 られ た 南 大洋 イ ン ド

洋 区 の 分 光 放 射,ク ロ ロ フ ィルσ濃 度 の デ ー タの 解 析 を行 っ た ま た ,表 面 海 水 連 続 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム に よっ て

得 ら れ た 海 水 の 吸 収 係 数,水 温,塩 分,お よ びサ イズ 別 ク ロ ロ フ ィルα濃 度 との 関 係 に つ い て も解 析 を 行 っ た.
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南大洋におけるクロロフィルα濃度の推定アルゴリズムは,温 帯か ら熱帯にかけてのアルゴリズム とは大 きく異な

ることが示され,そ の原因が比吸光係数の低下にあることが明 らかとなった。また,水 温,塩 分の変化にしたがって

サ イズ別 クロロフィルα濃度は大 きく変化 し,南 極極前線(約 南緯60度)以 南では10!、m以 上の植物プランク トンの

割合が特に高かった。10μm以 上の クロロフィルα濃度が全サ イズの濃度の50%を 超えた とき,比 吸光係数は低 くな

る傾向が見 られた。 しか しなが ら,全 サ イズのクロロフィルα濃度が0.15mgm-{と 低い場合は,逆 に比吸光係数は高

い値 を示 した。南大洋において比吸光係数が植物プランク トンサイズによって変動 していることが示されたが,植 物

プランク トンの吸収係数だけがアルゴリズムの違いの原因とは考え難い。

(2)共 同 研 究

ア.特 別共同研究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

内 藤 靖 彦 国立極地研究所 ・教授 極域生態系変動の基礎研究

イ.一 般 共 同研 究

研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課 題

鈴 木 利 一 長崎大学水産学部 ・助教授 極海における動植物プランク トン群集の経年変化

佐々木 洋 石巻専修大学理工学部 ・助教授 南極海氷縁域における生物起源粒子の沈降過程

奥 谷 喬 司 日本大学生物資源科学部 ・教授
極域における魚類 ・底生生物の分類及び生態に関す

る研究

田 口 哲 創価大学工学部 ・教授
季節海氷域の生物群集の環境応答に関する生態学的

研究

ヒ 田 宏
北海道大学水産学部附属洞爺湖臨湖

実験所 ・助教授
寒冷域魚類の移動 ・回遊行動の研究

松 村 皐 月 遠洋水産研究所 ・企画連絡室長
ADEOSデ ー タを利用 した南極海域の基礎生産過程

の研究

鬼 頭 研 二 札幌医科大学医学部 ・助手 南極ケイシー基地付近における土壌動物の研究

吉 田 勝 一・ 岩手大学人文社会科学部 ・教授
スピッツベルゲン島における土壌動物の生態学的研

究

井 上 源 喜 大要女子大学社会情報学部 ・教授 極域の環境に関する生物地球化学的研究

綿 貫 豊 北海道大学農学部 ・助教授 高次捕食者の潜水行動 とエネルギー代謝

大 谷 修 司 島根大学教育学部 ・助教授 南極産't二壌藻類の種組成とその ヒ壌特性

一

今 福 道 夫 京都大学大学院理学研究科 ・助教授 加 速 度 デ ー タ ロ ガ ー に よ る ペ ンギ ンの 行 動 の 解 析

渡 邉 修 一・

北海道大学大学院地球環境科学研究

科 ・助教授

南極海季節海氷域 におけるプランク トン相と溶存化

学成分の変動に関する研究
　 一

一

菓子野 康 浩 姫路 工業大学理学部 ・助手 極域藻類の光化学反応システムの解析

増 沢 武 弘 静岡大学理学部 ・教授 北極域におけるパイオニア種子植物の生態学的研究
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研究代表者

奥 山 英登志

中 野 武 豊

長 島 秀 行

米 山 重 人

ア　　 　 　　　　
が

L－ 所ミ

北 海 道 ノく学 ノく・r

干十・月力孝文圭受

属 ・職 一
読院地球環境科学研究

一

研 究 課 題

南極産植物の環境応答遺伝子

広島大学理学部 ・助教授

… 一 ーー ー ー 一

∵㌍軸 罐
市立稚内病院 ・医長

南 極 産 地 衣 類 のphotobiontに 関 す る 分 類 学 的 ・生 態

学 的 研 究

南極に生育する陸上微生物の生理特性 とその応用
一一斗 一 ー一

南極 ドー ム ふ じ観 測 拠 」

研 究

1、1にお け る ヒ ト生 体 リ ズ ム の

(3)科 学研究費補助金 による研究

ア.国際学術研究

研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題

内 藤 靖 彦 ・教 授 北極におけるポリニア域の生態系変動

._一 ー－L

－ 「研究
年度 研究所教官の

1

9～11

;

福 地 光

神 出 啓

}渡

1ニ

ー⊥ 一 一._L-1卜

邉

藤

尾

一一一

男

史

研 太郎 ・

栄1

収 輝1
-一一__」

イ.基 盤 研 究(C)

研 究 代 表 者 ・職
ミ

神 田 啓 史 ・教 授 ハ ー バ リ ウ
一

伊 村 智 ・助 手 ア イス ア ル

の 生理 生 態

研 究 課 題 一一 「研究年度 研究所教官のラ}預言　 　　　 　ロ　　 　　　　
ハ ー ハ リ ウ ム標 本 に よ る地 域 環 境 評 価 法 の 試 作19～10i伊 村 智

ア イス ア ル ジ ー の 光 エ ネ ル ギ ー 獲 得 メ カニ ズ ム19～111

11

ウ.萌 芽的研究

研 究 代 表 者 ・職 研 究 課 題 研究年度輌
内

研究所教官の分担者

加 藤 明 子 ・助 手 マ イクロデー タロガーによる水生動物の代謝量

測定の研究

8～10

_一 ＼一蓮

藤 靖

藤 克

彦1

文
.一

(4)研 究 成 果 の発 表

ア.学 会誌等による発表

一79一



題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁

Diving　 behaviour　 aIld　 performance　 of　 harbo/lr S.　Otalli
,

Marille　 Mammal　 Science,　 1

porpoises,　 Phocoena　 phocoena,　 iII　Flll/ka　 Bay, Y.Naito , 209-220

Hokkaido,　 Japal1 A.　Kawamura ,

M.　Kawasaki ,

S.　Nishiwaki　 aIld
1

A.Kato

ウ トウの繁殖生態の研究 における人工巣箱の利 黒 木 麻 希,加 藤 明.了・, llI不1',!15石牙幸艮,30二40-46

用 綿貫 豊,高 橋 晃

Bellthic　 al/d　 pelagic　 foragillg　 of　 two　 Japallese A.　 Kato
,

J.　Yamashil/a　 IIIst.　OrIlithol.

Corlnorallts,　 determilled　 by　 simlltal/eous　 rec一 Y.　Watalluki　 al/d 30:101-108

　ordillg　 of　 location　 alld　 divillg　 activityl Y.　 Naito

高緯度海域におけるノルパ ックネッ ト標準採集 小達恒夫,今 井圭理, 日本プ ランク トン学 会報

の特性
1

福地光男 451:1-8

1

Well-developed　 subsurface　 chlorophyll　 maxi一 T.　 Odate　 alld Deep-SeaResearch,　 45:

mum　 in　 the　 vicinity　 of　 Komahashi　 No.2 K.　 Furllya 1195-1607

Seamoullt,　 sllmmer

南大洋 インド洋区における海洋.構造 と極微小植 小達恒夫 海 洋 と生 物,116.203:163

物プランク トンの分布 168

Sllrface　 water　 properties　 and　 distriblltioII　 of T.Odate Aquabiology,116:163-168

picophytoplallktoll　 il/　the　 Indiall　 sector　 of　 t}1e

SOuthern　 Oceal1

.東シナ海における基礎生産
古谷 研,濱 健夫, 沿 岸 海 洋研 究,361:19-28

神 田穣≡太,/」 ・達 恒.夫

夏季噴火湾海域における物理 ・化学環境の変化 今 井 豊三玉里,/」 ・遺言↑亘夫, 水 産 海 洋 研 究,622:89-96

1に 対する植物プランクトン群集の応答
|

簗田 満,米 田義昭

Primary　 pro(hlction　 iII　the　 ROPME　 Sea　 Area, T.　 Hirawake ,
A.　 Otsllki,

Offshore　 EIlvironmellt　 of　 the　 ROPME　 Sea　 Area K.Tobita
,

M.　 Y.　 AbdlllraheeIll　 alld　 R.

after　 the　 Warrelated　 Oil　 Spill-Results　 of　 the

1993-4　 Umitaka-Marucruises

T.　 Ishimaru
,

H.　 Satoh　 and

T.　 Morinaga

Re>molds　 [EdS.],　 TERRA,

pp.181-191,Tokyo

,

,

発 表 年

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1998
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 Li

Distribution of turbidity in the ROPME Sea 

Area, Offshore Environment of the ROPME Sea 

Area after the War-related Oil Spill-Results of 

 the 1993- 4 Umitaka-Maru cruises

H. Arakawa, 

T. Hirawake  and 

T. Morinaga

A. Otsuki, 

M. Y.  Abdulraheem and R. M. 

Reynolds  [Eds.]  , TERRA, 

 pp.49-63, Tokyo

 A

1998

Relationships between  absorption coefficient 

and some oceanographic parameters in the 

southern ocean: Results of measurement with a 

continuous surface seawater  monitoring  sys-

tem on board Ocean

Photobionts isolated from Antarctic  lichens

M*TNRc)±41MI Mt /).i4i

Antarctic bryology Past achievements and new 

perspectives

Relationship between plant community and 

topographic factor on the moraine at deglaciat-

ed Arctic Terrain in Ny-Alesund ,  Svalbard

Ecological survey of collembolans in King 

George Island, maritime Antarctic

Vertical distribution of size fractionated phy-

toplankton chlorophyll in the Indian sector of 

the Southern Ocean in summer  (1985/1986)

Breeding status of  Adelie and emperor pen-

guins in the Mt. Riiser-Larsen  area.  Amundsen 

Bay

Preliminary report of new method for ECG 

 measurement of exercising birds

T. Hirawake, 

T. Odate, 

S. Kudoh, 

K.  Watanabe, 

M. Fukuchi, 

A. Ishikawa and 

N.  Washiyania 

M. Aoki 

T. Nakano 

H. Kanda and 

H. Deguchi 

WI I :tn.,  , 
 E11111 

R. D. Seppelt, 

R. I. Lewis Smith and 

H.  Kanda

Y. Minami, 

S. Okitsu and 

H. Kanda

Y.  Ohyama and 

K  Shimada

H. Hattori 

A.  Tanimura and 

 M.  Fukuchi

A.  Kato and 

H. Ichikawa

 M. Kuroki, 

 A.  Kato, 

 S.  Hayama and 

 Y. Naito

Ocean Optics XIV, 

 lingham.  (CD-ROM  )

 J. Mar. Biotechnol.,

 MR h,  74:

 J. Hattori Bot. 

203-239

Bull. Fac. Agr. 

Univ., 37:21-30

SPIE  Bel-

6:39-43

109-115

Edaphologia, 60:

Lab., 84:

Tamagawa

23-35

Polar Biosicience, 12:

Polar Bioscience, 12:

Polar Bioscience, 12:

15-25

36-39

40-46

1998

1998

1998

1998

1998

1998

1999

1999

1999
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題 目 著 者 誌 名 ・巻 号 ・頁 発 表 年

Microbial　 biomass　 il!　 relation　 to　 primary Y.Bekku
,

PolarBiosciellce,　 12,　 47-53 1999

sllccessiol/　 on　 arctic　 deglaciated　 moraines A.Kume
,

T.　 Nakatsubo,

T.　 MaSllzawa,

H.　 Kallda　 alld

H.　 Koizumi

A　 filameIltolls　 fungus,　 Pythium　 ultimum　 Trow T.　 Hoshino Polar　 Bioscience,　 12,　 68-75 1999

var.　 ultimun1,　 isolated　 from　 moribul/d　 moss M.Tojo,

colollies　 from　 Svalbard,　 110rtherll　 islallds　 of G.Okada,

Norway H.　 Kanda
,

S.　Ohgiya　 and

G.　 Ishizaki

イ.口 頭 に よ る発 表

題 目 発 表 者 発表した学会等の名称 発表年月

Seasonal　 changes　 ill　foragillg　 site　 and　 diving 加藤明子,綿 貫 豊, V皿SCAR　 IIlternatiollal　 Biol一 1998.8

behavior　 in　Ad61ie　 penguills 市川秀雄,宮 本佳則, ogy　 Symposium

内藤靖彦

Moss　 tussocks　 at　 the　 bottom　 of　 lakes　 il/　the S.lmuraand V皿SCAR　 International　 Biol一 1998.8

viciIlity　 of　 Syowa　 Station
H.　 Kanda ogy　 Symposium

アデリーペ ンギンの採餌場所 と潜水行動の季節 加 藤 明 子,綿 貫 豊, 日本鳥学会 1988.11

変化 市川秀雄,宮 本佳則,

内藤靖彦

マ イ クロ デ ー タ ロ ガ ー に よ る ヒ ラ メの 行 動 解 析 梨 田一 也,内 藤 靖 彦, 第21回 極域生物 シンポジウム 1998.12

中野和民,岩 尾 香

ヒラメの擬餌 ・離底行動の観察 河邊 玲,平 石智徳, 第21回 極域生物シンポジウム 1998.12

沢田健児,梨 本勝昭,

佐藤克文,内 藤靖彦

ピ ン ガ ー タ グ とマ イ ク ロデ ー タロ ガ ー を用 い た 上田 宏,内 藤靖彦 第21回 極球生物シンポジウム 1998.12

洞爺湖におけるヒメマスとサクラマスの母川回

帰行動の生理学的解析

野外におけるウ トウ雛の体温変化 高橋晃周,新 妻靖章, 第21回 極域.生物シンポジウム 1998.12

黒木麻希,加 藤明子,

綿貫 豊
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名称;発 表年月

潜水時のアデリーペンギンの胃内温変化 新妻靖章,加 藤明 子,

綿貫 豊

自然 環 境 一ドに お け る ネ ズ ミイ ル カ の潜 水 ・遊 泳 大 谷 誠 司,内 藤 靖 彦,

行動 河 村 章 人

近 年 の マ イ ク ロデ ー タロ ガ ー の 開発 とそ の 利 用 ト内 藤 靖 彦,加 藤 明 了,

佐 藤 克 文,綿 貫 豊

加 速 度 デ ー タ ロ ガ ー に よる ア デ リー ペ ンギ ンの`依 田 憲,佐 藤 克 文,

行動把握1栗 田正徳,

加速度ロガーによるアデリーペ ンギンの潜水行

動の解析

海鳥の潜水 に伴う心電波形の変化

アデ リーペンギ ンの採餌潜水行動への海氷分布

の影響

1998年 夏季に観察 された昭和基地周辺定着氷直

下における植物プランク トンの豊度と群集構造

の 日変化

夏季南大洋における植物プランク トン群集のサ

イズ組成

バ レンツ海氷縁域 における生物起源粒子の下方

輸送

デ ィ ァ デ ィ ノキ サ ンチ ンサ イ ク ル の機 能 解 析

ア イ ス ア ル ジー の デ ィア デ ィ ノキ サ ンチ ンサ イ

ク ル

C.Bost
,

Y.LeMaho
,

1大」藤 差音彦三

荒 井 修 亮,黒 木 麻 希,

坂 本 亘,内 藤 靖 彦

黒 木 麻 希,加 藤 明f…,

羽 山 伸 一,荒 井 修 亮,

内 藤 靖 彦

第21回 極域生物 シンポジウム

`第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム

第21回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム

i
1

加藤明子,綿 貫 豊,第21回 極域生物 シンポジウム

市川秀雄,宮 本佳則,

内藤靖彦

石川 輝,鷲 山直樹,第21回 極域生物 シンポジウム

福地光男

小 達 恒 夫,及 川幸 四郎,第21回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム1

平澤 享,福 地 光 男

佐 々 木 洋,川 合 大 祐,

ポ ー ル ・バ スマ ン,

福 地 光 男

{第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム

林 義則,小 池裕幸,第21回 極域生物 シンポジウム
　

1佐 藤和彦 ,池 谷 透,

伊村 智,渡 邉研太郎,

工藤 栄,菓 子野康浩 1

菓子野康浩,赤 松明美,第21回 極域生物 シンポジウム

小池裕幸,佐 藤和彦,

!池 谷 透,伊 村 智,

1渡 邉研 太郎 ,丁 藤 栄1

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

一
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題 目

アイスアルジー光強度順応のタンパ ク質レベル

での解析

好冷性珪藻分離株に見られる光順化

南極海リュ ッツォ ・ホルム湾沖における大型動

物プランク トンの時空間変動の解析

光 学 的 プ ラ ン ク ト ン カ ウ ン タ　ー　(Optical

Plankton　 Counter.　 OPC)　 を用 い た 南大 洋 イ ン

ド洋 区 表 層 に お け る懸 濁 粒 子 の分 布 解 析

JARE33・34に よって東南極陸棚域および陸棚

斜面域か ら採取された底生腹足類 ・二枚貝類

昭 和 基 地 に お い て 採 取 さ れ たAethotaxis層(ノ

トセ ニ ア科,ス ズ キ 目)魚 類 の 大 型 固体

ア デ リー ペ ン ギ ンの ル ッカ リー か ら分 離 さ れ た

藻 類

スカーレン大池におけるラン藻堆積物

生物にとっての南極湖沼池は居よいか住み よい

か

南極 ラルスマ ンヒルズ中山基地(中 国)の 植物

相

カ ギ ハ イ ゴ ケSanionia　 uncinataに お け る シ ュ ー

トラ イ ズ と水 分 保 持 能 力 の 関 係

異 な る環 境 下 で の ウマ ス ギ ゴ ケ　(Polyrtic　hum

commUne)の 繁 殖 特 性

発 表 者

南 千絵,小 池裕幸,

佐藤和彦,池 谷 透,

伊村 智,渡 邉研太郎,

工藤 栄,菓 子野康浩

池谷 透,工 藤 栄,

伊村 智,渡 邉研太郎,

菓子野康浩,福 地光男

梅 田晴 子,河 村 章 人,

谷 村 篤,

G.W.ホ ー ジー

山 田 智,福 地 光 男

並木光行,小 達恒夫,

渡邉研太郎,平 課 享,

石川 輝,鷲 山直樹,

福地光男

沼波秀樹,岩 見哲夫,

五十嵐厚夫,福 地光男,

奥谷喬司,谷 村 篤,

土屋泰孝

岩見哲夫,谷 村 篤,

宮本佳則,沼 波秀樹,

土屋泰孝,五 十嵐厚夫,

福地光男

坂東忠司,成 瀬竜也,

伊村 智,神 田啓史

瀬戸浩二,坂 東忠司,

伊村 智,神 田啓史

伊村 智,瀬 戸浩二,

工藤 栄,神 田啓史

神田啓史,星 野 保

上野 健,神 田啓史,

伊村 智

鮎 川恵 理,伊 村 智,

神田啓史,野 村裕イじ

発表 した学会等の名称

第21回 極域生物シンポジウム

第21回 極域生物シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 根城生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 板域生物シンポジウム

第21回 極域生物シンポジウム

第21回 極域生物シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

第21回 極域生物 シンポジウム

発表年月

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12

1998.12
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1
L

題 目 発 表 者

富{:山 頂における蘇苔類の分布 増沢武弘,ヒ 野 健,

橋本泰助,美 里直美,

大谷修司,神 田啓史

南極雪鳥沢において砂礫層の水分㍑が自由生活;菅 原裕規,ノく山佳邦

性前気門ダニ5種 の垂直分布に与える影響 ミ

氷河後退域モ レーンヒのムラサキユキ ノシタ群　 ,li田勝 ・,増沢武弘,

落における 」二壌小型節足動物 ノく山佳邦

ニーオルスン氷河後鐡 の桝 勿相と舳 舳 艘 ,南 佳典

チ ョウノスケソウの個葉特性 と花への性配分の 和田直也,神 田啓史

緯度的変化,並 びに人為的環境操作による性表

現の変化

温暖化に対する ヒ壌微生物バイオマスおよび呼 別宮有紀子,中 坪孝之,

吸特性の反応1久 米 篤,神 田啓史,
　

1小 泉 博

ロ シ ア 極 東 地 方 に お け る 火 山 地 域 の 植 生 と そ の1南 佳 典 ,沖 津 進,

分 布 神 田 啓 史

Prey　 pursllit　 all(l　cal)turillg　 behavior　 in　deeP　 :　Y .　RoPert-Coudert,

divers　 esthnated止)y　 mllltiple　 data　 recorders　 K .　Sato,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.Kato　 サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　J.-B.　Charrassin
ミ テ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C.-A.　 Bost　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IY.　LeMaho

Patterns　 of　variatioll　 ill　zooplankt()n　 abundance　 (} .　W.　Hoise,

in　the　JARE　 Norpac　 Ilet　samples　 IM .　Fukuchi　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A.　Tallimllra

Diversity　 alld　 biological　 chara(:leristics　 of　soil　 J.Elster ,

algae　 along　 deglaciated　 moraille,　 Ny-Alesumd,　 0.0、 、℃zarek ,

Sval止)ard　 |」.　KOPecky,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S.　Ohtani
,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A.　Luk(iSoVa　 and

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　|　」.　KOinai'ek

氷 河 後 退 域 の 植 物 の 生 育 型 変 異 と 繁 殖 生 態 久 米 篤,別 宮 有 紀r- ,

中 坪 孝 之,増 沢 武 克、

　… 　一 　 一…一一一]

発 表 した 学 会 等 の 名 称 発 表{手三月1

-一一 ー ー ー一⊥ 一 一_斗

第21回 極 域 生物 シ ン ポ ジ ウム;1998.12!

第2'1°鰍 生物 シンポジウ∵998・'2

第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム1998.121111

!i

第21回 極域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム1998.12

1第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウム1998
.12

ミ

第21[llJ極域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム1998.12

第21[[,J極域 生 物 シ ンポ ジ ウ ムll99S.12

第211111極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム!1998.12

第21回 極 域 生物 シ ン ポ ジ ウム1998.12

第21回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム1998,12

第21回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム`1998.12

一－L-一ー
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題 目 発 表 者 発表 した学会等の名

Food,　 foraging　 behavior　 alld　 breedillg　 success 加藤明子 GordOII　 Research

of　 Ad61ie　 pellgllil/s　 ill　relatioll　 to　 the　 allIlual Conferellce　 oll　Polar

ChaIlgeS　 ill　Sea-ice Marille　 Sciellce

アデリーペンギンの採餌お よび繁殖生態への海 加藤明子,内 藤靖彦,海 洋学会シンポジウム

氷変動の影響 佐藤克文,綿 貫 豊 海と地球環境」

一一 一.一

発表年月

1998.12

1999.3
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5)極 地設営工学研究 グループ

(1)一 般 研 究

(A)越 冬隊員の健康管理に関する研究 教授(客 員)市 丸雄'ド,教 授 内藤靖彦,教 授 大山佳邦

最近,厚 生省より第6次 改定の 日本人の栄養所要最(案)が 発表され,と くに,栄 養摂取過多に陥 らないよう栄養

摂取の ヒ限が定められている.こ れは,栄 養過多による,生 活習慣病を防ぐ意味を有している。南極昭和基地におい

ても,初 期の越冬時代 とはことなり,生 活は豊かになったもの と推測 される一実際35次 隊の昭和基地 レス トランメニュー

を参考に,使 われた食品数 と種類およびメニューの数と種類等の分析を行った。その結果,食 品摂取li;;:は多くにバラ
エティに富み,隊 員の満足で きる食事内容であると推測された。味噌汁ひとつをみても,具 が多彩であ り,現 在定量

化を試みている。また,ビ タミンの摂取では,生 野菜の自給 も以前よりととのっている。第1次 隊時代に心配された,

栄養不足の問題はす くな くなっている もの と推測される。
一方

,38次 隊の健康診断カルテの分析を行ったが,脂 肪肝が高頻度に認め られている、その理由として,現 在の昭

和基地が,以 前 に比べて生活環境がかな りよくなっていること,隊 員の運動量が低 ドしていることが推測された。 し

か し,食 事 メニューにおけるグラム数の記載がなかったため,食 品成分摂取量の定量的解析は困難であった。昭和基

地の栄養問題 として,寒 冷地栄養 とともに栄養摂取および運動量より定 量的に把握することが必 要であると考えた。

(B)極 地における人間活動の安全を工学的見地から高める技術手法の研究

教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝,助 手 寺井 啓

極地における活動の安全性 を高めるには,隊 員が極地の特性をよく知ることも重要である。そのためには国内訓練

の中で様 々な講義などが行われている,し か し何分にも特殊性の大きい極地であるため,初 めて観測隊に参加する人

が講義だけでそれを理解するのは難 しい。そこで,理 解 を助ける資料 として映像の持つ価値は大 きい,そ のため,35

次隊撮影のビデオと写真の整理を進めてきた。 一一方,最 近のパーソナルコンピュー ターの普及は著しく,ま た高機能
化により,画 像を簡単にパーソナルコンピューター ヒに表示することがで きるようになった。 したがってパーソナル
コンピューターを,誰 でも,稗 蚤に,自 由な時間に映像資料を見ることがで きる道具と位置づけ,そ こで用いる映像

資料とするため,写 真のデジタル化を実施することにした。まず35次 隊の出発か ら越冬終9ま での期間の映像を時系

列的に編集 し,観 測隊の活動の流れがわかる資料を作成する目的で写真の選定,写 真のデジタル化を行い,サ ンプル

版を作成 した。今後,そ の有効性を確かめることと,ど の ような映像が資料として必要かを検討 し,各 種の映像資料

を作成するのが望 ましい。本研究は,昨 年まで客員助教授を務めた横山宏太郎氏 との継続的研究テーマ として実施 し

た。

(C)昭 和基地第10居 住棟の耐久性調査 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝

新 しい居住棟建設に伴 って,不 要になった第10居 住棟 を解体 して持 ち帰 り,設 営専門委員会建築分科会(平 山善吉

分科会長)が 中心 となって総合的な耐久性調査を行った。5月 に日本大学理Il学 部船橋校舎の大型構造物試験棟場外

で建物上部の復元組立作業を行い,出 来あがった段階で約1週 間,・ 般公開 した.そ の後,研 究分担に従Dて 解体部

品をそれぞれの研究施設に輸送 し,実 験 に供 した。これらの成果は平成11年3Jjに 日本建築学会で行ったシンポジウ

ムで各研究担当者から発表 された この建物は国内のIl業 化住宅生産ラインを使用 して造 られた初めてのプレハブ製

品であ り,多 方面からの注 目を集めた、

(D)金 網補強アイス ドーム構造の使用限界評価 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝

本研究は,南 極における建築物の研究 を推進する千貫敏夫教授 川 大理[1学 部)の 指導の ドに進められる研究テー

マである、金網補強アイス ドーム構造の構造性能を評価する方法 を模型実験および解析的方法で検討 した。構造の破

壊 につながる3次 クリープの危険性 は,氷 の面外せん断応力度の数値によってほぼ推測日不能なことが分かったzド ー

ム構造の周辺にスノウ ドリフ トが付いた場合の不同沈 ド問題の検討と評価は今後の課題として残 される。

(E)昭 和基地コンフリー ト工事の特性と施工管理について 教授 内藤靖彦,助 教授 鮎川 勝

本研究は,南 極における建築物の研究を推進す る'1沮唐 音教授(日 大理[:学 部),内 藤IE昭 講師(日 大理1二学部)

の主導により進められている研究テーマで極地設営1二学研究グループも深 く関 与している。第10居 住棟のコンフリー
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トを調査 した結果,ア ル ミナセ メントは,普 通ポル トランドセメントに比べて中性化速度が大きいことが分かった。

そこで昭和基地で場所打 ちコンクリー ト構造 を考える場合は,コ ンクリー トの表面保護に関する何 らかの対策が必要

と思われる。共同研究の継続課題では,昭 和基地骨材+ア ルミナセメン トを用いた鉄筋 コンクリー ト梁の構造実験 を

行って,初 亀裂発生荷重,曲 げ剛性等を普通ポル トランドセメントの場合 と比較 した。アル ミナセメン トの早強性が

有利に働いて初亀裂発生荷重は高いが,剛 性 はやや低いというアルミナセメン トコンクリー トの特性が確かめられた。

(2)共 同 研 究

一般共同研究

「 研究代表者 所 属 ・ 職 研 究 課
一一1-〒 一

◎福島 勲

久保 間男

国際短期大学 ・助教授

国際短期大学 ・助手
極地雪 と軍用モービルアンテナ

一

1◎ 半貫 敏夫
1

斉 藤 俊 一'　一

日本 大学(理 工)・ 教 授

日本 大 学(理 工)・ 助 手
昭和基地建物の室内居住環境に

◎平山 善吉

内藤 正昭

日本大学(理 工)・ 教授

日本大学短期大学部 ・講師

基地建物の基礎構造部材 として

コンクリー ト梁の特性について

◎ 木 村 茂 雄

坪 井 一一洋1

一一一 　

神 奈 川Il科 大 学(工)・ 教 授

茨 城 大 学(丁)・ 助 手
物体への着氷現象の流体力学的

題

◎:研 究代表者

(3)研 究成果の発表

ア.学 会誌 などによる研究

題

ト ーーー

ミ南極昭和基地管理棟の風振動対策
|

マ クマ ー ド基 地,

目 著 者

棟の風振動対策 半貫敏夫, 佐野雅史

鮎 川 勝, 石沢賢 二

ア ム ンゼ ン ・ス コ ッ ト南極 点 石沢賢二

ト基地の設営活動

1南 極における風力発電 システムの研究(そ の1石 沢賢二,木 村茂雄,

南極基地での自然エネルギー利用と問題点)高 永敏行,藤 井石根

誌 名 ・春 景 ・頁

第5回 寒 地 開 発 に 関 す る国 際

シ ン ポ ジ ウム 論 文要 旨集,

48-51

南 極 資 料,196-221

太 陽 エ ネ ル ギ ー,Vol24,

No.4,55-63

発表年月

1998.6

1998.7

ー

イ.口 頭による発表

題 目

アイス ドーム構造の使用限界に関する一考 察

一その1ク リープに対する使用限界一

ー

者1

一 十

豪,

アイス ドーム構造の使用限界に関する 考 察 小林篤志,田 中寿幸,

一その2氷 の昇華に対する使用限界 小泉 豪,半 貫敏夫

アイス ドーム構造の使用限界1.

関する使用限界の評価

誌 名 ・巻 号 ・頁

1日 本 建 築 学 会大 会 学 術 講 演 梗

概 集,構 造,883-884

1|

日本 建 築 学 会 大 会 学 術 講演 極

相焼焦,† 毒」査,885-886

ク リー プ に 田 中 寿 幸,小 林 篤 志,,日 本 ノく学 理11学 部学 術 講 演 会
'千貫敏 夫 論 文 集

,構 造 ・強 度,110

111

⊥_一 ー一_一._一 ーー ー 一_一一ー－L_一 ーー一_一 一ーー ーーーー
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題

}「
II

」卜 発 表 者

アイス ドーム構造の使用限界2.昇 華に関すi小 林篤志,田 中寿幸,

る使用限界の評価 半貫敏夫

LVL材 と集成材の力学特性に関する実験的研究
1佐藤雅也,平Lll善 吉,

斎藤俊 一,鈴 木繁之

昭和基地の骨材を用い,低 温養生 したアル ミナ1内 藤正昭,平 山善吉

セメン ト鉄筋コンクリー ト梁の特性(初 亀裂と1

変形 について)

南極昭和基地 「無電棟」,「第10居 住棟」の概要 平山善吉

と外的環境一序にかえて一}

無融 の麟 システム と持ち帰1舳 冑1の概況 幅 橋 拡,坪 内信朗,

平山善吉,半 貫敏夫

パネル構成要素の性能 坪内信朗 ,高 橋 拡,

平山善吉,半 貫敏夫

南極昭和基地無電棟壁パネルの曲げ強度試験 平山善吉,半 貫敏夫,

坪内信朗,高 橋 拡

第10居 住棟の復元 と耐久性総合調査 岸 明,平 山善吉,

半貫敏夫,佐 野雅史

南極昭和基地居住棟の実大ユニットに関する試 平山善吉,斎 藤俊 ・,

験1荒 井 淳,宮 澤裕紀

第10居 住棟パネルの強度試験 半貫敏夫,田 中寿幸,

P.Gibu,　 高橋駆、樹,

岡村武 上

南極昭和基地居住棟の床 ド結合材接合金物の強 平山善 吉,斎 藤俊 ・,

度試験 慌 井 淳,宮 澤裕紀

輌 昭和基地居住棟の床パネル党綱 強度繊 山1酷,欄 菱.,
一圧 縮 強 度 及 び 曲 げ 強 度 試 験 一 荒 月・ 淳

,宮 澤 裕 紀

ア ル ミナ セ メ ン トを 中心 と した基 礎 コ ン フ リー;大 井 良典 ,'ド 居 孝之,

トの 分 析 三嶋 清 敬,内 藤 正昭

基 礎 コ ン ク リー トの 強 度 と中 性 化 内 藤iF昭 ,'ド 居 孝 之,

1:黒 野 薫

1

1999.3

1999.3
A

1999.3

・;
;南 極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久 ミ1999 .31

1 _」

性,1-10

南 極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

性,ll-14

醜 昭 和 基 地 居 住 施 設 の耐 ク・
、性

,15-20

南極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

;性,21-24

1南 極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

↑生,25-30

　

1南 極 昭 和 基 地居 住 施 設 の耐 久

性,33-38

南極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

↑生,39-44

南 極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

|↑生
,49-50

南 極 昭 和 基 地 居 住 施 設 の 耐 久

性,53-56

!南 極 昭 和 基 地居 住 施 設 の耐 久

性,8184

L

性,85-94
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2.国 際共同研 究等

1)北 極圏にお ける研究観測の概要

北極域の雪氷圏観測,海 洋観測,大 気観測,生 態系観測を学際的に展開することにより北極圏環境科学の推進を図

ることを目指 して,国 際共同研究 「北極圏環境観測」 を以下の4課 題の もとに,国 内の大学 ・研究機関等の北極関連

研究者の協力 も得て実施 した。なお現地調査 に関 しては文部省科学研究費国際学術研究による補助 を受け,ス バール

バル諸島を中心 として広 く北極域に展開し観測を実施 した。

(1)北 極圏における地球規模大気環境変動一その立体構造の把握

スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 室効果気体の変動,雲 ・降水の変動 と放射収支,ラ イダーによる成層

圏エアロゾル,高 高度気球による成層圏オゾンの観測 を行った。また,日 本からアラスカ ・北極点経由でスバールバ

ル諸島までの航空機観測を実施 した。ロシアのヤ クーツク,テ ィクシにおいて環北極圏大気環境汚染観測を行った。

スウェーデンのキルナにおいて鉛直 ドップラーレーダによる気象 じょう乱の観測を行 った。

(2)環 北極海雪氷 コアによる環境変動の研究一 国際共同研究によるコアシグナルの対比

スバールバル諸島北東島東氷河での掘削を継続 し,得 られたコアの解析 を行った。カナダのデボ ン氷帽でのコア掘

削,ピ ット観測を行った。グリーンラン ドのNorth　 GRIP計 画に参画した。また,東 シベ リアのヤクーツク ・ベルホ

ヤンスク問の広域積雪調査 を実施 した。

(3)北 極圏におけるツンドラ生態系観測と陸域環境特性の研究

スバールバル諸島ニーオルスンにおいて,温 暖化に対する植物 ・土壌微生物の適応に関するヘキサゴンチャンバー

の連続観測 を実施 した。

(4)北 極海ポリニア航海観測

ノースウォータポリニアの国際共同観測を春季か ら夏季に実施 した。また,1～2月 にグリーンラン ド海 とバレン

ツ海で炭素循環を主題 とした観測を実施 した。

2)ア イスラン ドを含 む北極域国際共同観測の概要

ダ イナ ミ ック に 変 動 す る オ ー ロ ラ粒 子 流 入 動 態 や,そ れ に伴 う プ ラ ズ マ 波 動 を1本 の 磁 力 線 で 結 ば れ た測 点(地 磁

気 共 役 点)で あ る 南 半 球 の 南 極 昭 和 基 地 とア イ ス ラ ン ド国 内 の 多 点 観 測 網 で 同 時 観 測 す る共 役 点 観 測 が 昭 和 基 地 と呼

応 して1983年 よ りア イス ラ ン ドに て 実 施 して い る 。この 南 北 両 半 球 に お け る多 点 同 時 総 合 観 測 とSuperDARNレ ー ダ ー

(国 際HFレ ー ダ ー網 観 測)や 我 が 国 の オ ー ロ ラ総 合 観 測 衛 星EXOS-DやGeotail衛 星 に よる 磁 気 圏 内 の 直 接 観 測 デ ー タ,

EISCATレ ー ダー な ど と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て,オ ー ロ ラ粒 子 エ ネル ギ ー の 南 北 両 半 球 へ の 流 入 動 態 及 び オ ー

ロ ラ現 象 の生 成 ・伝 搬 機 構 解 明 の 手 が か りを得 る こ とが 本 研 究 の 目 的 で あ る。 平 成10年 度 の ア イ ス ラ ン ドを含 む北 極

域 で の 国 際 共 同 観 測 は 科 学 研 究 費 国 際 学 術 研 究(課 題 名:　SuperDARNレ ー ダ ー と地 上 共 役 点 観 測 に よ る極 域 電 磁 圏

の南 北 対 称 性 の 研 究)に よる 補 助 を受 け,現 地 調 査 を通 じて 実 施 した 。

平 成8年 度 の 主 な観 測 活 動 は

1.ア イ ス ラ ン ドに お け る オ ー ロ ラ現 象 の 南 北 共 役 点 観 測

南 極 の 昭和 基 地 と の 可 視 オ ー ロ ラの 同 時 観 測 可 能 な8-9月 と2-3月 に,ア イ ス ラ ン ドにお い て オ ー ロ ラ観 測 を

実 施 した。 脈 動 オ ー ロ ラや ブ ラ ッ ク オー ロ ラ な ど興 味 深 い 観 測 例 が 多 く得 られ た 。 共 役 性 オ ー ロ ラ記 録 は2晩 得 られ

た 。

2.ス カ ン ジナ ビ ア で の オ ー ロ ラ とEISCATレ ー ダ ー観 測

キ ル ナ に て オ ー ロ ラの 立 体 観 測 に呼 応 して の衛 星 とEISCATレ ー ダー と の 同 時 観 測 実 施 した 。 ま た,ス バ ー ル バ ル

の ロ ン グ イヤ ビ エ ン に お い て,中 山 基 地 との オ ー ロ ラ共 役 点 観 測 を考 慮 して の,　EISCATレ ー ダー/SuperDARNレ ー

ダ ー/Geoteil/Fast衛 星 との特 別 同 時 観 測 を国 際 共 同 で 実 施 した 。

3.HFレ ー ダー 観 測

昭 和 基 地 のHFレ ー ダー は 国 際HFレ ー ダー 網 観 測　(SuperDARN)　 の 一環 と して 活 動 して い る。 本 年 度 の2-3月 に

は,こ のSuperDARNレ ー ダ ー を 中心 と し,　EISCATレ ー ダー,　GeotailやAkebono衛 星 との 同 時 観 測 を企 画 し,Pc3-

5磁 気 圏 プ ラ ズマ 波 動 現 象 の時 間 的 ・空 間 的 変 動 に つ い て 貴 重 な 観 測 結 果 を得 る事 が で きた 。

参 考:「 国 立 極 地研 究 所 とア イ ス ラ ン ド大 学 科 学 研 究 所 間 の ア イ ス ラ ン ドー昭 和 基 地 共 役 点 に 関 す る共 同 観 測 合 意
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3)南 極中山基地におけるオーロラ現象の 日中共同観測の概要

平成6年 度より,南 極の中国中山基地におけるオーロラ現象の日中共同観測計画が開始された。中山基地はカスプ ・

キャップ域に位置 し,そ の地磁気共役点はスピッツベルゲン付近に位置 している。また,第38次 隊で昭和基地に設置

した第2HFレ ーダー　(Syowa　East　HF　ra(lar)は 中山基地上空をカバーするため,地 上観測とレーダーとの同時観測

では特に興味深い結果が得 られるもの と期待 している。本計画では,観 測装置として,日 本側がオーロラ全天TVカ

メラ,多 色掃天 フォ トメータ,イ メージイングリオメー タ,フ ラックスゲー ト磁力計,　CCDオ ーロラ画像撮像装置

等を,中 国側がデジタルアイオノゾンデを準備する。オペ レーションは,日 本側の観測装置については日本人研究者

が夏期の中国観測隊に参加して設置を行い,越 冬期間中は中国側の隊員が観測を行 う。

第1回 目は,平 成6年ll月 から平成7年 の2月 までの間,国 立極地研究所から菊池,青 木が中国隊に参加 し,全 天
TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地llオ ゾン観測装置 を設置 した。 平成7年 度の第2回 目の派遣は中国側の観

測船の トラブルの為,派 遣は中止になった。

平成8年 度は名古屋大学太陽地球環境研究所の西野講師と朝 日大学の佐納講師の2名 が参加 した。滞在期間中には,

新たに観測小屋を中国側が建設 し,以 前持ち込んだ全天TVカ メラ,多 色掃天フォ トメータ及び地上オゾン観測装置

の移設作業を実施 した。そ して,新 規のイメージングリオメータ,フ ラックスゲー ト磁力計の設置作業を実施 した。

平成9年 度は拓殖大学の巻田教授が中国観測隊に参加 し,　CCDオ ーロラ画像撮像装置の設置 と,既 存装置の点検 ・

整備を行って来た。

平成10年 度は,日 本からの直接派遣はなかったが,40次 隊観測隊の夏期行動 として,昭 和基地からの帰路に,岡 野

教授 と坂野井隊員が中山基地に立ち寄 り,観 測装置の点検 ・整備を行 って きた。国内では,両 研究所問で研究者の交

流が行われ,数 多 くの研究成果が得 られつつある。

この 日中共同研究は南極観測の外国共同研究経費を主一こ用いて実施 した。

3.シ ンポ ジ ウム等

1)シ ンポ ジ ウム

第22回 極域における電離圏磁気圏総合観測 シンポジウム 平成10年7月30日 ～31日

申し込み件数は63(外 国人2人!件 にのぼった。発表は,磁 気圏,電 離圏,熱 圏 ・中間圏,そ の他(大 気球 ・等) ,
HFレ ーダーの口頭発表,ポ スターセ ッションに区分 されて行なわれた一昨年同様夏休み前の時期であったため,学

生の聴講も多かった。衛星観測,理 論 ・シミュレーション,極 域気球実験など,極 域超高層 ・中層大気観測に関わる

多岐に渡る発表が行われた。 また,自 然電磁現象を利用 した境界領域的な研究発表 も行われた。ポスターセ ッション

では理論研究 ・データ解析を始めとする理学的な結果発表や,地 卜観 測で使用 される機器開発に関する研究発表が行

われた。理論 ・データ解析のポスター前では 十分時間をかけた討論が,ま た観測技術に関するポスター前では,学 会

とは 一味 違った具体的な情報交換が行なわれていた。

第21回 極域気水圏シンポジウム 平成10年11月25日 ～26日

第21回 極域気水圏シンポジウムを本研究所講堂に於いて開催 した。北極 ・南極域における大気,雪 氷,海 洋分野の

研究について口頭発表が48件,ポ スター発表が58件 の合わせてユ06件の発表が行われた。研究テーマでは,エ アロゾ
ル観測,ド ームふ じ深層氷床コアの解析,南 極内陸の気象解析,北 極圏の長距離航空機観測による大気中のエアロゾ

ル,微 量気体成分の観測結果等の議論が中心的に行われた。

第18回 南極 地 学 シ ンポ ジ ウ ム'F成10年10月20日 ～21日

今 回 の シ ン ポ ジ ウム の 参 加 者 は80名 で あ っ た 発 表 件 数 は,地 形 学,地 質学,固 体 地 球 物 理 学 の 各 分 野 で 口 頭 発 表

43件,ポ ス ター 発 表15件 で あ っ た 。内容 は,昭 和 基 地 で の 観 測 ,リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム 湾 周 辺 域,セ ー ル ロ ン ダー ネ 山脈,

エ ン ダー ビー ラ ン ド,イ ン ド,ス リ ラ ン カ,南 極 い:大地 震,南 極 プ レー ト,衛 星 観 測,モ デ ル計 算,古 環 境 等 多 岐 に

わ た る もの で あ り,そ れ ぞ れ 新 た な 知 見 が 報 告 され た 。
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第23回 南極 陽 石 シ ンポ ジ ウ ム 平 成10年6月10日 ～12日

今 年 の シ ン ポ ジ ウ ム の 参 加 者 は120名 で あ っ た 。 そ の う ち2名 の 招 待 者 を含 め15名 が 海 外 か らの 参 加 で あ っ た 。 口

頭 発 表 が59件,ポ ス タ ー 発 表 が3件,要 旨 の み の 発 表 が6件 で あ っ た 。 テ ー マ 別 で は,未 分 化 損 石33件,分 化 損 石15

件,損 石 の持 つ 磁 気3件,プ レ ソー ラ ー グ レ イ ンや 同 位 体3件,反 射 スペ ク トル2件,理 論 ・実 験3件,宇 宙 塵5件,

そ の他4件 で あ っ た。 英 語 に よ る 発 表 が 定 着 した 。

第21回 極域生物 シンポジウム 平成10年12月3日 ～4日

国外参加者14名 を含 む,延 べ141名 の参加者 を集め,口 頭発表15件,ポ スター発表80件 が行われた。中心課題 とし

て,「 マイクロデータロガーを用いた動物の行動及び生理に関する研究」 と 「北極氷河後退域の生態系研究」が設定

され,そ れぞれ幅広い議論が展開された。

2)研 究小集会

研 究 課 題 申 請 者 開 催 日

リモー トセンシングによる極域超高層の研究に関する研究小集会 山 岸 久 雄 平 成10年10月23日

EISCATレ ー ダーを中心 とした北極域超高層の総合観測に関する研究

小集会
麻 生 武 彦 平 成10年12月17日

南極域での超高層物理学研究の将来計画に関する研究小集会 佐 藤 夏 雄 平 成11年1月13日

第V期 ポ ー ラ ー パ トロ ー ル バ ル ー ン　(PPB)実 験 計 画 に 関 す る研 究 小

集 会
門 倉 昭 平成11年3月5日

南極大気 ・物質循環観測 に関する研究小集会
和 田 誠

平 成10年9月28～

29日

ドーム深層のコアの各種解析手法の総合的検討 に関する研究小集会 東 久美子 平成10年7月24日
一 一

氷床 一気候系の変動機構 に関する研究小集会 本 山 秀 明 平成11年1月7日

航空機による北極圏大気観測に関する研究小集会 塩 原 国 資 平 成10年11月27日

後期新生代の南極氷床変動史と氷床縁辺域における高精度環境変遷史

復元に関する研究小集会
三 浦 英 樹 平 成10年10月1日

常時地球自由振動と超伝導重力に関する研究小集会 神 沼 克 伊 平成10年8月4日

宇宙塵のキュレーションに関する研究小集会 今 榮 直 也 平 成11年2月26日

エンダービーランド地学調査の展望に関する研究小集会 本 吉 洋 一一 平成10年9月8日

海氷圏生物総合研究SIPENS調 査結果に関する研究小集会
加 藤 明 子

平 成10年9月28～

29日

南極における医学研究の将来展望に関する研究小集会一5 大 山 佳 邦 平成10年8月28日

南極湖沼の生態 とその変遷に関する研究小集会 伊 村 智 平 成10年10月1日

南極海季節海氷域における生物生産過程の解明に関する研究小集会 小 達 恒 夫 平成10年9月10日

現地観測による極域海洋の変動過程の研究 牛 尾 収 輝 平成10年10月8口

北極域をとりまく陸圏,水 圏,気 圏の物質循環に関する研究小集会 神 田 啓 史 平 成10年12月21日
-n

極域観測デー タベースとモデリングに関する研究小集会 信 藤 夏 雄 平成10年8月4日

衛星 リモー トセンシングによる氷床一海洋一地殻圏変動のモニタリン

グに関する研究小集会
福 地 光 男 平成11年1月7日
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3)観 測研究小集会

石牙 ラヒ 言果!題

戌篇膿響㍑ 朧 更」瓢 驚
極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構に関する研究

南極大陸の進化 ・変動の研究

南極環境 と生物の適応に関する研究

1申 請 者 開 催 日

一「一 ー コ …

一 一〒 一寸

巨|イ ∫ 下口 そf

'ド成10年9月9[」

平 成10年8月26日1

平 成10年8月27日

平 成10年9月29日[

一 一_一 一_一 ー一」

4)研 究談話会
一 ー 一 一 ー ーー一　 , -r-.一 ーー一 一

年 月 日|発 表 者1所 属
一一 '一 一

」

1998.4.22ミ 東 久 美1二 国 、乞極 地 研 究 所
`

寸1
北極氷河に

1998.5.ユ3ミ 神 沼 克
一 .L 巴哩 唖 地研究所 .上 塑 プレー
1998.7.1

一

`山 内 鰻
趾 極地研究所 巳 翌(隊酪

1998.7.ユ 森 脇 喜 … 国 立極地研究所139次 隊夏隊

1998.7.15
1

金 尾 政 紀 国 極 地研究所 ㌃8次 隊越冬

1998.7.15 本 山 秀 明 国、乞極地研究所38次 隊越冬
… 一 ー一}一 一 下 一－

L998・8・5_じF沢 尚 彦.国 立剛 研究所 芒 竺 越冬
|1998

.9.241松 永 三 郎 東京工業大学機械宇宙学科'南 極観測支

塑 研究談言竺L .
1998.10.14佐 藤 克

二」璽 プレー1内 で起こったE-7〈±UfRCこついて…

題 目
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皿.資 料及び研 究施設の共同利用

1.資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用

1)生 物系資料部門

南北両極域 より得 られた各種生物標本は,研 究が済み次第,標 本データ等を整理 した上で国立極地研究所の生物資

料室に収納 されている。南極 とその周辺域の資料は 「南極生物資料カタログ」 として出版 されている(昭 和61年3月

発行)。

(1)植 物

極 地 よ り得 ら れ た顕 花 植 物,隠 花 植 物 の 各 標 本 の 収 納 点 数 を別 表 に分 類 別,地 域 別 に ま とめ た。 そ の 他,オ ー ス ト

ラ リア,ア ルゼ ンチ ン,南 ア,モ ー リシ ャス,シ ンガ ポ ー ル,イ ギ リ ス,フ ラ ン ス,東 欧 な どの 温 帯 域 か ら も比 較 の

た め採 集 及 び交 換 な どで 収 集 して お り,蘇 苔 類 を主 に 合計33,500点 の 標 本 が 収 納 さ れ て い る。

現 在,蘇 苔 類 の 標 本 デ ー タは 国 立 極 地研 究 所 の コ ン ピ ュ ー タに よ る デ ー タバ ン ク と して 蓄 積 され て い る。 内 外 の 利

用 者 の た め に種 類 別(網,科,属,種),地 域 別(植 物 区 系,大 地 名)検 索 に よ る標 本 リス ト,ラ ベ ル の 打 ち 出 し,

さ ら に分 布 図 の 作 成 な どの 利 用 シ ス テ ム が 出 来 て い る。 そ の他 に写 真,図 解 入 りの ハ ン ドブ ッ ク と して 「昭 和 基 地 周

辺 の 蘇 苔 類 」 が 出 版 され,南 極 ・亜 南 極 の 蘇 苔 類 デ ー タカ タ ロ グ　(Catalog　 of　moss　 specimens　 from　 Antarctica　 and

adjacent　 regions)　 が 出 版 され て い る。

植物標本庫(NIPR)の 収納状況

一 分類別 隠 花 植 物

地域別
顕花植物

羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類

南 米 パ タゴ ニ ア 10 600 300

亜 サ ウ ス ジ ョー ジ ア 50 592 50

サ ウ ス オ ー クニ ー諸 島 88

ケ ル ゲ レ ン島 100

南 ア ム ス テ ル ダム 島 5 50

セ ン トポ ー ル 島 30

ク ロ ゼ 島 30

極 フ ォー ク ラ ン ド島 28

南 ア フ リ カ 38 10

西 シ グニ ー 島 20 20

南
キ ン グ ジ ョー ジ 島

デ セ プ シ ョ ン島

40 770 200

10

30

極 南極半島 10 259 50 50

東
昭和基地周辺
マラジョージナや基地

4,000

100

4,000

30

200

南 ケ ー シ ー基 地 280 200 50

極
デ ー ビ ス基 地

マ クマ ー ド基 地

60

100

30

10 30

カ ナ ダ ll5 800 30

北 ア ラ ス カ 79 1,350 50

ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50

極 ア イス ラ ン ド 30

ブ イ ンラ ン ド 100

域 ス バ ー ル バ ル 150 322

シベ リア 100 300 100

そ チ リ 926
ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 368

の 日本 ・欧 州 ・東 欧 300 200 15,000 500 100

ネ パ ー ル 42

他 その他 100

合 計 694 225 26,583 5,590 510
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(2)動 物

収納 されている動物標本の 主なものは剥製標本,液 浸標本 ,乾 燥標本であ り次表に示 した。
ア.剥 製標本(哺 乳類 ・鳥類)

物 名

ウ ェ ッデ ル アザ ラ シ

ユ キ ド リ

〃

〃

〃

り

マ ダ ラ フ ル マ カ モ メ

ア シナ ガ コ シ ジ ロ ウ ミッ バ メ

オ オ トウ ゾ ク カ モ メ

ア デ リー ペ ン ギ ン

〃

〃

〃

コ ウ テ イペ ンギ ン

L〃

標 本 形 態
一⊥一

剥 製

,「

剥 製

亨,

親

仔

イ ラ

皮

〃

,,

、
,

「交末女

2

1

2

ー

ユ

ー

4

1

5

5

3

6

3

1

2

占

m
'1

り
く婁

'ソ上

q
人

妻

親

任

格

製

こ

、

」一貫♪

り黄♪

動

壽1-1 38

イ.液 浸及び乾燥標本

一 一勲 物 名
魚 類

原索動物

ホ ヤ 類

棘皮動物

ナ マ コ 類

ヒ トデ 類

点 藪　 「 動 物 喜

クモヒデデ類

ウ ニ 類

毛顎動物

ヤ ム シ 類

触手動物

コ ケ ム シ

節足動物

甲 殻 類

昆 虫 類

ダ ニ 類

海 グ モ 類

128

27

4

36

10

27

3

29

56

5

5

「環形動物

軟体動物

巻 貝 類

一一二枚 貝 類

タ コ 類

線形動物

紐形動物

ヒモムシ類

扁形動物

腔腸動物

ヒドロ虫類

クラゲ類

サ ンゴ類

海綿動物

原生動物

イゴ子L亘ミ業頁

N
1

/
1

占
'`、 、

↑

欠米女

24

30

27

7

3

【-

1

18

7

8

4

二
..
n 474」
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ウ.プ ランク トン

ふ じ,し らせ船上,海 洋生物定常観測,バ イオマス研究観測で採集 された植物プランクトン,同 定用ホルマ リ

ン固定海水標本,冬 期サロマ湖か ら得られた同標本は次表に示 した。

隊 次

7

9

14

18

19

20

20

23

24

25

26

27

28

29

30

1978年

f三
口合

標 本 内 容

ふ じ航路上 ・表面海水

VT,1

ふ じ停船観測点 ・各層海水

ふ じ航路上 ・表面海水

　　　　Vt　 lt

　　　　tl　 lp

定着氷下 ・各層海水

越冬ルーチン観測 ・各層海水

〃 〃

〃 表面海水 ・各層海水

　　　tl　 Il　 Il

tl,t!1

〃 〃 ク

　　　lr　 ll　 Tt

〃 ク 〃

サロマ湖 ・各層海水

標 本 数

181

82

100

149

155

246

36

706

330

341

456

420

186

180

90

50

3,708

そ の 他 に,ふ じ,し らせ 船 上 よ り各種 プ ラ ン ク トン ネ ッ ト採 集 で 得 られ た動 物 プ ラ ン ク トン標 本 は次 表 に示 した 。

隊次

14

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

計

ノ ル ノくッ ク ネ ッ ト

33

16

22

11

6

33

16

14

100

50

88

54

28

18

16

505

0

3

11

0

0

0

0

28

LHPR採 集器

(
U

(
)

(
)

∩
)

∩
)

∩
乙

ジ ェ ッ ト ネ ッ ト

0

0

0

0

0

0

ol 0

0 0

0 0

0 0

0 7

22 0

0 0

0 0

0 0

24 7
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(3)標 本貸 出 ・受入状況

ア.静 岡 ノく学(増 沢 武 弘)へ,南 極 産 蘇 類 標 本50点 を 貸 出{5JJlH)

イ.国 立 科 学 博物 館(柏 谷 博 之)か らチ リ産 地 衣 類 標 本27点 を受 入(5Jj20[1)

ウ.広 島 ノく学(中 野 武 豊)へ,南 極 冷 凍 資 料42,・IIIを貸 出(8月12日)

2)オ ー ロ ラ資料 部 門

出部 門 が 担 う 業務 は,オ ー ロ ラ に 関 す る公 開 口∫能 な資 料 の 収 集 と そ の統 ・的 整理 ・保 管,並 び に収 集 され た 資 料 を

共 同 利 用 に 供 す る こ とで あ る,さ らに 収 集 資 料 の 至 便 な検 索 シス テ ム や 解 析 シ ス テ ム の 開 発 研 究 を行 う と共 に 国 際 学

術 連 合(ICSU)の 勧 告 に 基 づ くオ ー ロ ラのitt界 資 料 セ ン ター　(WDC-C2forAlllDorと1)の 運営 業務 を も担 う。

本 年 度 は,国 内外 の 関 係 機 関 との 情 報 交換 と'F行 して デ ー タ収 集 作 業 を実 施 した 他,所 蔵 デ ー タのCD-ROM化 を進

め た 。

3)陽 石資料部門

出部門は,約8900個 の南極慣行を保有 してお り,そ の初期処理,同 定分類 を継続 して行っている.ま た,申 請のあっ

た南極倶石研究計画のうち,第30回 南極領有研究委員会において承認された計画についてi墳石の配分作業を行った、,

配分 した損イi試料は77点,研 磨薄片は51枚 であった。その他,教 育用限石薄片セ ット(30枚 組)を7機 関に貸し出 し

た。配分を行った研究計画および研究者を別表に示す。

展 示 用 及 び 教 育 用 限 石 貸 し出 し状 況

(1)陸 別 町 銀 河 の森 天 文台 に鉄 限 石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出 す 。(6月25日)

(2)し らせ に鉄 明 石1点,エ コ ン ドラ イ ト1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出 す 一(8月13日)

(3)ド イ ツ,マ ル チ ン ル ター大 学 にエ コ ン ドラ イ ト2点,コ ン ドラ イ ト3点 を 貸 し出 す 。(10月20口)

(4)多 摩 大 都 科 学 館 に鉄 損 石1点,イi鉄 限 石1点,エ コ ン ドラ イ ト1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出 す 。(10月28

　 　 ED

(5)石 川 県 根 ヒ町 に鉄 限 石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を貸 し出 す 。(2月2日)

(6)須 賀 川 町 科 学 セ ン ター 天 文角`に鉄 陽 石1点,コ ン ドラ イ ト1点 を 貸 し出 す 。(2月9日)

(7)岩 手 県 立博 物 館 に鉄 慣 行1.・」,1,コン ドラ イ ト1点 を貸 し出 す 。(3月3日)

(8)八 王 子こ ど も科 学 館 に 鉄 唄K1点,コ ン ドラ イ ト1点 を 貸 し出 す 。(3月18日)
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配分 を行 った研究計画及び研究者一覧

番号 研 究 計 画 研究代表者
共 同 研 究 者

(*大 学院生)

1027 Thermal　 histories　 of　Antarctic　 carbollaceous　 chondrites M.　 E.　LiPschutz M.　 E.　Zolensky

1028 損石のX線CTに よる研究 土山 明 池田 進*

1029 Milleralogical　 allalyses　 of　carbonaceous　 chondrites M.　 E.　 Zolellsky

1030 Mmeralogic　 analyses　 of　carbollaceous　 chondrites M.　 E.　 Zolellsky

1031 Lコ ンドライトの組織平衡化過程について 北村雅夫 富山陸将*

1032 南極産エコン ドライ ト限石の鉱物学岩石学化学的研究 武田 弘 宮本正道

(継続) 石井輝秋

1033 Alteration　 of　 CO　 3　chondrites Alan　 E.　 Rubill

1034 可視 ・近赤外反射スペク トルから見た陽石 と小惑星 との 廣井孝弘

関係

1035 E－コン ドラ イ トの 形 成 過 程 に 関す る 鉱物 学 的 研 究(そ の2) 木村 眞 LiII　 Yangtil19

1036 ユニーク ・コンドライ トの岩石学的及び酸素同位体組成 木村 眞 比屋根 肇

の研究

1037 X-ray　 studies　 of　 matrix　 millerals　 of　 ureilites 中牟田義博

1038 E－コンドライ トの形成過程に関する宇宙化学的研究 海老原 充 木 村 眞,

Lin　 Yal/gtil19

1039 Behaviour　 of　ZII　 in　ureilites Wolfgallg　 Klock 中村桂子,

Mischa　 Maetz

1040 酸素同位体局所分析に基づ くCAI等 の成因に関する研究 比屋根 肇 橋元明彦

1041 Metallic　 ir(m　 alld　 sulfides　 d/lril/g　 alld　 after　 cholldrule 土山 明 橘 省吾,今 栄直也

formation

1042 Thermal　 histories　 of　AI/tarctic　 carbollaceolユs　 chondrites M.　 E.　 Lipschutz M.　 E.　 Zolellsky

1043 Q/lalltitative　 estimation　 of　 shock　 pressure　 experienced 中牟田義博 青木義和

by　 cholldrites　 by　 all　X-ray　 diffraction　 Inethod

1044 Thernlal　 anllealillg　 of"maskelyllite"ill　 tlle　 Asuka 三河内 岳 宮本正道,

一881757　 1ullar　 meteorite:　 Clues　 to　 its　 physical　 state Gordoll　 A.　 McKay

durillg　 shock
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研究代表者
共 同 研 究 者

(*大 学院生)一 一 ←一

feldSPars il11 三河内 岳 宮本 正道,

eteOriteS Gord(m　 A.　 McKay

Reflectance　 spectra　 of　 HEI)s　 and　 "Vesta-like"　 asteroids

Petrogellesis　 of　 Fe-Ni　 Inetal　 bearing　 eucrite,　 EET92023:

Possibility　 of　relatioIlship　 xVith　 mesosiderites

Yamato-79　 CR－ コ ン ド ラ イ トの 希 ガ ス 研 究

CV3お よびCO3コ ン ドラ イ トの 水 質 変 成 に関 す る研 究

普通コンドライ トの熱変成における揮発性元素の挙動

AMS14C法 に よ る1;員石 の 落 「年 代 の 測 定 と明 石 の ベ ア リ

ン グの 推 定

CL,TLに よ る コ ン ドル ー ル の研 究

LLコ ン ドラ イ トとLコ ン ドラ イ トの 関 係 につ い て

___一 ⊥

蜷川清隆

ノく場孝信

RiChard　 Binzel

金田謙太郎*

長尾敬介

飯 石 一明

近見 純*

中村俊夫

蜷川清隆

三河西 岳

遠藤 実*

!　ThOmas　 Burbine*,

Anders　 MeibOln ,

Paul　 BU(:hal|all

宮本正道

高 岡宣 雄,中 村 智 樹,

1岡 崎 隆 司*

韓 小輩*

1宮 本正道

高 岡 宣 雄,南 雅 代,

小 田'寛貴

佐藤暁子*

小 松 睦 美*,宮 本 正 道,

　 　Arch　 Reid

-L-一_._ 一 一

4)低 温資料部門

低温室の共同利用のため,低 温室及び貯蔵室の維持管理,低 温室内での実験に必要とする基礎的な測器の管理を行っ

ている。低温実験室は一60℃ まで冷却することのできる超低温室,常 時一20℃ に保たれている低温室2室 及び試料の

貯蔵庫に分かれてお り,南 極ノく陸で経験する大気の気温に対する環境条件 を満 し,低 温 ドでの雪氷学,寒 地Il学 及び

寒冷生理等の研究 に利用 されている、

低温試料は,低 温貯蔵庫内の移動棚に収納 されている他,収 納 しきれない分については,実 験室に分散されている。

移動棚は,貯 蔵庫中央の通路 をはさんで両側に配置 されてお り,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った低温試料

(雪氷,生 物,限 石,土 壌など)が,ま た他方には南極や北極の雪氷コアが コアケースのまま収納 されている.収 納

能力は,中 型 ダンボール208箱 と氷床 コア930m相 当である,、

現在 これらの両極地域で採取 された氷試料の管理,共 同研究に供する低温試料の配布や基本的な解析の支援を行っ

ている。特 に昭和58U983)年 から昭和59U984)年 にかけてみずほ基地で掘削 された700m氷 床 コアを始め とする

南極での雪氷コア及びグリーンラン ドやスバールバルなどの北極におけるコアは,全 国の研究者に配布され解析 ・研

究が進められて きた。さらに南極 ドームふ じ観測拠点のコア解析が新たに実施 されている。

本年度は38次 隊持ち帰 りの雪氷試料,宇 宙塵試料,蘇 類 ・地衣類試料な どが搬入,整 理 されたのち,共 同利用研究
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試料として共同研究者に配布された。

低温室の内部 には氷試料だけでな く生物試料,限 石,底 質などの土壌試料 も保管されている。なお,現 在低温室が

手狭になったため一部の試料保管 を外部に委託 している。

2.研 究施設 ・設備 の共同利用

1)北 極 圏 環 境 研 究 セ ン ター

北極圏環境研究センターは,国 際共同研究事業の 一環 として北極域における大気 ・陸域 ・海洋 ・生物圏環境の変動

等に関する観測 ・研究を実施 ・推進するとともに,北 極研究に関する情報の提供,助 言を行なうことを目的 としてい

る。 また,「 国際北極科学委員会(IASC)」 の活動 に対応す るとともに,国 際的な共同研究プロジェク トの 立案など

にも参画 している。 さらに北極研究に関する文献,資 料及び情報の収集を行ない,広 く共同利用者の利用に供 してい

る。国際共同研究事業の主な研究課題は,北 極圏における地球規模大気環境変動の研究,環 北極海雪氷コアによる環

境変動の研究,北 極圏におけるツン ドラ生態系観測 と陸域環境特性の研究,北 極海ポリニア航海観測を掲げ,国 内外

の大学 ・研究機関等の北極関連研究者 とともに研究 を進めた。 これらの研究を通 して地球規模の気候 ・環境変動の実

態 とそのメカニズムを,北 極の視点から解明することを目指 している。センターでは,ノ ルウェー領スバールバル諸

島のスピッツベルゲン島ニーオルスン(北 緯79度,東 経12度)に 設置した観測基地を運営 し,現 地観測を共同研究 と

して継続 した。平成10年 度には大気科学,陸 上生態学分野の37名 がニーオルスン観測基地を利用 した。延べ751人 日

の利用であった。

2)情 報 科 学 セ ン ター

情 報 科 学 セ ン タ ー で は 大 型 計 算 機 の 管 理 ・運 用,所 内 ネ ッ トワー ク(対 外 回 線)の 整 備 を行 う と と も に,南 極 昭 和

基 地 の 「多 目的 衛 星 デ ー タ受 信 シス テ ム」 で 取 得 した 多 量 の 衛 星 デ ー タを 処 理 ・解 析 した 。

大 型 計 算 機 シ ス テ ム を 含 む セ ン ター シ ス テ ム のCPU仕 様 時 間 は 全 体 で 毎 月600時 間 か ら800時 間 前 後 で 推 移 し,多 い

Jlに は1000時 間 を 超 え る 月 もあ っ た。 平 成9年6月 に 導 入 した 並列 型 計 算 サ ー バ(SR2201)の 利 用 量が 予想 以 ヒに

大 き く毎 月400時 間 前 後 の 利 用 が あ っ た。 セ ン ター シス テ ム の ユ ー ザ は81ユ ー ザ で あ っ た 。

所 内 ネ ッ トワ ー クの 需 要 は 年 々増 加 し,　WWWサ ー バ,　FTPサ ー バ 等 の ぐノ:ち一ヒげ の 希 望 が 多 く寄 せ られ る よ う に

な っ た た め,需 要 の 大 き い ドメ イ ン の 分 割 を 行 っ た 。 こ れ に伴 い 昭 和 基 地(syOwa.nipr.ac.jl)),昭 和 基 地 夏 期 宿 舎

(sllmmer.11ipr.acjp),南 極 観 測 船 し ら せ(　 shirase.nipr.ac.jr))　,隊 員 室(jare.nipr.ac.jp),超 高 層 研 究 グ ル ー プ

(11al).nipr'.ac.jp),気 水 圏 研 究 グ ル ー プ(pmg.llipr.ac　 jp)の 各 ドメ イ ンが 新 設 され た。 南 極 観 測 船 し らせ 極 地研 間

の デ ー タ通 信 を 平成10年11月16Hか ら運 用 を 開 始 し,オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス 号 の救 援 にお い て 国 内 へ の 画 像 伝 送

を行 っ た。 昭 和 基 地 夏 期 宿 舎 に 夏 隊 用 の電 子 メー ルサ ー バ を 設 置 し,無 線LANで 昭 和 基 地 と接 続 した 。

オ ー ロ ラ 粒 」物 日速 域 の 解 明 をi三日 的 とす るEXOS-D　 (あ け ぼ の)衛 星 の 受 信 は,39次 隊 に よ り976パ ス 実 施 され,

全 て 宇 宙 科 学 研 究 所 の 衛 星 デ ー タベ ー ス に登 録 され た 。 こ れ らの デ ー タはEXOS-1)衛 星 デ ー タ処 理 解 析 装 置 を 用 い て,

極 地 研 に も 移 植 さ れ た 。 欧 州 リ モ ー トセ ン シ ン グ 衛 星(ERS-2)は59パ ス の 受 信 を 行 っ た 。 宇 宙 開 発 事 業 団

(NASDA)の 地 球 資 源 探 査 衛 星(JERS-1)は75パ ス(SAR:75パ ス,OI',S二 な し)の 受 信 を行 っ た。　JERS-1は

平 成10年10月12日 に 運 用 を 停1ヒ した 。 ま た,米 国 軍 運 用 のDMSPは5216パ ス,米 国 海 洋 大 気 庁(NOAA)　 運 用 の

NOAAは3648パ ス の受 信 を行 っ た 。

VLBI観 測(詳 細 は 地 学 分 野)は 平 成9年2月 に 設 備 構 築 が 終 了 し,39次 隊 に よ り4回 の48時 間(連 続)観 測 が 行

わ れ た 。

3)南 極 圏環 境 モ ニ タ リン グ研 究 セ ン タ ー

南極域に見られる自然現象は孤立 したものではなく,地 球システムの中で北極域を含む他の地域 と深 く関わ りあっ

ている。南極域では,大 気圏,海 洋 ・地殻圏,生 物圏諸過程の相互結合作用によって,南 極圏システムが構成されて

いる。
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宇宙への窓として極域に現れる現象は太陽 ・地球系の電磁場相 互作用の変動現象と捉 えることがで きる、成層圏 ・

対流圏をめ ぐる物質循環の諸現象は地球規模の気候システムの変動 と密接に関連する。また,南 極大陸上の氷床の変

動は南極ノく陸地殼の変動 と相互に作用 し,海 洋系の変動とも関連する。陸域 ・海域の生態系はこのような微妙な環境

変動に応答 しながら存在 している

これら大気圏環境変動,海 洋 ・地殻圏環境変動,生 物圏環境変動は個々に独1/:したものではなく相互に結合 してい

る。南極圏環境モニタリング研究センターは,南 極圏の環境変動の中 ・長期的なモニタリングを通 して,そ の変動過

程 ・変動機構を総合的に研究することを目的として,平 成7年q995)4月 に新設 され,発 足 した。

平成8年 度は海洋 ・地殻圏に加え,大 気圏の環境変動の分野を充実 ・発展 させた 引き続 き,平 成9年 度において

は生物圏の環境変動の分野が ・部設置され,'iG初 計画の 一通 りの まとまりとなった一この間,南 極観測は従来の研究

観測がプロジェク ト研究観測 とモニタリング研究観測 との2つ のカテゴリーに整理 され,南 極圏環境モニ タリング研

究センターが特 に後者へ対応することとなった。極地研究所が対応 してきた定常観測を引き継 ぐ形でのモニ タリング

研究観測を円滑に実施するため,国 内での観測準備や訓練,南 極現地での観測の実施,取 得データの国内での処理 ,

に関する づ璽の業務を行っている、

平成10年 度には所内外の委員で構成される南極圏環境モニタリング研究センター運営委員会の第1回 の委員会を開

催 し,本 セ ンターの業務内容,活 動方針 を検討 し,中 ・長期的環境変動研究の基礎 となるモニタリングデータスペー

スの構築を目指すこととした。また,南 極研究科学委員会における南極域におけるデータ管理に関する国際的な対応

を続けている。

4)オ ー ロ ラ世 界 資 料 セ ン タ ー

オ ー ロ ラill:界資 料 セ ン ター　(WDC-C2for　 .Nurora)　 は,資 料 系 オ ー ロ ラ資 料 部 門 が 管 理 ・運 営 し,管 理 ・資 料 棟5

階 に床 面 積 約84m2の 資 料 保 管 庫 兼 閲 覧 室 を有 して い る 。 当 セ ン ター に保 管 され る 資 料 は ,　WDCパ ネ ル が 示 す 作 業 指

針 を基 本 と し,オ ー ロ ラ物 理 学 の 進 展 に伴 う研 究 者 の 要 望 資 料 を も経 済 的 物 理 的 事情 を勘 案 した 上 で収 集 す る 方針 と

して い る。 資 料 保 管 庫 は 冷 暖 房 ・除 湿 器 を備 え て い る と と も に,リ ー ダ プ リ ン ター 利 用 に よる 簡 単 な 閲 覧 と複 写 が 可

能 と な っ て い る 、 デ ー タ収 納 能 力 は,35mlnマ イ ク ロ フ ィル ム約28,000本/100ft巻 ,計 算 機 用 磁 気 テ ー プ約1,900本,

マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ カ ー ド数 千 枚 で あ る 。　WI)C-C2　 for　Geomasslletism　 (京 都 大学 理 学 部)と の 共 同 に よ るAEデ ー タ

ブ ッ クの 出版 も行 っ て い る.

本 年 度 まで に 収 集 した デ ー タの 概 数 を次 表 に示 す 。

r

」
1
7
L

日

n

土
沓

工
↑

ま

地

資

ー半

「311。誘 言 言 編集霰 ㌃ ム

名

16mm全 天 カ メ ラ フ ィルム(一 一部編 集 不 能)

35mm全 天 カ メ ラ オ リ ジナ ル フ ィルム

35mm全 天 カ メ ラ 長 尺 保 存 フ ィル ム

地 磁 気3成 分 オ リ ジナ ルチ ャ ー ト記 録

地 磁 気3成 分3打 点 チ ャ ー ト記 録

地612,>1気3成分351mnマ イ ク ロ フ ィル ム

同 上A4版 引 伸 し資 料(閲 覧 用1

絶 対 測 定 記 録 書

超 高 層 現 象 相 関 記 録 マ イ ク ロ フ ィル ム

同 ヒA4版 引 伸 し資 料(閲 覧 用)

計 算 機 取 り組 込 み デ ー タA4版 引 伸 し資 料(閲 覧 用)

オ ー ロ ラ写 真 観 測 記 録

観 測 期 間

1970年 ～1997年

1966年 ～1969年

1970イ ヰ三～ 工9944三

1970イ 手玉～1978イ 手{

1959{1三 ～1997葺 三

1966舞 三一19974三

1972年 一1997年

ユ959イll-1961q三

王966{F～1997イr

1977年 ～1997年

1977イ 手三一1986q:-

1976イ 丁三～1986二 年三

1981年 ～

上
半,≧

、

汐
ξ 数 量

一 ーー ー ー一1

100ft,284三 ラナ

100ft,4i(}三 ラhs

1,000ft,25{Fク}

1,000ft,9イ 干う}

39年 分

32年 分

100ft,26有 三iJj'

23一 フ ァ イ ル

3一 フ ァ イ ル

100ft,21{{三 うナ

61一 フ ァ イ ル

6一 フ ァ イ ル

糸くJ55冊}
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資 料 名 観 測 期 間 数 量
一

35mm全 天 カ メ ラ編 集 済 フ ィル ム 1987年 ～1991年 340巻/100ft

35mmオ リ ジナ ル フ ィル ム 1987年 ～1991年 82巻/400ft

DMSPオ ー ロ ラ観 測 記 録 1972年 ～1988年 240巻/100ft

SOIlth　 Pole基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム 1976年 ～1990年 100ft,15年 分

あ

す
Halley　 Bay基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム

1976年 ～1978年

1982年 ～1986年

237巻/100ft

か Maws(m基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム
1976年 ～1977年

1984年 ～1985年
410巻/100ft

観 Casey基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1976年 ～1978年 386巻/100ft

測

拠

Maquarie島 基 地 全 天 カ メ ラ フ ィ ル ム
1976年 ～1977年

1982年 ～1984年
722巻/100ft

点 Davis基 地 全 天 カ メ ラ フ ィル ム
1976年 ～1977年

1984年 ～1985年

360巻/100ft

資 地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィル ム(約55基 地) 1976年 ～ 774巻/100ft

料
地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ(約5基 地)

IMP-J　 (IMF)マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ

1979年 ～

1977年 ～1979年

約1,370枚

20枚

NOAA&TIROS(粒 子) 1978年 ～1996年 MT440巻,　 CD-ROM7巻

DMSP　 (粒子)MT 1979年 ～1992年 461巻

DataBook等(閲 覧 用) 約350冊

日 よ 地 磁 気 マ イ ク ロ フ ィル ム 1957年 以 降 6,200巻/100ft

本 り
学 管 全 天 カ メ ラ フ ィル ム 1957年 以 降 6,900巻/100ft

術 理
会 換 DMSPオ ー ロ ラ観 測 記 録 1972年 ～1980年 130巻/100ft

議 え

5)低 温実験室

低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却できる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却による実験

室,-20℃ の強制対流冷却の実験室 と貯蔵庫か らなっている。運転時間は,貯 蔵庫が終日,他 は保守員の勤務時間内

(午前9時 ～午後5時 まで)で ある。

本年度の利用状況を図に示す。延べ利用人数は632人,延 べ利用件数は409件 であった。主な利用は試料保管に加え

て,ド ームふじ観測拠点深層コアの処理作業,北 極グリーンラン ドコアの処理作業 と解析作業,雪 氷コア自動層位観

測装置の試作実験,氷 床 コア中の二酸化炭素の抽出実験,各 種観測機器の耐寒試験 などで,他 に第40次 観測隊関連の

利用があった。

低温実験室月別利用人数 ・件数(平 成10年 度)

120

100

80

60

40

20

0
4月5月6月7月8月9月10月 　ll月12ノ 」1月2月3月

一

　

一

一

一
[:コ 人数

+件 数

－

A

＼

1

一

一

計
一

1

一

札

1

一

/

1

斗
一

1

一

牙
一

1

一

i 1

一

1 1 1

一 一

一102一



6)光 学校正機器室

光学 校 正 機 器 室 は フ ォ トメー タや 全 ノミカ メ ラ 等 の 光 学 観 測 機 器 の 絶 対 感 度 ・分 光 感 度 特 性 の校 正 をす る た め に平 成

8年 度cOE設 備 費 に よ っ て新 設 さ れ た 実 験 室 で あ るP要 設 備 と して は 直径2mの 大 型 積 分 球,ダ ブ ルパ ス 分 光 光 度

計,モ ノ ク ロ 面 光 源,携 帯 用 比 較 校 正 光 源(3台),比 較 校II{フ ォ トメー タ(3台),全 天走 査 型 比 較 校 正 フ ォ トメ ー

タが 備 わ る 所 内 ・所 外 の 光 学 観 測 を 行 う研 究 者 に 広 く解 放 し,光 学 観 測 機 器 の 校 正 が 簡 単 に 高 精 度 で 行 え る 設 備 環

境 を提 供 す る こ と を 日的 とす る.平 成10年 度 は所 内 外 か ら延べ15件 の 利 用 が あ っ た 。i三な利 用 日的 は 全 天 イメー ジ ャー,

黄 道 光 イ メ ー ジ ャー,フ ァブ リー ペ ロ ー イ メ ー ジ ャー の フ ラ ッ トフ ィー ル ド補 正 デ ー タの 取 得,各 種 イメ ー ジ ャー 及

び フ ォ トメ ー タの 絶 対 感 度 校iE,　 そ れ らの 光 学 機 器 に 使 用 され る 光 学 フ ィル ター の 透 過 スペ ク トル 測 定 で あ る 。
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IV.　南極地域観測事業

1.第39次 南極地域観測隊

1)編 成

人員58名(越 冬 隊40名,

(1)越 冬 隊

夏 隊18名)

「 部 門 氏 名 所

1
一 ー ー 一 一

隊 長 兼 越 冬 隊 長 澁 谷 和 雄 国立極地研究所南極圏環
L 　

定常観測 電 離 層 草 野 健一一郎 郵政省関東電気通信監理
{

「 一一 一

!た こ丸
象 岸 隆 幸 気象庁観測部

安 田 毅 彦 気象庁観測部

1 吹 田 俊 明 気象庁観測部

堀 川 和 久 気象庁観測部

1 大河原 望 気象庁観測部
_斗_.

「 一
1　 一

1 研究観測 宙 空 系 岡 野 章 一 国立極地研究所研究系1
目 木 一 男 国立極地研究所事業部(

1坂 野井 和 代, 東北大学大学院理学研究
1

_↓ 一

国 立極地研究所南極圏環境モニ タリング研究センター

気 水 圏 系

ト ー 斗

地 学 系

口」 田

鈴 木

橋 田

柏 原

知 充㌦ 海鹸 綱 科,蹴 所
啓 助 信州大学理学部

元 国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究センター

律 国立極地研究所事業部(ア ンリツ㈱)

一
コ

属

1

L

康

茂

司

子

明

達

秀

博

陽

孝

島

木

田

野

家

田

小

青

海

東

寺

矢
L

設 営 機 械

一一ーー!

村

半

渡

吉

正

LII

加

一

男

伸

隆

男

彦

.
一

金

真

栄

和

幸

一
裕

松

田

辺

田

川

本

藤

L －_i

通 信 日 下 隆

⊥ 桐 山 博 志

国立極地研究所資料系

国立極地研究所南極圏環境モニタリング研究セ ンター

東京大学人学院理学系研究科

京都大学 大学院理学研究科

国 立極地研究所事 業部(総 合研究大学院大学)

九州大学理学部
　

ト ー ー ー 一
国正極地研究所事 業部(㈱ 関電11)

国立極地研究所事業部(い す"自 動 車㈱)

文部省大臣官房文教施設部

建設省関東地方建設局

国立極地研究所事業部(ヤ ンマーデ ィーゼル㈱)

国立極地研究所事業部(株 大 原鉄工所)

国立極地研究所事業部(㈱ 日立製作所)L

Ｔ一郵
政大臣官房人事部

海 上保安庁警備救難部
－L
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氏

理 木

吉

療 ノく 野

宮 田

 

凋

実

一

　

所

書 隆 之 国1・1極地研究所事業部(1株 東條會館)

田 園1/1極地研究所事業部(棘 魚鉄)

薦罪名

T

義 朗

敬 博

国 ウ:極地研究所事業部(東 葛病院)

国1/1極地研究所事業部(豊 橋市民病院)

環 境 保 全
一 病 ーー一一

設 営 一一 般

`小

佐

飯
1森

1大

1小

田

」_一

田

縢 交

野 茂

田 知

城

河 宏

中 照

幸 鳴

弦

光

弥

智

之

国立極地研究所事業部(岩 船地域広域事務組合)

「 一 一 一
秋田大学鉱山学部

山梨大学工学部

国立極地研究所事業部

琉球大学庶務部

国立極地研究所事業部(ミ サワリゾー ト㈱)

⊥ ⊥ 国立極地研究所事業部(躰 電気(株))一 」

(2)夏 隊

部 門

副 隊 長 兼 夏

定常観測

一 一

1 海 洋

}一 ー ー ー一

海 洋

ト ー一

測
一 　 　 ' 一一

研究観測 気 水

名氏

喜脇森

… 「 一 一ー 一

1所
所t-1…"'"一 ー

一1国 立極地研究所研究系

十一ーーーー一__

属

隊 長
一一叶　

海 洋 物 理 寄 高
一 ーート

海 洋 イヒ 学}増 山
一__一 ー ーーー－L－

ー三和 子 海 上 保 安 庁 水路 部

「t"1一

日召　 ttsi　 海上 保 安 庁 水Ee各部

一ーーー一4_

地!岩 田 昭 雄 「建設省国t地 理院

気 水 圏 系

トーーーー ー ー

|地 学 系

1

生物 ・医学系

一一↓-

1青

町

木 周

田 敏

小Ili内 康

豊 島 剛

大和田 正

角 替 敏

荒 井 修

ミ鷲 山 面

:石 川

・般1大 谷

黒 沢

山 本

福 田

葛 西

一⊥..

司 東北大学理学部

暢1環 境庁国立環境研究所
一_L-_一_

人 岡山大学教育学都

忘`新 潟大学大学院自然科学研究科

明 山日大学理学部

昭 島根大学教育学部

亮 京都大学大学院農学研究科

樹 国立極地研究所事業部(株 緑星社)

輝 三重大学生物資源学部

雅 彦 国立極地研究所事業部(飛 島建設㈱)

健 国立極地研究所事業部

康 久 国立極地研究所事業部(一{機rl業 ㈱)

滋 国立極地研究所事業部(向 ノト建設㈱)

繁 光 国立極地研究所事業部(向Jt－建設㈱)

一ゴ

設 営 設 営



○同行者

氏 名 所 属

櫻 井 洋 一 環境庁自然保護局

斎 藤 清 明 ㈱毎日新聞社大阪本社

三 縄 和 彦 全国朝日放送㈱

外 田 智 千 総合研究大学院大学数物科学研究科

黒 木 麻 希 総合研究大学院大学数物科学研究科

Warwick　 A.　 Crowe 西 オ ー ス トラ リア 大学

L 一一

2)観 測 項 目一 覧

(1)船 上及び接岸中における観測

〔定常観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担当機関

海 洋 物 理 ○海洋物理観測 海 上 保 安 庁

海 洋 化 学 ○海洋化学観測 海 上 保 安 庁

測 地 ○基準点観測 国 土 地 理 院

〔プロジェク ト研究観測〕

部 門 名 観 測 項 目 担当機関

宙 空 系 南極域熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と大気変質の研究 国立極地研究所
・地 上 リモ ー トセ ン シ ン グに よ る熱 圏 ・中 間 圏へ の エ ネ ル ギ ー 流 入 と

大気変質の研究

気 水 圏 系 極域大気一雪氷 一海洋圏における環境変動機構に関する研究 国立極地研究所
・南極大気 ・物質循環観測

・南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測

地 学 系 南極大陸の進化 ・変動の研究 国立極地研究所
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究

生 物 ・医 学 系 南極環境 と生物の適応に関する研究 国立極地研究所
・海氷圏環境変動への生態系応答の研究

・露岩域生物相の起源 と定着 に関する研究

一106一



〔モニタリング研究観測〕

部 門 名 観 測 項 目

気 水 圏 系1地 球環境変動に伴 う大気 ・氷床 ・海洋のモニ タリング
・ノく気微量成分モニ タリング

・氷床氷縁監視と氷床表面質量収支のモニ タリング

斗一

地 学 系

生 物 ・医 学 系 海氷圏変動 に伴う極域生態系長期変動モニタリング

・海洋大型動物モニタリング

・海洋基礎生産モニタリング

・陸上生態系モニタリング

(2)昭 和基地及びその周辺における越冬観測

〔定常観測〕

部 門 名| 観 測 項

電 離 層 ○電離層垂直観測

○電波によるオーロラ観測

○リオメータ吸収測定

○電界強度測定

気 象 ○地上気象観測

○高層気象観測

○特殊ゾンデ観測

○オゾン観測

○ 日射量の観測

○天気解析

潮 汐 ○潮汐観測

ヨ匡
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〔プロジェク ト研究観測〕

部 門 名

宙 空 系

気 水 圏 系

地 学 系

一

幅 物 ・医学系

L_

観 測 項 目

南極域熱圏 ・中間圏へのエネルギー流入と大気変質の研究
・地上 リモー トセ ンシングによる熱圏 ・中間圏へのエ ネルギー流入と

大気変質の研究
・大気球 ・衛星観測 による広域大気組成 ・電磁環境の研究

極域大気一雪氷一海洋圏における環境変動機構 に関する研究
・南極大気 ・物質循環観測

・氷床変動システムの研究観測

・南極季節海氷域の大気一海洋相互作用観測

南極大陸の進化 ・変動の研究
・東南極 リソスフェアの構造 と進化の研究

・総合的測地 ・固体地球物理観測による地球変動現象の解明

太陽系始原物質探査

南極環境 と生物の適応に関する研究

・低温環境下におけるヒトの医学 ・生理学的研究

担当機関

国立極地研究所

国立極地研究所

国立極地研究所

国立極地研究所

〔モニタリング研究観測〕

「 蔀 戸「 名 コ…一
寸

-ト

ー

宙 空 系1 極 域 電 磁 環

・電 磁 工

・粒 子工

「
気 水 圏 系 地球環境変

・大 気 微

・氷 床 氷
`

ー`
I
I

・海 氷 成

地 学 系 南極プレー

沮召和基

1 タ リ ン

!一
1 生 物 ・医 学 系 海氷圏変動

電 磁 エ ネ ル ギ ー 流 人 の モ ニ タ リ ング

・粒 子エ ネ ル ギ ー 流 入 の モ ニ タ リ ング

地 球 環 境 変 動 に伴 う 大気

・大 気 微 量 成 分 モ ニ タ リ ン グ

・海 氷 成 長 ・融 解 過 程 の モ ニ タ リ ン グ

南 極 プ レー トにお け る 地 学 現 象 の モ ニ タ リ ン グ

　

観 測 項 目 担当機関

に伴 う長期変動モニタリング 国立極地研究所

の モ ニ タ リ ング

の モ ニ タ リ ング

氷 床 ・海 洋 の モ ニ タ リ ン グ 国立極地研究所

リ ン グ

表面質量収支のモニタリング

の モ ニ タ リ ン グ

　 一

学現象のモニタリング 国ウ1極地研究所

オ ・ホ ル ム 湾 域 に お け る地 震 ・地 殻 変 動 の モ ニ

毎水圏変動に伴う極域生態系長期変動モニタリング
・海洋大型動物モニ タリング

・陸一ヒ生態系モニタリング

.一 一4-

(衛 星 受 信)衛 星 デ ー タ に よる 極 域 地 球 環 境 変 動 の モ ニ タ リ ン グ

　
'一 　一一

国 立:極地研究所

1-

1国 立極 地研 究 所

－L.一 ー一.一一 」
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3)訓 練

(1)冬 期総合訓練

[口 的]第39次 南極地域観測隊の編成及びその他実施準備に資するため,隊 員候補者に対 して,冬 期の寒冷地にお

いて雪中行動等に関する各種訓練を実施 した、,

[期 間]'F成9年3月10日 ～3月14日

[場 所]長 野県南安曇郡安曇村乗鞍地区を中心 とする'帯

(2)夏 期総合訓練

[日 的]第39次 南極地域観測隊員に対 し,極 地行動 に関する各種訓練や観測計画等に関する講義を行い,所 要の知

識や技術を習得させると共に,団 体生活 を通 して隊員の相互理解を深めるために実施 した。

[期 間]平 成9年6月23日 ～6月27日

[場 所]文 部省菅平高原体育研究場を中心とする菅平高原 一帯

(3)音KFE]ラ]1」言川練

観測部門別訓練は,南 極地域 において必要な機器の取扱 いや保守訓練,オ ペレーションを円滑に進めるための訓練

を,担 当部門ごと,出 発準備期間中に随時実施 した。

4)行 動概要及び観測概要

(1)夏 期 行 動 経 過 概 要

1997年ll月14日 予 定 どお り東 京港 発,11月28日 フ リーマ ン トル に寄 港 した 。 寄 港 中 に 第38次 越 冬 隊 員 に 緊 急 患 者 が

発 生 した との 報 を受 け,第39次 隊 は 「しらせ 」 に患 者 を収 容 す る た め,海 洋 停 船 観 測 を と りや め て 昭 和 基 地 に直 行 す

る こ と と な っ た 。12月3口 の フ リー マ ン トル 出航 後 ,患 者 の症 状 に改 善 が み ら れ る よ う に な っ た こ と と,南 極 沿 岸 の

海氷 状 況 が 「し らせ 」 の航 行 に何 等 の 支障 を きた さな い ほ ど良好 で 昭 和 基 地 到 着 が 変 更 後 の 予 定 よ り早 まる 見 込 み と

な っ た た め,第39次 隊 と して は 往 路 に1日 を割 い て ア ム ンゼ ン湾 トナ ー 島 に 地 質 調 査 隊 を送 り込 む こ とを検 討 した。

しか し,患 者 を 「しらせ 」 に 収 容 す る こ とが 最 優 先 で あ る との 南 極 本 部 の 意 向 に従 い
,そ れ を 断 念 して 昭 和 基 地 に 直

行 した 。 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 で も弁 天 島 以 西 が 開水 面 と な っ て お り 「し らせ 」 の 昭 和 基 地接 近 は容 易 で ,12月15日 に

は昭 和 基 地 の 南 西約10kmの 地 点 か らヘ リ コ プ タ ー に よ り患 者 を 「し らせ 」 に収 容 し
,翌16日 に 東 オ ン グ ル 島 見 晴 ら

し岩 東 方400mに 到 着,昭 和 基 地 に接 岸 した 。

接 岸 後,直 ち に物 資 輸 送 を 開始 し,引 き続 き建 設 等 基 地 作 業お よび 野 外 調 査 ほ か の 観 測 を実 施 した 。1月5口 に は

第38次 隊 持 ち帰 りの 大 型 廃 棄物 の 氷h輸 送 を 終 「し,6日 の 「し らせ 」 昭 和 基 地 離 岸 後 ,野 外 調 査 隊 を7Hに 撤 収 し

て,8日 「し らせ 」 は患 者 を 早期 に 帰 国 させ る た め に ケ ー プ タ ウ ン に向 か っ た。 「し らせ 」 に は トナ ー 島 地 学 調 査 隊

6名 と ケ ー プ タ ウ ン往 復 航 路hで の航 走 海 洋 観 測 を実 施 す る 隊 員2名 が 同 行 した 。

1月23日 に 「しらせ 」 は ア ム ンゼ ン湾 に到 着 し,25日 午 前 中 まで トナ ー 島 へ の 地 学 隊 員 と物 資 の 輸 送 お よ び 食堂 棟

と発 電 棟 の 建 設 作 業 を実 施 した。 地 学 隊 員 は トナ ー 島 に留 ま り2月20日 まで 地 質 調 査 をお こ な った が
,2月13日 に メ

ンバ ー の1名 が 発 熱 して 寝 込 ん だ 。　HF通 イ、1およ び イ ンマ ルサ ッ トM電 話 で 昭 和 基 地 の 医 療 担 当隊 員 と随 時 相 談 して
,

配 布 され た医 療 品 の 投 与法 な ど処 置 の指 示 を受 け,投 薬 と静 養 に よ っ て4日 後 に は完 治 した。 この ・件 で は
,医 師 の

い な い 遠 隔 地 で の 長 期 活 動 に は 細 心 の 注 意 が 必 要 な こ と を改 め て 思 い 知 ら され た。

「し らせ 」 は1月26日 に は リ ュ ッ ォ ・ホ ル ム湾 に 戻 り,昭 和 基 地 方 面 で の 野 外 観 測 支 援 ・基 地 作 業 支援 ・第38次 隊

持 ち帰 り物 資 空 輸 な どの 後 期 オ ペ レー シ ョン を 開始 した 。2JJ15Fiに 昭 和 基 地 方 面 で の 夏 期 オペ レー シ ョ ンを 終 了し

て リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 を離 れ,同 夜 か ら19日 まで プ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 沖 で の 海 底 地 形 測 量
,2月20～25日 に トナ ー 島

地 学 調 査 隊 撤 収 を 含 む ア ム ン ゼ ン湾 方 面 オペ レー シ ョ ン を実 施 した.,「 し らせ 」 ヘ リ コ プ ター の 防 錆 作 業後 ,3月1

日 ア ム ンゼ ン湾 発 で帰 途 につ い た 。 以 後,各 層 採 水 ・プ ラ ン ク トン採 取 等 の 停船 観 測 を 含 む 海 洋 観 測 を シ ドニ ー 入 港

直 前 ま で 実 施 した.

行 動 計 画変 更が あ っ たが,天 候 お よ び 「し らせ 」 の 航 行 に とっ て 好 都 合 な 海 氷状 況 に恵 まれ ,「 し らせ 」 の 全 面 的

な協 力 を得 て,昭 和 基 地 等 へ の輸 送 お よ び 夏 期 作 業,実 施 した観 測 で は,十 分 な 成 果 を 挙 げ 得 た

(2)夏 期観測

夏期観測は行動計画変更とリュツォ ・ホルム湾に広 く開水面が発生したために,海 洋観測 と トナー島地質調査,昭
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和基地を中心 とする野外観測等 「しらせ」のヘリコプターの支援を必要とする観測に影響があった。別表に設営を含

めた夏期オペレーションの主要項 目を示す。 このうち,下 線を付 した項目が実施できなかったものである。

① 船上観測

昭和基地までの往路とケープタウン往復航海中は,海 洋物理 ・化学のXBT観 測や表面採水,海 洋生物の表面海水モ

ニ タリング,地 学の海上重力 ・地磁気測定など停船を必要としない観測のみを実施 した。昭和基地沖接岸点 とアムン

ゼ ン湾での停泊中に,海 洋生物部門では動物プランクトンの昼夜各層採集 とス ミスマ ッキンタイヤー採泥器による採

泥を実施 した。2月15日 から19日 にかけて実施 した海洋物理部門の海底地形測量は,プ リンスオラフ海岸の大陸氷縁

まで開水面が広がっていたため大陸棚上を含む広範囲での観測が当初計画以一ヒに実施できた。 さらにアムンゼン湾に

おいても,通 常は定着氷に覆われて航海や測深が困難な大陸棚上の海底地形測量が実施 された。3月1日 以降は,海

況が許すか ぎり計画海域での,　CTD観 測,各 層採水,プ ランク トンネット採集,海 中分光放射計観測などの停船観

測 を実施 した。第38次 隊が設置 したセデ ィメントトラップ等の係留系揚収,第39次 隊の係留系設置,ケ ルゲレン海台

南東端での中層 フロー ト投入作業は,海 況が穏やかであったこともあったが,観 測隊 ・ 「しらせ」とも第36次 隊以降

の経験が蓄積 されてお りスムースに進行 した。特に,係 留系揚収では 「しらせ」の判断による浮上予想地点が的中し,

浮浮ヒとほぼ同時に発見できた。

② 昭和基地での夏期観測

宙空系部門は,38次 隊越冬中に強風により破損 した第lHFレ ーダーアンテナを撤去 した。撤去は4人 ×6日 で終

了 したが,そ の後の部材解体 と持帰 り廃棄物 としての集荷作業に多くの人日を費や した。 このほか,第2HFレ ーダー

アンテナの改修をおこない,第40次 隊で設置が計画 されているMFレ ーダーアンテナの敷地を測量 した。

気水圏系部門の回収気球実験は,行 動計画変更により実験可能期間が1月 上旬までに短縮されたため,大 気球 を用

いるクライオジェニックサンプラー実験のみ とした。1月3日 にCヘ リポー トか ら装置を飛揚,10～30km上 空の大

気をサンプリングして,サ ンプラーは4時 間後に昭和基地西方43kmの 開水面に着水 した。海氷上に着地 しなかった

ため当日ヘ リコプターでの回収はで きなかったが,6日 に昭和基地を離岸 した 「しらせ」を回航 して回収 し,装 置の

動作 も確認された実験は成功 した。

気象部門は基地北岸に積雪深計 と上向き放射観測装置を設置 し,電 離層部門はリオメーターアンテナ,オ ーロラレー

ダーアンテナを設置 した。

地学部門は,日 本国内,オ ース トラリア,南 アフリカと同時観測をおこなうVLBI　 (超長基線電波干渉法)測 地観

測装置を設置 し,2月9日 ～!l日 に第1回 目の同時観測を実施,デ ータを取得 した。

生物(海 洋)部 門は北の浦東部の定着氷に穿孔 して,12月27日 ～2月3日 の間,簡 易型セデ ィメントトラップを設

置 して沈降粒状有機物 を採集するなどの観測 をおこない,昭 和基地環境科学棟で試料の分析 とデータの解析を実施 し

た。

海洋物理 ・化学部門は潮汐観測に係わる副標観測 と水準測量 をおこなったほか,検 潮所から地学棟 までの信号 ケー

ブル保護のため一部埋設工事を実施 した。

測地部門は第36次 隊で設置 されたGPS連 続観測システムの整備 をおこない,取 得データの管理 と日本国内への転送

性能 を改善 した。

③ 昭和基地方面での野外観測

12月18日 ～1月7日 の前期と1月27日 ～2月10日 の後期に分けて実施 した。

地学部門地質調査班は,1月 下旬 まで トナー島での調査ができなくなったので,ス カーレンおよびラングホブデ南

部の調査を実施 した。地学部門地球物理班,同 損石班,測 地部門も調査期間が短縮されたので調査地域 を縮小 し,ス

カーレン,ス カルブスネス,ラ ングホブデ,向 岩,S16,と っつ き岬で別表に示 した観測を実施 した。

生物(ペ ンギン)部 門はラングホブデ袋浦でアデリーペンギン生態調査を実施 した。 しか し,観 測項目の一部は期

間短縮により割愛 した。

④ ドームふ じ観測拠点旅行

第38次 越冬隊から1名 の支援 を得て,別 表に示 した気水圏部門の観測 をおこなった。 ドームふ じ観測拠点で深層掘

削孔への高密度液注入を実施 し,観 測拠点および各種観測機器維持の引継 ぎを受けて,第38次 越冬隊員 とともに観測

拠点閉鎖作業を実施 した。

⑤ アムンゼ ン湾方面での野外観測

トナー島の地質調査は1月27日 から2月20日 にかけて トナー島北部で実施 したが,2月 になると強風のため調査不

能日が出現 した。最大瞬間風速はベースキャンプで42.8m/sに 達 した。
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別 表 第39次 隊 夏期 オペ レー シ ョ ンi要 項 目(ド 線 は実施 しなか った項 目)

定常観測一海洋物理 ・科学

リュツ ォ ・ホ ルム湾 一生 物

地 学

昭和基地 夏期観測

測地

気水圏

気水圏

生物

測地

宙空

大気混 濁 度観測

中層 フ ロー トブ イ投 入,　XBT,　 大気微}創成分 モ ニ タ リング,エ ア ロ ゾル観測,海

氷 ビデオ撮 影

海 ヒ重力,地 磁 気3成 分 測定(8の 字 走行)

表面海 水モ ニ タリン グ,海 亀 衛星受 信,係 留 系 回収 ・設 置,各 層採 水,

ネ ッ ト採 集,海 中分 光放射 計 観測

採 水,　CTD停 船 観測,　XBT　 ・　XCTD観 測,漂 流 ブ イ役 人,　XCP観 測,

プ リンス オラ フ海 岸 沖海底 地 形調査

トナー 島地 質検 査(12月 下旬 ～2Jjド 旬),人U地 震測 線f察(2月 ド旬)

GPS・ 重ノJ測定(往 路 →復 路)

ペ ンギ ン生態 調査(復 路),採 泥(38次 希望)

水位llf揚収(復 路)

ペ ンギ ン生態 調査(ラ ングホ ブデ袋 浦)

広帯域 地 震計 観測 ・GPS基 台設 置(ス カー レ ン,ス トラ ンニ ッパ,

ス カル ブス ネス,オ メガ岬,ラ ングホブ デ袋浦 ・雪 鳥沢,と っつ き岬)

沿岸 裸氷域 宇 宙塵採 集(オ メガ岬,向 岩)

GPS・ 重力 ・地磁 気観 測(ス カー レ ン,ス トラ ンニ ッパ,ス カルブ ス ネス,ラ ング

ホ ブデ雪 鳥沢)

リュツ ォ ・ホ ルム 湾海氷 調査

回収 気球実 験(カ ー ドル配 置,仮 設小屋 組 み,中 型 気球 放球:1機,

クラ イオジ ェニ ックサ ンプ ラー:1機 、 グラ ブサ ンプ ラー:2機)

潮 汐副 標観 測,潮 流 観測

氷 ヒ定 点海 洋観 測(CTD等)

GPS連 続観 測

第1HFレ ー ダー ア ンテナ撤 去,第2HFレ ー ダー ア ンテ ナ補修,

MFレ ー ダー設 置場所 調査

反射 放射 観 測装 置の 設 置,ド ブ ソ ン分 光光 度計 交換

電 離層観 測 機お よびア ンテナ 更新 、調整

水 素 メーザ ー搬 入,　VLBI設 備設 置 ・フ リ ンジテス ト,

超伝 導 重力 計ヘ リウム液化 重填 ・オーバ ー ホー ル

HFレ ー ダー保 守,画 才 ングル テ レメー ター拠点 保守

第2居 住 棟建 設,f備 食冷 凍庫 建 設,旧 通 路解 体,通 路 棟建 設

第2居 住 棟 設備,発 電 機OHと 撤 去,太 陽光発 電装 置 設置,夏 宿 設備 整備,

管理 棟冷 凍機 整備,金 属 タ ンク(IOOIe4,251ee)設 置

汚水 処理 棟内 部Il事,焼 却炉 更新,生 ゴ ミ処理 機設 置

引 き継 ぎ業務,　HFア ンテナ保 守

医療 施設 点検

食料搬 入

ア ンテナ駆 動 系点検,受 信 システム運 用 局更新,

コリ メー シ ョン調整(西 オ ングル島)

基地LAN点 検 ・整備,Aヘ リポ ー トガル フ シール撤 去

内陸丁 ドームふじ旅行一 友水圏

輸送

Sl6-一 気象

測地

大型

表 層 積 ㍗ サ ン プ リ ン グ,ル ー ト沿 い 雪 尺 測 定 ほ か 雪 氷 観 測,深 層 コア 検 層,深 層 掘

削 孔 へ の 高 密 度 液 注 入

ロ ボ ッ ト気 象 計 電 池 交 換 ・引 き継 ぎ

GPS測111:

雪 ヒ車(SM100S,SM40S),ク レー ン トラ ッ ク,大 気 球 川 ロ ー ラ ー 車,

2tダ ン プ,ク ロ ー ラ ー ダ ン プ,振 動 ロ ー ラ ー,フ ォ ー ク リ フ ト,カ ブ ー ス ・儀5台

ス ノ ー モ ー ビ ル6台,金 属 タ ン ク(1001e4、25々e),汚 水 処 理 棟 内 部 設 備,太 陽 光 発

電 装 置,水 素 メ ー ザ ー,焼 却 炉,生 ゴ ミ処 理 機,建 設 資 材

、y車釜亨由(420左4),JP5(IOOle4)

観 測 機 材,建 設 資 材,焼 却 式 トイ レ

観 測 機 材

観 測 機 材,高 密 度 液,南 極 軽 油 ドラ ム

観 測 機 材,建 設 資 材,南 極 軽 油 ドラ ム,航 空 ガ ソ リ ン ドラ ム
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2月20日 の トナー島地質班撤収後は 「しらせ」を起点としてヘ リコプターで往復する日帰 り調査 を実施 した。地質

班は トナー島南部のほかリーセルラルセン山,ア ムンゼン湾湾奥のバン ト島,プ リース トリー峰の調査を第38次 隊員

の支援を受けておこなった。25日 にもビーバー島の調査を試みたが,強 風でヘリコプターが着陸できず中止 した。 ト

ナー島では2月20日 と22日 に,　GPS測 量 と重力測量の測地および地球物理の予察的調査,さ らに第40次 隊の活動に備

えての環境影響評価のための植生調査が,第38次 越冬隊員の協力を得ておこなわれた。

海洋物理 ・化学 と生物(ペ ンギン)隊 員は22日 にリーセルラルセン山域で第38次 隊設置の水位計回収とペンギンル ッ

カリーの調査を実施 した。 このほか生物(ペ ンギン)隊 員は23日 にアムンゼン湾地域のペ ンギンルッカリー分布調査

を,第38次 隊地球物理隊員は23,24日 に大陸氷表面形状調査を 「しらせ」ヘ リコプターにより実施 した。

(3)夏 期設営

① 輸 送

「南極地域の環境保護 に関する法律」が1997年5月28日 に公布 され,「 環境保護 に関する南極条約議定書」が1998

年初頭 にも発効する見通 しとなったことに伴い,こ れまで南極で焼却処分 していた梱包材を極力減らすために一一部で

はあったが組立式の コンテナを導入 した。積荷は1064.9t,3041m3に 達 した。過去最高の量で,晴 海埠頭での積載時

に積み残 しが出ることが懸念されたが,関 係者の努力ですべてを積載できた。行動計画変更により,昭 和基地への輸

送前に2船 倉の トナー島用物資を 「しらせ」両舷上甲板に待避する必要が生 じた。

昭和基地への物資輸送は,12月16日 「しらせ」の接岸後,緊 急物資の空輸で始まった。貨油送油,雪 上車等の大型

物資の氷上輸送も天候 に恵まれて順調に捗 り,緊 急物資空輸完 「の目途がたった12月18日 には宗谷海岸の露岩地域 に

野外調査隊を送 り出すことができた。第39次 隊の昭和基地方面での物資空輸は12月31日 に終了 した。なお,「 しらせ」

がケープタウンか ら戻って来る1月 末から2月 初めには,昭 和基地付近の海氷の氷状が悪化することが懸念 されたの

で,大 型廃棄物などの持ち帰 り物資の氷状輸送も1月3日 か ら5日 にかけて第38次 越冬隊により実施 された。

「しらせ」が再びリュツォ ・ホルム湾 に戻った後,1月28日 から2月6日 までは昭和基地およびS16か ら第38次 越

冬隊および第39次 隊の持ち帰 り物資の空輸が実施 された。 トナー島への空輸は1月23～24日 に実施された。 この時,

38次 隊で設置されたリーセルラルセン山城の発電棟が転倒 していることが判明 し,後 に トナー島でも小屋の補強 工事

が必要 となって,復iB・ 補強工事資材 と人員の輸送 を2月20～25日 に実施 した。

② 昭和基地での基地作業

基地周辺の残雪は前年の夏に比べると少なかったが,水 汲み沢の雪田が夏期に融けきらず雪田に堰止められた融雪

水が第…ダムの周囲に溢れだ し,夏 期隊員宿舎周辺やCヘ リポー トと基地主要部 との間の道路が冠水する状況がこの

数年継続 している。雪田の融解を促進 し水汲み沢の水流を回復する工事が必要 と思われる。

基地作業は12月16日 に夏期隊員宿舎周辺の排水作業か ら始めた。物資空輸の 目途がたった12月29日 からは,基 地作

業に 「しらせ」乗員の支援を受けることがで きるようになった。特に,1月2日 から実施 した300kVA発 電機のオー

バーホールには,連 続 して同 じメンバーの機関科員の支援 を得て作業効率 を上げることができた。1月6日 までの

「しらせ」支援員は 「しらせ」 を拠点とする日帰 りで要請 し,夏 期隊員宿舎の調理は第39次 隊の調理担当隊員が担当

した。1月29日 ～2月10日 の間は 「しらせ」補給科員に夏期隊員宿舎の調理を要請 し,2泊3日 交代で 「しらせ」乗

員の基地作業支援を受けた。「しらせ」乗員の支援は448人 目を当てに していたが,ケ ープタウン往復で不在 となった

ため,約100人 目の減 となった。計画人日を超過 した分と 「しらせ」支援減の分を研究および定常観測隊員が補った

ことになった。夏期作業中に発生 した廃棄物で第39次 夏隊で持ち帰 り可能なものの荷造 り・計量は,環 境保全担 当者

とボランテ ィアにより夕食後におこなった。

建設作業は,食 糧搬 入を容易にするために予備食冷凍庫の建設から開始 し,12月30日 には予備食冷凍品の搬入を済

ませることがで きた。建設作業では,第2居 住棟 と発電棟への通路棟建設が特 に大 きな1:事 で,第2居 住棟敷地周辺

の除雪は第38次 越冬隊により終っていたが,そ れぞれ773人 日と504人 目を要 し予定を大きくヒ回った。通路棟建設に

要した人日には1月15日 までかかった除雪 ・凍土剥 ぎ ・仮説通路撤去の65人 目と既存通路棟防火区画の改修1二事が含

まれている。輸送集積された資材の仕分け ・解梱 ・建築現場への配送,第2居 住棟の外装 ・内装 に予想以Eの 人手と

日数を必要とした。通路棟鉄骨と既存施設の接合部で必要 となった溶接作業は 「しらせ」に依頼 した。

③ アムンゼ ン湾方面での輸送 ・建設作業

トナー島への空輸は1月23日 ～24日 に実施 され,約10tの 物資がヘ リコプター便で運ばれた。 トナー島は,第40次

および第42次 南極観測で配備 ・禾lj用が予定されている小型ヘリコプターの拠点 となるため,主 島北西端のベースキャ

ンプに食堂棟 と発電棟の2棟 の小屋 を建設 した。 これ らの作業は,「 しらせ」の支援 を受けて,地 学部門地質調査班
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の リー ダー 小 山 内 隊 員 の 指 揮 ドで実 施 され た 、昭 和 基 地 か らの 復 路 に リー セ ル ラ ル セ ン山城 か ら 第38次 隊 が 残 置 した

物 資 の ・部持 帰 り計 画 が あ っ た た め,同 物 資 の 偵 察 が こ の 空 輸 期 間 中 に 「し らせ 」 に よ っ て な さ れ,同 地 の 発 電 棟 が

転 倒 して い る こ とが 判 明 した また,ト ナ ー 島 にお い て も強 風 時 に小 屋 が 振 動 した りス テ ー ワ イヤ ー の緩 み が 生 じた

た め,復 路 に トナ ー 鳥 小 屋 の 補 強1:事 と リー セ ル ラ ル セ ン発 電 棟 の 復 旧1:事 をす る こ とに な り,双 方 併 せ て3tの セ

メ ン ト等 の資 材 と人 員 の 輸 送 と1二事 を 「しらせ1乗 員 の 支援 を受 け て2Jj20-一 一25日 に 実 施 した .

(4)越 冬 経 過 概 要

第39次 南 極地 域 観 測 越 冬 隊 は 隊 長渋 谷 和 雄 以 ド40名 で 構 成 され て い たが,機 械 隊 員1名 が 越 冬 を断 念,夏 隊 と と も

に帰 国 した の で39名 が 昭 和 基 地 で 越 冬 した1998年2月1日,第38次 隊 よ り実 質 的 な 運 営 を引 き継 い だ 後 ,2月20日

に 正式 に 越 冬 が 成 立 した.

① 天 気

2月 は 全 般 的 に 天 候 が 大 崩 れ す る こ と は な か っ たが ,月 末 か ら3月 ヒ旬 に か け て 立て続 け に ブ リザ ー ドにみ まわ れ

た 。3月3日 はB級 ブ リザ ー ドとな り,第39次 隊 初 の 外 出 禁 止 令 が 出 た 。3月 中 旬 か ら4月 ・杯 は 比 較 的 穏 や か で ド

旬 に は気 温 が20℃ 以 ドに な っ た 。

5月 初 旬,6月 初 旬 に ノくき なA級 ブ リザ ー ドが 襲 来 した 。6月3～5日 の 大 ブ リザ ー ドは 越 冬 中最 大 の もの で継 続

時 間 は46時 間20分,最 ノく瞬 間 風 速 は54.8m/sに 達 した 。 こ の ブ リザ ー ドは電 離 層 ア ンテ ナ の倒 壊 を 中心 に 大 き な被 害

を もた ら し,福 島 紳 隊 員遭 難 銘 板 も被 害 を受 け た 。7月 は総 じて ぐず つ い た 天気 だ っ た が ,野 外 行 動 の 要所 で は 天候

に恵 まれ た.同20日 に越 冬 開 始 以 来 初 め て 気 温 が 一30℃ 以 ドに な っ た、,

81jは 快 晴 ・無 風 の 日が 多 か っ たが9Jjに 入 る と 一転 して 悪 天 で 経 過 し,B級 ブ リザ ー ド基 準 を越 え た 日が11日,

A級 基 準 に まで 達 した 日は5日 を 数 え た 。9JJ5～7日 の ブ リザ ー ドは 大 量 の ドリ フ トを基 地i三要 部 風 下側 に 残 し
,

そ の 後 の ブ リザ ー ド と もあ い まっ て 気 長 で 消 耗 な除 雪 作 業 を 強 い る もの と な っ た 。10月 は 雪 日数24日 ,平 均 雲 量8.6

と い うデ ー タで は 悪 天 とい う こ と に な ろ うが ,}漫 な野 外 行 動 計 画 が2　 1riJのA級 ブ リザ ー ド(8～10日,13～15日)

直 後 か らだ っ た の は 幸 運 だ っ た 。 同20日 過 ぎか ら は風 速 が 大 体 いつ も4～5m/s以 下 で 穏 やか だ っ た。

ll月 も引 き続 き全般 的 に穏 や か な 天 候 で,「ii旬 か ら 気温 が 高 め に推 移 し,雪 解 け も進 ん だ 、,12月 に 入 る と 一一転 して

曇 天 で,薄 ら寒 い 日が 多 か っ た 。 この 傾 向 は99年1月 も続 き,ヒ 旬 の旬 別 ・}ろ均 風 速 が7 .6m/s(1位 で 強),旬 別 ・F均

雲lil:が9・7(1位 で 多),ド 旬 の 旬 別 平均 風 速 が9.6m/s(1位 で 強)で 示 す 通 り,最 悪 とい って よ か っ た 。 こ の た め,

荷 受 け ・持 ち帰 り輸 送 は 氷 ヒ ・空 輸 と も に苦 労 の 連 続 だ っ た 。

② 海 氷

2Jjの し らせ 離 岸 頃 に は 既 に オ ン グ ル海 峡 の 南'卜分 は 開水 面 で ,'fG初 か ら海 氷 行 動 は12月 初旬 で 打 ち切 る こ と を 前

提 に 年 間 予定 を組 ん だ 、3月 ヒ旬 に は,オ ン グ ル 海 峡 を 多 数 の 氷 山 が ひ っ き りな しに 南 下 しは じめ た 。 月 末 時 点 で 氷

盤 が 残 っ て い る の は 北 の 浦,西 の 浦 一帯{海 岸 よ り1km)の み とな っ た 、4月6日 のNOAA画 像 で 見 る と,リ ュ ツ ォ ・

ホ ル ム 湾 は 完 全 に 開 水 面 で あ る 。 同 下 旬 に な り一20℃ 以 ド,微 風 の 日が4～5日 続 き,よ うや く海 氷 が 成 長 しは じめ

た が,28日 のB級 ブ リザ ー ドで 吹 き流 され た'5)j中 旬 に な って よ うや く海 氷 も成 長 し
,6月2[],初 め て と っ つ き

ル ー ト|二作 を行 っ た 。 しか し,日 照 時 間が 短 くな り,全 体 の 様 相 が把 握 で きな い の で 本 格 的 な ル ー ト1:作 は7月 に 持

ち越 した ・7月 に 入 る と海 氷 厚 も50Cm以 ヒに な っ て きた の で 野 外 行 動 が 一気 に本 格 化 した 。8～10月 は1年 氷 とは

い え0.7～1.Om厚 で 安 定 した しか し9日 に 入 る と,ラ ン グホ ブ デ以 南 は クラ ッ ク,小 リー ドが 発 達 した.11月 中 旬

よ り気 温 が 高 め に推 移 した の で,ス カ ル ブ ス ネ ス以 南 の 行 動 は 差 し控 え た

オ ン グ ル海 峡 西端,特 に 岩 島 東 方500mか ら オ ン グ ル ガ ル テ ン 東 ノ∫に か け て 南 北 に 氷 山 列 が トラ ッ プ され て 並 び
,

例 年 の 見 晴 ら し岩 沖 し らせ 停 泊1"1置 に も氷 山 が 居 座 っ た 。 第40次 隊 の接 岸 点 はTN5に 設定 した が ,貨 油 ホ ー ス敷 設

距 離 が 若}二延 び た 。99年2月 の し らせ 出 発 時 点 で は,海 氷 の 流 出 は な く,98年2月 に 大 開 水 面域 だ っ た リュ ツ ォ ・ホ

ル ム 湾 一帯 に か け て1年 氷 が 残 っ た,

(5)越 冬観 測

第38次 隊1・fJ様,電}葛任層,気 象,潮 汐 部 門 に関 して は,従 来 通 りの 「定 常 観 測 」 の 枠 組 み で ,ま た 研 究 観 測 に つ い て

は,宙 空 系,気 水 圏 系,地 学 系,生 物 ・医 学 系 そ れ ぞ れ につ い て 「プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測1と 「モ ニ タ リ ン グ研 究 観

測 」 の2つ の ジ ャ ン ル に分 け て 観 測 を行 な っ た 従 来,地 球 物 理 定 常 観 測 に 含 まれ て い た 地 震 が 地 学 系 へ ,そ して 地

磁 気 絶 対 観 測 が 宙 空 系 の モ ニ タリ ン グ研 究 観 測 に 移行 して2年 目 に 入 っ た

全 体 概 要 と して は5JJユ2日 の 金 棟 自然 体1じ,6月3-5日 のA級 ブ リザ ー ドに よ るセ ンサ ーや 収 録 機 器 の 故 障 対 策



に苦 労 しな が ら も,各 部 門着 実 に成 果 を あ げ た。

① 定 常 観 測

電 離 層 部 門 で は,オ ー ロ ラ レー ダ ー,短 波 電 界 強 度 測 定 装 置,オ メ ガ電 波 受 信 装 置,　NNSS衛 星 受 信 装 置 や 短 波 周

波 数 偏 移 測 定 装 置 が 第38次 隊 で 持 ち 帰 り と な っ た た め,関 連 観 測 を 中 心 に,　FMCWレ ー ダー,リ オ メ ー タ,電 離 層

垂直 観 測 を継 続 した 。

気 象 部 門 で は オ ゾ ンゾ ンデ の 強 化 観 測 を継 続 した ほか,新 た に新 型 地 上 観 測 装 置 を設 置,北 の 浦 海 岸 に 上 向 き放 射

観 測 鉄 塔 と積 雪 深 計 を 立て て 観 測 を開 始 した 。 第7次 隊以 来 行 わ れ て き た輻 射 ゾ ンデ 観 測 が9月16日 の 放 球 を もっ て

終 了 した 。気 水 圏 系 研 究 観 測 の大 気 微 量 成 分 モ ニ タ リ ン グ,及 び エ ア ロ ゾ ル ゾ ンデ観 測 を共 同で 担 当 して2年 目 に 入 っ

た 。

② 研 究 観 測

宙 空 系 で は,地 磁 気 や 超 高 層 の モ ニ タ リ ン グ,大 型 短 波 レ ー ダ(HF)第2レ ー ダ に よる 電 離 層 観 測,　EXOS-D及 び

DMsp衛 星 受 信 を継 続 した 。 越 冬 後 期 に はEXOS-D衛 星 バ ス を多 数 受 信 した 。 ま た,オ ー ロ ラ 光 学 観 測 と して 新 た に,

高 速 オ ー ロ ラ フ ォ トメ ー タ,全 天 単 色 イ メー ジ ャ ー を設 置 し,4月 か ら観 測 に入 り10月 まで 継 続 した 。

気 水 圏 系 で は,H72及 び ドー ムふ じ観 測 拠 点 で 浅 層 ボ ー リ ン グ を行 い,フ ィル ンエ アサ ン プ リ ン グ を実 施 した ほ か,

オ ン グ ル海 峡 及 び オ ン グル 諸 島 西 方 海 域 等 に お い て 水 温 ・電 気 伝 導 度 の鉛 直 プ ロ フ ァ イ ル測 定 な どの 海 洋 観 測 を実 施

した 。 表 面 積 雪,湖 沼 水,降 雪 ・飛 雪 サ ンプ リ ン グ も強 化 した 。 地 球 観 測 衛 星(JERS-1,ERS-2)受 信,　NOAA

衛 星 受 信 も継 続 した が,　JERS-　 1に つ い て は衛 星 本 体 の 運 用 が10月12日 で 中 心 に な っ た の で,以 降 の受 信 が な くな っ

た 。99年1月 に は,前 年 よ り懸 案 と な っ て い た グ ラ ブサ ン プ ラ ー(2機)の 放 球 を行 い,回 収 に成 功 した 。 海 氷 域 多

年 氷 の 採 取 は 残 念 な が ら実 施 で きず に終 わ っ た 。

地 学 系 で は 地 震 モ ニ タ リ ン グ観 測,超 伝 導 重 力 計 に よ る地 球 潮 汐 ・自 由振 動 の 観 測,沿 岸 露 岩 域 で の 重 力 測 定 ・地

震 観 測 を第38次 隊 と 同様 の や り方 で 継 続 し た。 また,ア ンテ ナ ・ボ ル ト埋 設 に よ る露 岩 域 精 密GPS観 測 を 開始 した 。

さ ら に,新 た に 年4回 の48時 間 南 極VLBI実 施(昭 和 基 地,オ ー ス トラ リ ア ・ホ バ ー ト,南 ア フ リ カ ・ハ ー テ ベ ー ス

テ ク)を 開 始 し,2月9～10日 の 実 験 デ ー タ につ い て は夏 隊 持 ち帰 り と した 。　PRAREに よ るERS-　 2衛 星 追 尾 は2月

初 旬 に装 置 が 故 障 し た た め 中止 した 。 ま た,　SPOT衛 星 軌 道 精 密 決 定 の た め のDORISビ ー コ ン発 振 は,5月 初 旬 に ア

ンテ ナ タ ワ ーが 倒 壊 した た め 中 止 した が,99年1月 末,新 た な ピ ラ ー を建 設 し,復 旧 した。 一方,大 規 模 な 野 外 調 査

旅 行 と して10年 ぶ りに,や ま と ・ベ ル ジ カ山 脈 で 限 石 探 査 を 実 施 し,宇 宙 塵 採 取 も行 っ た。

生物 ・医 学 系 の 越 冬 隊 員 は い な か っ た が,-1嬢 藻 類 モ ニ タ リ ン グ(生 物 系)は 装 備 隊 員 の 兼 務 で,概 日 リ ズ ム 調 査,

エ ネル ギ ー摂 取 と運 動 量 の 測 定(医 学 系)は 医 療 隊 員 の兼 務 で 継 続 した 。 労 働 医 学 的 調 査 ・研 究 も行 っ た 。

③ 野 外 行 動

日帰 りや2泊3日 か ら10泊 程 度 に 及ぶ5～6名 規 模 の 野 外 パ ー テ ィーが 複 数 同 時 に 出 る こ とが 多 か っ た 。パ ー テ ィー

の 交代 日を含 め,同 時 に野外 に出 て い る隊 員 数 は最 大 で19名4パ ー テ ィー以 内で あ る こ と,海 氷 ヒに 同時 に2パ ー テ ィー

が い な い よ う にす る こ と を原 則 と して,月 間 計 画 を立 て た 。

実 質 的 な野 外 行 動 開 始 は7月9日 で,6月2日 に設 定 した と っつ き ル ー トの 再 調 査 を行 っ た 。12行 動,128人 目 に

の ぼ る7月 予 定 の 、7ち上 が り と して実 施 した 第1回S16オ ペ レー シ ョ ンで予 測 しな か っ た事 態 が 生 じた(後 述)が,

以 後 は川頁調 に 乗 り切 っ た。8月 予 定(日 帰 り12回,1泊2日1回,2泊3日2回,4泊5日1回)も す べ て 順 調 に消

化 で きた 。9月 は 宿 泊 を伴 う8つ の 野 外 行 動,日 帰 りで の 海 洋 観 測 や 地 学 観 測 な ど合 わ せ て15以 上 の 計 画 が 組 ま れ た

が,悪 天 で 経 過 した た め,1日1日 進 行 状 況 をチ ェ ッ ク しな が ら消 化 した 。 結 果 と して 合 計432人 目,1日 平 均14.4

人 が 野 外 行 動 に 出 て い た勘 定 に な る 。12～14日 予 定 の ラ ン グホ ブ デ ・ス カ ル ブ ス ネ ス行 動 を 無 理 せ ず 中 止 した こ と,

22日 の 事 故(後 述)が 大 事 に至 らな か っ た こ とで,何 とか破 綻 な く乗 り切 れ た 。

10月16日 に,や ま と ・ベ ル ジ カ 損 石 旅 行 隊8名 が 出発,11月7日 に,ド ー ム ふ じ観 測 拠 点 往 復 旅 行 隊6名 が 出 発 し

た 。 前者 は4か 月近 く,後 者 も2か 月 の 長期 旅 行 に な っ た 。 最 終 の 沿 岸 行 動 は12月9日 の オ ン グ ル カ ルベ ン土 壌 モ ニ

タ リ ング調 査 だ っ た 。

1)地 学 沿 岸 露 岩 域

7月9日,と っ つ き岬 で 重 力 測 定,　GPS観 測 の た め の ア ン テ ナ 取 り付 け ボ ル ト埋 設 を行 っ た。 これ 以 後 地 学 沿 岸 観

測 関係 で は,グ ラ ル プ 型 広 帯 域 地 震 計 に よ る観 測 や 重 力,　GPS観 測 を,と っつ き岬,向 岩,ラ ン グホ ブ デ,ス カ ル ブ

ス ネ ス,ス カ ー レ ンな どの 沿 岸 露 岩 域 で 次 々 と場 所 を移 して行 った 。 日帰 りを含 め2泊3日 ～3泊4日 中心 の 行 動 で

あ る 。 ほ ぼ順 調 に経 過 した が,9月22日,と っ つ き岬 へ 地 震 計 バ ッテ リー 交 換 に 出 か け たSM411雪 上 車(単tl{)が 氷

崖 ス ロー プ か ら落 ち,3名 の 隊 員 が け が を負 う事 故 が 発 生 した 。 以 後,近 場 で あ っ て も単 車 で の 行 動 計 画 に な らぬ よ
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う配 慮 しだ,

2)Sl6オ ペ レー シ ョン等 内 陸 旅 行 準fllli

7月15日,2泊3日 のr.定 で総 勢14名 が 第1回S16オ ペ レー シ ョ ン に 出発 した 。 見 渡 せ ば権 が 殆 ど見 当 た ら な い く

らい 雪 に埋 ま って お り,1日 予定 延 長 して掘 り起 こ した 。権 デ ポ位 置 表 が 手 元 に な く,　FAXで 日本 か ら取 り寄 せ た。

18日 ス ノモ 権2台 や 空 権 な ど計9台 を 引 い て 帰 路 に つ い た が,ホ ワ イ トア ウ ト模 様 で ,列 車 で の裸 氷 帯 下 りは 多 くの

隊 員 に と っ て 初 め て の 経 験 で あ り,緊 張 した 、 こ の 日,と っつ き泊 ま り とな り,19日 に 昭 和 基 地 に 戻 っ た が,南 極 の

厳 し さ を実 感 させ られ た4泊5日 だ っ た 、

ブ ルで の権 掘 り起 こ し作 業 に 見 通 し を得 た の で 再度 オ ペ ー シ ョ ンを組 む 事 に し,同27日,s16オ ペ 隊(8名,4泊

5日),と っ つ き宇 宙 塵 採 集 用 融 解 装 置 試 験 隊(6名,4泊5日)が 出 発 した 。 そ して 同30日 ,S16で 合 流 した 両 隊

は3台 のSM50な ど を 用 い て 空 権 中心 に19台 を基 地 へ 持 ち帰 っ た。 こ の オ ペ レー シ ョ ンで 権 の掘 り起 こ しは す べ て 終

了 し,融 解 装 置 の 正 常 動 作 も確 認 で きた の で,や ま と ・ベ ル ジ カ 旅 行 で の使 用 に め どが つ い た 。Sl6オ ペ レー シ ョン

は 第4回(8月10～12日)ま で 行 わ れ,燃 料 ドラ ム の掘 り起 こ し,ド ー ム廃 棄物 権 の とっ つ きへ の 移動 な どを も って

終 了した 。

9月 に は 内 陸 旅 行 で 使 用 す る 車 両 整 備 を,と っ つ き岬 で 行 い,同16日 にはSMIO8雪 ヒ車 を,し らせ に よ る 見晴 ら し

接 岸 以 来9か 月 目 に して,と っつ き岬 へ 移 送 ・揚 陸 した 。 そ して,試 走 と旅 行 隊 の 燃 料 デ ポ を兼 ね て そ の ま ま5名 が

み ず ほ旅 行 へ と出 発 した 。10月 に もみ ず ほ旅 行 隊(6名)が や ま と旅 行 隊(8名)と 同 時 に 出 発 した が ,こ れ は9Jj

旅 行 の 時 に判 明 した,「 み ず ほ 基 地12kVA発 電 機 火 災」 の 調 査 も兼 ね て い た 。

3)海 洋 観 測

7月20～23日 に海 洋 観 測 の た め の ル ー1・工 作 を 開 始,引 き続 い て観 測 に 入 った 。オ ン グ ル海 峡,南 緯69 .5度 線 にそ っ

て2点 海 氷 穴 開 け を実 施 し(OSル ー ト),各 層 で のCTD測 定,採 水,電 磁 流 速 計 観 測 な ど を行 っ た 。 この 観 測 は8月 ～

ll月 に か け て,オ ン グ ル諸 島 西 方 海 域(OWル ー ト),ホ ブ デ 湾 と海 域 を 広 げ 実 施 され た 。 な お ,9月12日 の 日帰 り

観 測 で は,朝 か ら低 い 地 吹 雪 が 流 れ,時 間 経 過 につ れ カ タバ 風 が 強 ま り,15時 頃 に は完 全 に視 界不 良 に な っ た,2台

のSM40は 海氷 上 で 約3時 間 立 ち往 生 し,日 没1時 間 後 の18時 に な っ て よ うや く基 地 へ 帰 投 で き た。

4)H72浅 層 掘 削

内 陸 氷 床1二H72で 浅 層 掘 削 ・フ ィル ンエ ア サ ン プ リ ン グ を行 っ た。 まず8月5～6日,10名 の 隊 員 が 参 加 して 設 営

訓 練 を 北 の 浦 東 方 海 氷Lで 行 っ た 。 そ して9月3日,H72浅 層 掘 削 にlo名 が 向 か っ た。 視 界 不 良 で 到 着 が 遅 れ た が ,

同l!日 に 掘 削 準 備 を 終 了,同12日 に 開 始 した。 そ して 同22日,フ ィル ンか ら氷 に 変 化 す る 深 度(65.06m～69 .76mの

間)以 深 まで 連 続 的 に 固 層 と気 層 試 料 の 同時 採 取 に成 功,同24日 に は 基 地 に帰 還 した 。2回 の 人員 交代 隊 を派 遣 した

が,悪 天 ・停 滞 で 苦 しめ られ た。

なお,ド ー ム 観 測 拠 点 にお い て も同 様 の 浅 膚 掘 削 ・フ ィル ンエ ア サ ン プ リ ン グ を行 っ た。

5)生 物 観 測 ほ か

11月18～19日,ル ンバ,袋 浦,オ ン グ ル カ ル ベ ン な ど に お い て ペ ンギ ン成 鳥 数 セ ンサ ス を 行 っ た 。 同27～28日
,ル

ンバ,永 く ぐ り浦,袋 浦 で ア デ リー ペ ンギ ン繁 殖 数 調 査 を行 っ た 。12月9日 ,オ ン グ ル カ ルベ ン にお い て1嬢 モ ニ タ

リ ン グ調 査 を行 っ た 。

10月 下 旬 ～11月 期,口 帰 りあ る い は1泊2Ll-2泊3日 の ア イ ス オペ レー シ ョ ン,ラ ン グ ホ ブ デ 研 修 旅 行 を随 時 折

り込 ん だ 。

(6)越 冬 設 営

設営 に つ い て は 夏 オ ペ 残 作 業,電 力,水,除 雪,廃 棄 物 処 理,　LANに つ い て 記 述 す る 。

① 夏 オ ペ 残 作 業

夏 隊 が し らせ ヘ ピ ッ ク ア ップ され た 翌2月16日,第11[il全 体 会 議 を 開 き,当 面,夏 オ ペ 残 作 業 を継 続 す る こ と と し,

17日 か ら旧 通 信 棟,旧 医 療 棟,コ ル ゲ ー ト通 路 な ど の 解 体 を開 始 した 。3月1日 ,第2居 住 棟 へ 正 式 に入 居 した が,

家 具 組 み 立 て,通 路 棟 パ ネ ル立 て付 け な ど2月10日 ま で の しらせ 支援 が な け れ ば,め どが 立 た な か っ た で あ ろ う。1

居(19人)と2居(20人)の 入居 配 分 は,隊 員 の 分 野 が偏 ら な い こ と,越 冬 明 け 旅 行 隊 出発 後 の空 き部 屋 に偏 りが な

い こ とを考 慮 して決 め だ 、

3月7～13日,旧 施 設 解 体 作 業 と並 行 して 屋 内 設 備 の点 検 ・設 置等 を精 力 的 に 進 め た。 火 災 報 知 器 点 検 ・配 線 ,脱

衣 所 ・洗 面 所 の 整 備,暗 室 の 改 造,整 備 ・ホ ー ス 点 検,旧 食 堂 前通 路 の 片 づ け ,空 調 設 備 保 守 点 検 な どで あ る。3月

13日,予 定 した 旧 施 設 の撤 去 作 業 が ほ ぼ 終 「し,同17日,好 天 に恵 まれ た の を機 に ,重 機 多 数 を繰 り出 し,解 体 跡 地

一115一



の 整 地 作 業 を 一 気 に行 い,夏 オ ペ 残 作 業 を終 了 させ た。 しか し,パ ネ ル材 ・鉄 骨 等 はAヘ リ ポ ー ト近 くに 移 動,地 面

仮 置 きす る まで が 精 一 杯 で,越 冬 明 け の12月17日 に再 整 理,オ ー ニ ン グ シー トで 包 み,Aヘ リ避 難 小 屋 の並 び に デ ポ

して よ うや く区切 りが つ い た 。

② 電 力

a)電 力 計 設 置

4月,電 力 計 の 全 棟 設 置 丁:事(電 離 棟 は5月)を 行 っ た 。 各HFレ ー ダサ イ ト,重 力 計 室(ト ラ ンス は新 地 震 計 室

と共 通)に も取 り付 け た 。 作 業 日数 は述 べ15日 に達 した 。4月22日 に管 理 棟 工 事 で は13:15～15:00LTの 間停 電 し,

イ ン マ ルサ ッ ト電 話 も不 通 と な っ た 。 こ の 工 事 停 電 に伴 う観 測 機 器 のshutdoNwll及 び 、乞ち 上 げ操 作 に 習 熟 して い た た

め,後 の 自然 停 電,事 故 停 電 へ 適 切 に対 処 で きた と思 わ れ る。

南 極 条 約 環 境 保 護 議 定 書 の 成 立 に よ り,南 極 で の エ ネル ギ ー消 費 は 抑 制 され る 方向 に あ る。 各棟 ・施 設 へ の電 力 計

設 置 は,基 地 の 今 後 の 計 画 的 な 電 力 供 給 に 役 立 つ はず で あ る。

b)太 陽 光 発 電 装 置

3月12～16日,第38次 隊 及 び 第39次 隊 建 設 の 太 陽 光 発 電 装 置(最 大20kW)を 制 御 盤 に つ な ぎ こみ,4月22日 か ら

発 電 機 回 路 と並 列 運 転 を 開始 した 。 一 時 的 にせ よ約10～20kWの 供 給 が 口∫能 な の で,日 照 時 間 が 短 い 季 節 で の200kVA

発 電 機 使 用 時(300kVA発 電 機 の500時 間 点 検 時)に は,頼 も しい 存 在 だ っ た 。 なお,平 均 電 力 使 用 量 は3月 の140kW

か ら月 が 経 つ に つ れ て 増 え,7月 で は158kWに な り以 後 減 少 した 。 最 大 負 荷 は8月 の188kWだ っ た。

c)全 島停 電

第38次 隊 越 冬 中 に は1回 の 停 電 も な く運 用 さ れ て き た300kVA1号 発 電 機 で あ る が,5月12日13:55LT,原 因 不 明

の 停 電 を起 した 。 見 か け 上 は荒 金 ダム に投 入 して あ っ た投 げ 込 み ヒ ー ター の 断 線 シ ョー トと同 期 して い る が,そ の 時

の 瞬 間 的 な40kWの 負 荷 増 加 で 停 電 す る はず は な い と言 わ れ て お り,原 因 は 確 定 で きな か っ た。 各 部 門,観 測 器 の 再

立 ち 上 げ に お お わ ら わ で あ っ た。 特 に,衛 星 受 信 関 連 施 設 で はVLBI観 測 が 同11日 か ら行 わ れ て い て,観 測 の 再立 ち

上 げ に2時 間 を要 した 。 衛 星受 信 棟 で は そ の 後 の 不 具 合調 査 と修 理 で,約10日 間 尾 を引 い た 。

第37次 隊 同 様,停 電 を繰 り返 す の で は な い か と心 配 した が,幸 い この1回 だ け で あ っ た 。

d)3号 発 電 機(200kVA)撤 去 と非 常 発 電 機 へ の 切 り替 え

12月14～16日,200kVA発 電 機(3号 機)の 解 体 ・撤 去 作 業 を 行 っ た。 第40次 隊 に よ る2基 目の300kVA発 電 機 搬 入

に備 え,空 きスペ ー ス を作 る た め で あ る.,撤 去 され た 発 電 機 は持 ち帰 り と した 。 な お,99年1月,第40次 隊 に よ り残

る も う1基 の200kVA発 電 機 も解 体 ・撤 去 さ れ,1月11日,新 発 電 機 設 置 の た め 基 地 電 源(300kVAl号 機)を 停 止 し,

非 常 発 電 棟 電 源(200kVA)へ 切 り替 え る1事 が 第40次 隊 に よ り行 わ れ た 。 こ の 間,夏 宿 電 力 を ま か な う は ず だ っ た

24kVA移 動 電 源 車 が 故 障 して,何 の役 に も ・'ノ:たな か った 。 ま た,非 常 発 電 機 で は ガ バ ナ ー の 自動 的 な周 波 数 同 期 が 取

れ な い た め 制 御 盤 で シ ン ク ロず れ を起 し,太 陽 光 発 電 装 置 は 活 か せ な か っ た。 切 り替 え作 業 に よ る停 電 は,復 電 の一一

番 遅 い 棟 で2時 間 続 い た 。こ の 作 業 停 電 に伴 っ て,セ ンサ ー(定 常 気 象 ・サ イ フ ォ トメー ター)や レ コ ー ダー(宇 宙 ・

DR200)に 不 具 合 が 生 じた ほ か,3台 のPCが 故 障 した 。 同17日 に は 事 故 停 電 も発 生(冷 却 水 漏 れ に よ る圧 力 低 下 が

原 因 と後 で 判 明),越 冬 明 け 夏 場 の 電 力 や り く りで苦 労 した。

③ 水

越 冬 前 期 に新 発 電 棟 水 栓,調 理 場 水 栓 か ら雑 菌が 検 出 され る こ とが 数 回 あ っ た 。 しか し.水 栓 や接 続 ホ ー ス の 問 題

で,配 管 系統 に異 常 は な か っ た。4月15日,管 理 棟 受 水槽 の 大掃 除 を行 っ た 。 た ぶ ん 設 置 以 来 初 め て で あ る。 医療 ・

機 械 隊 員 が 水 質 を こ まめ に点 検 ・管 理 した 。

8月16日,荒 金 ダム が 凍 結 した 。 発 見 が 早か っ た の で,給 水 ・戻 り配 管 の 凍 結 に は 至 ら な い で す ん だ 。 以 後,12月

まで の生 活 水 確 保 は,1301ee水 槽 へ の 雪 入 れ で まか な っ た。 荒 金 ダム復 旧 作 業 は12月7～8日 に行 わ れ た 。

水 の1日 当 り使 用 両 は3月2,910e,6月3,228e,9月2,338ψ,12月2,4894だ っ た 。9月 ～12月 に少 な い の は野

外 行 動 で 基 地 在 住 者 が 少 な い た め で あ ろ う。1日1人 あ た りの使 用 量 は 年 間 通 じて70～loo　 eだ っ た 、、

④ 除 雪

除 雪 が 具体 的 に 問 題 に な っ た の は6月 か らで あ る 。 同3～5日 に襲 来 した ブ リザ ー ドは大 きな 爪 痕 を残 し,後 片 付

け に2週 間 以 上 要 した 。7月11日 のB級 ブ リザ ー ドは,[nl復 自 体 は 早 か っ た が,前 日 まで の1301ee水 槽 雪 人 れ 予定 が

急 遽 除 雪 に 変 わ る く らい 多 量の 積 雪 を伴 っ た 。 新 発 電 棟,1301eρ 水 槽,汚 水 処 理 棟,倉 庫 神 風 ドに 発 達 す る ドリ フ ト

は バ ケ ッ トブ ル,押 しブ ル3台 を組 合せ,天 測 岩 斜 面 に押 し ヒげ る形 で な ら した9月 が 悪 天 で 経 過 した こ と,10月

に は2つ のA級 ブ リザ ー ド(8～10日,13～15日)を は じめ 降 雪 日が か な りあ った こ と な ど に よ り,基 地 主 要 部風1・'

の ドリ フ ト除 雪 は なか な か 進 ま な か っ た 、こ の 時 期,重 機6台 を駆 使 して 除 雪 した,,通 路 棟 で 遮 られ,居 住 棟 間 に た
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ま っ た 雪 は,地 学 棟 と気 象棟 間 の 空 き地 方 面 へ 押 し ヒげ る形 で 除 雪 した。 機 械 隊 員 だ け で な く,庶 務 及 び衛 星 受 信 隊

員 が 年 間 を通 して 除 雪 に 奮 闘 した 。

11月 に 入 る と雪 解 け模 様 とな り,同5～7日,Aヘ リポ ー ト周 辺 か ら基 地i要 部 にか け て 砂 撒 き作 業 を行 っ た 。 同

18～19日,旧 食 堂 通 路 屋 根 の 雨漏 りが 激 し くな っ た の で,雪 下 ろ しを行 っ た 。 連 日 の 好 天 で 雪 解 け 水 が 流 れ を 形 成 し,

最 終 的 に は 管 理 棟 ドの 海 氷 域 へ 向 か っ て流 れ 込 ん だ。 しか し,峠 以 南 の 傾 斜 地,第 ・ダム か ら西 の 浦 方 面 に か け て の

雪 解 け,排 水 は11月 段 階 で は進 まな か っ た

⑤ 廃 棄物 処 理

a)ア スベ ス ト

夏 作 業 で 解 体 した,旧 通 路 部分 の ア スベ ス トの 付 着 した鉄 板 は,し ば ら くデ ポ 山 に仮 置 き した ま ま だ っ た 。4月6

日,第38次 隊 以 前 の ア ス ベ ス トを 含 め,持 ち帰 りの 準 備 作 業 を始 め た。 しか し,国 内 処 理 作 業 規 程 と の か らみ で,い

ろ い ろ問 題 が あ る こ とが わ か り,第39次 隊 で は本 作 業 を行 わ ず ,現 状 保 全 作 業 に 止 め る こ と と し,報 告書 を極 地 研 に

送 付 した。

b)野 焼 き

4月18日,大 掛 か りな野 焼 き を行 な っ た,夏 作 業 以 降 発 生 した 梱 包 材 な どの 可燃 廃 棄 物 を焼 却 した が ,そ の 量 は お

そ ら く50t以 ヒと思 わ れ る 。第39次 隊 最 後 の,そ して観 測 隊 の 歴 史f最 後 の 野 焼 きは5月28日 で,約500kgを 焼 却 した 。

c)ド ー ム 廃 棄 物

7月14日,S16か ら昭 和 基 地 に 持 ち 帰 っ た ドー ム 廃 棄 物 の 分 別 計 量 を 行 っ た 。5 ,219kg(ド ラ ム 詰 め57本,タ イ コ

ン8袋)だ っ た 、8月24日,2回 目の 持 ち帰 り処 理 を行 い,7月14日 分 と 合 わ せ 集 計 した と こ ろ ,総 計13,570kgに

1二つ た 。 約300kgの 生 ご み と1,329kgの 可 燃 物 が 含 ま れ て い て ,焼 却 処 理 に 延 べ20日 間 以 上 か か っ た 。 な お,抜 き取

り調 査 の 結 果,ド ラム マ ー キ ン グ と実 際 の 中 身 が 異 な る こ とが 判 明 した た め,11月2日,天 板 をす べ て はず し,内 容

物 の チ ェ ッ ク を行 い,物 に よ っ て は 詰 め 替 え て リ ス トを修 正 した。

d)タ イ コ ン仮 置 き場 所

生 活 ご み は 旧 食堂 前 通 路 に ドラム と タ イ コ ン を用 意 し分 別 ・計 量 した 。 不 燃 物 の 減 容 機 が な か っ た た め ,仮 置 き場

所 に困 っ た 。 タ イコ ン を地 面 直 置 きす る と,凍 り付 い て取 れ な くな る 。 そ こ で,組 調 室 と推 薬 庫 に移 動 して や り く り

し た が,余 裕 が な くな っ て きた の で7月7日,総 数74個(1個 あ た り40kg)を 奥 詰 め した 。 そ の 結 果 ,越 冬 終 「ま

で 上 記2個 所 で 保 管 で きた 。

e)焼 却 炉

基 地 運 営 上,可 燃 物 ・生 ゴ ミの焼 却 は 欠 か せ な い が,気 象棟 で の 観 測,観 測 棟 で の 観 測 双 方 に影 響 を 及 ぼ さ な い よ

うに しな け れ ば な ら な い。第39次 隊 で は 内 規 と して 「風 速 が3m/s以 上,か つ 風 向 が0～60度,あ る い は120～250度 」

を 条 件 と した が,通 日は 月 あ た り5～6日 しか な い の が 普通 だ っ た。 ドー ム 廃 棄物 を持 ち帰 っ た 時 ,隊 の 交 代 期 に拾

い集 め た 可燃 物 や 廃 棄 食糧 を焼 却 した 時 な ど,短 期 間 に 大 量 処 理 が 必 要 な 場 合 に は,若1・:条 件 を緩 和 した 。

第2居 住 棟 の ダ ク トを通 じて 排 煙 が 棟 内 に流 れ る とい う問題 もあ っ た 。13居,9居 が 第40次 隊 に よ り移 設 さ れ た の

で,そ の 跡 地 風 下 に焼 却 棟 を 早 く移 設 した 方が よ い 。

f)廃 棄物 持 ち 帰 り

12月17日,廃 棄 バ ッ テ リー の 集 中 処 理 を行 っ た が ,抜 き取 ら れ た 電 解 液 は600kgに の ぼ っ た 。 同21日 に は,西 部地

区 か らAヘ リポ ー トに か け て 散 乱 して い る ご み の 分 別 収 集 を行 い,同22日 に は,通 路 棟,旧 食 堂 前 通 路 ,旧 バ ー,9

居 の 片 づ け,同24日 に は東 部 地 区 の ご み拾 い を行 っ た 結 果,・ 度 に 多 量 の 清 掃 廃 棄 物(約3.4t)が 出 た 。

ドー ム 廃 棄 物,39次 夏 オ ペ で 解 体 した 第1HFレ ー ダの ア ンテ ナ廃 棄 物 ,越 冬 期 間 中発 生 した 生 活 廃 棄 物,蓄 積 し

て い た 占い 隊 次 の 不 要 食 糧,使 え な い機 械 ・建 築 部 品 ,及 び上 記 の 清 掃 廃 棄 物 等 含 め,す べ て を しらせ に搬 入 した。

集 計 の 方 法 七 差 が で る が,最 終 的 な持 ち帰 り廃 棄 物 総tg:は160tに ヒっ た 。

⑥　 LAN

基 地 内 ネ ッ トワ ー ク　(LAN)　 が 第38次 隊 で 整 備 さ れ,第39次 隊 に お い て も月 例 報 告 の 集 計 に威 力 を発 揮 した 、極 地

研 へ は 電j'一メ ー ル 添 付 に よ りWord97形 式 の 分 割5フ ァ イル でJj例 報 告 を送 付 した 。1フ ァ イ ル 当 り70kBが ヒ限

(Eudoraで30kBの マ ー ジ ンが 必 要)な の で,表 を 多 用 す る機 械 報 告 は 月 に よ り4フ ァ イル に分 割 す る必 要 が あ っ た 。

電 子 メ ー ル は研 究 用,設 営 事務 重緒 川,私 用 に も活 用 され た 画 像 転 送 も さ か ん で あ っ た 。 ホ ー ム ペ ー ジ 用 画 像

(昭 和 基 地NO"')と して は,各 隊 員 の 仕`}吸 び折 々の 基 地 風 景 を 中心 に10日 お き程 度 で 日本 に転 送 した 。
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(7)荷 受 け ・持 ち帰 り輸 送

12月19日,海 氷 上 の デ ポ権14台 を引 き出 し,氷 上 輸 送 の た め の ク レー ンサ イ トを整 備 した。 福 島 ケ ル ン下 の 海 氷 降

り日 に 砂 を 入 れ,傾 斜 凹 凸 をな らす と と も に,権 が 迂 回 しや す い よ う に,海 氷 雪 面 もな ら した。 同23日,組 調 室 と椎

葉 庫 か ら廃 棄 物 タ イ コ ン を搬 出,　RT棟 下 広 場 へ 移 動 した 。 同25日 に か け て は,第lHFレ ー ダ撤 去 後 の 廃 材,松 の 廊

ド ・解 体 コ ル ゲ ー トな どの 大 型 持 ち帰 り物 資 を作 業 工 作 棟 脇 に 集 積 した 。12月 下 旬 か ら1月 中 旬 まで 悪 天 で 経 過 した

た め,作 業 の段 取 り ・進 行 を絶 えず 気 にす る毎 日だ っ た。12月29日 よ り続 け られ て きた 氷 上 荷 受 け に 区切 りが つ い た

の は99年1月3日 だ っ た 。 ドラ ム 空 輸 との 日程 調 整 の 関 係 で 第40次 隊 に よ る セ メ ン ト,　HF/MF部 材,ヘ リ ウム カ ー

ドル等 の 一 部 観 測 物 資 が 空 輸 か ら氷 上輸 送 に切 り替 わ っ た こ と もあ り,接 岸 条 件 ドで は過 去 最 大の 陸揚 げ 重 量 だ っ た

と思 わ れ る 。

同 年1月4日 か ら直 ち に持 ち帰 り氷 上 輸 送 が 始 ま っ た 。 作 業 工 作 棟 脇 の集 積 場 所 に1台,福 島 ケ ル ン ドの 権 積 み ポ

イ ン トに1台 の ク レー ン を配 置,2台 を使 っ て 吊 り替 え だ け で 権 積 み で き る よ う に した の で 効 率 が よか っ た。　HF廃

材 ラ ッ クは 底 板 が 木 製 なの で越 冬 中 に付 着 した 雪 が 大 量 に氷 化 ・固 着 して お り,へ ら付 き ドリル で こそ げ 落 す 必 要 が

あ っ た 。5日,SM560,SM510な ど大 型 車 両 の 船 倉 積 み 込 み を も っ て氷 上 持 ち帰 り輸 送 が 終 了 した 。

7～10日 は ブ リザ ー ドに よ り連 日外 出 制 限 とな っ た。9日 に は 新 発 電 棟 第2冷 凍 庫(2冷)か らAヘ リポ ー トに搬

出 され た 公 用 氷(10.5t)が,搬 出 直 後 の フ ラ イ ト中 止 決 定 に よ り予 備 食 冷 凍 庫(予 備 冷)に 戻 され る一 幕 もあ っ た 。

持 ち帰 り公 用 氷 の再 度 の パ レ ッ ト積 み と空 輸 は12日 だ っ た 。これ につ い て は そ の 他 で 後 述 す る。同 日夜,ヘ リ ウム カー

ドル 空 輸 荷 受 け と海 氷 上 に取 り残 され て い た ボ ンベ 配 達 を一 気 に行 い,長 か っ た 第40次 隊 物 資 荷 受 け配 送 作 業 が よ う

や く終 了 した 。

13～15日 は 休 む 間 も な くAヘ リポ ー ト廃 棄 物 ドラ ム の パ レ ッ ト積 み,　RT棟 下 広 場 か らAヘ リポ ー トへ の 不 燃 物 タ イ

コ ンの 移 動,折 り畳 み コ ンテ ナ ー の 集 積 な ど を行 っ た 。13日 に はS30か ら ドー ム コ ア の し らせ 冷 凍 庫 搬 入 も行 わ れ た。

14日,ト ナ ー 島 で の ヘ リ コ プ タ ー 故 障 の 関 係 で,し らせ 日程 が 変 更 に な り,15日,し らせ は 見 晴 ら し岩 沖 か ら弁 天 島

付 近 へ 移 動 した。16日,20m/s以 上 の風 が 吹 く時 もあ っ た が,午 後 か ら持 ち帰 り空 輸 が 始 り,廃 棄 物 パ レ ッ ト38枚,

タ イ コ ン38個(15便)が 運 ば れ て い っ た 。 以 後17～19日 は ドー ム旅 行 隊 のS16撤 収,グ ラ ブサ ンプ ラ ー気 球2機 の 放

球 ・回収 な どが あ り,し らせ は20日,リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 を離 れ た 。

し らせ が 再 度 戻 っ て きた の は27日 だ が,そ れ ま で も,そ の 後 も物 品 整 理,私 物 梱 包 と搬 出,Aヘ リポ ー ト集 積,最

後 の 廃 棄 物 処 理 と持 ち帰 り計 量,基 地 ま わ り後 片 付 け で 明 け暮 れ た。 持 ち帰 り物 資 総 量 は廃 棄 物160tを 合 わせ,最 終

的 に は280t近 くに 達 した。
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2.外 国基地派遣

1)交 換科学者

(1)期 間

平 成11年1月12日 ～平 成11イ12月5日

(2)日 程

平成11年1月12日

1月13日

1月18日

1月31日

2月1日

2月4日

2月5日

東京発

ブエノスアイレス着

南極研究所にて打合せ,最 近の研究に関する情報収集

ブエノスアイレス発 マランビヨ基地着

マランビヨ基地周辺にて調査

マランビヨ基地発 リオ ・ギャジャラス中継基地着

リオ ・ギャジャラス中継基地発 ブエ ノスアイレス着

メンドーサ科学研究機構にて温暖化に関する研究情報の収集

リオデジャネイロ発

東京着

(3)派 遣 者

渡 邉 興 亜(国{ノ:極 地研 究 所 ・教 授)

(4)目 的

南 極 半 島 に お け る最 近 の 温 暖 化 傾 向 の 実 態 研 究

(5)調 査 項 目

① ア ル ゼ ンチ ンの 南極 研 究 所 に所 属 す る雪 氷 研 究 者Dr.　 Pedro　 Scavra(:a,　 地 球 科 学 者Dr.　 Alberto　 Aristarail1の 両

氏 か ら最 近 の 西南 極,南 極 半 島 付 近 の 雪 氷 学 的 調 査,観 測 結 果 に つ い て の 詳 細 な 情 報 を収 集 す る 。 ま た ,同

氏 らが 現 在 進 め て い る 英 国,米 国,フ ラ ンス 等 との 国 際 協 同 観 測 に関 す る情 報 を 収 集 し,わ が 国 の 南 極 観 測

との 連 携 の 可能性 につ い て協 議 す る 、、

② 南 極 半島 先端 部 の ラ ル セ ン棚 氷 に関 す る 衛 星,航 空 機 観 測 に よる 観 測 資 料(研 究 担 当者Dr.　 Pedro　 Scavraca!

の 入 手,棚 氷 崩 壊 ・分 離 に 関 す る現 地 調 査 の 観 測 資 料 に基 づ く検 討 を行 な う。

また,最 近 実 施 され た ラ ル セ ン柳 水 に 近 い ジ ェ ー ム ズ ・ロ ス 島 にお け る 氷床 浅 膚 掘 削(研 究 代 表 者　Dr .　Al-

berto　Aristarain)　 に関 す る分 析 ,解 析 結 果 に 関 す る詳 細 な 情 報 収 集 お よ び 同 島 に お け る 将 来 の 共 同 観 測 の,iJ－

能 性 に つ い て の 協 議 。

③ 航 空 機 に よ る ラ ル セ ン柳 水 の現 状 に関 す る写 真 観 測,お よ び過 去 の 変 動 履 歴 に 関 す る調 査 。

(6)調 査 に よ り取 得 した情 報

① ラ ル セ ン棚 氷(範 囲 は ジ ェ ー ム ズ ・ロ ス 島 の 西 側 のPrillce　 Gustav海 峡 か ら南 緯74度15分 の ス ミス半 島 のFiska

岬 ま で)は1940年 代 ま で は 拡 大傾 向 にあ っ た と考 え られ て い る が,そ の 後 は 後 退 傾 向(後 退 量1km/年)に あ

り,1979年 まで は 目 、ttlった 後退 現 象 は 起 きて い な い 。

ラ ル セ ン棚 氷 は北 か らA　 (R(⊃bertsol)t島以 北),　 B　 (JasOn'卜 島 以 北) ,C(同 以 南)に 分 か れ,面 積 はCが 圧 倒

的 に大 き い 。1986年 頃 か ら ラ ル セ ンAで 急 速 な 棚 氷 縁 の 後 退 が 始 ま っ た 。1986-1989年 間 に ラ ル セ ン柳 水 の 最

北 端 に位 置 す る ラル セ ン入 江(ISrselm　 Inlet)で 大 規 模 な棚 氷 の 流 出 が 生 じ,棚 氷 は ほ ぼ 消 滅 して い る 。 そ の

後,1994-95年 夏 まで ラ ル セ ンAの 比 較 的 小 規 模 な 棚 氷 流 出 が 続 くが,1995-96年 夏 に は大 規 模 な 流 出 が 生 じ,

ラ ルセ ンA域 は 消 滅 し,現 在 に至 っ て い る 。 ラ ル セ ン棚 氷 の 崩 壊 が 一般 に知 られ る よ う に な っ た の は こ の 頃 で

あ る,

② そ の 後 の ラ ル セ ン棚 氷 の 状 態 変 化 に つ い て は,ア ル ゼ ンチ ン,英 国,米 国 の 研 究 者 に よ っ て,衛 星 画 像,航 空

機(ア ル ゼ ンチ ン研 究 者 に よる)に よ る 継 続 した 観 測 が 続 け られ て お り,ラ ル セ ンBの 状 態 変 化 の 詳 細 が 明 ら

か と な っ た ラ ル セ ンBの 氷 縁 は,1963年 以 降,1993年 まで ほ ぼ10数km前 進 した が ,そ の 後 反 転 して,1998

年 まで に30km後 退 した1998年 の 水 線 か ら10数kmの 範 囲 で 氷 の 割 れ 日 が 発 達 して お り,近 い 将 来 そ の 部 分 の

分 離 が 予 想 され る(エ998-99年 夏 に も ノく規 模 な 棚 氷 の 分 離 ・崩 壊 が 生 じ,そ の 詳 細 は 調 査 中 で あ る が,多 分 前

年 に確 認 され て い る 割 れ 日域 で あ ろ う)。
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③ ラルセ ン棚氷のA域,B域 の最近30年 間の状態に関する詳細な資料が入手でき,1998-99年 夏のラルセ ンB域 の

ビデオ撮影資料が得 られた。 また最近数 十年の気候変動に関 しては,ラ ルセン棚氷の北端に位置するジェー

ムズ ・ロス島における仏一アルゼンチン共同の浅層掘削解析資料が得られた。

2)外 国共同観測

◎ 陸 上 観 測

(1)期 間

平 成10年l!月30日 ～ 平 成11年1月29日

(2)日 程

平 成10年ll月30日

12月1日

12月4日

'F成ll年1月15日

1月19日

1月25日

1月29日

東 京 発

ク ラ イ ス トチ ャ ー チ 着

イ タ リア空 軍 機(C-130)に て テ ラ ノバ ベ イ基 地 へ

研 究 ・観 測 作 業

ッ イ ンオ ッ タ ー機 に て デ ュモ ン ・デ ュ ル ビル 基 地 へ

観 測 船 「ア ス トロ ラ ベ 」 に て北 上

ホ バ ー ト着

オ ー ス トラ リア 南 極 局 訪 問

ホバ ー ト発 東 京 着

派遣者

伊村 智(国 立極地研究所 ・助手)

(4)目 的

南極域における生物地理学的多様性の研究

一南極高緯地域における生物相の解明と生物地理学的多様性の解析一

(5)観 測項目

藍藻 ・藻類 ・蘇苔類 ・地衣類 ・微小動物等の陸上生物相を明らかにするための,テ ラノバ基地周辺の露岩域にお

ける植物および土壌サ ンプリング

(6)内 容

ロス海に面するテラノバベ イ基地に滞在 し,基 地周辺の露岩域において陸上植生相の解析のためのサンプリング

を行った。天候 ・オペ レーションにも恵 まれ,多 様な生育環境からの多数の生物標本を得ることが出来た。得 られ

た標本は現地で可能 な限 りの同定を行った後,冷 凍標本 として保存 し,日 本に持ち帰った。 一部は微小動物標本と

してアルコール,ホ ルマ リンで固定 した。昭和基地周辺とは大 きく異なる植生構造や,同 ・種でも生育環境が全 く

異なるなど,興 味深い結果が得られた。

野外調査と平行 して,基 地の設営関連の情報を収集 した。航空機の利用など,昭 和基地でのオペレーシ ョンにも

参考となる貴重な情 報が得られた。

◎ 船 上 観 測

(1)期 間

平 成11年1月1日 ～'F成11年2月26日

(2)日 程

平 成ll年1月1日

1月2H

l月5日

2月23日

2月25日

2月26日

大阪 発

ク ラ イス トチ ャ ー チ 着

り トル トンか ら観 測 船 イ タ リカ 号出 発

研 究 ・観 測 作 業

リ トル トン帰 港

ク ラ イス トチ ャ ー チ 発

火仮 着

(3)派 遣 者
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岩井 雅夫(高 知大学 ・助一手)

(4)目 的

南極域における生物地理学的多様性の研究

南極ロス海域における第四紀占海洋研究一

(5)観 測項目

① ロス海域における採泥(kと してグラビティーコアラー)

②表層海水ならびにcTDロ ゼ ットによる各層採水

③プランク トンネット試料採取

(6)内 容

観測船 イタリカ号出港 と同時に総計2ユ地点で表層海水採取 ・フィルタリングを開始 した。プランク トンネットは

コアリング地点に合わせ,合 計8地 点で11回 の鉛直曳きを行った。

本航海の主目的は トリエステ大学研究者等 と共に,第 四紀氷床発達史 ・海洋変遷史を編 むための柱状試料をロス

海域 より得ることであった。航海中総計37本 のコアが グラビテ ィーコアラーによって採取 され,総 コア長は134in

にお よんだ。全てのコアはユ.2mご とのセ クションに切断され,冷 蔵保存の うえイタリアに運ばれた。船上全ての

試料について帯磁率が測定 されると共に,セ クション境界の試料についてスメアスライド観察と粗粒残差観察を行っ

た。また,ビ ク トリアラン ド沖を中心に,音 響探査装置による海底地形と堆積構造の調査が行われた。
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3.昭 和基地等の施設概要

1)昭 和基地の施設概要

(1)位 置

昭 和 基 地 は 東 南 極 リュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 東 岸 の 大 陸 氷 縁 か ら西 に約4km離 れ た 東 オ ン グ ル 島 上 に あ り,天 測 点 は

69°00/22"S,39°35'24"Eで 標 高 は29.18mで あ る 。

(2)建 築 物

建 物47棟 の 総 床 面 積 は 約5577m2で 発 電 棟2,作 業 棟2,居 住 棟2,観 測 ・研 究 棟ll,　 ロ ケ ッ ト関 係 棟4,多 目

的 衛 星 デ ー タ受 信 シ ス テ ム,倉 庫2棟 が,東 オ ン グ ル 島 の 岩 盤 の上 に 建 て られ て い る。 他 に,見 晴 ら し岩 西 側 に燃

料 貯 蔵 タ ン ク,観 測 棟 東 側 と電 離 棟 周 辺 に は 各 種 観 測 用 の ア ン テ ナ 群 及 び セ ンサ ー 類 が あ り,基 地 北 側 の ア ンテ ナ

島 に送 信 棟 及 び送 信 ア ン テ ナ群 が あ る。

(3)電 力

発 電 棟 に300kVA(240kW)2基 の発 電 機 が 配 備 され て い る 。 通 常 は300kVA発 電 機1基 の運 転 で 基 地 全 体 の 電 力

を賄 って い る。 ま た,非 常 用 と して,基 地 主 要 部 か ら離 れ た 夏 期 隊 員 宿 舎 の 非 常 発 電 棟 に200kVA発 電 機2基 を設

置 して い る。

(4)車 両,航 空 機

夏 期 の 建 設 作 業 に は,ク レー ン車,ダ ン プ トラ ッ ク等 の装 輪 車 が あ り,冬 期 作 業 用 と して ブ ル ドーザ ー,パ ワ ー

シ ョベ ル,小 型 雪 上 車,内 陸 や 沿 岸 域 な ど の野 外 調 査 用 と して 大 型 雪 上 車,中 型 雪 上 車,小 型 雪 上 車,浮 上 型 雪 上

車,ス ノ ー モ ー ビ ル 等 が 配 置 さ れ て い る。 また,小 型 航 空 機(ピ ラ タス ポ ー ターPC-6,セ ス ナ185)を 運 用 して

い る 。

(5)通 信

昭 和 基 地 基 地 と 国 内 との 通 信 連 絡 は,イ ンマ ル サ ッ ト衛 星 を利 用 して 行 わ れ て お り,電 話,フ ァ ッ ク ス,テ レ ッ

ク ス な どが 利 用 で き る。 ま た,極 地研 究 所 と の 間 で は,こ の衛 星 を利 用 した 静 止 画 像 伝 送(SSTV)の 運 用 も行 わ

れ て い る。 電 報 は,昭 和 基 地 とNTT東 京 電 報 サ ー ビス セ ン タ ー 間 を イ ンマ ル サ ッ トの フ ァ ッ クス 通 信 で 結 び,送

受 信 され る。 短 波 通 信 は,内 陸 基 地 や 旅 行 隊 との 連 絡 に用 い られ て い る が,共 同FAXニ ュ ー ス の受 信 も行 わ れ る。

ま た,1997年2月 か ら は電 子 メー ルが 利 用 で き る よ う に な っ た 。

(6)医 療

毎 年1～2名 の 医 療 隊 員 が 派 遣 さ れ て お り,医 療 器 具 も大 型 レ ン トゲ ン装 置 か ら歯 科 治 療 台 まで 一 応 の もの は備

え付 け ら れ て い る 。
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(昭和基地配置図)
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昭和基地建物一覧

建 物 名
建設年(隊 次) 構 造

床面積m2 現 在 の 用 途

旧 娯 楽 棟
1975(1)

40
木製パネル(断 面図は旧電離棟 と同じ)
常温食糧庫

旧 電 離 棟
1966(7)

40
木製パネル

電離層観測,倉 庫

地 磁 気 変 化 計 室
1966(7)

12
木製パネル,特 殊コネクター使用
地磁気絶対測定

旧 第7発 電 棟
1966(7)

67

軽量鉄骨,ア ル ミパ ネル

廃棄物倉庫

旧 余 熱 室
1966(7)

13
軽量鉄骨,木 製パネル

旧 送 信 棟
1966(7)

29
軽 量 鉄 骨,木 製 パ ネル,12次 で14.5m2を 増 設

観 測 棟
1967(8)

138
高床,木 製パネル

気水圏,超 高層観測,個 室2

旧 食 堂 棟
1967(8)

96
木 製 パ ネ ル

夏 期:隊 員 宿 舎,冬 期:ト レー ニ ン グ ジ ム

放 球 棟
1965(36)

24

高床,木 製パネル

気象ゾンデ放球一

管 制 棟
1967(8)

28
高床,ア ル ミパネル
夏期:し らせ電信室

第2夏 期 隊 員 宿 舎
1968(9)

100
高床,木 製パネル

個室10,娯 楽図書
一

レー ダ ー テ レ メ ー タ ー室
1969(10)

86
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロ ケ ッ トレー ダ ー,テ レメ ー ター
ー

コ ン トロ ー ル セ ン タ ー
1969(10)

22
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル,12次 で 移 設

夏 期:し らせ ヘ リ コ プ タ ー 管 制

発 射 台
1970(!l)

135

高床,鉄 骨,タ ー ン テ ー ブ ル,上 屋 な し

ロ ケ ッ ト発 射

観 測 倉 庫
1970(11)

81
高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象 を除 く観測部門倉庫

第11倉 庫
1970(11)

204
軽量鉄骨,鋼 板パネル

設営部門倉庫

第2夏 期 隊 員 宿 舎
1972(13)

100
高床,木 製パネル

個室10
一

推 薬 庫
1972(13)

67
高床,木 製パ ネル
ロケ ット格納庫

　

気 象 棟
1973(14)

101

一ー 一

高床,木 製パネル

気象観測,屋 上にパラボラアンテナ

気 象 棟 前 室
1973(14)

27

高床,軽 量鉄骨,木 製パネル

気象用倉庫
一ー一 一'一

環 境 科 学 棟
1974(15)

101
高床,木 製パネル
生物,医 学観測

一一

送 信 棟
1975(16)

72

木製パネル
短波通信送信機室

ロ ケ ッ ト暖 房 機 室
1976(17)

5
高床,木 製パネル
ロケット保温槽用暖房機

電 離 層 棟
1977(18)

101

高床,木 製パ ネル

電離層観測,大 小便所

地 学 棟
1977(18)

101
高床,木 製パ ネル
地学,雪 氷,地 震観測
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「一ーー一

建 物 名
建設年(隊 次) 薄f 造

↓

現 在 の 用 途

高 床,木 製 パ ネ ル

友(琴ミf,:)JEIi[

高 床2階,木 製 パ ネ ル

48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂,便 所

高 床,木 製 パ ネ ル
`1壬i7芒崔見1貝lj

鉄 骨2階,鋼 板 パ ネル,木 一製 パ ネル

`300KVA発 電 機1基 ,200KVA発 電 機2基,冷 凍 ・冷 蔵 食 糧 庫,

風 呂,便 所,洗 面,理 髪 室

■

ミ夏 期

　_、_

1'|青　 r:Fl

L

発

1_

1ネ三[面訴責lnL'

ミ水 素 ガ ス 発 生 機 室

隊 宿

(20,

貝 香

2ユ)

処 理 棟

電

(23,24)

1978(19)

8

1979,80

302

一

1981(22}

94

1982,83

425

1仮
!一

作

業 棟

丁

棟

1985(26)

112

パ イ プ,断 熱 シー ト

航 空 ・建 築 物 品 庫,木Il作 業

業
1986(27)

289

.鍔 ぐ胃'
,霊 園†反ノミネ ノレ,木 製 ノくネ ノレ

.車1呵}整 備,† 幾6戒ti'勿品 麿{

1988(29)

117

1990(31)

32

高床,木 製パネル

衛星受信設備

一

.「1

1̀
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日

東十.三
口
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一1
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舜季
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1し らせヘ リ要員待機

木製パネル

超伝導等重力観測
重

1991

1992,

722

1993

25

(32)

49

管
一

理

(32,33)

[
焼 炉

　　　 よ 　　 　

棟1

宗
室ー一1

93

(34)

:1階 鉄 骨
,2・3階 集 成 材,鋼 板 ・木 製 パ ネ ル

ー一一、隊 長室,.厨 房,食 堂,医 務 室1 -一体 育 娯 楽 室,図,彗:室,
.51失・胃'

,i岡 干反バ ネ ノレ
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1--
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1994,95高 床,鉄 骨,鋼 板 パ ネ ル

290主 要 剖lj重星各

1995(36).高 床,冷 凍 庫 パ ネ ル改 造

27観 測 用 ボ ンベ 格 納

1995(36「 一ー一1一高 床,冷 凍 庫 バ ネ 廠 造一 一一 一

16 .一 興 ル ー ダ噺 測 一 一ーー 一.一、

1996(37)ミ 高 床,冷 凍 庫 パ ネ ル改 造

23HFレ ー ダ ー観 測

1996(37)1鉄 骨2階,鋼 板 パ ネ ル,木 一製パ ネ ル

454 、一ー一 壷 速 庫,冷 蔵 庫,設 営 倉座,設 営 事務 室
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11'1訂末,f失'i'i',1岡 干反

?EJ-4(処 ∫里子東～ 倉1・巨↑束

1111訂ネ三,1令}東1車 ノく?、ノレLl文」宣

MFレ ー ダ ー 観 測 小t-i{-

47棟
コ 　 　 ほ エ

こ),こ)イiI|V
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2)み ずほ基地の施設概要

昭 和 基 地 の 南 東 約270kmの 内 陸 氷 床 上(70°41'53"S,44°19'54"E,標 高 約2,200m)に あ る この 基 地 は 第11次(昭

和45年)に コ ル ゲ ー ト棟 を設 置 した の を始 め と して 年 々拡 充 され た が,27次 隊 で 閉 鎖 され,28次 隊 か らは 無 人観 測 点

と して機 能 して い る 。

(1)建 設 物

雪 面 下 に コ ル ゲ ー ト棟,観 測 棟,居 住 棟,ポ ー レ ック ス 棟,超 高 層 観 測 室,医 療 棟 の 計6棟,延 床 面 積106m2の 建

物 の他,ト レ ンチ を利 用 した発 電 機 室,ボ ー リ ン グ場,雪 洞 に よる 実 験 室 が あ る。 また 地 －ilには,通 信 用 ア ンテ ナ,

30mの 気 象 タ ワー な どが 設 置 さ れ て い る。

(2)電 力 等

16kVA(12.8kW)発 電 機 を 有 し,居 住 棟 と観 測 棟 の 暖 房 と風 呂 は発 電 機 エ ン ジ ンの 冷 却 水 熱 を 利 用 して 行 え る よ

う に な っ て い る 。 他 の 建 物 の 暖 房 は電 気 パ ネ ル ヒー ター が 使 用 で き る。

みずほ基地平面図

1.コ ル ゲ ー トハ ウ ス

2.}[号 刊本東

3.観 測 棟

4.超 高 層 観 測 室

5.医 療 棟

6.ポ ー レ ッ ク ス 棟

7.雪 氷 倉 庫

8.雪 氷 実 験 室

9.ボ ー リ ン グ作 業場

10.装 備 庫

ll.　12kVA発 電 機

12.16kVA発 電 機

ハ ッチ 部 は埋 め も ど し域
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3)あ すか観測拠点の施設概要

あ す か 観 測 拠 点 は,ブ ラ イ ド湾 か ら約110kmほ ど内 陸 に 入 っ た 氷 床 ヒの 基 地 で,第26次 観 測 隊 か ら建 設 が 始 ま り,

第28次 隊 で 越 冬 が 開 始 され た が,1991年12月 に越 冬 観 測 が 中 断 され,現 在 は 無 人 で 気 象 観 測 装 置 や 実 験 用 の 風 力 発 電

機 が 設 置 され て い る。f、tt:置は,南 緯71°31'34",東 経24°08'17",標 高930mで あ る。

23°E

71°S

糸～J20kln

あ す か観 測 拠 点 ま で の ル ー ト

24°E25°E/'-r26°E

ブ ライ ド湾

LO

ヘ リ コプ ター に よる

車急送(65km)

30マ イル拠 点(L-47.5)

ノ〈1

ー

ミ

、－

L-104

雪 ヒ中1による輸送

(あすか観測拠点 まで74km)

'や ロ ム ナエ ス
の

シー ル

72°S

9

D
o

あすか観測拠 点(L-121)

8

P

oo

0

ε 。。

氣臆
伊

◇

沙6

駆゚
。ぎ 鯵 ヅ

27°E

寧 ＼(

岬プ乙

ゆ◎Φ

＼ノ

轡

50

 

ワ
o

ノ
戸
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○ 建 設 物

建 物 配 置 を 図 に示 す 。 建 物 総 面 積 は 約433.6m2で,主 屋 棟 ・発 電 棟 ・観 測 棟 ・通 路 兼 倉 庫 ・冷 凍 庫 ・飯 場 棟 か ら な

る。

あすか観測拠点配置

一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 一 一{:コー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 ー ー 一1

1・fi飯 場榊 庫)l
lブ ライド湾方向l

ll　 -一㌍ 竺 テナ…/'Nxl
lLル ー ト//＼l

Il//＼l

I/＼l

ll　 i三屋棟./傾 斜V型 ア ンテナ ＼l

l∠ 一一,._ ＼1

「 ㌦ ∴:纐∴∴-

1＼/騙 噺 ＼l
l＼'こ こ≦〉 光 学 棟050100mI

㌻_「 一一.i-一 一一一ー一一ーーー一'一一ーー一士 ±L±-L」

あすか観測拠点建物一覧

30マ

1-一一

飯

1-一

毛

ト

1発

ト

観

ト通

L_

建 物

イ ル

場

屋

亀

測

名
建設年(隊 次)|

床面積m・ 「
t

1984(25)[鋼 板 塩 ビ加 一1ニパ ネ ル

小 屋 [25 .9130マ イ ル 点 の 屠fi三ーー一 　

棟

罰 一 ーー一

1984(26)鋼 板 塩 ビ加Ilパ ネル

14.61986年(27次)で 移

棟
」

一 －n--

1984(26「 獲製パネル

100.0[厨 房 ・食 堂 ・通 信 ・

棟
1985(27)1木 製 パ ネ ル

95.Ol発 電 機 室 ・風 呂 ・便
便 ー一斗 一 一 一 、 一

棟
一 一

路

1986(28);木 製 パ ネ ル
r

105.0観 測 室 ・医 務 室 ・寝
一 一一

1986(28)鉄 パ イ プ ラ チ ス ・木
_一 品一 一

93.1倉 庫 兼 用
一一ーーーーー一一

」
1

「
…

造

途用の在

構

.現

・部分 不 燃 パ ネル

寸
ー

-

1
「

I
I

.「

「

一

、寸
-
ニ

ー

○ 電 力

常 用 電 源 と して30kVA(24kW)発 電 機2機 が 発 電 棟 に設 置 され て い る。

そ の 他 に5　kVA,　 3　kVA発 電 機 が 非 常 用 と して 保 管 さ れ て い るc
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4)ド ームふ じ観測拠点の施設概要

(1)位 置

昭 和 基 地 の約1.000km南 の 氷 床 ヒの 頂 部 に1"・:博す る 観 測 拠 点 で,氷 床 ボ ー リ ン グの た め に1995年2月 よ り越 冬 を

開 始 した.位 置 は,77⊃19'O!"s,39°42'12"Eで,標 高 は3810mで あ る 。

(2)建 言黄牛勿

建 物9棟 の 総 床 面 積 は298m2で,発 電 棟 ・食 堂 棟 ・居 住 棟 ・観 測 棟 な どの 地 ヒ施 設 の他 ,㍗ 面 ドの ドリル 作 業室

と掘 削 制 御 室 か ら な る 避 難 施 設 を 除 く地L建 物 は 通 路 で つ な が れ 食 糧 保 存 庫 等 に 使 用 して い る 、

ドームふ じ観測拠点建物一覧

∵ ∴ ㌫ ㌘ 床面∵)-1冷 凍庫パネル改造撞
　 　L-一 寸一ー一' 一ー 一 一ーーー!一 ー ーー一+一 一

堂 棟 ミ1994C34)36.5冷 凍 庫 パ ネル 改 造

造

f主 †東1995

1則 †東|1995

1995

1994

(35) 36.5
一一一 一一ー一一一一

(35}36.5
-一ー ー一一ー一寸一一一一一一一一

(35)

(34)ミ

冷 凍 庫 パ ネ ル 改 造十
一一

冷凍庫パネル改造
　　　 　　　

一」 冷凍庫パネル己文些
医療居 住棟

過去 莫径 方{宣言三と1

ド1)ル作薬司1995(35)
　よす　　　　　　 コ　

掘 削 制 御 室1995(35)

1-一 －

L-一 一_一|

通路 物 品庫

[大 気 観 測 棟

1995(35)

1997(38)

36.5

45.9

:32.4

-一一トーーーーーー一 一・

9.7

1107
.8

120 .3

パ イ プ トラ ス,断 熱 帆 布

コ

1冷 凍 庫 パ ネ ル 改 造
一ー一十一 ーー一

1木 車由,陸 斤秦無封司干反ノS=ネノレ

8 冷凍庫バ ネ

3 冷凍庫バ ネ

「

J
l|
|
|
ヨ

(3)電 力 等

常 用 電 源 と して28kVA(22.5kW)2基 が 発 電 棟 に 設 置 され て い る、,この ほ か に ドリ ル作 業 室 に掘 削 用 と して28

kVA発 電 機1基 が あ る 。 生 活 用 発 電 機 は ,常 時1基 で 運 転 して い るが,掘 削 用 は必 要 な時 に運 転 す る、 生 活 区 画の

暖 房 は エ ンジ ンの 余 熱 とボ イラ ー で行 い,造 水 は 雪 ブ ロ ッ クを 融 か して行 う。

(4)車 両

物 資 の 補 給 は すべ て 昭 和 基 地 か らブ ル ドーザ,大 型 お よ び 中 型 雪 ヒ中1を使 って 行 う。 現 地 に は これ ら の 車 両 と ク

レー ン車,小 型 パ ワー シ ョベ ル な どが あ る 。

(5)通 信

Ll本 との 連 絡 は,イ ンマ ルサ ッ ト衛 星 通 信 で 行 い,電 話 ,フ ァ ッ ク ス,テ レ ッ ク ス,カ ラー 静Lヒ画 伝 送(,S,STV)

が 利 用 で き るが,不 通 に な る 時 間 帯 が あ る 、、昭 和 基 地 との 定 時 連 絡 は,短 波 通 信 で 行 っ て い る。 電 報 の 送 受 は す べ

て 昭 和 基 地 を経 由 して 行 う.

(6)医 療

毎 年1名 の 医 療 隊 員 が 滞 在 し,健 康 管 理 と治 療 業 務 を行 う。 医 療 器 具 は小 型X線 装 置 や ポ ー タブ ル超 音 波 診 断 装

置 な どが あ る 。 疾 病 が 発 生 した と き に は,　SSTVを 使 っ て 国 内 の 医 師 と連 絡 して 治 療 に 当た れ る態 勢 にあ る。
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4.南 極地域観測資料整理

平 成10年 度 の 南 極 地 域 観 測 に係 る資 料 整 理 は,以 下 の 資 料 等 に つ い て実 施 され た。

これ らの資 料 整 理 は 順 調 に進 み,研 究 発 表 は,学 会等 にお け る[J頭 発 表 の 他Memoirs,　 南 極 資 料,　JARE　 Data　 Re-

ports及 び 関 係 学 会 誌 にお い て 行 わ れ て い る。

(1)観 測 デ ー タ

ー建離層垂直観測

L

PT.一

リオ メー ター に よ

1る 電 離 層吸 収 観 測

短波電界強度測定

FMCWレ 一一ダー 観

測

1リ オ メー ター,短

ミ波電 界強 度測 定,

1地 磁 気3成 分

`一 ー ー ー ー

オ ノ グ ラ ム

0.5M-15.5M)

i1998・2・1～

il999.1.31

3.5イ ンチ 光磁 気 デ ィス ク ・容 量230MB

1998.2.1～

1999.1.31

トー

5イ ンチ 光磁 気 デ ィス ク ・容 量500MB

1998.2.1～

11999.1.31
冑

8mm磁 気 テ ー プ ・112mテ ー プ

宙 雑 音電 界強 度

20M,30M)

1

1998.2.1～

l!999 .1.311
...

感熱記録紙

l

!998.2.1～

1999.1.31

乎∫,点言己釘(用糸底(矢豆?皮震£界 弓蚕∫変狽IJ辻三とf片せ

記 録)

信 電 界 強 度

JIY8M,10M)

h998.2.1、
[
ll999.1.311

感熱記録紙

1.

ll998.2.ユ ～ii

l1999.1.31

打 点 記 録 川紙(リ オ メー ター と併 せ て 記釜

一　

オ ノ グ ラ ム

2.2M)

一

1998.2.ト

1999.1.31

3.5イ ンチ 光磁 気 デ ィス ク ・容 量230MB

－

宙雑 音電界強度, vg又

一

1998.2.2～ 磁 気 テ ー プ ・2400ftオ ー プ ン リ ー ル

信電 界強度,地 磁気31

成分強度

1・,1)t・ ・1

1999.1.31

一一_一 ー一_L－

定常観測 ・気象

地 ヒ気象観測 T現 地気 圧,海 面気 圧,

気 温,露 点 温 度,蒸 気

圧,風 向 風 速,日 照 時
レ

間,全 天 日射 量,雲,

1視 程,天 気
|

1998.2.1一

㍑
「 一高 度 約

30kmま で の 気

圧,気 温,風 向,風 速,

-40℃ までの 湿 度

オ ゾ ン分圧 の 鉛 直 分 布;1998.2一

者ノー旦手

観 測野 帳,日 表,月 表

日記 記録 紙

3.5イ ンチMO

高層 気象観測

特殊ゾ ンデ観測

998.2.1～

1999.1.31

観 沮u[言己金表,窪 見沮|∬原簿i

3.5イ ン チMO

998.2-

1999.1

観 測 記録

3.5イ ンチMO

998.4～

1998.9

観 測 記 録

3.5イ ンチMO

1年 分 気象庁

1年 分

53[口1う}

ヒrhJき,卜'|司 き 長 ぞ皮長1

放 射 甲:の 鉛 直 分 布

_一一一_L-一 －
L

粒 径 別 エ ア ロ ゾ ルの鉛

[自:ラ]、イげ

1998.4～ 養見{則ll己tJ,k

1999.13.5イ ン チMO

－132一



デ ー タ内 容 1氾皇∫U明[昌J

T
I

.

言己金良女某イ本 ・1氾鱈表イ{:本長 ・言己会式f幾

1998.2.]一 雀見沮1」ii'己全景

1999.1.313.5イ ン チーMO

-一ー一.... ..一ーー－L

1齪 デ ー タ1998.2.1・iftiSd測 記 録,自,;己[i己 銀 紙

,.一 ー一 ….一....↓11?9・1・31jl5イ ンチM('.,. '

ノ・こ会て浮己1蜀1'j,,199S.2.1-.崔 見損|jil'巴里、表

ミ1999.1.313.5イ ン チMO

iた だ し極 夜'期

fi}Jlま1笏ミく)

版 画 紫酬|1躯1,　 lll、1'LJIix'一丁輌 記m"'"一

ミ.1998.6.213.Sイ ・ チM・
.1 .(た だ し極夜 期

1横Jlよ 陽ミく)
ト 　　　 　 セ ロ　 　 　 ア

:直 達II眺{、.i・ ・r(,Jき 放119.98.2.1-一 一　 　
|1
;身寸1,{:〔ノ1こノミ自身寸1,1:・fffA

舌L自 身寸lil:　・砦ξ夕Ftyk日 身寸!

}i{:・1ミ1皮1ミfiVgiJ'lib　 I

トー 一.一.一 一一一.・ 一一一一一十一一一一一.一 ーー

ヒ1可 き 右文身f最{[]J'k見tyk1998.4.21一

方文身f吊:・ 琴1}三夕}」戒力文身寸量

i－ 土乏ij;tc上ξ方丈fA1|-1著1:)

一 ⊥一_一_+一 一一、一一.一 .一.

 

ー

ノ

1年 分

極夜期

)

.～

9.L31

1-

9.1.31

-..

～

9.ユ.31

-..一

観 測 記 録

3.5イ ンチMO

3.5イ ンチMO

観 測記 録

1999.1

..

観 測 記録

3.5イ ンチFD
.一.一

ケ月

他の観測 Sユ6友て日読,煉Ll自 」厘U虫

|(ロ ボ ッ ト気 象 計 〉

1998.2.1～

:i毎 月く ヒ
(7)8責'・㌃ 罎:

」_一 ー ー ー 一 一.

1998.4-.

1998.2.1.-

1999.1.31

4
1

⊥ 一一.....

フ ロ シェ ク ト研 究 観 測 ・宙 空i部門

… 一 ダ ー1二,aW,・ ・t,il、X,、mr、 。e(,、

る 電 蝸1濡 場 観 測ICI。 。,er,.,C,Lrlm

Il-.一一..「.一 一 一..一 －u.一.

|プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測 ・宙 ツ巨部 門ト
.一.・一.一

|窃」丞 オ 角f9・

トメ ー デ ー タ1

　 ロ ブ|

[ プ ロ ジ
ェ ク ト研 究観 測 ・宙 空iW}J

L^一 ー 一.
|{

ミ全天単色 イメー ジー 全 天単色オーロラ画像
　

ヤー に よ る オー ロ 「

.7遮則 ⊥ 一..一ー一...一.一..

プ ロ ジ 」一ク ト研 究 観 測 ・宙 空 部1"J

テ レ メ トリ に よ る　 EXOS-D

/YI:律 了㍉㌧1乏・f,1'

L-一一.一..

1ブ 。㌘ ク ト職 酬{,」.宙梛 凹

し..一ー一.一..一 一ー －

lDMSP衛 星受信.°1'[

tl!'tG者'日 イく一…「
イ ン チMO

(〕1)-R()M

8nUll　 Exabvle八IT

 

L

1年 分

1

ト

loケ 月

1

1年∵

..一一.一一一 一9

10ク ー 月!

.一..一一ーーー－L-一ーーーーーーーー一._一.一..一 一.-1

⊥.男:璽 斗二 和 代!

17枚k,.拉 極地研ラ七所1

27枚l

l8巻;1

-一.L-一...1

担'[緒`坂 野 井 和 代1

1998.4.25～SVHSビ デ オ テ ー プ

1998.10.103.5イ ン チMO

　 　　 　 　 　 　 　　 8mm　 ExabvteMT
{

199S..1.3--DLTチ ー フ

19gS.10.3

tH'il者'ド 司 里rI辛1・ ・日

1998.2.1-240〔}ftMT

l999,1.8

1998.2.1..1mmDATチ ー フ

1999.1.31

90本

20枚

3巻

手1.!当者|祠 り!];・∵亡

一「

一・坂 野 井 和 代

イく 一　 VJ・IH

ま旦'iG者'目

中

i

..」

木

照 人 ・坂野井 和 代

ユ80巻 L目下ア.桓え」也イiJf'ラ七}りF

男 ・坂野井 和 代

ー

⊥

一 一 「 　 一 一

210巻 1.司Iltl桐{地 イijlンダヒ}t斤

一..一 ー一」
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観測項 目 デ ー タ内 容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関

モニタリング研究観測 ・宙空部門 担当者 目 木 一 男 ・坂野 井 和 代

イ メ ー ジ リ ン グ

リオ メ ー タ観測

CAN 1998.2.1～

1999.1.31

5イ ンチMO

3.5イ ンチMO

3枚

30枚

国立極地研究所

モニ タリング研究観測 ・宙空部門 担 当者 坂野 井 和 代

フ ィ ル ム 式 全 天

カ メラ観 測

全 天 オ ー ロ ラ画像 1998.3.ト

1998.10.10

FUJIFILMF-250D　 (400ft)

カ ラ ー フ ィル ム

1巻 国立極地研究所

全 天CCDカ メ ラ

観 測

全 天オ ー ロ ラ画 像 1998.3.1～

1998.10.10

DLTテ ー プ 5巻

SIT全 天 カ メ ラ 観

測

全 天 オー ロ ラ画 像 1998.3.1～

1998.10.10

TEAC　 MA-200W

SVHSビ デ オ テ ー プ

4枚

300本

掃 天 フ ォ トメ ー タ

観測

(5577,Hβ)

日録 バ イナ リーデ ー タ 1998.3.1～

1998.10.10

SONY　 MO　 DISK

EIM-1301

512byte/sector,　 1191MB

1枚

週 録 バ イナ リー デー タ 1998.3.1～

1998.10.10

1枚

月 録 バ イナ リー デ ー タ 1998.3.1～

1998.10.10

1枚

モ ニ タ リン グ研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担 当者 岡 野 章 … ・目 木 一 男

超高層モニタリン

グ観測

相 関 記 録

(ULF,　 VLF,　 CAN,

MAG)

1998.2.1～

1999.1.31

感 熱式 チ ャー ト

2400ftMT

5イ ンチMO

12冊

38巻

18枚

国 、乞極地研究所

VLF広 帯域記録 1998.2.1～

1999.1.29

8mmビ デ オ テー プ 51本

モ ニ タ リ ング研 究 観 測 ・宙 空 部 門 担 当者 岡 野 章 ・・目 木 … 男 ・坂 野 井 和 代

地磁気観測 地 磁 気 絶 対 観 測

(DJ,F,H,Z)

K.il/dex

衛 星 リ ン ク デ ー タ

(H,　Z,　D,　CAN,　 ULI)-

D)

1998.2.1～

1999.L31

3.5イ ン チMO 1枚 匡拉極地研究所

地 磁 気 変動 観 測

(H,Z,D)

1998.2.1～

1999.1.31

打 点式 チ ャー ト 7冊

プロジェクト研究観測 ・気水圏部 門 担 当者 橋 田 元

エアロゾル数濃度

測定

KOO3カ ウ ン ト 通年 3.5"FI) 2枚 名古屋大学太陽

地球環境研究所

CPC3010カ ウ ン ト 通年 3.5"FD 36枚

プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門/地 学部門 担 当者 橋 田 元 ・青 木 茂

CTD観 測 水温塩分鉛直分布 1998.7～

1998.12

3.5"FD 2枚 国立極地研究所

電磁流速計観測 水平流速鉛直分布 1998.7～

1998.12

3.5"FD 4枚
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r-一 一

観測項 目

.一

デ ー タ内 容

一一 ー一一.1

記録 期間ミ 1言 己全長ク某イ本.、記皐喪イf牙羨.言己垂乗機 数量 保管機関

係留系観測

　

100m深 流 速

一1-I

l998.7-

1998.ll

1

光磁 気 デ ィス ク 1枚 国立極地研究所

プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測 ・気 水 圏 部ド」
,

一重 一 一一.　 「一

担'[渚 柏 原 ・ 律

衛 星受信計画

一`

JERS--　 1　 ・SAR,OPSll

l

一

1998.2.1～

1999.10.12一 受信 ロ グ

:D
lカ セ ッ ト

1

5巻

1冊

[王位 極地研究所

1

EERS-2　 (AMI)
|1998

.2.ユ ー

1999.1.31

　 ..一.-

D1カ セ ッ ト

受 信 ロ グ

6巻

1冊1

NOAA　 (Raw,　 CHl,

CH4,　 MATH,TOVS)

ミ1998
.2.1-:

1999.2.31

一 ー 一..一 一.-

4　mmDATチ ー フ1

受信ロ グ

.一一… ≒

209巻1

1冊

プ ロ ジェ ク ト研究 観 測 ・気 水圏 部門 担当者 [ll 川 和 充 ・鈴 木 啓 助

H72浅 層掘削 掘削記録 1998.19.11-

ll998 .9.22
!

一.一 一

3.5イ ンチFI) 1枚 国 立極地研究所

コア記録

1

|

1998.9.1ト

1998.9.22

野帳 1冊「 !

ト

;

ドーム浅層掘削
:

掘削記録 1998.12.12～

1998.12.24

3.5イ ン チFI) 1枚

1

コア記録 1998.ユ2.12～

ユ998.12.24

一 ゴー.一一

野帳 1冊

ドー ム旅 行 ル ー ト

沿 い観 測

移動気 象観測データ 1997.12.23～ミ

1998.1.8

一一

3.5イ ン チFD

一 一・・-一 ーー-

11枚1

1枚

1枚

1枚
1

{

1

1998.11.7～

1999.1.17

..-

3.5イ ン チFI)

!

雪尺測定デー タ 1997口2.23～

1998.1.8

3.5イ ン チFD

1

!

1998.ll.8～

ユ999.1.9

1一 一

13・5イ ン チFD

表面積雪密度デー タ 1998.12.30～

1999.1.5

3.5イ ン チFI)
ll枚
ll

ト

雪 面写真
1

1998.11.7～

1999.1.一

ポ ジ カ ラ ー フ ィル ム

ト

2本

一一

低温科学研究所

無人気象観測 気 象 デ ー タ
!

ミ

一 ー一.一 ー 一 ←マー

1998.1.1卜

19982.5

一

3.5イ ン チFD 1枚 国立極地研究所i

I

気 象 デ ー タ 1998.12.26～

1999.1.15

3.5イ ン チFI) 1枚

モニ タリング研究観測 ・気水圏部門/気 象部門

一 一 ー一 一

担 当者 橋 田 元 ・堀 川 和 久

二酸化炭素濃度測

定

NDIR出 力

ミ

i

通年

一 一・ 一 ー 一

3.5"FD

Iプ リ ン タ用 紙

チ ャ ー ト紙

い4枚
1組

12冊

国 立極地研究所

メタン濃度測定 GCカ ウ ン ト!

1

一一

ミ通年

一

　 一 一.一.一 一 ー一

3.5"FD

チ ャ ー ト紙

24枚

12冊
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観測項 目 デ ー タ内容 記録期間 記録媒体 ・記録仕様 ・記録機 数量 保管機関

地 ヒオゾン濃度測 オゾ ン計出力 通年 3.5"FD 24枚 国 、ン:極地研 究 所

定 プ リ ン タ用 紙 12冊

チ ャー ト紙 12冊

成 層 圏03NO2観 rl∫視 分 光器C型 通年 3.5"FD 24枚 名 古屋大学 太陽

測 プ リ ン タ川 紙 1組 地球環境研究所

可'視分 光 器D型 通年 3.5"FD 24枚

プリンタ用紙 1組
門

プロジェク ト研究観測 ・地学部 門 担当者 肖二 木 茂
一

超伝導重力計に よ
1地 球 潮 汐2秒 サ ンプ リ
|

1998.1.29～ カセ ッ トMT(CT-600N)/TEACI)S-80 13巻 国産 天文台水沢

る連続 観測 ン グデ ー タ　(TIDE) 1999.1.31

地球 自由振動2秒 サ ン 1998.1.29～ カ セ ッ トMT(CT-600N)/TEACI)S-80 13巻

プ リ ン グ デ ー タ 1999.1.31

(MoDE)

現地気圧2秒 サ ンプリ 1998.1.29～ カ セ ッ トMT　 (CT-600N)　 /TEAC　 DS-80 13巻

ン グデ一 夕 1999.1.31

地球潮汐 ・地球 自由振 1998.1.29～ チ ャ ー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン式 レ 12冊

動 ア ナ ロ グモ ニ ター記

録

1999.L31 コ ー ダ ー

現地気圧 ・室温アナロ 1998.1.29～ チ ャ ー ト紙H25-IZ/理 化 電 機6ペ ン式 レ 12冊

グモ ニ ター記 録 1999.1.31 コ ー ダ ー

一 　

1 傾斜信 号アナ ログモニ 1998.129～ チ ャー ト紙B9501AH/横 河2ペ ン式 レ コー 12冊

i ・一 蹴1ユ999.1.31 ダ ー

[一 ⊥.一 一

}

プロジェク ト研究観測 ・地学 部門 担 当者 寺 家 孝 明
一' 一一 ー ー ー一

VLBI VLI31デ ー タ1998.2.9～11 1)1カ セ ッ トテ ー プ 14巻 II三位 極 地研 究 所

1
1998.5.1ト13 15巻

ミ 1998.8.9～11 15巻

1998.ll.9～11 18巻

　

記録 ログ 1998.2.9～11 FD 1枚 国 、ン1極地 研究 所

1998.5.11～13 1枚 国 、ン1天文台

1998.8.9～!!

1998.11.9～11

一.-

気 象 デ ー タ

一

1998.2.9-11 FI) 1枚

1998.5.ll～13 1枚

1998.8.9～l!

1998.11.9～11

プ ロ ジ ェ ク ト研 究 観 測 ・地 学 部 門

短周期地震波によ

る地殻構造探 査と

機器開発

上世電f立」車糸売観 沮IJ

L22D,L28B地 震 計

デ ジ タル記 録

　　 　　　　　　コ 　　　　 　 　

1997.12.18～1光 磁 気 デ ィス ク

1999.1.4-(LS-8000)

地磁気3成 分

地電位 データ

(230Mb}yte)

1998.2.1～ ス ト リ ー マ ー チ ー フ(CT-600)

ll999・1・31∴ 」1二11ク(1…-8・)一
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乱三3求旦月1昌」

1998.1.29～

1999.1.

t{己釘{ 某々fイ,〈・[;己企求イi:MG・ 巖己f、良梯ミ

ミ超鱒 勒 、椚 カセ ノトMTに,蹴

i3ii
'一ー一一_一 ーー－rr　-一.「

!13巻

一 一 寸

13巻:

国いり二天文台水沢

}山月ミ自til9辰 重力2希 少→ナン

プ リ ン グ デ ー タ

iM()1)E

録

GPS観iHlj

測 デ ー タ

モ ニ タリ ン グ研 究 観 測 ・地 学 部 門

GPs輩 見損[j

1

重力測定

野外測定データ

199S.1.29-

1999.1.31

超伝 導:重1力計 月1カセ ッ トMTに 記 録

)Ei`

.一 重　 一一一.

1

1汐.地 蜘 ・山 止1998.1.29.

一ロ グ モ ニ ター 記
,1999.1.31

幽一

超伝 導.重力 計 用チ ャー ト紙 に記録12冊
:

1一 へ`1'

・11Z-FXに よ る 観1998 .3～「

タ ミ1999.ユ
1

光磁 気 デ ィス ク

一一.一一『コ

.

13杉(L司 、1/1桐汀也ωFラむ 肝1

||

ミ

巳'、」乏音「;「1「J手 【1、11者 身1里 」11;易1'一

e4000SSTに よ る

測 デ ー タ;

1
「

1998.10.16～3.5イ ン チ フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク(1.4MBytes)

ユ998.10.24

|1

3枚! 京都 大学大学院

理学研究科,国,

捕{地 研究所1

!

ト重力計 に よる1998.1.24～.重.力 測定 野 帳 3冊

短周期 ・広帯域地 畔ES地 震計 アナ ログ記

震計連続観測{録

十－

STS地'震 副'長周 期

出 力 アナ ロ グ記 録

1999'2・ 彗

一_一 一一.

1998.1～!感 染無言己垂衣紙 ・長 日寺田Jj璽糸売、1己3,kii・t

1999.1.31

1998.2.1～!惑 突無言己S・k糸底 ・tilミ}L}1削主星糸売ri'己金表言卜

1999.L31(「81)23)

一」

STS地 震 計広帯域

出力アナログ記録

1998.2.1～ 感 熱 記録 紙 ・長 時 間連 続 記録 計

ユ999.1.14(8K23)

STS地 震 計 広 帯域

出力 ア ナ ロ グ記 録

「 　 『…
ISTS地 震 計POS出 力

`ア ナ ロ グ記録

「一 　-

l　HES,　STS地 震r汁

1デ ジ タル記 録

CMG-40T地 震 計

デ ジ タ ル記 録

1999.1.1・1.～ チ ャ ー ト紙 ・長 時 間 連 続 記 録 計

1999.1.31(R66)

軽}ナ芒1毒ζ岩±或1こ才±5己ナ

る広 帯域 地 震計 観

測

海洋潮汐連続観測 潮汐デジタル記録

.1998
.2.1～ チ ャ ー ト紙 ・ハ イ ブ リ ッ

1999.1.312212)

・一十一ーー一 一・一ー ー一一ー一一←一ー一 ・一一

1998.2.1～ エ キ サ バ イ トテ ー フ ・WS

1999.1.31

ミ1997・12・19一 磁 気 デ ・ ス ク(23・MBy・e・ ・

1999.1.31コ ー ダ ー(DRM3b)

1999.1.31{
{

_._一ーーーーーーー－L___

9eotllrbo) 4本

es)・ デ ー タ レ 24本 京都大

理学研

」

ル
兀河だ。び約束

潮汐アナログ記録 1998.2.1～

1999.1.31

　 　 一.

1チ ャ ー ト紙.測 試 、1己録 計
ト
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(2)採 取試料

観測項 目 試料名 採取期間 採取場所 試料の形態 数量 保管機関

プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担 当者 橋 田 元

エ ア ロ ゾ ル ・ガ ス

サ ンプ リン グ

エ ア ロ ゾ ル ・ガ ス

サ ンプ リン グ試料

1998.2.1～

1999.9.30

昭和基地 バ イア ル 600本 名古屋大学太陽

地球環境研究所

エ ア ロゾ ルサ ンプ

リン グ

電 子顕微鏡用

エア ロゾル試料

1998.2.1～

1999.9.30

昭和基地 シ ー ト 80枚 国 立1極地研究所

フ ィル ンエ アサ ン

プ リン グ

ブ イル ンエ ア試 料 1998.9.11～

1998.9.22

H72 ス テ ン レス

フ ラ ス コ

14本 東北 大学

1998.12.12～

1998.12.24

ドー ムふ じ 18本

グラブサ ンプラー

回収気球実験

成層圏大気試料 1999.1.18 昭和基地 ステ ン レス

フ ラス コ

4本

海洋観測 海水試料 1998.7.1～

1999.12.8

リュ ツ ォ ・ホ ルム湾 バ イア ル 200本 国立極地研究所

プロジェク ト研究観測 ・気水圏部門 担当者 山 田 知 充 ・鈴 木 啓 助

H72浅 層掘削 氷床コア 1998.9.11～

1998.9.22

H72 全 コア 73m 国立極地研究所

ドーム浅層掘削 氷床 コア 1998.12.12～

1998.12.24

ドー ムふ じ 全 コア 124m

ドー ム深 層 コ ア 氷床 コア 1995.5～

1996.12

ドー ムふ じ コア 372m 国 立 極 地 研 究

所,北 海道大学

ドー ム トレ ンチ掘

削

氷床表面積雪層 1998.12.21 ドー ムふ じ ブロ ック雪 サ ンプ ル 120k9 国立極地研究所

ドー ム旅 行 ルー ト

沿 い観 測

表面積雪 1997.12.23～

1998.2.6

ドーム 旅 行

ル ー ト

サ ンプル瓶 193本 信州大学,国 立

極地研究所

1998.11.7～

1999.1.13

ドー ム旅 行

ル ー ト

サ ンプル瓶 225本

昭和基地の降雪 ・

飛雪採取

降 雪 ・飛 雪 1998.3.9～

1998.10.31

昭和基地 サ ンプル瓶 82本 信州 大学

昭和基地の表面積

雪採取

表面積雪 1998.4～

1998.6

昭和基地 サ ンプル瓶 4本 国立極地研究所

昭和基地周辺の表

面積雪採取

表面積雪 1998.4.16～

1998.10.10

昭和基地周辺 サ ンプル瓶 26本 信州大学

H72旅 行 表面積雪

採取

表面積雪 1998.9.3～

1998.9.24

H72 サ ンプル瓶 72本

ハムナ氷漂底面氷

採取

氷河底面氷 1998.10.21 ハムナ氷濠 ブ ロ ッ ク氷

サ ンプ ル

200kg 国立極地研究所

湖沼水採取 湖沼水 1998.2.13～

1999.2.16

リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾

沿岸

サンプル瓶 71本 信州大学
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観測項 目 試料名
..一.一一」_

採取期間 採取場所 試料の.形態 数量 保管機関

プ ロ ジェ ク ト研 究 観測 ・地 学 剖1門 担当者 小 島 秀 康 ・海 田 博 司 ・矢 田
幸

・}

、
」

宇宙塵採集 宇宙塵 1998.7.29 と っつ き岬

陽石探査

1998.!!.2～ や ま と

1999.1.14'

限 イi 199S.ll.2～

11999 .1.14

-_一 」 一_t1_一

や ま と ・ベ ル ジ カ

テ フロ ン瓶

フ ィ ル タ ー

ナ イロ ン袋

4本

96本

1至正 極地研究所

4138f固 国 立極地研究所

モニ タ リ ング研 究 観測 ・気 水 圏部 門 担 当者 橋 田 元

大気サ ンプリング

エ ア ロ ゾ ルサ ンプ

リ ン グ

大気試料 1998.2～

1999.1

精製 一二酸化炭素 ll998.2～

;1999.1

エア ロゾル試料 1998.2～

1999.8

日召下[|基±也

昭和基地

ガラ ス フ ラ ス コ 52本

ガラ ス フ ラ スコ 40本

東北 大学理学部

米国ノ・気海剖 ∵

ガ ラ ス フ ラス コ

ス テ ン レ ス

フ ラ ス コ

4鉢 米国プリ・対

10本

ン大学

　
東京 大学

RI総 合 セ ン ター

10ρ ア ル ミボ ンベ

ガ ラ ス管

濾紙

52本

8枚

国 、1/1極地 研 究 所 、

モ ニ タ リン グ研 究 観 測 ・生物 部 門 担 当者 飯 野

±壌細菌の定点観 土壌試料

測

1999.1.28～

1999.2.17

±壌 細 菌の モ ニ タ

リ ング

.土壌藻類の定点観

測

高等植物 の監視

地温の定点観測

一
ベ ン チ コ ー ト 19

シ ー ト

.L壌試料 19
1

一土壌 試 料－

k直ti'勿言式料一

十壌 試 料

温 度 計測 ロ ガー

1998.12.9～

1999.2.17

1997.1.28～

1999.2.17

`1999
.2.17

;1999.2.6

1999.2.16

オ ングル諸島 冷凍 十一㌫ 漏這枡売所ミ

微服ノ
白

　

I

I
I

L

T

|
1
1
、

゜
」

9

一一

茂 光;
一_. 一」

オ ングル諸島

オングル諸島

オングル諸島

ラングホブデ

オングル諸島

'/.N.11こで
1了戚

冷 蔵

1
1

ル諸島 冷凍
1

7点1

ミ

ホ ブ デ

1

冷凍 3点

1点

ル諸島|室 温
⊥

ミ2点

一139一



V.総 合研 究大学院大学

1.総 合研究大学院大学

総合研究大学院大学は,我 が国初のいわゆる独立大学院(学 校教育法第68条 の規定に基づ き学部を持たず大学院だ

けを置 く大学)と して,昭 和63(1988)年10月 に設置された国立大学である。

全国の大学研究者の共同研究推進 について,中 心的役割 をはたしている大学共同利用機関のうち11研 究機関(高 エ

ネルギー加速器研究機構,国 立極地研究所,国 立遺伝学研究所,統 計数理研究所,国 際 日本文化研究センター,国 立

天文台,核 融合科学研究所,岡 崎国立共同研究機構(分 子科学研究所,基 礎生物学研究所,生 理学研究所)及 び国立

民族学博物館)と の緊密な連携 ・協力の下に,そ れらの優れた人材 と研究環境 を基盤 として博 士後期課程の教育研究

を行うことを特色 としている。 こうした特色を生か して教育研究活動 を活発に進め,新 しい学問分野 を開拓するとと

もに,そ れぞれの専門分野において学術研究の新 しい流れに対応することのできる優れた研究者を養成することを目

的としている。

2.総 合研 究大学院大学への参画

国立極地研究所は,平 成5(1993)年 度から総合研究大学院大学に参画 し,そ の基盤機関 として同大学数物科学研

究科に設置された極域科学専攻(博 士後期課程)の 教育研究指導を行うこととなり,18名 の学生が在籍 し,論 文博士

も合わせ,6名 が学位を取得 した。

1)極 域科学専攻の概要

南北両極域の自然は,電 磁圏,大 気圏,水 圏及び陸圏を通 して相互に関連 し,そ れ自体が 一つの大きな自然系を構

成 している。極域科学は,こ の自然系に係る幅広い研究分野の基礎の上に立ち,地 球の自然 を支配する物理的 ・化学

的 ・生物的諸過程とその相互作用を地球規模のシステム科学として究明することを目的 としている。本専攻において

は,南 北両極域の自然現象を中心に全地球的環境 をも視野 に入れた教育 ・研究 を行い,高 度の研究能力を具備 し,か

つ,幅 広い地球科学研究に従事できる優れた研究者を養成する。
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2)数 物科学研究科極域科学専攻学生一覧

学 年 氏 名 教育研究指導分野

車 田 毫 一1一極 域 電 磁 圏

!田 中 秀 極 域 水 圏

藤 田 裕 極 域 電 磁 圏

3年 次

2年 次

1年 次

一ー一 谷 修 也 極 域 水
一 一 ー-十 一ー一

海老原 祐 輔 ミ極 域 電 磁

大 谷 誠 司⊥ 夜 這 オ、

鈴 木 里 子;極 域 陸

高 田 守 昌 極 域 水

外 田 智 千1 極 域 陸

圏

圏

圏

圏

圏

圏

上 野 健 極 域 陸 圏

小 澤 拓 極 域 陸 圏

黒 木 麻 希 極 域 水 圏

飯 塚 芳 徳 極 域 水 圏

高 橋 晃 周 極 域 水 圏

並 木 光 行 極 域 水 圏

福 原 哲 哉 極 域 陸 圏

Ropert-Goudert　 Yan 極 域 水 圏

Michel

荒 井 頼 子
.L極 」或 水 圏

劣情

一丁一一一■

(平成10年9月 修了)1

(平成10年10月 入学)

3)学 位取得者一覧

氏 名

藤 田 裕

田 中 秀

谷 修

海老原 祐

大 谷 誠

井 太

一.一_一 」

:

一 へ一斤一　
11

1論 文 題 目 学 位 取得年月日 備 考1
1

rA

イ メー ジ ン グ リ オ メ ー タ を用 い た オ ー ロ ラ関 連 現 象 の

7　

博一士

…一一一`一 ー ー ー一寸

平 成 ユ0年9月30日;・

共役性の研究1(理 学) 1
、一一1

二 母 川 回 帰 中 の サ ケ　 (C)11corhyllchus　 keta)　 の 遊 泳 行 動 博 士

に関する研究 一 理学)

平 成11年3月24日!1

1

也 北海道東部内陸域 における降水及びエアロゾルに含ま 博 士
|

平 成11年3月24日
1れる各種金属元素

の挙動(理 学)
」

輔 Numerical　 simlllatiol/s　 olUhe　 dyllamics　 ()f　charged　 `　 博 」二1平 成ll年3月24日1
ミ

particles　 ill　the　 imler　 magIletosphere　 associated　 、、1th　 l　 (理 学)
|

i|
amaglletiC　StOrm　 i

1

一←-1 一1

司 ミネズ ミイルカの連続潜水行動に関する行動 ・生理学的1博 士 平 成11年3月24口
1

研 究[(理 学)1 1
一 一一十一 一

郎 夏 季 の サ ウス シ ェ トラ ン ド諸 島 海 域 にお け る 海 洋 環 境,1博 士 平 成11年3月24日
寸論文博士

餌 生 物(ナ ン キ ョ クオ キ ア ミ ・ハ ダ カ イワ シ類)お よ(理 学)

び高次捕食者の時空間分布パターンに関する研究
⊥ 一－L- 一一 一
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VI.　大学院教育 に対 す る協力

大学共同利用機関は,国 立学校設置法弟9条 の規定に基づ き,大 学の要請に応 じて大学院学生 を受 け入れることが

で きることになっている。これに基づ き,国 立極地研究所では,昭 和56(1981)年 度から極地科学及びこれに関連す

る分野の大学院学生(特 別共同利用研究員)を 毎年受け入れている。

平成10年 度は,31名 を受け入れている。

特別共同利用研究員一覧

研究分野 氏 名 所 属 研 究 項 目

超高層物 理学

山 崎 敦 東京大学大学院理学系研究科

極 域 超 高 層 物 理 学

斎 藤 享 名古屋大学大学院理学研究科

坂 田 圭 司 東海大学大学院工学研究科

瀧 澤 博 和 東北大学大学院理学研究科

中 川 史 丸 東北大学大学院理学研究科

浦 島 智 京都大学大学院工学研究科

村 田 洋 三 山形大学大学院理学研究科

北 川 英 嗣 電気通信大学大学院電気通信学研究科

横 田 稔 東海大学大学院工学研究科

気 象 ・雪 氷 学

竹 谷 敏 北海道大学大学院地球環境科学研究科

極 地 雪 氷 学齋 藤 冬 樹 東京大学大学院理学系研究科

山 本 征 生 九州大学大学院理学研究科

吉 村 悟 東北大学大学院理学研究科 極 地 気 象 学

納 谷 美也子 東京水産大学大学院水産学研究科 極 域 海 洋 学

地 学

平 賀 岳 彦 東北大学大学院理学研究科

極 地 地 形 学 ・ 地 質 学

古 姓 昌 也 千葉大学大学院自然科学研究科

青 木 賢 人 東京大学大学院理学系研究科

亀 井 淳 志 山口大学大学院理工学研究科

晴 山 美保子 東北大学大学院工学研究科

白 井 幸太郎 富山大学大学院理学研究科

南 極 固 体 地 球 物 理 学山 内 哲 文 信州大学大学院理学研究科

井 川 秀 雅 千葉大学大学院自然科学研究科

生 物 学

新 妻 靖 章 北海道大学大学院農学研究科

極 域 海 洋 生 態 学

小 針 統 北海道大学大学院水産学研究科

中 村 耕 司 北海道大学大学院水産学研究科

山 口 篤 北海道大学大学院水産学研究科

河 邊 玲 北海道大学大学院水産学研究科

薪 村 陽 子 東京水産大学大学院水産学研究科

千 葉 早 苗 東京水産大学大学院水産学研究科

大 濱 妙 子 東京水産大学大学院水産学研究科

依 田 憲 京都大学大学院理学研究科
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W.図 書 ・刊 行 物

1.図 書

1)図 書室の概要

当図書室は,極 地関係の文献セ ンターとして,南 極 ・北極に関する文献の収集に力 をそそいでいる。 また,研 究 ・

教育機関の図書室として,極 地に関する自然科学全般,た とえば超高層物理,気 象,地 球物理,雪 氷,地 学,海 洋,

生物,医 学,寒 地設営工学,限 石,情 報科学などの分野に関する文献 ・資料の収集,整 理,充 実にもつ とめている。

昭和基地の図書についても,図 書室で収集,管 理をしている。過去5年 間の年度別蔵書数及び増加冊数を2)に,年

度別所蔵雑誌 タイ トル数を3)に 示す。

平成8年ll月 から学術情報センターに接続 し,図 書および雑誌の所蔵情報を提供 している。平成10年 度事業 として,

図書(和 洋共)2,381冊 の所蔵登録をした。現在までの登録所蔵 レコー ド数は,図 書(和 洋共)7,280件,雑 誌(和 洋

共)2,538件 で,図 書については順次遡及入力 を行っている。

2)年 度別蔵書数及び増加冊数 ()内 は増加冊数

区 分 平成6年 度 平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度

和 書 5,474 5,605 5,739 5,879 6,069

・(135) (131) (134) (140) (190)

洋 書111,604 11,879 12,173 12,486 12,895

単 行 本
(338) (275) (294) (313) (409)

計
17,078

(473)

17,484

(406)

17,912

(428)

18,365

(453)

18,964

(599)
叶

和 書 1,489 1,495 1,508 1,518 1,527

(9) (6) (13) (10) (9)
1

小 冊 子
洋 書 1,250

(20)

1,263

(13)

1,290

(27)

1,307
!

1(17)

1,327、

(20)1

計
2,7391 2,758 2,798 2,825 2,854

1(29) (19) (40) (27) (29)

手口 朶筐 高志1,827
「

1,962 2,033 2,125 2,194

(84) (135) (71) (92) (69)

洋 雑 誌15,244 15,842 16,403 17,046 17,675

製 本 雑 誌 1(566)
1 (598) (561) (643) (629)

17,071計 17,804 18,436 19,171 19,869

(650) (733) (632) (735) (698)

合 計
36,888 38,046 39,146 40,361 41,687

(1,152) (1・158)
_」 一 生100)

(1,215) (1,326)

3)年 度別所蔵雑誌 タイ トル数

区 分 平成6年 度 平成7年 度 平成8年 度 平成9年 度 平成10年 度

ミ不日 朶佳 言志|711

洋 雑 誌2,190

757

2,220

776

2,287

793

2,326

803

2,347

一計
2,901

1
2,977 3,063 3,119 3,150
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2.研 究成果刊行物

1)刊 行物の概要

当 研 究 所 の 研 究 成 果 刊 行 物 に は 南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Inst,itute　of　Polar　 Research,　 Series　 A,　B,

C,　D,　E,　F,　G,　Special　 Issue　 (不 定 期),　 Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Upper　 Atmosphere　 Physics　 (年1回),

平 成9年 か ら はAntarctic　 Meteorite　 Resarch　 (Proceedings　 of　the　NIPR　 Symposilm　 on　Antarctic　 Meteoriteの 継 続 後

誌)(年1回),平 成10年 度 か ら はPolar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Polar　 Geoscience,　 Polar　 Bioscience　 (Pro-

ceedings　 of　the　NIPR　 Symposium　 on　Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology,　 Antarctic　 Geosciences,　 Polar　 Biologyの 継 続 後

誌)(各 年1回),　 JARE　 Date　 Reports　 (不 定 期,10カ テ ゴ リ ー の う ち 年 約10回),　 NIPR　 Arctic　 Data　 Reports　 (不 定 期),

Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 (不 定 期),　 Special　 Map　 Series　 of　the　Natiollal　 Institute　 of　Polar　 Research　 (不 定 期),

Catalog　 (不 定 期)が あ り,そ の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 係 で 行 っ て い る 。 平 成10・年 度 の 研 究 所 成 果 刊 行 物 を2)に,

過 去5年 間 の 年 度 別 出 版 冊 数 お よ び 頁 数 を3)に 示 す 。

2)研 究所成果刊行物

南 極 資 料(3冊)

Vol.42,No.2(July1998,p.121-225)

Vol.42,No.3(Novemberl998,p.227-320)

Vol.43,No.1(March1999,p.1-220)

Memoirs　 of　 National　 lnstitute　 of　 Polar　 Research　 (　2冊)

　 No.　 52:Proceedings　 of　 International　 Symposium　 on　 Environmental　 Research　 ill　the　 Antarctic,　 ed.　 by　 M.　 Fukuchi.

253p.July1998.

　 No.　 53:0rigin　 and　 Evolution　 of　Continents　 (Proceedings　 of　the　 International　 Symposium　 "Origin　 and　 Evolution　 of

　 　 Continents",　 13-14　 0ctober　 l997　 at　Tokyo),　 ed.　 by　 Y.　 Motoyoshi　 and　 K.　 Shiraishi・ 　230　 P・　December　 1998・

Proceedings　 of　the　 NIPR　 Symposium　 on　 Upper　 Atmosphere　 Physics

No.12,180P.December1998

Polar　 Meteorology　 and　 Glaciology

No.12,177P.November1998

Polar　 Geoscience

No.11,277P.October1998

Antarctic　 Meteorite　 Research

No.12,24gP.March1999

Polar　 Bioscience

　 No.　 12,　 116　 p.　 February　 l999

JARE　 Data　 Reports　 (10冊)

　 No.　 234　 (Glaciology　 27):　 Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 37th　 Japanese　 Alltarctic　 Research　 Expedition　 durin9

　 　 　1996-1997,　 byS.　 Fujita,K.　 Kawada　 andY.　 Fujii,　 46　 P.　 September　 l998.

　 No.　 235　 (Ocearlography　 18):　 Oceanographic　 data　 of　 t・he　35th　 Japaneg.e　 AIltarctic　 Research　 Expeditioll　 from

　 　 November　 1993　 to　 March　 1994,　 byH.Okano　 andA.　 Ogawa.　 56　 p.　 October　 1998.

　 No.　 236　 (Seismology　 33):　 Seismological　 bulletin　 of　 Syowa　 Station,　 AIltarctica,　 1997,　 by　 M.　 Kanao・ 　65　 P・

　　　 February　 1999.

No.　 237　 (Earth　 Sci.　 5　):　Geophysical　 dat.a　 in　 East　 Dronming　 Maud　 Land,　 Antarc寸.ica,　 obtained　 by　 the　 28th　 Japanese

　 　 　Antarctic　 Research　 Expedition,　 by　 K.　 Shibuya　 and　 Y.　 Fukuda.　 30　 p.　 March　 1999.

　 No.　 238　 (Meteorology　 32):　 Data　 of　 prqiect　 on　 Atmospheric　 Circulation　 and　 Material　 Cycle　 ill　the　 Al/tarctic,　 Part
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　 　 1.Aerological　 so/llldillg　 data　 at　 I)()lne　 I"u.ji　Statioll　 in　 1997,　 by　 N.　 Hirasawa,　 M.　 Hayashi,　 S.　 Kalleto　 and　 T.

　 Yamanouchi.　 183　 p.　 !Nlarcll　 1999.

No.　 239　 (Glaciology　 28):　 Glaciologi(・al　 data　 eollected　 by　 the　 38th　 ,Japanese　 Antarctic　 Research　 ExPeditioIl　 dllrillg

l997-1998,　 by　 H.　 Motoyama.　 Y.　 Kawamllra、 　M.　 Kきmao,　 N.　 Hirasawa,　 S.　 Kaneto　 and　 T.　 Yanlallollchi.　 74　 1).

Mar℃hl999.

No.　 240　 (Iol/osphere　 63}:　 Radio　 obser、 「atioll　 data　 at　 Sy()wa　 Statioll,　 AIltarctica　 dm'ing　 l997,　 by　 J.　 Ozaki　 alld　 Y.

Makita.1781).ユNlarch　 l999.

No.　 241　 (loll(.)sphere　 6・山:　Re(・ords　 ol'　radio　 aurora　 at　 Syowa　 Statiol1,　 Alltar(:tica　 ill　l997 ,　 by　 J.　Ozaki、 　M.　 K山iitake

　　and　 K.　 Igarashi.　 13　 p.　 Marcll　 1999.

No.　 242　 (lol/osl)ll(・re　 65):　 HF　 field　 strellgth　 (lata　 Ineasllred　 at　 Syow乏1　 Station,　 Alltarctica　 from　 .Januar .y　 to

　 Decem})er,　 1996,　 by　 I.　Yumisashi　 alld　 M.　 1(:hinose.　 15　 p.　 March　 1999.

No・ 　243　 (IJpPer　 Atmosphere　 Pllysics　 17):　 UPper　 almospheI・e　 physics　 obtaiI下ed　 at .　Syowa　 StatioI/　 in　 1997
,　by　 S.

　 Takellchi,　 T.　 Ookaxva、 　T.　 Setogllchi,　 」.　Ozeki,　 M.　 Kikllchi,　 A.　 Kad(.)kmla　 and　 M.　 Taguchi.　 204　 p　 March　 1999.

3) 年度別出版冊数及び真数
「 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 『1-.－

L-一 ー一
団幸∫極資料
Memoirs　 NIPR

Proc.　 NIPR　 SymP.

Polar　 Meteorol.　 Glaciol.

Polar　 Geosciellce

Antarct.　 Meteorite　 Res.

Polar　 Bi(.)science.

JARE　 Data　 Rep.

NIPR　 Arctic　 Data　 Rep.

Alltarct.　 Geol.　 Map　 Ser.

SPecial　 Map　 Series
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1
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3.干IJそ テ4勿 舟隻

極 地 研 ニ ュ ー ス(隔 月)

国 立 極 地 研 究 所 要 覧'98

日本 南 極 地域 観 測 隊 第37次 隊 報 告(1995～1997)
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珊.一 般 業 務

1.諸 会 議

1)評 議 員 会

研究所の事業計画その他管理運営 に関する重要事項について所長に助言する。

第13期 評議員名簿 (任 期9.9.29～l!.9.28)

秋 本 俊 一一 東京大学名誉教授 清 水 良 一一 統計数理研究所長

今 井 通 子 医師,登 山家 田 中 正 之 東北大学理学部附属大気海洋変動

尾 池 和 夫 京都大学大学院理学研究科長 観測研究センター長

大 門 隆 前国士舘大学常任理事 中 村 洗 慶慮義塾大学名誉教授

奥 島 孝 康 早稲田大学総長 西 田 篤 弘 宇宙科学研究所長

久 城 育 夫 岡山大学固体地球研究センター長 蓮 實 重 彦 東京大学長

小 泉 千 秋 東京水産大学長 樋 口 敬 二 名古屋市科学館館長

國 分 征 名古屋大学太陽地球環境研究所長 平 野 哲 也 東京大学名誉教授

小 平 桂 一 国立天文台長 星 合 孝 男 国立極地研究所名誉教授

坂 元 弘 直 国立科学博物館長 本 堂 武 夫 北海道大学低温科学研究所長
一

第37回 評議員会 平成10年9月18日(金)

議 題

1

2

.国 立極地研究所長候補者の選考について

.そ の他

第38回 評議員会 平成11年3月4日(木)

議 題

1.平 成11年 度予算の内示について

2.南 極地域観測隊の現況について

3.研 究所 における研究 ・教育活動 について

4.独 立行政法人化の動向について

5.そ の他
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2)運 営協議員会

極地観測の実施その他の研究所の運営に関する重要事項で所長が必要と認めるものについて所長の諮問に応 じる。

第13期 運営協議員名簿 (任 期9.9.29～11.9.28)

京都大学大学院理学研究科教授

名古屋大学太陽地球環境研究所教授

名古屋大学太陽地球環境研究所教授

東京大学海洋研究所教授

明星大学大学院理i:学研究科長

京都大学農学部教授

1丸

内

渡

江

1白

藤

北海道大学理学部地震火山研究観測セi佐

ンター長

東京都 、71大学大学院理学研究科長

日本大学理工学部教授

丁・葉大学理学部教授

英

彦

亜

機

行

行

雄

男

伊

恭

史

克

精

興

全

和

理

夏

光

党

弊

橋

藤

邉

尿

石

井

藤

地

沼

内

田

男

吉

邦

道

善

美

上

山

井

野

平

廣

徹

信

彦

.
基

亘

紀

泰

忠

弘

孝

英

木

坂

川

口

藤

本

村

荒

岩

小

川

斎

坂

島

通信総合研究所宇宙科学部長

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立極地研究所教授

国立栢地研究所教授

国立極地研究所教授

国立桓地研究所教授

第87回 運営協議員会'ド 成10年6月12日(金)

議 題

1.第40次 南極地域観測隊の編成について

2.平 成10年 度外国基地派遣候補者について

3.第41次 南極地域観測計画及び外国共同観測(案)に ついて

4.平 成11年 度概算要求(案)に ついて

5.国 立極地研究所長候補者の推薦について

6.そ の他

第88回 運営協議員会 平成10年8月7日(金)

議 題

1.国 立極地研究所長候補者の推薦について

2.そ の他

第89回 運営協議員会 平成10年11月4日(水)

議 題

1.教 官人事 について

2.第40次 南極地域観測隊行動実施計画(案)に ついて

3.平 成10年 度交換科学者派遣について

4.第41次 南極地域観測隊長 ・副隊長候補者について

5.南 極地域の環境の保護に関する法律に基づ く第41次 南極地域観測隊の確認申請について

6.そ の他

第90回 運 営 協 議 員 会 平成11年2月23日(火)

議 題

1.教 官 人 事 につ い て

2.平 成11年 度 共 同研 究 につ い て

3.第41次 南 極 地 域 観 測 実 施 計 画(案)に つ い て

4.そ の 他
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3)南 極 地 域 資 源 特 別 委 員 会

(1)南 極鉱物 資源特 別委 員会

所長の諮問に応じ,南極地域の鉱物資源に関する諸問題を調査審議する。

(2)南 極 海 洋 生物 資 源 特 別 委 員 会

所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題を調査審議する、,

4)共 同研究委員会

所長の諮問に応 じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究に関する事項について調査審議する。

委員会の審議 の円滑化を図るため,所 内に共同研究連絡会を設置 している。

5)南 極陽石研究委員会

所長の諮問に応 じ,南 極領有の研究計画に関する事項その他南極阻石に関する事項について調査審議する。

6)氷 床 コア研究委員会

所長の諮問に応 じ,氷 床 コアの研究計画に関する事項その他氷床コアに関する事項 について調査審議する。

7)編 集委員会

所長の諮問に応 じ,極 地観測の成果その他研究成果等の編集について調査審議する。

8)南 極地名委員会

研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助 言する。

9)専 門委員会

所長の諮問に応 じ,及 び運営協議員会から求められた南極観測事業の実施に関する専門的事項について,以 ド

の6専 門委員会にて調査審議する。

一一 宙空専門委員会

二 気水圏専門委員会

三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測 専門委員会

六 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,食 糧分科会,(設 営連絡会))

10)極 地観測隊員健康判定委員会

所長の諮問に応 じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する者,及 びその候補者等の健康に

関する事項について調査審議する。
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11)極 地観測記録映画作成委員会

所長の求めに応 じ,極 地観測に関する記録映画の作成について助言を行う。

12)北 極科学研究推進特別委員会
北極研究及び観測の推進に関する事項その他北極研究及び観測に係る事項等について調査審議する。

13)そ の他 の会 議 等

ア 運営会議 イ

エ 教授会 オ

キ 教授打合せ会 ク

コ 低温資料委員会 サ

ス 機種選定委員会 セ

タ 北極圏環境研究セ ンター運営委員会 チ

テ 極地研ニュース編集委員会 ト

ニ 防災対策委員会 ヌ

ノ 南極地域観測準備連絡会議 ハ

顧問会議

教官人事委員会

教官系連絡会

職員レクリエーション委員会

図書委員会

情報科学センター運営委員会

発明委員会

隊長等選考委員会

南極観測企画調整会議

ウ

カ

ケ

シ

ソ

ツ

ナ

ネ

ヒ

部課長会議

教官会議

移転問題検討会議

大学院教育協力委員会
一一般資料委員会

総合計画特別委員会

押売等防止対策協議会

南極観測安全対策委員会

南極観測災害対策会議

lig



2.職 員 の外 国 出張 等

1)外 国 出 張

澁 谷和 雄 教 授,

岡野 章 一 教 授,

小 島 秀 康 助 教 授,

橋 田 元 助 手,

青 木 茂 助 手

9.11.14～11.3.28南 極 地 域

麻 生 武 彦 教 授,

小 池 良高 会 計 課 長

10.4.21～4.26デ ンマ ー ク 王 国

渡 邉 興 亜 教 授

10.4.25～5.3ア メ リ カ 合衆 国

東 久 美 子 助 教 授

10.5.4～5.31カ ナ ダ

平 澤 威 男 所 長,

山 内 恭 教 授,

佐 野 雅 史 環 境 影 響 企 画

室 長

10.5.23～6.7ノ ル ウ ェ ー王 国

小 達 恒 夫 助 教 授

10.5.29～7.2カ ナ ダ

土 井 浩 一 郎 助 手

10.7.5～7.17ア メ リカ 合 衆 国

和 田 誠 助 教 授

10.7.5～7.23ノ ル ウ ェー 王 国

神 山孝 吉 教 授

10.7.11～7.23ノ ル ウ ェ ー王 国

神 沼 克 伊 教 授

10.7.14～7.29チ リ共 和 国

南極地域 における観測調査(第39次 南極地域観測隊 ・越

冬隊)

欧州非干渉散乱 レーダ科学協会　(EISCAT)　 財務委員会

出席

国際北極科学委員会(IASC)評 議会出席

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

第22回 南極条約協議国会議出席

北極におけるポ リニア域の生態系変動

人工衛星合成開口レーダ干渉法 による遠隔地地形モデル

の作成およびその検証

北極域 における温室効果気体の変動 と循環の研究

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

第25回 南極研究科学委員会固体地球物理常置委員会会議

及び南極測地学シンポジウム出席
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伊 藤 房 事 業 部 長

10.7.15～7.23

塩 原 国 費 助 教 授

10.7.15～7.25

平 澤 威 男 所 長

10.7.16～7.27

日 目 真 助 教 授

10.7.18～7.26

白 石 和 行 教 授

10.7.18～8.2

内 山 恭 教 授

10.7.18～7.26

佐 藤 夏 雄 教 授

10.7.18～7.27

内 藤 靖 彦 教 授

10.7.19～8.3

山 岸 久 雄 助 教 授

10.7.20～7.26

今 榮 直 也 助 手

10.7.26～8.2

菊 池 雅 行 助 手

10.8.3～8.19

渡 邉 興 亜 教 授

10.8.6～8.9

神 田 啓 史 教 授

10.8.12～8.28

船 木 實 助 教 授

10.8.18～8.22

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

チ リ 共和 国

チ リ共 和 国

チ リ共 和 国

チ リ共 和 国

チ リ共 和 国

チ リ共 和 国

中華 人 民 共 和 国

ア イル ラ ン ド

ア イス ラ ン ド共 和 国

デ ンマ ー ク王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ス ロバ キ ア 共 和 国

南北共役点観測に係る実地調査及び国際共同観測等に関

する事務打合せ

北極域における温室効果気体の変動と循環の研究

南極観測実施責任者評議会 ・南極研究科学委員会出席

SUperl)ARNレ ーダーと地上共役点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

南極観測実施責任者評議会 ・南極研究科学委員会出席

南極観測実施責任者評議会 ・南極研究科学委員会出席

南極観測実施責任者評議会 ・南極研究科学委員会出席

南極観測実施責任者評議会 ・南極研究科学委員会出席

SUperl)ARNレ ーダー と地 ヒ共役点観測 による極域電磁

圏の南北対称性の研究

珪酸塩 と水蒸気ガスとの反応による含水鉱物形成反応実

験

SUperl)ARNレ ーダー と地上共役点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

変成岩の磁気異方性 と磁区構造の研究
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塩 原 国 資 助 教 授

10.8.22～8.30

藤 井 理 行 教 授

10.8.24～9.3

渡 邉 興 亜 教 授

10.8.24～8.31

牛 尾 収 輝 助 手

10.8.25～9.5

福 地 光 男 教 授

10.8.27～9.2

伊 村 智 助 手

10.8.28～9.9

加 藤 明 子 助 手

10.8.28～9.9

渡 邉 興 亜 教 授

10.9.5～9.12

藤 井 理 行 教 授

10.9.5～9.12

加 藤 明 子 助 手

10.9.7～9.10

佐 藤 夏 雄 教 授

10.9.15～9.30

伊 藤 一 助 教 授

10.9.16～9.22

江 尻 全 機 教 授,

麻 生 武 彦 教 授

10.9.19～9.25

神 沼 克 伊 教 授

10.9.20～9.30

ノル ウ ェ ー 王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ニ ュ ー ジー ラ ン ド

オ ー ス トラ リ ア

中 華 人民 共 和 国

中 華 人民 共 和 国

オ ー ス トラ リ ア

ア イス ラ ン ド共和 国

ス ウ ェ ー デ ン王 国

ロ シア 連 邦

ス ペ イ ン

ノル ウ ェ ー王 国

地球環境変化の極域での動向に関する国際シンポジウム

出席

国際極地 と地球環境 シンポジウム参加及びニーオルスン

基地観察

地球規模環境変動 に対する北極雪氷圏の影響研究

ニーオルスン基地現地打合せ

SCAR.　 EASIZ研 究計画執行委員会会合及びSCAR　 BIOL-

OGY　 SYMPOSIUMで の研究発表

ハーバリウム標本による地球環境評価法の試作

マ イクロデータロガーによる水生動物の代謝量測定の研

究

地球規模環境変動 に対する北極雪氷圏の影響研究

第6回 国際南極雪氷シンポジウム出席

マイクロデータロガーによる水生動物の代謝量測定の研

究

SUperDARNレ ー ダー と地 ヒ共役点観測 による極域電磁

圏の南北対称性の研究

ニーオルスン観測調整会議及び航海観測打合せ

南極点に於けるオーロラと大気光ダイナミックスの研究

北極域における超伝導重力計設置のための予備調査
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菊 池 雅 行 助 手

10.9.21～9.26

江 尻 全 機 教 授,

麻 生 武 彦 教 授

10.9.26～9.29

佐 藤 夏 雄 教 授

10.10.1～10.3

麻 生武 彦 教 授,

小 池 良 高 会 計 課 長

10.10.7～10.11

東 久 美 子 助 教 授

10.10.17～10.24

福 地 光 男 教 授

ユ0.ユ0.24～ ユ1.4

正 課 享 助 手

10.11.9～11.18

福 地 光 男 教 授,

小 達 恒 夫 助 教 授,

牛尾 収 輝 助 手

10.l!.14～11.20

白 石 和 行 教 授,

本 吉 洋 一一 助 教 授,

渡 邉研 太 郎 助 教授,

三 浦 英 樹 助 手,

大 ド和 久 文 部 事 務 官

10.11.14～ll.3.28

宮 岡 宏 助 教 授,

堤 雅 基 助 手,

古 川 晶 雄 助 手,

ll藤 栄 助 手,

佐 藤 克 文 助 手,

遠 藤 伸彦 文部 技 官

10.11.14～12.3.27

中華人民共和国

フ ラ ン ス 共和 国

連合 士1国

フ ラ ンス 共 和 国

ア メ リカ 合 衆 国

オ ー ス トラ リア

アメリカ合衆国

オ ー ス トラ リ ア

南極地域

SUperDARNレ ーダーと地1つt役 点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

南極点に於けるオーロラと大気光ダイナ ミックスの研究

SUperDARNレ ー ダーと地 ヒ共役点観測 による極域電磁

圏の南北対称性の研究

欧州非 「渉散乱 レー ダー科学協会　(EISCAT)　 財務委員

会出席

氷床コアの精密年代決定を含む総合解析

南極海洋生物資源保存委員会第17回 会合出席

日米 海 色 ワ ー ク シ ョ ップ 出 席

日本 オ ー ス トラ リア 共 同セ ミナ ー 「海洋 科 学 日豪 共 同 ワー

ク シ ョ ッ プ」 参 加

南極地域における観測調査(第40次 南極地域観測隊 ・夏

隊)

南極地域における観測調査(第39次 南極地域観測隊 ・越

冬隊)
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平 澤 威 男 所 長

10.ll.15～ll.20

田 口 真 助 教 授

10.11.15～ll.30

伊 村 智 助 手

10.11.30～11.1.29

田 口 真 助 教 授

10.12.1～12.4

塩 原 匡 貴 助 教 授

10.12.1～11.3.1

本 山 秀 明 助 教 授

10.12.5～12.10

神 沼 克 伊 教 授

10.12.5～12.12

和 田 誠 助 教 授

10.12.8～12.24

神 田 啓 史 教 授

ll.1.5～1.11

外 内 博

金 丸 敏 眞

ll.1.10～1.16

伊 藤 一 助 教 授,

森 本 真 司 助 手

ll.1.10～1.29

藤 井 理 行 教 授

11.1.10～1.15

東 久 美 子 助 教 授

11.1.26～2.1

研究協力係長,

用度第一一係長

フ ラ ンス 共 和 国

南 極 地 域

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

南 極 地 域

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

ドイ ツ連 邦 共 和 国

ア メ リカ 合 衆 国

ア メ リ カ合 衆 国

ノル ウ ェ ー王 国

ア メ リ カ合 衆 国

ノル ウ ェ ー 王 国

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ドイツ連 邦 共 和 国

ノル ウ ェ ー 王 国

欧州非干渉散乱 レーダ科学協 会　(EISCAT)　 評議会出

席

南極点に於けるオーロラと大気光 ダイナ ミックスの研究

南極地域における生物地理学的多様性の研究

南極点に於けるオーロラと大気光 ダイナミックスの研究

極域エアロゾルの光学特性 と放射収支効果に関する研究

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

アメリカ地球物理学連合1998年 秋期大会出席

ニーオルスン気象観測

北極圏における物質交換 に関する地球環境的総合研究

国立極地研究所 との大学間協定 に関する事務打合せ

北極圏における物質交換に関する地球環境的総合研究

グリーンランド・サ ミット深層コア解析による氷床流動

と気候変動の研究

雪氷コア中への大気エアロゾル起源物質の定着化過程 と

形成シグナルの評価
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本 山 秀 明 助 教 授

11.1.26～2.4

平 沢 尚 彦 助 手

ll.1.30～3.4

牛 尾 収 輝 助 手,

森 本 真 司 助 手

11.2.3～2.28

佐 藤 夏 雄 教 授

ユ1.2.9～2.21

小 達 恒 夫 助 教 授

11.2.9～2.16

江 尻 全 機 教 授,

麻 生 武 彦 教 授

ll.2.11～2.16

伊 藤 ・ 助 教 授

11.2.20～2.26

新 藤 正 夫

11.2.24～3.2

三 澤 啓 司 助 教 授

ll.2.24～3.2

麻 生 武 彦 教 授,

門 倉 昭 助 手

11.3.6～3.24

福 地 光 男 教 授,

小 達 恒 夫 助 教 授

11.3.7～3.13

若 林 則 子 経 理 係 長

l!.3.7～3.13

伊 村 智 助 手

11.3.10～4.25

ノ ル ウ ェ ー1ヨ 司

ノ ル ウ ェ ー 王国|

ノ ル ウ ェ ー 王 国

ア イ ス ラ ン ド共 和 国

カ ナ ダ

ス ウ ェー デ ン 王国

フ ラ ンス 共 和 国

用 度 第 二 係 長

オ ー ス トラ リ ア

オ ー ス トラ リ ア

ノ ル ウ ェ ー ⊥ 国

ア メ リ カ 合衆[1;・1

ア メ リ カ合 衆 国

ア メ リ カ合 衆 国

EISCATレ ー ダーによる北極圏の大気圏 ・電磁気圏環境

変動の研究

スピッツベルゲンヒ空の気象観測

北極域における温室効果気体の変動 と循環の研究

Silperl)ARNレ ーダーと地 ヒ共役点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

北極におけるポリニア域の生態系変動

SllperDARNレ ー ダー と地 ヒ共役点観測 による極域電磁

圏の南北対称性の研究

NySMAC観 測実施責任者会議

限石中における微 量成分分析装置導入のための調査

2次 イオン質置分析計の検収およびテス ト分析

EISCATレ ーダーによる北極域の大気圏 ・電磁気圏環境

変動の研究

ゴー ドン ・リサーチ ・コンファレンス出席

ゴー ドン ・リサーチ ・コンファレンスに於ける 「極域海

洋科学」部会の運営

南極域の生物多様性の解析に関する研究開発動向調査
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本 山 秀 明 助 教 授

11.3.14～3.22

藤 井 理 行 教 授

11.3.14～3.28

菊 池 雅 行 助 手

11.3.15～3.25

佐 藤 夏 雄 教 授

11.3.16～3.25

山 岸 久 雄 助 教 授

11.3.16～3.25

神 山 孝 吉 教 授

11.3.16～3.21

内 藤 靖 彦 教 授,

石 井 利 和 事 業 部 長

11.3.18～3.24

飯 嶋 裕 一

ユ1.3.22～3.27

松 里 房 子 図 書 係 長

11.3.22～3.27

山 内 恭 教 授

11,3.28～3.31

ノルウェー王国

ロシア連邦

アイスランド共和国

中華人民共和国

ア イスランド共和国

中華人民共和国

オース トラリア

ニュージーランド

庶務課課長補佐

連合王国

連合王国

オランダ王国

2)海 外研修旅行

牛 尾 収 輝 助 手

10.5.9～5.15

和 田 誠 助 教 授

10.6.15～6.24

イ タ リア 共 和 国

ノル ウ ェー 王 国

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

北極圏における物質交換に関する地球環境的総合研究

SuperDARNレ ーダー と地 」二共役点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

SuperDARNレ ー ダー と地{二共役点観測による極域電磁

圏の南北対称性の研究

SUperDARNレ ーダー と地上共役点観測に らる極域電磁

圏の南北対称性の研究

地球規模環境変動に対する北極雪氷圏の影響研究

観測隊迎え及び各国の南極観測事業への取 り組みに関す

る実状の観察

英国における南北両域研究活動の支援事務体制について

の調査

研究施設における文献,出 版物等の情報検索等に関する

調査

雲 ・放射 ミッションに関わるESAと の国際協力の可能性

調査

南極域 における漂流ブイ観測計画に関する第2期 国際会

合

ヨーロッパ極低気圧作業委員会出席
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東 久美子 助教授

10.9.4～9.10

和 田 誠 助 教 授

l!.3.16～4.10

中 華 人民 共和 国

ノ ル ウ ェ ー王 国

ドイ ツ」重三邦チ≒木口Pl

南極雪氷学 に関する第6回 国際 シンポジウム出席

ニーオルスンの観測についての打合せ及び試料解析
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3.外 国人研 究者

1)外 国人研究員

名

職

問

題

等門

・
期

課

部究

属

聴

究

研入

氏

所

招

研

受

ω ロ ベ ー ル デ ル マ　(Robert　 J.　Delmas)

フ ラ ン ス 国立 中 央 科 学 研 究 機 構 環 境 氷 河 地 球 物 理 研 究 所 ・一等 管 理 官

平 成10年1月5日 ～平 成10年5月6日

極 域 大 気 ・雪 氷 化 学 に 関 す る研 究

北 極 圏 環 境 研 究 セ ン ター

名

識

問

題

等門

・
期

課

部究

属

聴

究

研入

氏

所

招

研

受

ω ヨセ ブ エ ル ス タ ー　(JosefElster)

チ ェ コ共 和 国 化 学 院植 物 研 究 所 植 物 生 態 部 門 ・主 幹

平 成10年1月8日 ～平 成10年5月7日

氷 河 域 に お け る藻 類 の 分 類 生 態

北 極 圏環 境 研 究 セ ン ター

名

職

問

題

等門

・
期

課

部究

属

聰

究

研入

氏

所

招

研

受

③ トー マ ス ブ ル ニ エ ル　(Thomas　 Blunier)

ベ ル ン大 学 気 候 環 境 変 動 研 究 部 門 ・研 究 員

平 成10年9月1日 ～ 平 成10年12月15日

雪 氷 コア 解 析 に よる 気 候 変 動 の 解 明

雪 氷 学 研 究 部 門

名

職

問

題

等門

・
期

課

部究

属

聰

究

研人

民

所

招

研

受

ω グ ラハ ム ウ ィ リア ム ホ ー ジ ー　(Graham　 William　 Hosie)

オ ー ス トラ リア 南 極 ・主 任 研 究 官

平 成11年2月1日 ～平 成11年4月30日

極 域 にお け る動 物 プ ラ ン ク トン と環 境 変 動 に 関 す る研 究

北 極 圏 環 境 研 究 セ ン ター

2)日 本学術振興

名

職

問

題

官

課

.
期

究

教

雇

入

研

当

同

氏

所

受

共

担

会外国人特別研究員

楊 恵 根 　(Yang　 Huigen)

中 国 極 地 研 究 所 ・助 教 授

平 成10年3月5日 ～平 成12年3月4日

カ ス プ域 午 後 側 オ ー ロ ラの 特 性 と発 生 機 構 の研 究

佐 藤 夏 雄 教授

3)外 国人来訪研究員

名

職

問

題

官

課

.
期

究

教

属

人

研

当

同

氏

所

受

共

担

ω 胡 紅橋 　(Hu　Honggiao)

中 国 湖 北 工 学 院 ・講 師

平 成10年11月13日 ～平 成10年12月13日

中 山 基 地 で 観 測 され た オ ー ロ ラ記 録 共 同 解 析

佐 藤 夏 雄 教 授

名

磯

間

題辞

.
期

究

属

人

研同

氏

所

受

共

② ジ ョン ー ブ ノ ワ シ ャラ ッセ ン　(Jean-Benoit　 Charrasin)

フ ラ ン ス 国立 科 学 研 究 セ ン タ ー生 理 生 態 エ ネ ル ギ ー 研 究 所 ・学 生

平 成10年11月24日 ～平 成10年12月23日

南 極 海 ペ ンギ ン類 の捕 食 行 動 とエ ネ ル ギ ー ダ イナ ミ ッ クス の研 究
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担 当 教 官 加1藤明 子－H力手

4)外 国人来訪者

平 成10年

4月19日 ～4月2411

5月6日 ～5月26日

6月5日 ～6月22日

6月24Fl～7月2日

7月1日 ～7月51」

7月5日 ～7月11日

7月6日 ～7Jj!l日

7月20日 ～7月231」

7月21日 ～7月241-1

7月22日 ～7月24日

7月23日 ～7月28日

8月28日 ～8月30日

8月31日 ～9月1日

9月10日 ～9月25日

9月17日 ～9月20日

9月20日 ～9Jl22日

9月27日 ～10月5日

10月18日 ～10月24H

11月17日 ～11月20日

ユ1月18日 ～11月23「1

11月25日 ～11月26日

11月25}-1～11月26日

11月30日 ～12月6日

12月2日 ～12月4【1

12月2日 ～12月7日

12月5日 ～12月9日

Dr.　LAKE、 　S.　〔オ ー ス ト ラ リ ア 南 極 局 研:究 員)

Dr.ORLI(JKY.0,　 (ス ロ バ キ ア 科 学 ア カ デ ミー 地 球 物 理 研 究 所)

Dr　 WASILEWSKL　 P.　 〔米 国 航 空 宇'市 局 ゴ ー ダ ー ド宇 宙 セ ン タ ー 研 究 員)

Dr.　HERBER、 　A.　 (ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)

Dr」3ALANOV.　 A.　A.　 (ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 極 東 支 部 海 洋 生 物 学 研 究 所)

Prof.　SOFKO,G.　 (サ ス カ チ ュ ワ ン 大 学 教 授)

Dr.　ALEXANDRO.　 K.　 (サ ス カ チ ュ ワ ン ノく学 助 教 授)

1)r.RASH,J.1ナ タ ー ル ー大学 助 教 授)

Dr.　ERHANI),　 M.　 (ナ タ ー ル 大 学 助 教 授)

Dr.MURRAY,P.　 (ラ ト ロ ー ブ 大 学 助 教 授)

Dr.　RICHARD.　 S.　P.　(ラ トロ ー ブ 大 学 助 教 授)

Dr.BRISTOW,B.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス ノく学i三 任 研 究 員)

Dr.　FOX,N　 (米 国 航 空 宇 宙 局 研 究 員)

Dr.　BARNES,　 R.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス 大 学}三 任 研 究 員)

Dr.　RODGER.　 A.　 (一英 国 南 極 調 査 局 研 究 部 長)

Mr.　HANUISE,C.　 (ツ ー ロ ン 大 学 所 所長)

Dr.　STAUNING,　 P.　(デ ン マ ー ク 気 象 研 究 所i三 任 研 究 官)

Dr.　RUOHONIEMI,　 J.　M.　 (ジ ョ ン ス ホ プ キ ン ス 大 学 主 任 研 究 員)

Dr.　THOMAS,　 C.　 (レ ス タ ー 大 学 講}師)

Dr.　MILAN.　 S.　(レ ス タ ー 大 学 講師)

Dr.　THOROLFSSON,　 A.　 (フ ラ ン ス 地 球 惑 星 環 境 研 究 セ ン タ ー 研 究 官)

Prof.　HARRISON,　 P.　(ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア ノ〈学 教 授)

Prof.　FORBES,　 J.　M.　 (コ ロ ラ ド 大 学 航 空 宇 宙1:学 科 教 授)

Dr.GOES,」.1.(名 古 屋 大 学 一大 気 水 圏 科 学 研 究 所 外 国 人 研 究 員)

DL　 KOI)YSTYNSKI,　 J.　(ワ ル シ ャ ワ 大 学 教 授)

Dr.　KIPFSTUHL、 　S.　(ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員)

Dr.THORSTEINSSON,T.　 (ア ル フ レ ッ ド ・ウ ェ ー ゲ ー ナ ー 極 地 海 洋 研 究 所 研 究 員!

Dr.　WILLIAMS,　 P.　J.　S.　(ウ ェ ー ル ズ 大 学 物 理 学 部 教 授)

Prof.　SALAMATIN,A.　 N.　 (カ ザ ン 大 学 教 授)

Prof.　STAUFP'ER.　 B.　 (ベ ル ン 大 学 物 理 研 究 所)

Prof.　JOHNSEN,　 S.　J.　(コ ペ ン ハ ー ゲ ン 大 学 教 授)

筆 兆 乾 日)ONG,ZJ　 (中 国 極 地 研 究 所 所 長}

Dr.CROWE、W.　 (ウ ェ ス タ ン オ ー ス ト ラ リ ア 大 学 研 究 員)

Dr.　HALL,　 C、　(ト ロ ム ソ 大 学 物 理 教 室 研 究 員)

Dr.　MAGIERA,　 T.　 (ポ ー ラ ン ド環 境Il学 研 究 所 研'究 員)

Dr.　LEE、 　B.　Y.　 (韓 国 海 洋 調 査 研 究 所)

Prof.　ZHIFANG、 　F.　(成 都 気 象 研 究 所 教 授)

Prof.　BASTOS-RANIOS.　 W.　 P.　(エ ス タ ド ル ポ リ ス タ 大 学 教 授)

Prof.　RODRIGU正 ・IS.E.(サ ン フ ラ ン シ ス コ 大 学 薬 学 部 長)

Dr.　CASTRO、 　A.　P.　[エ ス タ ドル ポ リ ス タ ノく学 助f-)

Dr.　IGNATOV.M.　 1ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー 中 央 植 物 園 研 究 員)

Dr.　SWADLING.　 K.　 (ラ バ ル 大"]f:研 究 員)

Pro「.　LEGENDRE,　 L.　(ラ バ ル 大 学 教 手受)
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12月6日 ～12月9日

12月16日 ～12月18日

Prof.　DEMERS,　 S.　(ケ ベ ッ ク 大 学 教 授)

Prof.　FORTIER,L　 (ラ バ ル 大 学 教 授)

Dr.　IGNATOV,　 M.　S.　(ロ シ ア 科 学 ア カ デ ミー モ ス ク ワ 中 央 植 物 園 研 究 員)

Dr.　IGNATOVA,　 E.　A.　 (モ ス ク ワ 州 立 大 学 研 究 員)

平 成11年

1月18日 ～1月27日

1月18日 ～2月6日

1月18日 ～2月16日

1月25日 ～2月23日

2月5日 ～2月8日

2月5日 ～2月12日

2月22口 ～2月28日

3月7日 ～3月12日

3月9日 ～3月16日

3月14日 ～3月20日

3月26H～3月31日

銭

張

賀

劉

陳

會

Prof.　JOHNSEN,　 S.　J.

Prof.　LANGWAY,　 C.

Prof.　BUTTLER,　 P.　J.

Prof.　BREKKE,　 A.

Prof.　DECLAIR,　 H.

言票

Mr.BOTCHKOV,1.

Mr.　NESVEToVA,　 G.

Dr.ARBALLO,J.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア コニ科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)

Dr.　ZHOII,　 X.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)

Dr.TSURUTANI,B.　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 工 科 大 学 ジ ェ ッ ト推 進 研 究 所)

嵩 林　(Prof.QIAN,S.)　 (中 国 極 地 研 究 所 研 究 部 長)

恵 榮　(Prof.ZHANG,H.)　 (中 国 極 地 研 究 所 副 所 長)

龍 松(Mr.HE,L)(中 国極 地 研 究 所 助 手)

書燕(Mr.LIU,S.)(中 国 南 極 考 察 委 員 会 設 営 部長)

波　(Prof.CHEN,B.)　 (中 国 極 地研 究 所 助 教 授)

胤 新　(Mr.YINXIN,Z.)　 (中 国 極 地 研 究 所 助 手)

(コペ ンハ ー ゲ ンー大学 教授)

(ニ ュー ヨ ー ク州 立 大 学 名 誉 教 授)

(バ ー ミン ガ ム大 学 理 学 部 教 授)

(ト ロ ム ソ 大 学 教 授)

(ベ ル ギ ー 大 学 教 授)

徳 君(Mr.TAN,D.)(中 国 極 地 研 究 所 研 究 員)

(ロ シア 極 地 水 産 海 洋 研 究 所 海 洋 陸 水 環 境 部 長)

(ロ シア 極 地 水 産 海 洋 研 究 所 水 文 化 学 部 長)
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員

簿

職

名

4

川

所 長

企画調整官 教授

研究系

研究主幹(併 任)

(地球物理学研究部門)

教 授

助教授

助教授

(超高層物理学第一一研究部門)

教 授

助教授

助 手

助 手

助 手

(超高層物理学第二研究部門)

教 授(客 員)

助教授(客 員)

(極域大気物質循環研究部門)

教 授(客 員)

助教授(客 員)

(雪氷学研究部門)

教 授

助教授

助 手

(地学研究部門)

教 授

教 授

助教授

助教授

助 手

助 手

(地殻活動進化研究部門)

教 授

助教授

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)

助教授(客 員)

(生理生態学研究部門)

助教授

助 手

(寒冷生物学第一一研究部門)

教 授

助 手

助 手

極光物理学

海洋生態学

地球化学

大気物理学

雪氷学

超高層物理学

電波物理学

磁気圏物理学

プラズマ物理学

大気物理学

磁気圏物理学

大気物理学

雪氷学

大気物理学

雪氷学

雪氷水文学

雪氷学

固体地球物理学

自然地理学

岩石磁気学

固体地球物理学

第四紀地質学

固体地球物理学

地質学

地質学

地球環境学

地質学

生物海洋学

植物生態学

低温生理学

海洋生態学

海洋生物学
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理博

農†専

理博

理博

理博

丁博

理博

工†専

理修

理博

工博

工博

理博

工博

理博

理博

理博

理修

理博

文博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

水産博

理博

理博

農博

農博

男

彦

威

靖

澤

藤

平

内

亜興邉渡

吉

誠

子美

孝

久

山

田

神

和

束

一
雄

彰

行

基

章

久

雅

雅

野

岸

松

池

岡

山

行

菊

堤

彦

幹

仁

司

忠

直

周

川

ヒ

子

木

小

岩

庄

青

亜

明

雄

興

秀

晶

息
亘
h
叫
u

渡

本

古

伊

]
實

史

樹

紀

克

喜

義

英

政

沼

脇

木

木

浦

尾

神

森

船

野

三

金

行

一

臣

人

和

洋

一
康

.右

吉

川

内山

白

本

平

小

夫

智

邦

子

文

恒

佳

明

克

達

村

山

藤

藤

小

伊

大

加

佐



(寒冷生物学第二研究部門)

教 授(客 員)海 洋生態学

助教授(客 員)植 物分類学

(極地設営工学研究部門)

非常勤講師(客 員教授)臨 床栄養学 ・循環器病学

助教授 極地設営工学

助教授(客 員)雪 氷学

助 手 極地設営工学

資料系

資料主幹 教授 磁気圏物理学

(生物系資料部門)

助教授 海洋生態学

(オーロラ資料部門)

助 手 磁気圏物理学

北極圏環境研究センター

センター長(併 任)

教 授 氷河気候学

教 授 植物分類学

教 授 超高層物理 ・電子応用計測学

助教授 海洋雪氷学

助 手 極域海洋学

助 手 水圏生態学

助 手 大気物理学

情報科学センター

セ ンター長(併 任)

教 授 磁気圏物理学

助教授 磁気圏物理学

助 手 気候学

助 手 プラズマ物理学

南極圏環境モニタリング研究センター

センター長(併 任)

教 授 海洋生態学

教 授 固体地球物理学

教 授 大気物理学

助教授 超高層物理学

助教授 大気物理学

助 手 海洋物理学

助 手 測地学

助 手 海洋化学

助 手 海洋生物光学

南極陽石研究センター

セ ンター長(併 任)

教 授(客 員)鉱 物学

助教授 損石学

助教授 宇宙化学

助教授(客 員)唄 石学

助 手 唄石学

助 手 唄石学

水産博

理博

医博

理修

工博

農博

理修

理博

理博

工博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

学術修

工博

水産博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

水産修

理博

理博

学術博

理博

理博

理博

人

司

章

修

村

谷

河

大

平

勝

郎

啓

機

郎

太

太

確

宏

全

研

丸

川

山

井

尻

邉

市

鮎

横

寺

江

渡

昭倉門

行

行

史

彦

一
輝

栄

司

理

理

啓

武

収

真

井

井

田

生

藤

尾

藤

本

藤

藤

神

麻

伊

牛

工

森

雄

雄

宏

彦

樹

夏

夏

尚

雅

藤

藤

岡

沢

田

佐

佐

宮

平

岡

男

男

雄

恭

真

貴

茂

郎

元

享

一

光

光

和

匡

浩

地

地

谷

内

口

原

木

井

田

課

福

福

澁

山

田

塩

青

土

橋

平

行

道

康

司

眞

也

亮

和

正

秀

啓

直

石

本

島

澤

村

榮

口

白

宮

小

三

木

今

山
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COE非 常勤研究員

図書室

図書室長(併 任)

事 務

管理部長

庶務課長

会計課長

享業部長

事業課長

観測協力室長

環境環境企画室長

観測施設

昭和基地長(併 任)

みずほ基地長(併 任)

超 高 層

気 水 圏

地 学

ノ主牛勿学:

理博

理博

理博

理博

3
」

父

-
　

二

お

一・訪

戸

づ紀

励

有

岡

嵐

林

田

十

松

五

小

坂

山 内
h
、"

λ

河 野 憲　 rfj

原 田 建

小 池 良 高

イf井 ・ 不1」不日

川 ヒ 四 郎

加 藤 好 孝

佐 野 雅 史

宮 岡

宮 岡

宏

宏

2)人 事異動

平成10年4月1日

[転 入]

管理部会計課用度第二係長

管理部会計課施設係長

事業部事業課業務係長

事業部観測協力室設営第二係主任

[昇 任]

研究系教授

研究系教授

研究系助教授

管理部会計課長

事業部観測協力室長

管理部会計課課長補佐

管理部庶務課共同利用係長

[配置換]

事業部付

管理部会計課用度第…係長

事業部事業課専門職員

管理部庶務課庶務係主任

管理部会計課総務係主任

[転 出]

文部省大臣官房会計課政府調達専門官

秋田工業高等専門学校会計課長

筑波大学研究協力邦国際交流謙卑門職員

新 藤 正 夫

荒 ノト 年 夫

野元堀 隆

宮 城 寿 之

－

L
日

中
凡
h局

孝

吾

孝

義

良

好

脇

山

木

池

藤

森

神

野

小

加

戊
多

毛
k

、
4

保久
F
ノ

史

眞

基

.

.
院
+

雅

敏

量

健

靖

野

丸

井

沢

連

佐

金

酒

黒

江

前 田 丁・ 尋

長 坂 悦 朗

金 井 政 人

(東京大学大規模集積システム設計教

育研究セ ンター会計掛長)

(国,'tl科学博物館庶務部施設課専門職)

(島根医科大学業務部施設課企画係長)

(海 ヒ保安庁装備技術部航空機課付)

(研究系助教授)

(研究系助教授)

(研究系助手)

(文部省学術国際局学術課総務係長)

(核融合科学研究所管理部施設課課長

補佐)

(管理部会計課用度第 一係長)

1筑波大学病院部管理課経理係経理 主

任)

(事業部観測協力室長)

(管理部会計課用度第 二係長)

(事業部事業課業務係長)

(事業部事業課業務係1三任)

(管理部会計課経理係 主任)

(管理部会計課長)

(管理部会計課課長補佐)

(管理部庶務課共同利用係長)
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国 立科学博物館庶務部施設課専門職

海 上保安庁第三管区海 上保安本部羽田航空基地整備士

[採 用]

南極圏環境モニタリング研究センター助手 平

極地設営工学研究部門非常勤講師(客 員教授)市

[併 任]

北極圏環境研究センター長 月

超高層物理学第二研究部門(客 員)小

極域大気物質循環研究部門(客 員)庄

極地鉱物 ・鉱床学研究部門(客 員)平

明石研究部門(客 員)

寒冷生物学第二研究部門(客 員)

極地設営工学研究部門(客 員)

[採 用]

COE非 常勤研究員(気 水圏)

COE非 常勤研究員(地 学)

加 藤 幸 作(管 理部会計課施設係長)

千 葉 政 範(事 業部観測協力室設営第二係主任)

言睾 享

丸 雄 平(東 京家政大学教授)

早

修

宏太郎

行

彦

幹

仁

司

臣

人

道

眞

人

司

理

忠

直

周

一

康

正

章

井

川

上

.+

木

川

内

本

村

村

谷

山

山

藤

岩

青

小

宮

木

河

大

横

五 十嵐 誠

小 林 励 司

(名占屋大学教授)

(東京大学助教授)

(北見[:業 大学教授)

(東北大学助教授)

(北海道大学教授)

(岡山大学助教授)

(東京大学教授)

(茨城大学助教授)

(三重大学教授)

(島根大学助教授)

(北陸農業試験場気象資源研究室長)

平成10年4月9口

[配置手創

南極慣行研究センター助教授

南極限イi研究センター助手

事業部環境影響企画室長

事業部環境影響企画室企画調整係長

[併 任]

南極慣行研究センター長

図書室長

[併任解除]

島

榮

野

井

小

今

佐

酒

秀 康(損 石資料部門)

直 也(慣 石資料部門)

雅 史(事 業部付)

量 基(事 業部事業課専門職員)

白 石 和 行

山 内 恭

白 石 和 行(図 書室長)

平成10年7月1日

[採 用]

COE非 常勤研究員(超 高層) 松 岡 均

平 成10年7月31日

[退 職]

'lz成10年8月1日

[転 入]

事 業部 長

伊 藤 房(事 業部長)

石 井 利 和(文 部省学術国際局学術調査官)

平成10年12月1日

[任 用 更 新]

所 長 平 澤 威 男
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'F成11年1月1日

[採 用]

南 極 限 石 研 究 セ ン ター 助 手 山 口 亮

平成11年2月1日

[転 入]

南極阻石研究センター助教授 三 澤 啓 司(神 戸大学助教授理学部)

平 成11年2月28日

[退 職]

出 口 橿 男(管 理部庶務課長)

平成11年3月16日

[昇 任]

管理部庶務課課長補佐 飯 嶋 裕 (管理部庶務課庶務係長)

平 成11年3月31日

[退 職]

松 里 房 子(図 書室図書係長)

坂 田 有紀子　 (COE非 常勤研究員)(生 物)
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5.研 究所 日誌

10.4.3

6

9

9～10

13

16

20

22

23

27

5.6

7

8

11

12

13

14

15

18

19

22

25

1

9

6

10～12

(11)

12

16

(17)

18

22～26

23

29

30

7.1

2

6

7～10

10

14

15

17

24

総研大 ・平成10年 年度国際シンポジウム実施委員会(葉 山)

教官会議,教 授打合せ会

総研大 ・入学式(葉 山)

総研大 ・学生セ ミナー(葉 山)

観測船 「しらせ」東京港帰港

総研大 ・入学者ガイダンス

広報委員会

研究談話会

運営会議,南 極観測企画調整会議

隊長等専攻委員会

総研大 ・極域科学専攻委員会

食糧分科会,通 信分科会

建築分科会,教 官系連絡会

機械分科会,情 報科学センター運営委員会

教官会議,教 授打ち合せ会,航 空分科会

生物 ・医学専門委員会

研究談話会,大 学院教育協力委員会

総研大 ・教育研究交流センター委員会

地学専門委員会

気水圏専門委員会

宙空専門委員会

設営連絡会,定 常観測連絡会,運 営会議

教官係連絡会

総研大 ・極域科学選考委員会

教官会議,教 授打ち合せ会

第68回 編集委員会

第23回 南極限石シンポジウム

(南極輸送問題調査会議)

第87回 運営協議員会,極 地観測隊員健康判定委員会(椿 山荘)

総研大 ・極域科学選考委員会

(南極地域観測統合推進本部総会(第112回)

特別研究談話会

第40次 南極地域観測隊夏期訓練(菅 平)

総研大 ・入学者選抜委員会(葉 山)

運営会議,南 極観測企画調整会議

教官系連絡会

研究談話会

第1回 運営協議員会所長候補者推薦作業委員会

南極観測安全対策委員会

教官会議,教 授打ち合せ会

国際SuperDARNワ ークショップ(国 際青少年総合センター)

講演 と映画の会(平 良市)

第37回 図書委員会

研究談話会,南 極観測企画調整会議

五者連絡会議

ドーム深層コアの各種解析方法手法の総合的検討に関する研究小集会
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30～31

31

8.4

5

7

27

28

30

31

9.1

4

7

8

10

14

18

24

25

28

29

30

10.1

戸O

次
)

8

15

16

19

20

23

26

27

28

30

11.2

4

(6)

9～10

10

第22回 極域における電離圏磁気圏総合観測シンポジウム

運営会議

常時地球振動 と超伝導重力に関する研究小集会

極域観測デー タベースとモデリングに関する研究小集会

研究談話会

第88回 運営協議員会

第40次 南極地域観測隊在京者打ち合せ

南極における医学研究の将来展望に関する観測研究小集会

講演と映画の会(仙 台)

総研大 ・博士論文審査委員会,総 研大 ・公開論文発表会

教官系連絡会

総研大 ・極域科学選考入学者選抜試験 ・面接試験

教官会議,教 授打 ち合せ会

エ ンダービランド地学調査の展望に関する研究小集会

総研大 ・極域科学選考委員会

南極海季節海氷域 における生物生産過程の解明に関する観測研究小集会

総研大 ・数物科学研究科教授会(東 条 インペリアルパレス)

第35回 評議員会(東 条インペ リアルパ レス)

家族会

第69回 編集委員会

運営会議,南 極観測企画調整会議

南極大気 ・物質循環観測に関する研究小集会

教官系連絡会

創立25周 年記念行事

南極湖沼の生態 とその変遷 に関する研究小集会

後期新生代の南極氷床変動史と氷床縁辺域における高精度環境変遷史

復元に関する観測研究小集会

第40次 南極地域観測隊全員打 ち合せ,壮 行会

教官会議,教 授打 ち合せ会

図書委員会,南 極観測安全対策委員会

現地観測による極域海洋の変動過程の研究小集会

南極圏環境モニ タリング研究センター運営委員会

総研大 ・教育研究交流センター運営委員会(沼 津)

五者連絡会議(横 須賀)

臨時教授打合せ会

第18回 南極地学シンポジウム

リモー トセンシングによる極域超高層の研究に関する研究小集会

航空分科会

総研大 ・極域科学専攻委員会

部課長会議,教 官系連絡会,南 極阻石研究委員会

教官人事委員会

運営会議,南 極観測企画調整会議

教官会議,教 授打合せ会

第89回 運営協議員会

(南極OB会)

平成10年 度国家公務員共済組合支部年次監査

南極観測準備連絡会

総研大 ・極域科学専攻委員会
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11

13

14

19

24

25～26

27

12.1

3～4

7

9

11

17

1

0
乙

5

7

り
乙

り
乙

り
乙

L11

11

12

13

14

18

19

20

22

25

26

27

28

29

2.1

2

4

5

8

12

17

18

研究談話会

総研大 ・教育研究委員会(葉 山)

第40次 南極地域観測隊家族会(東 條会館)

(南極地域観測統合推進本部総会(第ll3回)

第40次 南極地域観測隊東京港出港

第12回 大学共同利用機関会計系係長連絡会

部課長会議

総研大 ・極域科学専攻委員会

第21回 極域気水圏シンポジウム

航空機による北極圏大気観測に関する研究小集会

運営会議,南 極観測企画調整会議

教官系連絡会

第21回 極球生物シンポジウム

教官会議,教 授打合せ会

顧問懇談会

定期健康診断

EISCATレ ーダを中心 とした北極域超高層の総合観測に関する研究小集会

総研大 ・教育研究交流センター運営委員会

部課長会議

教官系連絡会

運営会議,南 極観測企画調整会議

衛星 リモー トセンシングによる氷床一海洋 一地殻圏変動のモニタリングに関する研究小集会

総研大 ・極域科学専攻委員会

教官会議,教 授打ち合せ会

総研大 ・公開論文発表会

南極域での超高層物理学研究の将来計画に関する研究小集会

総研大 ・公開論文発表会

総研大 ・公開論文発表会

建築分科会

機械分科会,通 信分科会

航空分科会

総研大 ・公開論文発表会

設営連絡会,気 水圏専門委員会

SCS事 業連絡会協議会,編 集委員会

教官系連絡会,宙 空専門委員会

研究談話会,生 物 ・医学専門委員会

地学専門委員会

運営会議,南 極観測企画調整会議

教官会議,教 授打ち合せ会

総研大 ・極域科学専攻入学者選抜試験 ・面接試験

総研大 ・極域科学専攻入学者選抜専門委員会

定常観測連絡会

共同研究連絡会

総研大 ・極域科学専攻委員会

1998年3月25日 の南極地震と南極プレー トの進化に関する研究小集会

特別研究談話会,共 同研究委員会

総研大 ・教育研究情報センター運営委員会

教授会,教 官人事委員会
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19

22

23

24

25

26

1

り
乙

3

4

3

5

8～12

12

17

19

26

28

29

30

運営会議,南 極観測企画調整会議

教官系連絡会

総研大 ・数物科学研究科連絡会

第90回 運営協議員会

広報委員会

総研大 ・数物科学研究科教授会(東 条インペ リアルパ レス)

宇宙塵のキュレーションに関する研究小集会

非干渉散乱レーダ委員会

総研大 ・合格発表

(オーロラ会)

教官会議,教 授打合せ会

総研大 ・人学者選抜委員会(東 海大校友会館)

廃棄物品再利用検討委員会

北極圏環境研究センター運営委員会

北極科学研究推進特別委員会

第38回 評議員会(東 条 インペリアルパレス)

第V期 ポーラーパ トロールバルーン実験計画に関する研究小集会

大学院教育協力委員会

総研大 ・極域科学専攻委員会

第41次 南極地域観測隊員候補者冬期訓練(乗 鞍)

氷床 コア研究委員会

研究談話会

特別研究談話会

運営会議,南 極観測企画調整会議

第39次 越冬隊 ・第40次 夏隊帰国(成 田)

第39次 越冬隊 ・第40次 夏隊帰国歓迎会

教官系連絡会
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